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ま え が き

藤沢謙一郎（附属教育実践研究指導センタ一長）

文部省は、都道府県・政令指定都市を対象に、「教員養成の実施状況等に関する調査j

を実施し結果を公表しています。その中で、採用側が養成段階に期待するものとして、 f教

職につく明確な意志、教員の使命の自覚J（小学校 70.2%，中学校64.9%）がもっとも高く、

次いで f教職に関する専門知識J, r幼児・児童・生徒を把握し指導に適切に反映してい

く能力jが，いずれも 5_0%以上の商さであげられています。また、採用時点での必須の

資質（不足している資質）としてあげられたのは、 f幼児・児童・生徒を把握し指導に反

映していく能力Jf学校の同僚，保護者，学校外の関係者と円滑なコミュニケーション，

人間関係を保つことができる能力Jr幅広い教養Jで、いずれも 65%～70%でありました。

そしてこれらが不足している原因を、「大学での養成の在り方Jや f家庭環境や社会環境

の変化j にあるとしていますG さらに、こうした状況への改善策として、教員養成機関に

対し f理論中心のカリキュラムから、学校現場の実態やニーズを踏まえた実践的な内容を

重視したカリキュラムに転換するJr教育方法について、子どもと直接ふれあうなどの体

験的な実習や事例研究など効果的なものを工夫するJ等を指摘しています。調査結果から、

問題を抱える教育現場での期待する教師像が浮かびあがってきます。

こうした中で、文部省は平成9年度から「教員養成学部フレンドシップ事業Jを、スタ

ートさせました。これは、教職を目指す学生が、児童生徒と f直接ふれあいともに学ぶj

ことにより、実践的指導力の育成を図ることにあり、体験の場と機会を大学と地元教育委

員会が連携して設け推進するために予算化した事業です。信州大学教育学部も、今年度こ

の事業に取り組みましたが、それを可能にしたのは、本センターが昨年度から 1年生に必

修として開設した臨床経験の授業「教育参加j と、これまでの学生諸君による f信大Y0 

U遊サタデーj の活動実績によるところが大きいと考えています。これらは、フレンドシ

ップ事業を先取りしたもので、あったと言えるからです。その f信大Y0 U遊サタデーJも

第4期を迎え、これまでの大学キャンパスでの活動から f出張Y0 U遊サタデーjと称し、

地域に出て活動を展開しました。これまでと異なるこの体験は、参加した学生諸君に何を

もたらしたでしょうか。参加するということは、ただ単にそこに身を置くということでは

ありません。そこに身を置き活動し、何のための参加かを自ら問う営みです。個々バラバ

ラに存在していた知識や技術が、参加・実践活動を通じて結合し、本物になっていくはず

です。そこで改めて、己の無知や技術のいたらなさに気づかされもします。そこに新たな

学習への出発があります。

本書は第4期 f信大Y0 U遊サタデーj の実践報告です。学生諸君の生き生きとした姿

が伝わってきます。これらの諸君によって明日の教育が拓かれるはずです。これからも地

道な活動を期待しています。

なお、本年度も（財）長野県テクノハイランド開発機構から援助をいただきました。

感謝とお礼を申し上げます。
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。第四期概要

OYO  U遊サタデーの足跡（’ 97) 

OYO  U遊サタデーとは何ぞや

0学生の自発・能動の取り組みによる力量形成

O第 4期Y0 U遊サタデ一定例会諸事録

OY O  Uサタカレンダー（9/27～11/9)

Oカレンダーに関する資料

。講座紹介 ・HOWTOサタデー・講座記録

。物作り講座
・プーメランを作ろう！

．プーメランを飛ばそう

－楽しく作ろう藤かご作り

－宇宙生物スラスラスライム

・宇宙からやって来たSuraSurnスライムくん

．スラスラスライム

・ベーバーグライダーをとばそう

－自分で‘紙を作ってみよう ・いい紙つくろう！世界で、たった1枚の紙を。

．ステンシノレって何？～君もやってみよう～

－やさしい木工教室

藤沢謙一郎｛附原教脊実践研究指導センター長）

林向達（第l期YOU遊サタデ一事務局長）

中村典 史（m4期YOU遊サタデ一実行委員長）

土井進（附属教育実践研刻時センター）

－からカラアート

・うちわで書

・タオノレマジック～タオノレを使って動物をつくろう～

・フィノレムロッケット～えっ！！フィノレムケースがとぶの？～

．作ってうれしいカレンダー

－天まであがれぼくのたこ

－あけてビ、ツクリ ！飛び出す絵本作り

．永久ゴマをつくろう

．折り紙ランド

O体験議座

－サラサラドロドロカッチカチ（小麦粉粘土）

．でっかいでっかいシャボン玉をつくろう

－ネイチャーゲームE

－宝さがし（ネイチャーグーム）

．山あそび

・こま ・コマ・独楽であそぼ！ ・こまであそぼ！

－銅が金になる！？錬金術の秘密 ・つくってみよう銀の鏡

．気分はめいたんでい

O食べ物講座

－どーんとうどんを作ってみよう

．モコモコデンキパン

．カンカンアイスクリ｝ム

．一本日わたあめ屋さん－

O運動講座

・いい汗かこう！！春の大運動会
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片桐宏（技教・院2)
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村田恵（国3)
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長田ひろみ（家4)
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・ドキドキの世界

・みんなでジャンブ

・これで私も／....ハノヤ＂PLFFYでいい感じ！

Oその他
・いじめフォーラム’ 97・いじめ ・下登校フォーラム’ 97秋

・ゾクゾク教育学部ってどんなところ

・世界の言葉と世界の遊びを楽しもう

。参加者アンケート

・アンケート集計結果

．参加者アンケートより

0本部係

・スタッフ長

・駐車場係

－誘導係

・受付係

－開閉会式係

－備品係

・本部係

・Cooking隊

．写真・記録係

・コンビューター係

－会計係

。出張YOU遊サタデー講座記録

0更埴出張Y0 U遊サタデー

・チャレン児プラザ21について

．宇宙生物スラスラスライム

－飛び出す絵本

O高遠出張Y0 U遊サタデー

－信州高遠フェスティパノレについて

・宇宙生物ふるるんスライムを作ろう

．へーパーグライダーをとばそう

－からカラアート

・冒険ハイク～自然の中を探険しよう～

．ネイチャーアート

O小諸出張Y0 U遊サタデー

．乙女の森フェスタについて

・でっかいでっかいシャボン玉をつくろう

佐野美佳（保4)

佐野美佳（保4)

山木隆行（数4)
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芦田英央（社4)

森下房枝（家3)

登坂武人（社3)

土屋ひとみ（実2)

・フィルムロケットを飛ばそう～えっ！！フィノレムケースが飛ぶの？！～

．宇宙生物スラスラスライム

佐々木美恵（家4)

山田尚美（家3)

登坂武人（社3)

佐々木美恵（家4)

。学生スタッフ名簿

。平成9年度「YOU遊サタデー」学年別参加者数

。あとがき

。編集後記
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第苔E日其周根恋重要

d’ 

今期YOU遊サタデ一実行委員会は、キャンパスで行われた第 11回 ・第 12回 ・第 13

回の3回を中心に出張を含めた計6回のY0 U遊サタデーを成功させるべく活動を展開し

てきた。その活動内容をこの概要で振り返っていただきたい。

この概要は、第1期から第4期までの客観的考察、実行委員長の白から捉えた今期YO

U遊サタデーの活動の姿、今期1年間の活動内容、さらに実際、第12回終了後から第1

3回に向けて実行委員会がどのような準備をしてきたのかをカレンダー形式にしてまとめ

てみたもの （9/27～11/9は高遠と小諸2つの出張Y0 U遊サタデーの準備も平行しておこ

なわれていたので、そのこともカレンダーにならべて記入しておいた）の4種類の原稿から

構成されている。またカレンダーの中には、私たち実行委員会でのみ使われている言葉が

いくつかあるが、それに関しては以下に脚注をもうけたのでそちらを参照していただきた

し、。

この第4期概要を読んで、今期私たちがどのような活動を、どのような考えに基づいて

おこなってきたのかをご理解いただければ、 これ幸いである。
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林向達（第 l期信大YO U遊サタデー事務局長）

(1】はじめに

199..t年度に信州大学教育学部においてスタートした「信大Y0 U遊サタデーJも4期を

数えるまで‘になった。これまでの変遷を簡単にまとめておきたい。比略的に表現すれば次

のようになるだろう。

「信大Y0 U遊サタデーは、第1期で決意し土地を買い、第2期で土台を固め、第3期

で屋根を作った。第4期になって、ようやく家の中のことに着手し始めた。j

(2］土地を買った第 l期

第 l期Y0 U遊サタデーは、無からの創造の時期。「もっと子ども達と触れ合いたいJと

いう願し、を実現するため、 6月に実行委員会結成、 9月には第1回開催というスヒード展

開であった。

第 1期のスタッフにとって、信大Y0 U遊サタデーは真っ白なキャンパスに等しかった。

そこに様々な理想を夢描きつつ、自由な発想にしたがって子ども達や地域社会との触れ合

いの場を目指す。学校週5日制や、教員の実践的指導力の要請、聞かれた大学の推進など、

様々な追い風を背に受けて、手探りをしながらの出発であった。

（平成6年9/10・10/8・11/12開催、学生数延べ 152名、参加者数延べ544名）

(3］土台を固めた第2期

YOU遊サタデーの2年目は YO  U遊サタデーの基本理念を明確化した時期。第1期

での実践を見直し、問題点やこの活動そのものの意義について検討がなされた。この期で

は松本キャンパスでの開催が実現し、また「出張Y0 U遊サタデーJと呼ばれる、外部から

の出前講座要請に応える試みも加わった。

大学と地域社会とが触れ合う新たな場を創造したことで自体に意義のあった第 1期と異

なり、第2期以降は、実践の内実が大いに問われてくる。そこで第2では、講座づくりに

焦点を当て、指導案にあたる「遊学プランJを軸としてキャプテン・スタッフのコミュニケー

ションの充実を図ったり、学部授業「教育実践学演習jとの連携や実行委員会の定例化など、

質実向上の努力がなされた。

（平成7年 5/27・9/9・10/14・10/28、学生数延べ315名、参加者数延べ871名）

(4］屋根を設けた第3期

第 3期では、ここまでの土台の上に、活動自体をより豊かなものにしようという性格を

持っていた。またこの期では、外的な障害（オリンピック開催によるキャンパスの工事）や、

信州大学教育学部の新たな教科目「教育参加Jとの連携といった要素が数多く降りかかって

きたため、そうした状況に適応する努力もなされた。

この期の特徴としては、たとえばY0 U遊サタデーの運営で常に問題となっていた仕事

の集中化についてはfみんなで仕事をやろう DAYS Jという活動を呼びかけ、大所帯とな

った学生スタッフ聞のコミュニケーションを促そうとした。また、 Y0 U遊サタデーでの

活動が当日以後も広がりを持つように「HOW  TO サタデー」という冊子を作成、様々

- 5-



な講座の教材紹介を配布するといったアイデアも取り入れた。

（平成8年 5/25・9/14・10/12、学生数延べ396名、参加者数延べ871名）

[5］住みはじめの第4期

YO  U遊サタデーのスター トは、子ども達とのふれあいの場を増やし、自分自身を磨い

ていきたいとする教育学部性の願いに端を発している。この本来の願いに注力できるよう

になったのは、第4期に至ってようやくであろう勺この期では、飯綱 ・長野県自然保護研

究所の協力を得て、野外活動をテーマとした講座を開設するなど、依然新たな挑戦が試み

られている

第4期がこれまでの期と異なっているのは、反省会の発言内容が単なる感想ではなく、

自己の実践についての分析であるものが増えたことなど、各人の活動への関わりが深くな

っている点である。器をつくる努力から中身に関する努力への移行を感じさせる。次なる

段階への転換点だといえる。

（平成9年 5/24・9/27・l1/8 

[6］時 ・場 ・人

以上4期を通しての変遷を粗雑に並べてみた上で、 3点についてホイントをまとめてお

きたい。

l.活動は長期的な展望のもと継続されなければ、本来の主旨まで到達できない。Y0 

U遊サタデーもまた、マンネリ化の弊害を免れないが、その域に達して初めて、私

たちが追求すべき課題が見出されるのではないかと思われる。

2.場を活性化させる視点、を持てるかどうか。子ども達や地域社会の人々と学生との触れ

合いの場を設けるということは、単に一緒に同じ時間を同じ場所で過ごすことによっ

てのみ達成されるわけではない。場全体を見通した上で、自分なりの関わりを展開す

る必要がある。

3.各人の「人間力Jを軸に据えることが大切ではないか。活動を一般化し理論的に記述

する試みは大切であるが、その一方で、拭いきれない固有性も大切にしたい。活動の成

功が、方法論でのみ達成されるのではなく、そこに参加した人聞の力によって豊かな

ものとなるようにデザインしていくこ ~ c

！？】おわりに

この時期、フレンドシッフ事業の促進により他大学においても様々な取り組み、試みが

なされている。そうした動向を注意深く観察すると、活動をタイフ分けすることができる。

その際、 2つの軸を立てることができるだろう

目標統一型

（全体活動）

参加者主導

主催者主導

-6ー

目標分散型

（講座制）



この講座の中で、信大Y0 U遊サタデーは、複数の講座およびテーマを学生スタッフ側が

事前に準備する点で「主催者主導 ・講座制Jに近いが、当日は主催者である学生スタッフ

も参加者であり、本当の参加者とともに活動を進行させるという点では、 「参加者主導 ・

講座制Jと考えられる。

他大学の中には、参加する子ども達と共に活動内容を決定し、全体で一つの目標に向か

つて活動を行なう形もあり、その場合には「参加者主導・全体活動型Jと考えることがで

きる。実際には、少人数のグループ単位に分かれて活動したり、細分化された活動を分担

することになるだろう。このような軸以外にも、活動場所の違いにや、時間的な違いもタ

イプ分けにかかわってくることが考えられる。改めて自分達の活動の位置づけを分析する

ことが必要だと思う。

今後、信大Y0 U遊サタデーを継続していく中で、大きく活動を見直す時期が来ると予

想される。その時、 Y0 U遊サタデーを座標の中で大胆に動かしてみることも必要になっ

てくるだろう。あるいは、期ごとにタイプを切り替えるといったことも活動に刺激を与え

られるかも しれない。私達の人生の中、幾度か「引っ越しJがあるのと同じように。

-7ー



YO  U遊サタデーとは何ぞや
～実行委員長の挨拶にかえて～

実行委員長 中村典史

この実践記録を3年生が中心になって作りはじめた頃、当然実行委員長の挨拶というも

のが必要であろうという ことで、私にも書くようにとのほぼ命令に近い通達が来た。よく

よく見ると去年もおととしもちゃんと実行委員長の挨拶というものが掲載されている。そ

の中には、 「ああ、あの人ならこういうことを書くだろうなJという人格のにじみ出た文

章がつづられていた。

そこで私も卒論の疲れからか、自分の思いのまま文章を書きたいという衝動がふつふっ

と湧き上がってきたのであるが、はたして何を書けばいいのか。考えに考えた末、結局出

てきたのが上記のタイトノレである。編集委員の一人が横から見て、 「本当にそれで書くん

ですか？Jと言われてしまったが、私は本気であるe

たしかにこのタイトルは一見もう考えられ尽くした観がある。第 1期から第3期までの

実践記録その他YOUサタに関する文章をひも解けば、たいていのところにその概念が記

されている。そんな問題をなぜいまさら、という声が、遠くの方からこっそりと聞こえる

ような気もする。しかし一度考えられたことは考えないとしづ姿勢では、 Y0 Uサタは成

り立っていかない、という考えのもと、私は 1年間Y0 Uサタをやってきた。結局行き付

いた先は今まで言われてきたこととさほど変わりのないことであり 無駄なことをしたよ

うな気もするが、 1年ごとに活動する人聞がころころ変わるY0 Uサタにおいては、その

無駄なことに大きな意味があるのである。

－活動面から考えてみる

今年は様々な面で、これまでになかった活動が取り入れられた年であった。その端々で

「Y0 Uサタって一体なんだろう」と考える機会が、私だけでなく Y0 Uサタをやってい

る多くの学生にあったと思う。実はそれを項目ごとに書いていこうと思って半分くらい書

いてみたが、あまり興味をひかれるものとならなかったので、 自分でボツにしてしまった。

そこで、もっといいものを書く義務が生じてしまったわけであるが、こうした疑問を容赦

なく私たちにぶつけてきた活動に出張Y0 U遊サタデーというものがあるので、それを中

心に見ていきたい。ただし出張を行った際の詳しい経過や苦労話はそれぞれのページに書

かれているので、私は出張がY0 Uサタ全体に及ぼす効果という点から考えていこう。

出張YOU遊サタデーというのは、別に今年始まった活気的な新企画ということはなく、

毎年目立たないところでひっそりと行われてきた活動である。しかし今年はそんな隠居生

活から俗世間に舞い戻ったように、出張がクローズアップされた年であった。

出張Y0 U遊サタデーとはその名の通り私たちが地域へ出張し講座を持つものである。

今年は更埴、高遠、小諸へ出かけて、そこでのイベントに参加させていただいた。出張を

するメリットには次のようなものが挙げられる。

l.出張することによって新しい視点がY0 Uサタ内にも入ってくる。

主にイベントを取り仕切る主催者の意図やその運営方法が、私たちの活動の参考にな

るということ。
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2.新しい分野（出張）にチャレンジ出来る

大規模な出張という過去に例を見ない活動を取り入れることにより、頭を使う機会が

増え、私たちの活動が活性化するということ。

3.主催者側との交流で勉強になることが多い

主催者の方々との交流は、運営方法などを学ぶという点のみではなく、教師となった

ときの先輩として学ぶものがいくつもあるということ。

しかしたいていの活動には、問題点というのも付きまとうものである。この出張も例外

ではないが、それはYOUサタそのもののスタンスに関わるものであった。

1. YOUサタとの主旨の違い

こちらがお邪魔している立場で主旨が違うと文句を言うのも非常にあっかましいが、

これが活動内容に影響してきでは問題となっても仕方がない。できるだけたくさんの

人に参加してもらおうというイベントの性格上、私たちのやっているようなじっくり

2時間かけて行う活動が出来ないため、子どもとのコミュニケーションが取れず、私

たちが目標としている子どもとの関わりを学ぶということが達成できない。厳しく言

えば、私たちはイベント業をやりたくてYOUサタをやっているわけではないという

ことである。

2.出張による本来の活動への圧迫

いくら出張が大規模になっても、私たちの活動拠点はキャンパスであるo キャンパス

のYOUサタは参加する学生の意識の面でも、学生がすべての企画をするという点で

も、重要なものとなっていて、これをやめてまで出張に精を出すわけにはいかないと

いうことである。しかし今期においては忙しさのあまり、キャンパスでのY0 Uサタ

が「ただ開くだけのものJになってしまったことは否めない。

こうした問題は、 YOUサタ全体に対し多くの疑問を投げかけた。 2時間同じ子どもを

相手に講座をする事と、流れ作業的に行うことの違いは何なのか？キャンパスでYOUサ

タを行う意味は何なのか？それぞれが難しい問題とジレンマをはらんでいて、簡単には解

決する様子もない。しかし rvouサタって何だろうJと考えるいい機会になることは間

違いない。

－組織面から考えてみる

YOUサタは今年で4年目を迎え、次第に運営その他の活動もスムーズにこなされるよ

うになってきた。この月にYOUサタを行うにはどれくらいの時期に何をしてどうすると

いった活動がリストアップされ、その気になれば全く参加していなかった人でもそれを見

ればYOUサタの運営ができるまでになっているo また組織的にも明確に役割分担がなさ

れ、実行委員長などは「これはどうしよう」という時の相談相手しかやることのない状態

でもYOUサタが動くようになってきた。運営にかまけるあまり、一番の目的である子ど

もとの関わりを学ぶという点に比重がかけられないという問題をクリアーする意味で、こ

うした進展はなおも期待される。

しかし逆に、こうしたことにより次にあげるような新たな課題が生まれてくることもま

た事実である。

1.活動のマニュアル化に伴うマンネリズムの進行
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活動がマニュアル化されることにより、試行錯誤の必要性がなくなり、結果としてい

つもやることは一緒という状態に陥る。そればかりかなぜそういうことを行うのか、

としづ根拠を持たず、去年やってたからということだけで活動してしまう恐れがある。

これはY0 Uサタそのものについても言えることであり、去年やっていたから今年も

YO  Uサタゃるか、とし、う主体性のない活動では、講座の中身や安全面に問題が生じ

る。

2.役職の専門化に伴う問題

役割分担がすすむにつれ、その活動が専門性を帯び、それに携わっていない人が入り

込めなくなってしまう。そのためその人がいないとどうにもならないという問題が起

きてくる。また常に問題になっているYOUサタ内部の閉鎖性の一因にもなる。

こうした課題を解決するためにも、最初に述べた「Y0 Uサタについて考える」という

ことが必要になってくるのである。つまり常に自発的にY0 Uサタに関わろうという姿勢

が最も重要な要素となってくるのである。

「Y0 Uサタとは何ぞや」というタイトノレでつらつらと書いてきたが、結局結論は何な

のか？一応私の中で結論めいたものはあるのだが、あえてここでは書かない。それは私が

ケチだということや今までの記述と一致しないということも原因ではあるが、なにより、

それはやはり自分で探すべきものであろうと考えるからである。私のこの文章は、それを

考えるたたき台で十分である。Y0 Uサタ関係者以外でこれを読む人にとっては困った文

章であるが、そうした主旨をご理解し、ただきたい。

最後に、今年一年間、私の鹿理屈の数々にも関わらず、いつもニコニコとY0 Uサタを

全面的にパックアップしていただいた土井先生にお礼の言葉を送るとともに、来年YOU  

サタを倉ljっていく後輩たちにエーノレを送り、私の挨拶を終えたい。
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学生の自発・能動の取り組みによる力量形成

土井 進（ド付属教育実践研究指導七ンター）

l.第四期実行委員会の発足

平成9年3JI 13日．卒業式を間近にしたこのIL'i!UJに、実践センター104室には大学院生2

名、 4年生5fi、3年生9f1ぃ 2午’I=11"1による，.，熱した討議が行われていた。教育学部全体

の視点に立って、 YOU遊サタヂーの改善すべき点を話し合い、第四則実行委員会を発足させ

ようという集いで、あった。

YOU遊サタデーという一つの均をきっかけに集った光市と筏市が、糾訟の上にIII庖になっ

て訴り台っていた。そこでは、 YOU遊．サタデ一lま．

ること、 YOU遊サタデーに参加した学生どうしでも怠外に話し合う機会が少ないこと、など

様々な問題点が指摘されていた。 ー）j、と．んな問題でも；｛jり合っていくことによってきっと

乗り越えて行ける、仲間j同志がスハークしあう ill,i'~ I均な話し台いこそが大事である、組織と

~ ）うものは有機的なつながりである以上閉鎖的な削Jj而をもつが、実行委員長を中心にしっか

りとした土台を作り、参加したいという学生には’市にオーフシな姿勢でいく、などフラス忠

の々J立見もどんどんll'iされた。そして、結局、 YOU遊サタデーというのは実はすごいことを

やっているのだという自覚に達し、 YOUサタを継続していくために第凶期実行委員会を発足

させようということで一座がまとまった。

ijl村典史君（社会3年）が「たぶん自分は個性的ではないので、みなさんの制性を発揮し

ていただいて、第四期 YOU遊サタデーをやっていきたいと思いますJと立候補宣言すると、

全員が賛同の大拍手をおくった。

2.長野県自然保護研究所での「山あそびJ講座開設の経緯

飯綱高原にある長野県自然保護研究所（百；JJ品昭所長、平成8年9月30日間所）の陸斉氏

（環境学習担当）が学技法人小山学困長野教育センタ一所長平沢信夫氏の案内で、平成9年3

月28日にYOU遊サタデ一実行委員会の学生を訪ねてきて下さった。そして、同研究所を

YOU遊サタデーの会場として提供して下さるという有り難いご健案をいただいた。これまで

野外活動の講座を開設したいという計画が向度も学生から出されたが、スタッフの手不足か

らくる安全面への不安と会場まで・の輸送経費が大きな壁となって、断右：せざるを得なかった。

しかし、今年度から文部省のフレン ドシップ事業が始まり、信州大学では授業科目「教育参

加JとともにこのYOU遊サタデーもフレンドシッブ事業のー探として認めていただいたので、

飯綱高原までのパス貸し切りが可能となってきた。これに勢いを得て早速4月に学生8f，と
ともに実踏し、陸斉氏の案内でLllの中に入り、講座開設への夢をふくらませることができた。

9月27日に「山あそびJ講座を長野県自然保護研究所と共同で実施することができたことは、

第四期の特筆すべき出来事であった。

3.国立信州高遠少年自然の家での出張YOU遊サタデー開催の経緯

平成8年 12月に漆戸邦夫 ・前センター長（現教育学部長）と上野登志男 ・教務係長と私の

3人で国立信州高遠少年自然の家に松下倶子所長をお訪ねした。それは平成8年度から開設し

た 「教育参加j のメニューに同少年自然の家のご協力をお願いしたいと考えたからである。

幸いご快諾を得たのであるが、その席で同所長から YOU遊サタデーの学生たちに高速フエス
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ティパルに参加してもらいたいとの要望が出された。これは学生に活路の場を広げる上で大

変有り難いご、提案で、あったが、 YOU遊サタデーは学生の自発的な取り組みとして実施されて

いるものである以上、私一存では返答することができなかった。

平成9年4月に松下所長が漆戸学部長を訪ねてきてくださり、その折に松下所長に学生た

ちに会っていただいた。そして、 5月31日（土）に高遠下見ツアーが計画され、参加した学

生5名がj巌沢センター長と私の車に分乗して高速に向かった。 4年生の学生たちは車中でも教

員採用試験のための勉強に余念がなかった。百聞は一見に如かず、やはりすばらしい自然環

境の中にくると学生たちの活動意欲、創造性が刺激される。是非、秋には高速でのYOUサタ

を実現したいという決意が固まったようである。高遠町’の春日多喜子さんのご案内で城下の

見事な桜、高遠藩校 ・進徳館と伊j宰修二の生家を見学して帰った。 10月11日（土）に学生

33名が参加して高速での出張YOUサタが実現したのは、フレンドシップ事業ならびに長野県

テクノハイランド開発機構のご支援があったからこそである。

4. 小諸市文化センターでの出張YOU遊サタデー開催の経緯

平成9年6月に長野県教育委員会佐久教育事務所の上原美次指導主事がYOU遊サタデ一実

行委員会の学生を訪ねて来てくださった。父親の家庭教育参加を考えるフォーラム「乙女の

森フェスタ・親子で遊ぼう、作ろうJにYOUサタの学生の参加をお願いしたいというもので

あった。現住信州大学教育学部に学んでいる学生の4割にあたる約500名は長野県出身であ

り、県内 120市町村にまたがっている。それぞれの市町村ではこれらの学生がやがて地元に

｜帰ってきて郷土の教育に骨を血める覚悟で取り組んでくれることを強く願っておられる。益

成段階である学生時代に、一度でもいいから自分の生まれ育ったところで、子どもたちと触

れ合う体験をすることは、教育を地域社会という視点から考えていく上で重要である。この

ような考えに基づき、 上原J旨場セ11~に佐久地方出身の学生に会っていただいた。教員採用試

験、卒業論文、 YOU遊サタデーと忙しいさ中で・はあったが、学校現場では毎日が忙しさの述

続であり、それに流されないで厳しく自己の力量形成を図っていくことが課題であることを

聞き、この学生も発憤して小；l{iで、の出張YOUサタ（11月9日）に挑戦することになった。

5. 学生の自発・能動の取り組みによってのみ成立するYOU遊サタデー

上述の山張YOU遊サタデーのほかに今年度は、長野県社会部が主催して更埴市の長野県立

歴史館 ・科野の里歴史公闘を会均に実施された「ちゃれんじ児プラザ21 J (9月13日）に

も参加することができた。と．の所!11)1においても学生が自ら判断し、自ら決定して参加してい

るところに YOU遊サタデーの民大の特色がある。ここが授業科目化された取り組みとは恨本

的に異なるところである。

学生たちが向故YOUサタをやるのか、ド思議である。そこに人間形成にとって重要な向か

が滑んで、いるように思われる。それがやJであるのか、本報告書に記述された学生の実践記録

を熟読して把握するように努めたいと思う。

第凶則のYOU遊サタデーが、学生たちの向発・能邸jの情熱によって見事に推進され、無事

的で終了できたことに感謝の気持ちでいっぱt、である。 YOU遊サタデーに関わってくださっ

たすべての皆保に心から御礼HIし仁げます。
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ヌEij唱話量言語義毒事盆草食

まずはじめに、定例会というものについて説明したい。

定例会とは、毎週木曜日に行われ、 Y0 U遊サタデー当日に向け、執行部と参加スタッ

フ聞の連絡事項のやり取‘りや、意志の疎通をはかるため行われる。これによって、 YOU  

遊サタデーに参加する学生全員の志気が高まっていく。また必要に応じてY0 Uサタ通信

（資料.1参照→P.21）も発行される。

下の表は各定例会の議事内容をまとめたものである。これから第4期Y0 U遊サタデー

の 1年間の活動の姿を見てもらいたい。

日
一
仰

内容定例会

第 l固定例会

4/10 第2固定例会

4/17 第 3固定例会

4/24 第4固定例会

5/1 第 5固定例会

1.配布物配布
藤沢センター長の挨拶

2.年間計画発表
飯綱・高遠への下見

3.YOUサタの説明

4.登録カード

必要事項の記入

1.講座募集

第 11回開講講座

2.連絡

・4/10 講座決定、 11 新聞社へ講座一覧表発送

17 講座紹介締め切り、 28 遊学プラン締め切り

備品一覧回収、 30 キャプテン会議（16:30～）、
5/6 受付開始（～5/17)

・次固定例会 4/17(12:40～）

・高速（5/31又は 6/1）下見、飯綱（4/19）下見

1.執行部の紹介

2.飯綱下見参加者募集

1.スタッフ名簿配布

・講座スタッフ

・本部スタッフ

2.今後の日程（追加）

• 5/19 みんなでやろう Days（～23日）、 23日

前日準備、 24日 当日

・次固定例会 5/1(12:40～）

• 9/27会場長野・飯綱に決定

3.牛乳パック・ベットボトル・トレイ収集の呼びか

け

4.キャプテンに会場レイアウト配布

1.連絡
『更埴ちゃれん児プラザ21J参加講座募集

• 9/13 10:30～16:00 長野県立歴史館にて

「路上 DE YOUサタj

－歩行者天国でYOUサタしてみませんか？

2.スタッフ名簿配布
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3.顔合わせ

5/8 第 6固定例会 1.タイムスケジューノレ、本部スタッフ一覧を用意し
各係ごとに打ち合わせ

2.当日参加の受け入れ、 HOW TO サタデーの確
認、（キャプテン）

5/15 第7固定例会 1.連絡

－備品係、会計係

・ピニノレ袋2～3枚当日持参

・講座毎に準備をすすめる
2.9月講座募集

5/22 第 8固定例会 1.講座紹介、成果発表、遊学プラン、 当日受付人数、

前日予定の変更確認（キャプテン）

2.係毎に最終打ち合わせ

3.備品準備の確認（キャフテン）

5/24 第 11回 YOU遊サタデー（松本会場）
5/29 第 9固定例会 1.高遠について

2.次回講座7月に募集

3.6/12～7/10まで休み

4.反省会(pre)

－本部とスタップ間の連絡等のつながりについて

－非現実的意見についてどうしたら良いか

－講座の反省と全体の反省

6/5 第 10固定例会 I.YOUサタ高遠について

－高速 Q&A

－参加申し込み

2.YOUサタの発展 ・充実へ

3.今後の日程

. 6/12～7/10 定例会休み

. 7/17、24 9月YOUサ夕、高遠の講座募集

7/17 第 11固定例会 1.連絡

. 9/13 更埴にて出張YOUサタ

. 9/27の講座＆高遠の講座決定（7/24) 

. 1118の講座は夏休み明けに決定

2.本部スタッフ一覧

3.長野 ・高遠参加アンケート

7/24 第 四 固定例会 I.YOUサタとは
2.講座紹介

3.前回来なかった人へのアンケート

4.キャフテンアンケート締め切り

9/4 第 13固定例会 1.各講座打ち合わせ

2.スタッフ一覧配布

3.各講座必要物品をたのむ

4.HOW TO サタデー用紙を渡す

5.受付方法の確認

- 14-



9/11 I 第 14固定例会 I L連絡

. 9/13 出張 YOU遊サタデ－in更埴、 9/18 定

例会＆Howto サタデー締め切り、 9/19YOU 
サタ in長野受付締め切り、 9/23～9/26 みん

なでやろう Days、9/27 YOU遊サタデ－in長
野・飯綱、 9/30 高遠遊学プラン締め切り、第

12回反省会

・メーリングリストの登録案内

911a I 出張YOU遊サタデ－in更埴

s11s I 第 15固定例会 I L高遠YOUサタ参加者に宿泊の有無を確認

2.高遠講座内容について（キャプテン）

3.スタッフマニュアル確認

4.HOW TO サタデーを集める

9121 I 第四国YOU遊サタデー（長野会場・飯綱会場）

1012 I 第 16固定例会 11.12回アンケートの提出

1019 I 第 17固定例会 I Lプリント配布
・高遠への持ち物・集合時間の確認
・定員、備品、教室の確認（キャプテン）

2.第 13回について

－教室、講座名、定員、講座紹介、備品一覧、遊
学プラン締め切り 14日確認（キャプテン）

10111 I 出張YOU遊サテデーin高遠

10116 I 第 18固定例会 I i.連絡

・キャプテン会議① 10/16 ② 10/17 
・10/20～11/4 受付期間

10/23 l第四固定例会 I 1会計係から。備品の購入の仕方について

2.写真の配布
3.打ち上げアンケート

4.スタッフ一覧確認

10/30 I 第20固定例会 11.プリント配布
・スタッフマニュアル、スタップ電話番号

2.備品チェック

3.連絡

・HOW TO サタデー31日J締め切り

・名札、修了書、領収書作成（キャプテン）

・備品購入によるレシート、領収書を会計係へ

．手ぬぐいを集める

・11/3～1117 みんなでやろう Days
4.講座毎に打ち合わせ
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11/6 第 21固定例会 5.連絡

－反省会は 11113又は 11114
－名札等の確認、遊学プランを指導教官に見せる

（キャプテン）

明日の準備予定（16:30集合）

2.各係り打ち合わせ

3.漆戸先生のお話、実行委員長のお話

4.参加者の名簿配布、当日受付人数・参加費の確認

（キャプテン）

11/8 第 13回YOU遊サタデー（長野会場）

11/9 出張YOU遊サタデーin小諸

／ 
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you  fナタカ v.ンタ’一一（9/27～ 11/9)． 
ー

9月27日（土） 第 12回YOU遊サタデー（長野・飯縄）

10月 1日（水）

2日（木） 第 13回YOU遊サタデー講座募集約

3日（金） 第四回YOU遊サタデーの反省会※2 ［高遠出張Y0 U遊サタデーについて］

4日（土）
高遠出張YOU遊サタデー遊学プラン〆切

5日（日）

6日（月）
高遠出張Y0 Uサタ打ち合わせ会

7日（火）

8日（水）

9日（木） 講座決定※3・講座紹介※4〆切 ・各マスコミ※5

10日 （金） へ発送
高遠へ出発

高速出張YOU遊サタデー（10/11)
11日（土）

12日（日）

13日 （月）

14日（火） 遊学プラン※6，備品一覧※7〆切

15日（水）

16日（木）

17日（金）

18日（土）

19日（日）

20日（月）
受付※9開始（11月4日まで）

［小諾出張Y0 U遊サタデーについて］

21日（火） 7月31日 実行委員会※13出席

22日（水） 9月24日 実行委員会出席、準備

23日（木）

24日（金） 小諸打ち合わせ、下見、備品買い物

25日（土）

26日（日）

27日（月）

28日（火） 各講座へ備品を分ける 小諸スタッフ打ち合わせ、準備

29日（水）

30日（木）
スタップマニュアノレ※10配布 （上記の他にTELでの打ち合わせ、連絡

31日（金）
HOW TOサタデー※11〆切 十数回あり）

11月 1日 （土）
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2日（日）

3日（月）

4日ωく） 可…一i5日（水）

6日（木）

7日（金） 前日準備（本部、各講座）

8日（土） 第 13回YOU遊サタデー（長野キャンパス）

9日（日） 小諸出張Y0 U遊サタデー

手J
i/ 

、」J

〆
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※1.諦座募集とは、次回のY0 U遊サタデーにおいて講座を聞いてみようというキャプテン

を募集することである。キャプテンとなるための条件はなく、学生・教職員・一般の方を問

わず、講座を聞きたい者であれば自分の講座を開くことができる。講座を開くキャプテンは、

講座名や参加対象、参加人数、服装、持ち物、参加費、必要スタッフ人数などを考えて執行

部に提出する。 （資料.2参照）

※2.反省会とは、一回ごとのY0 U遊サタデーが終った後に行われ、次のYOU遊サタデー

へのステップとも言える。この反省会では、当日の講座や本部係の反省はもとより、前日ま

での準備段階の反省や問題点などが指摘され、次回のYOU遊サタデーの糧になる。

※3.鵠座決定とは、講座募集において集まった講座を定例会のときにYOUサタスタッフに

報告することである。ここで講座が決定される。また、講座だけが決まっていてキャプテン

が未定の場合もこの時点でキャプテンをしてみようという人が現われればキャプテンが決定

する。また、講座の募集人数や参加対象が未確定だったりする場合も、この時点で調整が行

われる。

※4.議座紹介とは、次回のY0 U遊サタデーで行われる講座の内容を参加者に伝えるための

ものであり、子どもたちに分かりやすいように絵などを交えて描かれるものが多い。また、

講座紹介の他に講座名、キャプテン名、募集人数、対象学年、持ち物・参加費などを表にまと

めた鵠座一覧がある。資料請求が来た時は、この二部を送り返す。（資料.3参照）

※5.各マスコミとは、主に各新聞社のことをさす。次のYOU遊サタデ｝において行われる

講座名や募集定員、対象学年などを通知して新聞に載せてもらうようにお願いする。市民の

皆さんがこれを見て、 YOUサタの講座に申し込まれることが多い。（資料.4参照）

※6.遊学プランとは、学校の授業の指導案のようなものである。具体的には何をするか、キ

ャプテンのこの講座における願い、講座の展開、準備するものなどが書かれる。キャプテン

は書いた後に、執行部に提出する。そして、この遊学プランはキャプテン会議の時に、キャ

プテンや執行部のみんなによって吟味される。その後、書き直すこともある。（資料.5参照）

※7.備品一覧とは、講座を開くにあたり必要な備品を準備する時に参考になるものである。

備品一覧には、 YOU遊サタデーで使うことができる備品の在庫数が書かれており、各キャ

プテンはそれを見ながら自分の講座に必要な備品を確保する。また、講座時に使うもの、講

座の準備のために使うものと分けて書くようになっており、備品係が準備しやすいようにな

っている。備品係は各講座から出された備品一覧を見て、各講座ごとの備品を準備する。（資

料.6参照）

※8.キャプテン会援とは、執行部と各講座のキャプテンで組織される。講座のキャプテンが

自分の講座の遊学プランについて説明をし、安全面や講座を展開していく中で問題点などが

ないか検討する。そして、問題点がある場合は話し合われ解決を図る。キャプテン会議は、

キャプテン同士が客観的に話し合い、それを通してお互いの講座を高めて行こうとするもの

である。また、備品や会計係から備品の数や予算についての最終的な確認もこの時に行われ

る。

※9.受付とは、講座参加に申込は往復はがきによって行われる。参加者は往復はがきに希望

講座名（第ーから第三ぐらいまで）を書いて送ってくる。その往復はがきの内容に沿って講
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座への受付を行う。そして、往復はがきの返信の側にゅうゅうカード（入場券）を印刷し送り

返してあげる。 （ゅうゅうカードについては資料.7参照）また、受付の後期になると募集定

員がいっぱいになってしまい、希望どおりの講座に受け付けることができなくなることが多

い。その様な時には、参加希望者に電話連絡をして他の講座に移ってもらうこともある。受

付の作業と平行して、参加者の名札作り、領収証、修了証書きが行われる。 （名札、修了証

については資料.8参照）

※10.スタッフマニュアルとは、執行部とY0 Uサタスタッフとの聞において円滑に意志の疎

通を図るものであり、これを見ればY0 Uサタがどのように流れていくかがわかる。YOU  

サタ当日のタイムスケジューノレや講座一覧、注意事項、スタッフ一覧、緊急事態マニュアノレ、

会場地図などが書かれている。（資料.9参照）

※i 1. HOW  TOサタデーとは、 Y0 U遊サタデーの講座で行われた内容を家庭に帰ってか

らも行うことができるように、主に物作り講座の作品の作 り方などが書かれている。。 また、

自分の参加した以外の講座で行われた内容も知ることができたり、作ることができるように

作り方の紹介がされている。（資料.10参照）

※12.みんなでやろう DA Y  Sとは、 YOU遊サタデー当日までの一週間のことをさす。この

一週間は講座のキャプテンとスタッフが集まって講座の準備をしたり、練習したりする。当

日が近づくにつれて、どの講座も練習や準備に熱が入ってくる。

※13.実行委員会とは、出張 YOU遊サタデーが行われた小諸の乙女の森フェスタの実行委員

会のことをさす。乙女の森フェスタの一部分としてYOU遊サタデーが参加したため、速い段

階から YOU遊サタデースタッフもこの実行委員会に出席し、打ち合わせなどを行っていた。

実際に参加していたのはYOU遊サタデー実行委員長と副委員長である。

＂＂＂＇、．，，
ρ~；ミ
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資料1

ゅうサタのしくみの謎に迫る！

キャプテン・スタッフ
総座を開く中心的人物、お｜

よびアシスタントスタッフ l
のことらしい J 

《連絡（今までに決定した事）》

大年間計画 5月24日一松本キャンパス、

9月27日一長野キャンパス

1 0月 11日一高速自然の家

1 1月8日一長野キャンパス

ー
l
例
l
J

式

c

閑

t

開

e

本部スタッフ
スタッフ畏

本部係受け付け係

駐車場係写真記録係

実

行

委

員

会

大第 11回のキャプテン希望者は4月 10日まで

に講座名を決定して執行部（土井研究室）へ報
告してください。

執 行部

実行委員長副実行委員長

事務局長事務局次長 ｜ 

コンピューター係 J 

大次回の実行委員会は

4月7日（月） 1 2 : 4 0～ 
（実践センター 104)

§YOU遊サタデーへの連絡は

TEL/FAX 0 2 6-2 3 7-6 127 

ゃっばわかんないか まあいいJや！みんな、わかったかな？

：第2；号~：：
4目・＝1.0：日興行tJl iサ：タ通；憧

)> lh高遠・飯綱ヘ下見に行くツアー』

参加者大募集中！！
講座を開こうかな？という人、ぜひどうぞ。

高速： 5月31日or6月1日〈未定〉

飯綱： 4月19日

》これからの予定
4月10日講座決定

1 1日 新聞社ヘ講座一覧を発送

17日講座紹介。〈切

28日遊学プラン~切
30日キャプテン会議

5月 6日受信開始（～5月17日〉

/>YOU遊サタデーへの連絡は

TEL/FAX 026・237-6127 Dお知らせ

暖かくなってきましだね。今度みんなでお稲見に行きましょう

by H.O 

次回の実行委員会は

4月17日〈木） 1 2:40～ 
実践センタ｝にて
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0 U'YOUサタ執行部の紹介3 0 Iii飯鱗ヘ下毘に

今期の実行委員の主要メンパー

がこのように決まっちゃいましだ。

いこうよツアー』
参加者大募集中！！

お互いに.!VJけ合ってがんばってい 講座を開こうかな？という人、自然

きましょう。

実行歪員長 φf~ ~Q史（社会4f手〉

劃実行委員長佐々木美恋〈家庭4年）

小木曾M苑 Cl!!学3年）

~務局長 宮沢元〈理科4年）

土屋淳子（家庭4~）

スタッフ長 平察綾子（理事；14年〉

Computel'係長田ひろみ〈家鰐4年）

井出窪孝子（君主庭4~）

j妥iB 康理（~学4~）

蝦だつだら、土井先生の研究室

に遊びに来てね。来ると、左ど
でお茶が飲めま言。

の中でフローラルエッセンスの雷

りにひたりたい方、ぜひとうぞ。

飯綱： 4用 19日〈土〉

網ツアーに怠加する

は、当日9:30にセンタ

ーに集合してください．

。これからの予定

4月17日部座紹介〆切

28日遊学プラン〆切
30日 キャプテン会議

(4: 30～〉
5月 6日受同開始

（～5月17日）

： ~： Qif!U ’切f合瀬儒！：
＊連絡 食次回定例会

5/2 （金） 6: 0 0～巴脂にて 次固定例会

第 3号
4日！？ 日 発行

0 ff5月248までに

フレンドリーになろう！！

飲み会の開催』

いわゆる交流会というととです．みな

さん、出会いと感動を求めて参加して

みてはいかがでしょうかs たぶんイツ

キもありまぜん．楽しくやりましょう

日時： 5日2日 （予定〉

場開 ：（巴脂）

いし＼！渇所を'.iOっていだら主主えてください

。お知らぜ
次回の実行委員会は

4月24日〈木）
1 2:40～ 

実践センター！こて

み九な、来てね！

第4号
4日24日姥行

「5/24までにフレンドリーになろうJ

飲み会
5月1日〈木） 12:30～ 

＊今後の日程

4月28日 YO U学プラン・備昂一覧〆1刀

30日 キャプテン会議4:30～
5月 6日受旬開始（～17日）

1 9日みんなでやろうDA Y  
23目前日準備

24日当日イ工ーイ！！
31日or6月1日高遠下見

1甘いいづな報告

9月27日（第4土）のY0 Uサタは
長野キャンパス＋飯綱に決定！
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P連絡P
・5/2 fフレンドリーになろう飲み会j

6:00 センター前集合

一次会会費 3000円＋α

・5/8 次固定倒会12:40～

. r吏庖ちゃれん児プラザ21J参加募集！！
9/1 3 （土） 1 0: 30～16:00 
長野県立歴史館にて

・「路上DeYO UサタJ参加について
歩行者天国でYOUサタをしてみませんか？

6/15 13:0 0～17:00 
7/ 6 
8/12 17:0 0～ 
9/23 13:0 0～17:00 

中央通りにて

とうとうやってきましたね。お待ちかねの目が。各講座の

準備の進み具合はどうですか。うまく行っているところもう

まく行っていないところも、お互いに助け合いながらがんば

りましょう。

今後の日程
5月23日（金） 3コマ終了後、荷物の積み込み

5月24日〈土） YOUサタ当日＆飲み会

5月29日（木）定例会 12:40から

反省会 16:30から

当日の日程

7:30  実践センターに集合（時間厳守）

第 5号
5日1日発行

今回は去年YOUサタ通信を発行してい疋野本さんが号外を作って

いってくださいました。先生をなさっている現在の近況報告あり、今

期のYOUサタ遇憶に対する苦雷〈期待とち言う〉あり・・・の楽レい号

外です．

今年はYOUサタ通信の役割を連絡事項の伝遣手段と位置づけ「字

を大きく、簡潔・かつ的確にJということを砂がけて発行しています

が、連絡事項のほか！こち、 YOUサタのスタッフの活躍や、舞台裏な

どを、これから加えていきたいと思います．皆さんち、こんな事を翻

せて欲しいということを、どんどんスタッフに伝えてくださいP
下！こ5/2の飲み会会蝿の略図を示します．

靴を入れるビニール袋 お金

YOUサタマエュアノレ

もし何かが起こったら

ヤクシデント発生！当日、行けなくなったり

したらどうしよう。

心回無用！貴方の心のとも『宮沢元lが電話

（お応えします。

｜電話番号はこちら

10ー705-9875（挑帯だより

n1かあったら、必ず連絡すること
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’~gj7··.y~ Q1 U・サタ通信トJ 第 7号
苓ぎ5日29日鞄行

。訟本YOUサタ 終了

みなさん、お疲れ織でしだ．今回のY
0 Uサタは滋備が大変な総本であるうえ
に、 YOUサタ始まって以来の雨天決行
ということでドキドキした人も多かった
と患います．そんな中で、子どもたちに
怪我もなく、楽しんでいってちらえたと
いうことはとてもすばらしいことです．
これも皆さんの脇力があってのことです．
これからちYOUサタを発展さぜるべく、
いっしょにがんばっていきましょう．

次回の実行委員会は

6月4日〈木〉
1 2:40～ 
実践センターにて

み九誌、燕てね1

。出張Y0 U遊サタデー

i n 高速少年自然の家

LO月 Ii日に高速少年自然の家という
名前のところ疋ったと思うけと、ここで
伺とかフヱスティI'iルというものをやる
ことが決定しています．そこには子ども
がいっぱい来るから、そこでうちらも伺
かやろうよとゅうわけ．

ちなみ！こ、去年はこんなことをやった
らしい．

－フライングゴルフ －筋縄工

・マレットゴルフ ・箪木梁め

．ポ二一葉馬などの体験締盛

・土笛なとの物作り講座 etc

当日開く拐庄は 2時間半の予定です．
講座の獄、活類については現地の臼とか
開催する騎座との照ね合いもあるので、
詳しいことは未定です．

高速の下見ツアー（5月 31日）に、 （参加します・参加しません）

名前

今回の出張Y0 Uサタは還い上に、い

つもとパターンが遣うから、港備の疋め
に前臼 10月 10巴からのお泊まりツアー
になります．

0 Iii高遠ヘ下売に

いこうよツア－！！
参加者大募集中！！

t書座を聞こうかな？という人、自然の中
でフローラルエッセンスの寄りlこひだり
たい方、ぜひとうぞ.~加希望者は下の
切り取り緩から切って、ちってきてくだ
さい．

再事選： 5月31日 〈土〉

還下見ツアーに参加する

は、当日8:451こセンターに

合してください．

どちらかにまるをしてください 車を （だせる ・だせない）

~＂＇Jo tJ；サタ過信
第 8号
6日5日発行

YO Uサタの発展・充実へ

以下の内容が総本YOU遊サタデーの反省として出されまレた．

これらの反省を生かレて、 これからのY0 Uサタが箇々いいも

のになるよう、みんなで頑張りましょう．

－サークル1窃1償金と学部の両方に直i妥連絡をとる

－子どもへの後し方を理解していないスタッフ （ex1年生〉に

キャプテンはしっかりとおす． 〈話す時間を作る〉

・定例会の内容などは、土井先生の研究室のノートか1Fの黒

板を活用する• Eーメールの活用ち考えていく．

－領収証の｛也に明細証も作り、いつでも見ぜられるようにする．

．講座の問題などを鱈し合うIIが欲しい．

－各係聞の連絡がうまくいっていない．

－保護蓄なと一般の人への媛レ方が問題．

．雨対策がもっと！必要．

－前日糧備で広燭のゴミ18いをしよう．

今民負gJ~？写真操r-, ll: 40～セイー前

6/t1 2ト7/10 定例会お休み

7/17、24 9月のY0 Uサタ＋高還の講座募集

-24ー

お知らぜ

このフィルム傑しています

5/24のY0 Uサタの時になくなりましだ．

疎かごやステンシルの続座の写真がいっぱい入っています．

見つけた方let主井研究室まで．

周三弱
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第 10号
7日24日時行·":\1ifi,9;1~.~·r .... Y:. 01 UJ：物タ！適i儒；

ということになると、縦レくなります， YOUサタに.＊r.こデとちが1重放

して帰って行ったということになると、その次からのY0 Uワタでいくら

安全応。らλ又夫、と三ってちf~n:Jレてもらえなくなります. ~ま疋λすか

ら也、 rtn.l!人の出るような企窃に1.ll~を興すわけにはいかないJと~tJl1.

てしまいます．そもそち！Ulをしてしまっ定予どちち、 t~却をさゼてしま

っ1e:11座も楽レくなくなってしまう、というのがー窃の悶魁です．

そこでf安全jということrot.絶対条例1こなってくるのですが、安全刈僚を

徹底レているようにみえても、スタッフ一人一人の蕊採が渇くなくてはい

けま也ん.YOUりタiこまき加するスタッフはそのIIをしっか、りU!Utレていだ

だきだいと思います．

しかし、 YαJサタ全体を楽しくvるには、スタッフが楽しんでYOUサ

タに重量加することが火切なので、ますrci.深く笥えす、 YOUザタを体験して

みてく疋Eさい．

おしらせ

来る8局128 （よさい，Si~／ご11 と） 5：αコより

飲み会をやりまヨ．今まてにYOU ザタをやっていI乏~鍛集ち

たくさん＊るそうです．出席できる人は来てみてください．

YOU サタ限：主のmx~が聞けてレまうかちしれない．

-26ー
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「｛宮大Y0 U遊サタデーJって何？

調いc11、実~に微J't'に a:i筒れ織です. 2 ti::l:ld.今のうちにしつひり1ilん

でおいた月がいいと思います．

さて、突撚こんなn:uしでF.tきますが、先週の:f:818定例会を閃いたとこ

ろ、初めて診加してくれるという人が~~いまし疋． φにはYOUリタが

どんな活動をレているほとんとま日らすにmぴ込んできだ強琶ちいまv.そ

こで今回le/.、今までYOUワタがi司をき3え、どんな活動をしてきlξわ、を、

簡単に紹介し疋いと思います．

fl6大YOU革1ワタデーjl手、始まってから今年で4年目となりまレに．

OWld:紋湾実習のねりつだ4年笠が子とちとふれあう燭として警えu:され

ましたが、だんだん規模を広げて、 1ti:笠から院笠までの大きな活動にな

ってきましだ．

mとしては、各！l!lfilに別れての活動！こなります. Al!座を開く~;tをキャ

プテンといい、それをサポートするザ隼をスタッフとOljiびます.IMlfilの伊

加者の受ljf\)Iづ、 J.11ll!の：担備、当白の~lfilのill!~置なと1革、このキャプデン

fjlφゆとなってiiめられます．

まだ13aに：；加するスタッフlet、ヨドenのflitも手伝うことになりま事．

いっちの例でいえば.l量営係、受1リ1京、 lfji.(1係、 Bll:!ll関誌係なとの＂＂りが

あり、 YOUサタ全休のi慎備の手伝いをしています．

そのYOUサタでn待合い思議になっていだのが、 r~量しく、安~にjと

いうことです.ri.wレくJというのは当然のことですが、「楽しく、安ti:にJ
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おしらゼ
「いつも活字ばかりのY0 Uサタ通信ではつまらな

いJと思い、今回のYOUサタ通信では、ちょっとだけ

visual度をアップしてみました。どう？イケて

るかなあ？自分で作つといてなんですが、あまりいい

デザインとはいえませんな．

今日のお知らぜは、 YOUサタのメーリングリストに

入ってみませんか、というお誘いです．

，同－．． ‘’ 

Mailing Listを使うと、電子メールを使って、 Listに

霊録してある人全員にメールを送ることができます．倒

えば、 N氏が『鼠近、おしょうの国毛が気になって、夜

ち眠れないんだ』とメールで送れば、スタッフ全員にそ

の情報が宿き渡り、返事がもらえるなど、いわばYOU

サタに関して雷いたいことがいえる情報交換の揚であ

るわけです。どうだ、わかったか！

…・ということで、やってみやへん？

9月13日 出張YOU遊サタデー in更趨

9月18日 定例会＆ Howtoサタデーが切

9月19日 YOUサタin長野受信〆切

bろうDAYS

26日 定倒会を－やるだろう〈本番曲目〉

278 ・ YOU遊サタデー in長野・飯綱

30日 高遠遊学プラン〆切

第12固の反省会

という人は←をみてね P霊録してみょうかな・．．

メーリングリストに登録したい方、及びこのことに関する詳しい情報

を知りたい方は、 hirosik.(Qlirinnc.shinshu・u.ac.in（片桐さん）までメ

ールをください。折り返し、返事を出させていただきます。また、知

っている人に直接聞いていただいても結構です。また、電子メールの

使い方を教えてほしい人も、気軽に相餓してください。

6
3
 

臨

材

、

藤
よ

れ第12隠 YOU薬草選手7
両三 10月3日働

《今後の予定》

遊学プラン〆切

訂ち合わせ

国《高速に向けて》

〈金〉

〈月〉

10/ 3 

10/ 6 

も務V；ど親分からの一言～

4噌砂炉

9/27院本当にお疲れ様でした．今回のYOUサタの曽加者let

212名でレた．

子どちからアンケートカ晦均とどいていますが、曾加し定子ど

もやその保阻苦から予想以上に揖評で、大成砲のYOUサタだ

ったと思います．スタッフー人ー人のYOUサタへの掻レ方唱、

今まで以上に充実したもので、みんなのパワーが全闘し疋ょう

《11/8に向けて》
10/ 9 （木〉 締座決定、講座紹介。〈切

1 0/1 0 （金〉 新聞社ヘ発送

1 0/14 （~） 遊学プラン、備昂一覧〆切

1 0/17 （金〉 キャプテン会掛

10/20～31 受伺やるぞ！！

なYOUサタでした．ぜひ？ンケートを見広来てください．主

井先生の部屋lこあります．この気持ちを忘れす応、次回let、も

っとちっと良いものを目指してがんばっていきましょう．

さて、前固までの感想陪ここまでとして、次回 11/8の準備を

さっそく始めないと間lこ合わない状態になってきています．鶴

座を募集しているので、ぜひま疋窯晴らしい講座を闘いていき

ましょう．

。，u

暗唱噂静ー



資料2

【講座募集】

講座を開くにあたって（ 9月27町長野・飯綱）

・講座名

－キャプテン名 専攻 学年

・参加者対象

・参加者定員 名）

• 1人分の材料費 （およそ 円）

・参加者持ち物・服装（

・希望の教室

・希望の時間帯 （午前のみ／午後のみ／午前午後 1回ずつ／どちらでも良い）

・スタップ必要人数 （ 名）

自分でスタッフを集める場合は、その人数とその人の名前を書いてください。

（ 名）

1年生スタッフが参加を希望した場合、受け入れられますか？ (1年生は事前に 1日、

こちらへ打ち合わせに来てもらう予定です）

YES/NO 

YESと答えた方は何人まで、受け入れられますか？

（名）

エ企J凶：；~~：..；凶i.＿：凶－.：凶；；；凶；；：：尚引
講座を閥〈にあたって（ 1 0月11日高速）

・講座名

・キャプテン名

・参加者対象

・参加者定員 名）

・参加者持ち物・服装（

・スタッフ必要人数 名）

専攻 学年

自分でスタッフを集める場合は、その人数とその人の名前を書いてください。

（ 名）

。。



資
料
3

第
写

1
3
（
］
ヨ
イ
雷
フ
ミ
Y
O
"
U
三
醤
芳
子
ー
タ
ラ
~
－
一

(
1

1
月

B
 
日

〉
言

奪
足

匡
一

－
5
憲
君
主
を

No
. 

議
座

名
．
キ
ャ
プ
テ
ン

対
象
学
年

午
前

午
後

定
員

材
料
費
、
持
ち
物
、
服
装

1
 
タ
オ
ル
マ
ジ
ッ
ク

，
 

小
倉
佐
知
子
（
家

3
)

小
4
～
一
般
成
人

。
1
 0
 

さ
い
ほ
う
道
具
、

5
0
0
円

～
タ
オ
ル
を
使
っ
て
動
物
を
つ
く
ろ
う
～

2
 
フ
ィ
ル
ム
ロ
ケ
ッ
ト

霊
安
武
人
（
社

3
)

小
1
～
小

4
。

1
 5
 

は
さ
み
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

2
0
0
円

～
え
っ
！
！
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
が
と
ぶ
の
？
～

3
 
室
さ
が
し
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
）

小
池
裕
介
（
実

4
)

小
3
～
ー
殺
成
人

。
2
0
 

な
し
、
カ
ッ
パ
（
雨
天
の
と
き
）

4
 
こ
ま
で
あ
そ
ぼ
！

竹
下
雅
道
（
数

4
)

小
1
～
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。

2
0
 

な
げ
ご
ま
（
持
っ
て
い
る
人
）
、

10
0
円
（
こ
ま

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

を
持
っ
て
い
な
い
人
）

5
 
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ

－小
4
～
中

3
。

2
0
 

運
動
で
き
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

休
憩
の
時
ジ
ュ
ー
ス
を
買
う
お
金

6
 
で
っ
か
い
で
っ
か
い

金
弁
弘
子
（
這

3
)

な
し

汚
れ
て
も
い
い
服
装

し
ゃ
！
ま
ん
三
を
つ
く
ろ
う

7
 
い
い
紙
つ
く
ろ
う
！

真
島
紀
章
（
数

3
)

小
1
～
一
般
成
人

。
1
 o
 I新

聞
紙

3
昧

タ
オ

川
O
円

世
界
で
た
っ
た

1
枚
の
自
分
の
紙
を
。

8
 
モ
－
＝
モ
＝
デ
ン
キ
パ
ン

清
水
麻
紀
子

。
1
 2
 

牛
乳
パ

y
ク
（

1
L
）
、
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、

唐
木
紫
織
（
家

3
)

三
角
巾
、

2
0
0
円

9
 
作
っ
て
う
れ
し
い
カ
レ
ン
ダ
ー

阿
部
利
恵
（
実

3
)

小
1
～
小

4
。

1
 5
 

は
さ
み

10
 

天
ま
で
あ
が
れ
ぼ
く
の
た
こ

小
木
曽
雄
亮
（
数

3
)

な
し

。
1
 0
 

は
さ
み
、
竹
ひ
ご

2
本

(
l
m
く
ら
い
の
太
い
も

の
）
、
体
育
舘
シ
ュ
ー
ズ

11
 

こ
れ
で
私
も

山
木
隆
行
（
数

4
)

な
し

。
1
 0
 

ジ
ー
パ
ン
若
用
、
祭
地
の

T
シ
ャ
ツ
（
長
袖
可
）
、

パ
パ
パ
パ

P
U
F
F
Y
で
イ
イ
感
じ
！

古
着

12
 

気
分
は
め
い
た
ん
で
い

平
林
徹
（
数

3
)

な
し

2
0
 

動
き
や
す
い
服
装
、
え
ん
ぴ
つ
、
カ
ッ
パ
（
雨
天

の
と
き
）

13
 

つ
く
っ
て
み
よ
う
銀
の
鏡

中
保
信
（
還

4
)

中
1
～
一
般
成
人

。
5
 

汚
れ
て
も
い
い
服
装

14
 

ス
ラ
ス
ラ
ス
ラ
イ
ム

吉
沢
麻
衣
子
（
国

3
)

な
し

。
3
0
 

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、

2
0
0
円

15
 

一
本
日
わ
た
あ
め
屋
さ
ん
ー

宮
下
聡
（
院

2
)

小
学
生

。
1
 5
 

ア
ル
ミ
缶
、
軍
手
、

2
0
0
円

16
 

か
ら
カ
ラ
・
ア
～
ト

森
下
房
枝
（
家

3
)

小
1
～
一
段
成
人

。
1
 0
 

筆
記
用
具

17
 

あ
け
て
び
っ
く
り
！

武
宋
裕
子
（
美

2
)

な
し

。
1
 0
 

は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
、
の
り
、
鉛
筆

飛
び
出
す
絵
本
作
り

色
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
、
マ
ー
カ
ー
な
ど

18
 

永
久
ゴ
マ
を
つ
く
ろ
う

柚
木
旦
（
理

4
)

中
1
～
一
般
成
人

。
5
 

3
0
0
円

＃
裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い



t品

信
大

Y
0
 U
遊

サ
タ

デ
一

実
行

委
員

会
か

ら
の

お
願

い
(

 1
）
信
大

Y
O
U
遊
サ
タ
デ
ー
は
雨
天
決
行
で
す
が
、
一
部
の
講
座
で
使
用
教
室
（
場
所
）
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

(
2
）
お
申
し
込
み
の
際
は
午
前
か
午
後
の
ど
ち
ら
か
一
つ
の
講
座
で
お
願
い
し
ま
す
。
講
座
に
よ
っ
て
は
定
員
い
っ
ぱ
い
で
締
め
切
り
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
講
座
は
第

2
希
望
ま
で
お
書
き
下
さ
い
。
お
申
し
込
み
は

1
人
に
つ
き

1
枚
で
お
願
い
し
ま
す
。

(
3
）
大
学
構
内
の
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
長
野
駅
か
ら
パ
ス
で
お
越

し
の
際
は

f若
槻
団
地
経
由
若
槻
営
業
所
行
き

J
「
西
条
、
若
槻
営
業
所
行
き
~

r宇
木
行
き

J
の
い
ず
れ
か
に
ご
乗
車
い
た
だ
き

f信
大
入
口

J
で
下
車
し
て
く
だ
さ
い
。
運
賃
は
大
人

15
0
円
、
子
ど
も

8
0
円
で
す
。
下
車
し
た
後
は
大
門
交
差
点
で
西
へ
ま
が
り
約

5
0
0

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
。

(
4
）
当
日
は
、
大
学
周
辺
お
よ
び
大
学
構
内
に
「
黄
色
い
腕
章
J

を
つ
け
た
学
生
を
配
置
し
、
誘
導
い
た
し
ま
す
。
お
困
り
の
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
お
尋
ね
下
さ
い
。

(
 5
）
午
後
の
講
座
終
了
後
、
昼
食
に
信
大
内
の
生
協
食
堂
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

(
6
）
欠
席
の
場
合
に
は
、
当
日
ま
で
に
、
必
ず
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
（
電
話
番
号
：

0
2
6・
2
3
7・
6
1
2
7
く
留
守

電
あ
り
〉
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

(
7
）
保
護
者
の
方
は
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
し
、
送
り
迎
え
だ
け
で
も
結
構
で
す
。
安
全
に
は
＋
分
配
慮
い
た
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
お
あ
ず
け
下
さ
い
。

(1
0）

ご
家
族
、
お
友
達
と
一
緒
に
お
申
し
込
み
の
際
も
、
ひ
と
り
に
つ
き
ハ
ガ
キ
一
枚
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

＃
主

3
申

し
玉

ム
巧

呉
コ

守
主

去
b

①
参
加
費
／

10
0
円
（
傷
害
保
険
料
と
教
材
費
）
、
ま
た
講
座
に
よ
っ
て
は

~·1
途
材
料
費
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
．

②
E
釜
／
［
午
前
の
蔀
］

8
:
 3
0
受
付

9
:
 0
0

開
会

弐
9
:
 3
0～

1
1
:
 3
0
 2
捧
庭

1
1
:
 4
0
閉

会
式

1
2
:
 0
0
解

散
口

｜ゅ
う凡
（！
~~
づ

1
4
の

な
ま

え
（

ふ
れ
で
は
る
つ
も
Tて）

.
 '
@r
l'
7~

.ん
tど
んf

う・
じ申

うし
ι

じ
'
c
 ‘・ん

・・
、、

［
午
後
の
部
］

13
:

 0
0
交

付
1
3
:
 3
0

開
会

式
1
4
:
 0
0～

1
6
:
 0
0

総
座

1
6
:
 1
0

閉
会

式
1
6
:
 3
0
解

散

③
字

込
期

間
／

10
月

羽
田

～
11

月
4

目

＠
往

復
は

が
き

に
笥

便
番

号
、

住
所

、
氏

名
、

（
ふ

り
が

な
）

、
電

話
番

号
、

学
年

、
参

加
を

希
望

す
る

講
座

名
を

記
入

し
、

下
記

の

あ
て

先
ま

で
お

送
り

く
だ

さ
い

。
左

回
参

照
→

⑤
あ

て
先

／
〒

3
8
0

長
野
市
宙
長
妻
子

6
ー
ロ

信
州

大
学

教
育

学
銘

実
装

セ
ン

タ
ー

信
大

Y
O
U
遊
サ
タ
デ
ー
係

T
E
L
/
F
A
X
;
0
2
6
-
2
3
7
-
6
1
2
7
 

送
信

の ナ
・t ．， - え

J,
•·

 
て

わ
l‘
ん
・
7

ん
＇
R
ポ
ぐ
ね
ん

の
1
⑤

ざ
ん

司
、し
h

・：
う
γ

じ 、，，
f-2

・ぃ
1
れ
ま
す

フ し
r.

：：ぃ
2
~
1
~
J

L
 

Tミ・
υ
3

~·
王、

·；
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資料5

第く／3＇）間借；大 Y C> U 遊ムりータデー遊学プラン

E時鹿名
ーネ日 ゎ T二あJf)R:_~ んー

平成'I／｝ 月矛日｛土｝

（午前・延ti>・終日）

キャプテン
． 

7シスタントλタフ7数 名
7す 下 司え、 ( lU' ;f.斗専攻t12.年｝ 参加者数 名

指噂敏官 後 兎ktir 使用敏蜜 教室

d
w
伊
d
1

．．
 

－

w刷

一

ヱ

一

む

一

色

ゑ

…

一

川

将

ふ

M
U
5
．

一

名

川

毛

…

…

る

一

じ

一

－

L

－

言

葉

R
－
4
n
A

。v
す

一

z
・

3

j

一

－

一

ヒ

一

元

一

P

作何色一．
t
p
J
m
q
b
ユ

一

－
b

、

。

封

一

一

亡

く

一

、

一

s
f
u
E
n
g．
E

Z
也
？
叫
7
1
1

一r
1

・h
r

1

7

一

3
一
i
一
引
恥
抑
制
幻
算
．
w
ぺ刊
ν

し：ヲ…
J
F

リ

n
h
g旬
以

ゴ

一

円

一

ば

防

法

wγ
！日以－
w
i
l

－
－
こ

缶
み
一

4
一

側

一

勾

均

一

例

～

ぬ

F

…
M
3
r
与

え

町

制

一

に

一

l
刈
i
k，J
M叫

l
Jレi

i

，
．
け
い
い
ト
仁
川
レ
ぃ
j
i
t
－－」

i
i
↓

J
一

t
一

“

－

τ
二

a
z脅
P
H
M
Y
3
交
ス
叫
け
け
い
し
t
・
銀
引
湾
／
j

一

一

一

－
t
一

夫

一

寸

川

町

す

叫

食

ち

U

－

一

w
l仲
十

μに
ド

ペ

一

一

一

一

ル

に
ざ
一
ェ
一
一
む
か
匁
明
日
付
…
も
＆
－

3
1
1
7
t
J
M

コィ
J
d
J
一

い

一

～

一

ぅ

伝

一

＝

一

可

巴

十

診

－

h
f
q
V
2
9
4一
志

ふ

一

辺

二

子

一

…

一

ポ

幸

一

例

一

ι…h
b
引
も

f
v
c
h
f
d
械
ヲ
ソ
〔
1
£

…

む

こ

一

γ
一

る

同

一

・

ェ

一

誠

一

；

J
1
2
2
スい・
M比
判

＼

幻

…

一

九

一

ダ

寸
？
で
一
ヒ
ル
一
支
一
寸
い
川
一
励
行
、
3
K
釘
じ
ゅ
（
J
4
i
l
l

－ルL
K
…
・
向
一

…似

J

リ

一

か

げ

一

？

7
1
1幻
学
－
っ
か

7
ド

l
i
z－－

7
均
一
・
8

ア
μ
一
代
も
一

7

一
三
幻
自
問
刊
一
仰
い
い
h
M
邸
、
必
ぺ
づ
く
匂
一
月
一
ゆ
み
一

γ

、
r
一

Z

て

一

切

3
守〉－

U
Aザ
す
咋
い
梨
、
一
一
／
／
」
ア
一
、
一
か
れ
山
口
一

ぷ
一
川
叩
一

f
k
β
州
川
城
州
問
問
小
々
非
泣
Y
一吋一切一同州一～

一

一

・

1

4

わ
ラ
’
止
υメ
ポ

駐

屯

一

及
a
史

M

一

イ

飢
恥
一
ど
一
一
お
け
い
な
な

2
4
nレ＼

i

刈
器
竺
川

・
進
広
一
れ
切
一

l
卜
山
卜
介
1
J
d
l
L
4
h
i

ゾ
l
u
i
r
j
川
上
・
川
．
一
－

b

笥

一

｝

－

案

文

一

一

持

一

ゐ

一

応

げ

内

ι

砕

け

げ

ル

J

一

オ

一

、

一

一

べ

悦

ヲ

？

に

・

引

、

H

’3

7

Z
を

…

－

t
h
一

イ
ハ
一
組

A

M
一

ζ

m

u

h

N

H

W

例話一．
M

一
日
－

k
f

毛
－
〆
一
の
一
位

3
一
時
一
小
川

μ

～
n町

J

7

F

F

z

、

ス

…

門

賞

b

J
日
刊

に
ヲ
一

ν一
志
す
一

2
1
J

む

阿

川

4

D

J

¢

h

し

の

～

M
1
h
d
）
一
，
．

7

レ
一
一
l
r
f
k
一

の

…

分

砂

川

ル

却

＼

＝

〆

’

・
3

中

’

…

伸

一

川

以

巻

一

4

屯

引
叶
一
プ
一
斗
？J
一

7
－ぃ

ι
一
千
々
い
毛
色
川
炉
供
サ

L

一
品
川
一
わ
則
一
年
｝
ア

寸

じ

げ

一

色

村

作

一

川

一

小

川

村

叫

し

伽

印

笛

れ

も

凶

守

九

州

…

地

…

1
・
M
ザ
一
’
い
い
！

日
・
休

f
一

ι口
之
一

3
一
ド

n

p

j

j

…

陀

、

代

以

川

け

州

川

口

…

山

一

…

…

幽

げ

一

逸

川

也

v

t
一
L
入
ゐ
一
一
引
い
仰
…

h
M
一

一

…

ぷ

げ

｝

ト

ヤ

ル

い

い

弘

…

伽

仰

い

』

半

減

体
了
シ

4
一た一＝

γ
一

一

：

一

川

，

『

杭

↓

hv
↓
6

↓
叫
U

H

P

一川－一
b

e

－－
4
1
7

M

一
二
一
問
一
小
川
一
到
判
州
副

1

1

1

1

一
引
！
！
日
立
町
一
二

の
一
ま
わ
一
と
一

υ

1一
れ

一

町

一

仰

↑

’

U

～

同

一

め

ω
ハ

－

f
u一五引い
1

m石
川
山
一
監
矧
盟
問
一
物
一
同
一
例
一
時
一
榊
糾
一
山
山
一
世
Y

M

E
－
巴
一
，
，
－
蜘
一
－

a

．

＠

一

作

。

一

mw

＠
一
句
一
寸
一
釘

7

・希望する教室（例：水が使える教窓）

I ,J<.v・{,Fti-)J＇矢を

-36ー

ヨ邑



資
料
6 講
座
名

キ
ャ
ア
テ
ン
名

備
品
一
覧
表

当
日

必
要

な
も

側
対

は
そ

¢
激

を
審

ハ
て

く
だ

さ
川

備
品

砲
車

希
望
数

備
品

マ
ジ
ッ
ク
（
8
色

15'
1ース

木
工
用
ボ
ン
ド

ポ
－
J
~
ン

10
本

万
官
尉
そ
ン
ド

カ
ッ
タ
ー

10
本

ガ
ム
テ
｝
プ

ス
ト
ロ
ー

1
袋

セ
ロ
テ
｝
プ

ク
レ
ヨ
ン

11
4』ス

両
面
テ
ー
プ

色
鉛
筆

10
トス

ピ
エ
ー
ル
ヂ
｝
プ

え
の
ぐ

1砂
ース

ピ
ニ
ー

:IL
般

的

ペ
ン
キ
（
白
、
青
、
動

各
1
缶

ヒ
セ
＝
ー
ル
組
側

lお
す
肉

8
本

ヒ
三
エ
ー
ノ
レ
シ
ー
ト

i討
すて

1J'
)

17
本

ヒ
三
＝
ー
ヅ
レ
プ
－J

レ

ω41
1 

筆
15

本
バ
ケ
ツ
肉

商
用
鎖
各
白

多
数

バ
ケ
ツ
（
哨

ケ
ン
ト
紙
各
白

多
数

続
磁
器

梅
錦
去

多
数

絢
h

折
り
紙

多
数

の
こ
ぎ
り

ろ
う
そ
く

2
箱

ミ
キ
ザ
ー

メ
ジ
ャ
ー

1
＂＇つ

延
長
コ
ー
ド

き
り
ふ
き

5
＂＂コ

治子
ース

の
り

2
6
本

マ
グ
ネ
ッ
ト

わ
り
ば
し

10
0
膳

は
さ
み

新
慌
紙

多
数

う
ち
わ

ホ
チ
キ
ス

5
個

サ
ン
怜
ミ
ー
ノ
竜
一

輪
ゴ
ム

2
箱

製
本
テ
ー
プ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

多
数

ク
リ
ア
カ
ッ
プ

ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー

1
個

ク
リ
ア
ホ
ル
ダ
ー

オ
」
プ
ン
ト
ー
ス
タ
ー

1
台

水
さ
し

仮
止
め
テ
｝
プ

4
巻

た
こ
糸

サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ

4
個

石
け
ん

ピ
ン
セ
ッ
ト

5
個

マ
ー
プ
リ
ン
グ
絵
具

2
箱

E期
協
詰

1
袋

蚊
敢
り
線
香

2
箱

B9
. 

10
. 

1
現
在

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

1
本

ほ
う
き

5
本

ク
ー
ヒ
」

5
箱

ク
ッ
キ
ン
グ
ベ
ー
ノ
守
一

3
箱

ハ
ン
ド
ソ
ー
プ

1
＂＇つ

油
世
マ
ジ
ッ
ク

25
本

軍
手

2
つ

ニ
ス

1
本

ち
り
と
り

5
つ

コ
ン
テ
パ
ス
テ
ノ
レ

11
箱

ア
タ
リ
刈
絵
具

7
本

在
庫

希
望
数

20
本

却
本

8
巻

15
巻

購
入
し
て
歌
U

も
の

7
巻

2
巻

4
巻

1
巻

7
枚

2
枚

2
個

14
個

2.8
個

10
0
枚

3
本

2
台

2
 .... コ

＊
購
入
す
る
も
伺

V
あ
る
場
合
i土
、
溜
蹴
tく

録
十
ま
ち
佃
翻
こ
衆
て
く
だ
さ
川
予
算
を
検
討
し
ま
す
。

＊
前
日
ま
で
の
輸
こ
必
事
故
も
哨

•.C
こ
貸
し
掛
し
ま
す
の
で
働
な
く
て
川
、
で
す
。

1
つ

却
個

18
個

5
個

20
枚

1
巻

お
0
個

19
枚

5
個

1
巻

S
個
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資
料
7

む
タ
〉
う
む
タ
〉
う
弐
1

-
'}
-:
-

ひ
語
義
母

Y
O
U
l
i按

タ
チ

--
.q
_お

申
L活

み
あ
り
が
と
う
ご
ざ
b
合
す
。

あ
な
た
埠
草
場
討
て
る
綿
密
坊
の
と
お
り
で
す
，

当
日
ぱ
留
1倣

t;
加
、
ょ
う
隠
栓
〈
認
す
℃
織
し
く
だ
さ
川

智
t君

主
会
保
全
え
る
使
侍
っ
て
い
討
ー

審
詫

居
き

名

｜
 

ザ
ン

（
1
 

宗
寺

ち
£

鈎

ゅ
う
ゅ
う
カ
ー
ド
ひ
語
数
・
・
・
・
・
・
・
こ
の
カ
－
r-で

す
1
0
0
円

＠
諸

課
践

紘
鋤
ta
>

、
割
捻
ス
れ
る
ピ

b
圃ヅ
1袋

開
供

義
国

B
寺

5
月
24

日
出

鰯
元

将
司

・

受
付

1
2
:
3
0～

1
2
:
 5
0
.
 

終
了

.
1
6
:
1
0仔

渇
※

欠
殿

場
合

法
必

ず
前

回
ま

で
に

コ
慈

善
く

だ
さ

凡

封
筒
勘
助
、
ょ
う
友
越
し
く
だ
さ
U
¥

 

な
話
、
教
討
費
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
陥
釣
り
銭
刀
加
、
ょ
う
ま
議
員

＂
~
じ
ま
す
，

〈
連
結
先
〉
〒

3
8
0

長
野
市
宮
琵
野

6
ー
ロ

信
Ht
た
学
絞
欝
持
腎
館
建
鯖
実
話
セ
ン
タ
ー

｛
宮
跡
掌
Y
O
U遊

サ
タ
デ
ー
際
、

T
E
L
J
F
A
X
 
0
2
6
-
2
3
7
-
6
1
2
7
 

資
料
8

~
、
む

8

資
料

1
1

お
知

ら
せ

い
つ
宅

Y
O

U
遊

サ
タ

デ
ー

に
怠

加
レ

て
い

た
定

吉
寄

り
震

う
ご

ざ
い

ま

す
．
令
固
の

Y
O

U
遊
サ
タ
デ
ー
は
い
か
が
で
し
定
か
？

と
こ
ろ
で
、
話

1
2
固
の
ア
ジ
ケ
？
ト
に
「
次
回
の

Y
O

U
遊
サ
タ
デ
ー
申

込
案
内
の
翼
科
窃
求
手
続
き
を
事
前
E

し
て
お
き
疋
い
J

と
い
う
ご
要
望
が
あ

り
ま
し
た
．
そ
こ
で
、
ご
語
習
の
万
に
こ
ち
ら
か
ら
第

1
4
固
の
資
調
を
お
送

り
し
た
い
と
思
い
ま
す
．
つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
寧
し
込
み
用
紙
に
必
要
事

環
を
ご
記
入
の
う
え
、

8
0
月
切
手
を
伺
罰
し
、
？
シ
ケ
ー
ト
と
と
宅
lこ

お
送

り
く
だ
さ
い
．

電
宮

雲
号

氏
名



サ
タ
デ

資
料

9

ス気
，フ

ω ∞ ｜  

＠
 ＠
 ＠
 ＠
 ．
 

.
0
 

器
量
コ
~
l
e
主
芸
i
l
o
ち
具
、

開
店

怠
tま

軍
軍

完
S

土
井
通
｛
蹄
属
敬
育
英
臨
膏
究
指
噂
セ
ン
タ
ー
｝

第
18

固
信
大

Y
O
U
遊
サ
タ
デ
ー
の
開
催
、
践
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．

漆
戸
学
部
長
、
鹿
沢
セ
ン
タ
ー
長
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
が
所
属
さ
れ
て
い
る
研
究
室
の
指
埠
敏
官
の
先
生

方
、
そ
し
て
、
聴
員
の
皆
様
の
応
援
に
見
守
ら
れ
て
、
第

4
期
最
後
の

Y
O
U
サ
タ
に
取
り
組
め
る
ニ
と
を

お
互
い
に
喜
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
．

今
回
も
径
本
か
ら

20
名
を
越
え
る

1
年
生
が

Y
O
U
ザ
タ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
容
加
し
て
く
れ
て
い
ま

す
．
こ
の
人
た
ち
が
卒
謀
す
る
年
が

2
0
0
1
年

8
月
で
す
．
間
も
な
く
新
た
な

1
0
0
年
が
始
ま
り
ま
す
．
二

の
百
年
は
、
学
校
が
完
全
に

5
日
制
に
な
り
、
高
度
情
報
通
信
社
会
が
進
展
し
、
国
際
化
も
さ
ら
に
進
ん
で

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
．
そ
の
よ
う
な
時
代
に
教
育
の
専
門
家
と
し
て
措
置
し
て
い
く
た
め
に
は
、
e科

を
指

噂
で
き
る
高
度
な
学
問
的
カ
量
と
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
関
わ
る
人
間
的
力
量
を
磨
き
続
け
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

o
Y
O
U
サ
タ
は
人
間
と
人
間
と
の
ふ
れ
あ
い
、
切
謹
琢
磨
を
と
お
し
て
自
ら
の
カ
量
形

成
を
図
る
場
で
す
．
多
加
さ
れ
た
お
一
人
お
一
人
が
、
将
来
の
遠
大
な
る
目
標
に
向
か
つ
て
、
不
屈
の
闘

志
を
も
っ
て
、
教
育
の
プ
ロ
へ
の
遊
を
前
進
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

雪
量
管
邑
7
三

中
村

典
史

｛
社

会
蒋

4
年｝

と
う
と
う
最
後
の

Y
O
U
サ
タ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後
に
ピ
シ
ッ
と
き
め
た
い
と
こ
る
で
す
が
、

宮
い
た
い
専
は
雷
い
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
気
分
転
換
に
ク
イ
ズ
を
出
し
た
い
と
，
思
い
ま
す
．

『
太
郎
〈
ん
は
花
子
さ
ん
の
部
屋
に
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の
で
結
子
さ
ん
は
部
屋

を
出
て
行
き
ま
し
た
が
、
傍
い
よ
く
ド
ア
を
閉
め
た
た
め
、
金
魚
ぽ
ち
が
倒
れ
ま
し
た
．
数
分
後
花
子
さ
ん

が
部
屋
に
戻
っ
て
み
る
と
、
太
郎
く
ん
が
倒
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
太
郎
君
は
倒
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

しょ
う＇
？

J
 

答
え
は

p.
12
8
で
す
。



2き

E車
庫
ス
タ
ッ
フ

No
. 

JI
鹿

:ti
1
 

夕
方
A
，
マ
ジ
タ
タ

2
 

フ
ィ
ル
ム
ロ
ケ
タ
ト

3
 
~
さ
が
し

4
 

こ
家
で
あ
そ
ぼ

1

s
 
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ

6
 

で
。
か
い
で
っ
か
い

し
ゃ
ぽ
ん
去
を
つ
〈
ろ
う

7
 

い
い
紙
つ
く
ろ
う

1

8
 

司
E
ヨ
号
コ
デ
ン
キ
パ
ン

9
 

作
。
て
う
れ
し
い
力
レ
シ
グ
ー

本
館
ス
タ
ッ
フ

係
各
と
そ
の
活
動
内
容

ス
タ
ッ
フ
妥
【
全
体
の
指
示
に
ま
わ
る
1

受
付
係

（
＃
加
者
の
受
付
を
行
う
】

駐
車
場
係
【
車
を
腸
渇
す
る
1

9
:
 0
5
 llf

で
持
ら
舗
に
い
る
．

帰
り
は

1
1
：
回
頃
符
ち
渇
に
つ
く
．

E議
噂
係
，
.
加
者
を
II
導
す
る
1

開
閉
会
式
係
【
会
舗
の
箪
備
を
す
る
1

貨
U

3
田
信
大

Y
O

U
遊
サ
タ
デ
ー
ス
タ
ッ
フ
ー
覧
表

(.
ol
:f
=-
自
f
l
]

キ
ャ
プ
テ
ン

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
タ
タ
フ

1J、
倉
佐
知
子
｛
寂

3
)

録
下
房
綾
｛
家

3
）
構
ロ
久
仁
子
｛
銑

4
）
震
末
裕
子
（
箆

2
)

野
村
麻
葵
｛
銑

2
）
土
原
格
子
｛
自
民

4
)

霊
度
成
人
｛
錐

3
)

原
樽
予
｛
心

2
）

相
.

.
（筏

4
）
尾
沼
直
也
｛
幼

2
)

加
ii
豊
司
｛
理

1
）
山
田
理
恵
｛
実

1
）
久
保
田
＃
（
理

1
)

小
.f
B鎗
介
＜
•
4
>

回
代
家
E匙

｛
音

1
）
廊
須
良
'.Jl

（実
1
）
彰
山
a
傘
｛
生

1
)

竹
下
極
道
｛
歎

4
)

岩
田
省
也
｛
銭

2
）
常
盤
井
英
靭
・
寺
嶋
宏
江
｛
敬

3
)

大
島
智
子
｛
音

3
）
源
緯
街
（
理
学

4
）
中
尾
餐
・

図
像
子
｛
実

1
)

；
休
祐
介
｛
銭

1
)

佐
野
災
住
｛
保

4
)

日
舗
清
香
｛
保

4
）
庄
司
昭
子
・
丹
下
車
衣
｛
錐

2
)

金
井
弘
子
｛
題

3
)

中
銭
信
｛
理

4
)
1J
、
市
有
希
｛
理
的
脊
底
堅
子
・

山
田
尚

!I
!
・
谷
川
~
佳
｛
窓
約
千
灘
綾
子
｛
理
4
)

真
島
記
寧
｛
歎

3
)

宮
地
志
帆
｛
紘

4
）
商
沢
優
子
｛
心

2
）
渡
辺
智
Yi

（.幼
4
)

銅
山
詞
（
国

4
）
小
林
真
紀
｛
陣

1
）
鈎
井
事
側
・

省
岡
竜
也
（
数

3
)

唐
木
繁
•
·

地
図
紀
子
｛
看
U

）
宮
沢
麻
衣
子
｛
図
的
下
図
鯵
予
（
理

3
)

清
水
麻
紀
子
｛
家

3
)

早
川
千
絵
~

（心
3
）
長
岡
ひ
ろ
み
｛
寂

4
)

阿
鼠
利
息
｛
実

3
)

中
崎
亮
太
・
水
野
僚
子
（
実

3
）
符
.
友
美
｛
聴
総
生
｝

ス
タ
ヲ
フ
:ti

佐
々
木
策
息
｛
家

4
)

＠
宮
沢
麻
衣
子
｛
国

3
)

1
.

溝
口
久
仁
子
｛
社

4
)

6.
 
1J、

市
有
希
｛
理

3
)

2
.

相
m
a

＜銭
4
)

7.
箇
沢
優
子
（
心

2
)

．
 

3
.

大
島
智
子
｛
銭

4
)

8.
 
!ft
田
紀
子
（
＊

3)
4
.

寺
崎
宏
江
｛
童
相
｝

9.
水
野
僚
子
｛
実

3
)

5
.

日
i脂

滑
香
｛
保

4
)

＠
小
木
曾
.
宛

Ci
ts
)

山
木
鐘
行
｛
数

4
）
成
因
笑
底
｛
理

4
）
中
崎
亮
太
｛
実

3
)

怨
周
智
也
｛
銭

2
）
尾
沼
直
也
（
幼

2
）
庄
司
沼
子
・
丹
下
亜
衣
｛
怯

2
)

＠
平
体
偉
（
l
t
3
)

源
繊
街
（
理
学

4
）
長
田
ひ
ろ
み
｛
君
主

4
）
中
餓
俗
｛
理

4
)
.
.
下
厨
伎
・
脊
g
g子

・
谷
Jl
l!
A健

｛
家

3
）
下
回
総
子
｛
心
的
常
盤
井
銭
和
｛
歓

3
）
金
井
包
予
｛
理

3
)

原
＇
＊
手
｛
心

2
）
武
家
修
子
（
発

2
）
野
村
麻
葵
｛
往

2
）
早
.Jll
千
絵
美
｛
心

3
】

有
岡
竜
也
・
油
井
拳
総
｛
敏

3
）
脊
御
友
英
｛
中m
尾m
愛生｝
・

田
代

祭
実

情
1
)

却
獲
量
司
・
久
保
関
枠
（
理

1
）
認
須
良
寛
・

聞
悦
子
・
山
田
恩
恵
｛
実

1
)

4、
林
真
紀
｛
陣

1
）
林
祐
介
（
筏

1
）
内
限
延
矢
子
｛
家

1
）
杉
山
級
官
告
｛
生

1
)

＠
佐
々
木
良
lU

（家
4
)

宮
地
志
机
｛
錐

4
）
遣
庫
明
旦
｛
心
的
渡
辺
智
集
｛
幼

4
)

竹
下
車
道
｛
敏

4
）
小
池
循
介
｛
尖

4
）
佐
野
英
佳
｛
保

4
)

写
真
・
記
録
保
【
写
真
・
ピ
デ
オ
で
掻
影
す
る
1

＠
井
口
佳
央
｛
家

3
)

浅
沼
康
理
｛
歓

4
）
守
町
知
江
子
（
家

4
)

＊
鼠
係

I当
日
受
付
、
テ
ン
ト
で
符
織
1

中
村
典
史
｛
社

4
）
佐
々
木
鈴
怠
（
家

4
）
平
体
徴
・
小
木
曽
il
l!
:

（数
3
)

C
伺

福
島
g
隊
【
当
日
の
お
に
ぎ
り
を
作
る
】

＠
山
田
尚
~

(J
震
3
)

溝
口
久
仁
子
｛
佐
川
舎
町
知
江
子
｛
家

4
）
大
島
智
子
｛
音

3
）
谷
川
英
俊
｛
稼

3
】

（
~
也
監

3
..
 庖
ス
タ
タ
フ

N
o
 

IJ
僅

名
キ
ャ
プ
テ
シ

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
タ
フ
フ

10
 

た
こ

小
木
曾
－
~

（歎
3
)

相
4・

真
｛
筏

4
）
甑
織
衛
｛
題
学

4
）
長
岡
ひ
ろ
み
（
1
[
4
)

体
鎗
介
｛
銭

1
）
原
洋
行
｛
数

1
)
J.問

題
豊
司
｛
理

1
)
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山
木
隆
行
（

l
t
4
)

浅
沼
康
理
｛
数

4
）
尾
沼
直
也
｛
貌
1
2
）
丹
下
車
衣
｛
仕

2
)

富
也
古
紙
｛
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4
）
田
代
議
集
｛
音

1
)
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気
分
は
め
い
た
ん
て
い

平
林
徹
｛
歎

3
)

岩
田
智
也
｛
銭

2
）
下
関
総
子
・
遺
ii
明
恩
（
心

3
)

.
辺

智
.

（幼
4
）
常
盤
弁
英
和
｛
敏

3
】
庄
司
昭
子
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2
)

1
3
 

つ
く
っ
て
み
よ
う
銀
の
鏡

中
銭
信
｛
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4
)

a
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.
1J、

市
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希
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街
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滞
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あ
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屈
さ
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宮
下
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｛
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2
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小
倉
位
知
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・
谷
川
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岡
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3
)

，
.
ロ
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仁
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｛
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伊
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｛
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須
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寛
｛
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か
ら
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ア
～
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森
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｛
窓

3
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知
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（
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｛
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｛
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く
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1
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2
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水
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唐
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錐

2
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早
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（
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潤
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)
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永
久
ゴ
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く
ろ
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柏
木
亘
｛
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4
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本
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ッ
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係
名
と
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長
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＠
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書韓崖陸一一’監事提

No. 臨 座 名 キャプテン 対象学年 午前 午後 定員 材料費、持ち物、服装

1 タオルマジァク 小倉佐知子（家3) 1J、4～一般成人 。 1 0 さいほう道具、 500円
～タオルを使って動物をつくろう～

2 フィJレムロケット 霊按武人（祉3) 小1～小4 。 1 5 はさみ、体育館シaーズ、 200円
～えっIIフィルムケースがとぷの？～

3 宝さがし（ネイチャーゲーム｝ 小池裕介（実4) 小3～一般成人 。 20 なし、カッパ｛雨天のとき｝

4 こまであそぼ！ 竹下雅道｛数4) 小 1～おじいちゃん 。 20 なげごま（持っている人）、 100円｛こま

おばあちゃん を持っていない人｝

5 みんなでジャンプ 位野美佳｛保4) 1J、4～中3 。 20 運動できる服装、体育館シaーズ、タオル、

休憩の時ジュースを買うお金

6 でっかいでっかい 金井弘子（理3) なし 。 40 汚れてもいい服装
しゃぽん玉をつくろう

1 いい紙つくろう1 真島紀寧（数3) 小1～一般成人 。 1 0 新聞紙S自分、タオル、 400円

世界でたった 1枚の自分の紙を．

8 モコモヨデンキパン i背水麻紀子 小 1～一般成人 。 1 2 牛乳パック（IL）、はさみ、エプロン、

唐木紫館｛家3) 三角巾、 200円

9 作ってうれしいカレンダー 阿部利恵；（実3) 小1～1）、4 。 1 5 はさみ

10 実まであがれぼくのたこ 小木曽雄亮（数3) なし 。1 0 はさみ、竹ひご2本（1mくらいの太いも

の｝、体育館シューズ

11 これで私も 山木隆行｛数4) なし 。l 0 ジーパン着用、無地のTシャツ｛長袖可）、

パパパパPUFF Yでイイ感じ！ 古着

12 気分はめいたんでい 平林甑（数3) なし 。20 動きやすい服装、えんびつ、カッパ（雨天

のとき｝

13 つくってみよう銀の鈍 中傭悟（理4) 中1～一般成人 。 5 汚れてもいい服装

14 スラスラスライム 吉沢麻衣子｛国3) なし 。30 汚れてもいい服装、 200円

15 ー本日わたあめ屋さんー 宮下聡（院2) 小学生 。1 5 アルミ缶、軍手、 200円

16 からカラ・ア～ト 森下爵技（家3) 小1～ー般成人 。1 0 筆記用具

17 あけてびっくり1 武末裕子（英2) なし 。1 0 はさみ、カッター、のり、鉛筆

飛び出す絵本作り 色鉛筆、クレヨン、マーカーなど

18 永久ゴマをつくろう 柚木亘｛理4) 中1～一般成人 。 5 800円

日〉8 (11 .Jヨ重荷 1SE司f宮タζ 可l"OU量産ザ・タヲゴー一
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事
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フ
へ
の
注
意

事
項

①
安

全
第

一
絶
対
ケ
ガ
人
の
で
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
万
一

、
ケ
ガ
人
が
出
た
地
合
に
は
、
非

常
事

態
7
エ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
迅
速
か
つ
冷
伶
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
，
そ

の
際
11
、
他

の
子
ど
も
が
動
抱
し

I~
い
よ
う
に
配
慮
し
て

ll
Jm
!を
運
営
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

、
ど
の

よ
う
な
状
況
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
そ
の
日!f

.tt
に
応
じ
、
臨
自
陸
応
変
に
対
処
し

て
く
だ
さ
い
．

＠
一

期
一
会

多
加
者
に
は
笑
鋲
で
気
持
ち
よ

く
侵
し
て
下
さ

b
、。
最
後
に
参
加
者
が
笑
顔
で
帰
れ
る
よ

う
に
‘
そ
し
て
今
日
の
出
会
い
が
次
の
出
会
い
に
ひ
ろ
が
る
よ
う
に
、
審
理
微
な
一

日
に
し

ま
し
ょ

う．

③
用
語
E周

到
キ
ャ
プ
テ
ン
と
ス
タ

γ
フ
の
打
ち
合
わ
せ
（
遊
学
プ
ラ

ン
・
備
品
・
時
間
配
分
な

ど
）
を
し

っ
か
り
し
て
お
い
て
下
さ
い
＠

＠
時

間
厳

守
特
lこ
lit
臨

終
7
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0、

午
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1:
00
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閉
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開
通
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~
：
：
し
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下
さ
い

⑤
整
備

美
化

来
た
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よ
り
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美
し
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ま
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ょ
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片
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か
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：
.m
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

第 11回 5月24日（午後）

講座名 ブーメフンを作ろう J'IJX ？ントx ？ ・•J7数 5名

参加者数 15名

キャプテン名 松元 循t （保体専攻 4年）

指導教官名 渡辺敏明教 官

・講座のねらい

特L.~：＼ ::I.ク．魚古／＂＞. 1.院を．使つ.：し援に服警ヨ：：·~－ （.~などiーな.7.~ :-:: :l .7.. ~－を．！？三り．．、．荒（ます．

7.・：：－：.メ．ラ．ぷ．の．昔．と合のi吏わ札方魚、．工作オ7る楽Lさなど．を．知：？..r.ほ．しい…．．．．．

・講座の展開

活 動内容

1 . 自己紹介。

注意すること、支援、その他 時間

0キャフテン、 スタッフが先に自己紹介 13分

をし、子どもたちがそれに続・く

－笑顔でよい印象を与える。

2 現在や昔のプーメランを劇などを入れ lo子どもたちみんなに聞こえるようにI17分

ながら説明する。 ｜ 元気に話すζ

3.今日作るプーメランを紹介する。

4. グループ分けを発表する。

5. 制作、飛ばす。

6.修了証を渡す。

. Jl!Jをやる人は恥かしがらない。

0誰か一人がブーメランを飛ばすt 絶対 13分

戻ってこさせる。

0グ、ルーフに自己紹介をする。

．作り方のフリントを配る。

－場を盛り上ける。

3分

0けがに十分気をつける。 （カッターな I84分

ど）

・子どもによっては型紙を渡し、切るだ

けにする。

・飛ばしている時の安全面にも気をつ

けるー

－飛ばし方の指導をするョ

0キャフテンは一言何かを言ってから修 I10分
了証を配る。
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

第 12回 9月27日（午後）

講座名 ブーメランを作ろう アシスタントスタッフ数 2 名

参加者数 8 名

キャプテン名 柚木 亘（ 理科専攻 4年）

指導教官名 発生川武次 教官

－講座のねらい

．①之で三－~そどだな悲哀主主．雰~－？.り段、 J簡単！t. J.t三み~－候史f宇が－~·却：－？.-rt；.~－~ ~Cjl.②芸作
．オ．る．楽．し．さ．を却プ：＞..てj乏し上~g..③ヌ：：：－~ゑ；どのT..~-1.:.t.a...飛ば．し方．の工宋等を考えること

_i~~ －り創造力．と研匁り態度刻展ば.！：－三段k~ ~9 ••••••••••••• 
－講座の展開

活 動 内 骨,,..._ 注意すること、支援、その他 時間

1.キャプテン・スタッフが自己紹介をす 0笑顔でニコニコ、良い印象を与える。 5（分）

る。

2.プーメランの秘密を紹介する。 0普通のプーメランと平らなプ｝メラン 30 

（戻ってこない）を比較して、羽のカー

プに気づかせる。

・プ｝メランの飛び方に着目させ、 1円

玉等の回転の例を合わせて示し、プー

メランの原理を簡単に説明する。

3.製作 0紙をくばり、作り方を説明する。 30 

4.とばす 0うまく飛ばない子どもに適切な助言を 50 

する。

－遠くへ飛ばしたい等と考えている子ど

もに対しても助言を与える。

・安全に注意する。（他の子にプ｝メラン

が当たらないようにする）

5.修了証をわたす O一言何か言ってわたすo 5 

－補足プリントを合わせてわたす。



第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

第 11回5月24日（午後）
講座名 楽しく作ろう嬢かご作り アシスタントスタッフ数 7名

参加者数 8名

キャプテン名 3宰田 奈奈 （理科専攻3年） 第 12回9月27日（午後）

アシスタントスタッフ数 3名

指導教官名 巽勇吉 教官 参加者数 6名

・講座のねらい 子どもたちが簾かごを作り上げることを通して、物を作る喜びを味わい、
出来上がった簾かごに対する愛着心をもつことができるようにしたい。また、簸を水に
浸けながら作るという体験を通して、硬い嬢かごは、水分を含んだ柔らかい簾を編むこ
とによってできるという原理を学ぶことができるようにしたい0

．講座の展開

活 動 内 '!if. 注意すること、支援、その他

1 自己紹介をする。 「自分の名前と学校の名前、学年を言

って下さい」と言い、自己紹介を促す。

2 道具の確認をする。 －足りない用具があれば、貸し出したり

・はさみやタオル、霧吹き、メジャー 友達と共有したりするように指示す

などを用意する。 る。

3 かごを作る。 －あらかじめ簾を水に浸しておく。

①縦芯と編み芯をつくる。 ・子どもが編む進度に合わせて、キャプ

②根締めをする。 テンが編み方を説明する。

③簾がなくなったときのつなぎ方を説 －子ども一人～二人に、スタッフ一人が

明する。 付き、編み方でわからないことや、う

④一本飛びのザル編みをする。 まく編めるポイントを教える。

⑤ザノレ編みをする。 ・簾の乾燥具合を見て、霧吹きで簾を湿

⑥縦芯を立ち上げる。 らすように促す。

⑦縄止めし、うちひねりをする。 ・縦芯や編み芯が折れてしまったら、新

③仕上げに取っ手を付け、出来上がり。 しい簾と交換する。

－なるべく子ども自身の手で完成させ

るために、やってやることは避けるよ

うにする。

・時聞に余裕があれば、もう一つ作るこ

4 後の片づけをする。
とにする。

「忘れ物がないように、おうちから持

ってきた物を確認して、ゴミはゴミ袋

に入れましょうJと言い、道具の確認

や、掃除をするように促す。

5 お互いの作品を見せ合い、感想など ・一人一人に作品を見せるように言い、

を発表する。 作ってみての感想や、何を入れて使い

たいかなどを発表するように促す。

・一つ一つの作品のいいところを見つ

けて、スタッフも感想を発表する。

6 修了証を受け取る。 ・修了証を、一言加えながら渡す。

-61ー
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楽しく作ろう藤かご作り
津田奈奈（理科専攻 3年）

1講座を開くにあたって

私は2年生の時にY0 U遊サタデーで鯨かごを作る講座にスタッフとして参加しま

した。その時私は初めて篠かごを作りましたが、擦を編みながらかごを作ることが、

大変楽しいことだと思いました。そして何よりもその時の子ども遠の真剣な姿を見て、

私も多くの子ども達にこの楽しさを味わってほしいと思い、この講座を開こうと思っ

たわけです。

2篠かごについて

材料に擦を選んだ理由としては、あけびなどと違い、水に浸けると柔らかくなり、小

学校低学年の子どもでも危なくなく自由に扱えること、それほど高価でなく、手軽に

手に入れることが出来るということが挙げられます。

作品をかごにしたのは、藤編みの中では一般的であり、小さいかごだとあまり時間も

かからないからです。また、はさみやメジャーといった身のまわりにある道具を使っ

て手軽に作ることができるといった利点もあります。

日頃目にする僚を材料とする様々なかごは、ぴちっと固く、その繊維は折ろうと思え

ばポッキリと折れてしまうものです。しかしそのかごは、作る時に水に浸すと、大変

しなやかになり、曲げたりすることができるために編むことができるということに、

子ども遼ばかりでなく私達も、驚くものです。そういった篠の性質を利用して、自分

だけのオリジナルの簾かごを作ることが出来るというわけです。

3 子ども遠の様子

全体的な様子を見ていて思ったことは、どの子どもも、思い思いのかごを作ろうと

一生懸命に編んでいて、会場が静まり返る場面が多かったということです。編み方が

わからないところになると、となりのスタッフに聞いたりして、熱中して、取り組ん

でいる姿がありました。中には、早く出来上がってしまったため、もう一つ作りたが

る子どももいて、その意欲の旺盛さに驚かされました。一つは自分の分で、もう一つ

はお母さんにあげるんだと言って二個目を作り始める子どももいて、その子の心の温

かさに触れることもあり、大変うれしく思いました。

また、私が関わった子どもは、小学校1年生で、高学年の子のようにはうまく編む

ことが出来なかったのですが、かごを持っていてあげたり、修正を加えながら手助け

をしていくことで、不格好ながらもかごを完成することができました。その子が『こ

れにたまごを入れたしリをうれしそうに言うのを見て、その子なりに、かごを作る苦

しみや難しさを乗り越えて、充実感と悦びを味わうことができたのではないかと思い

ました。

参加者の中には、子どもさんを連れてきたお母さん方も何人かいらっしゃいました。

1 1回目に参加していたお母さんは、実用的に作ろうとして、大変大きなかごを作ろ

うと、底を大きくしていました。でもこれはさすがに大きくしすぎて、篠が足りなく

なってしまい、聞の大きく開いたかごが出来てしまいました。 fパンを入れることが

出来るようなかごを作りたしリとおっしゃっていたお母さん方は、さすがに主婦だな
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と感心してしまいました。でも、お母さん方の楽しい会話もはずんで、会場がやわら

かな雰囲気になっていたように思います。スタッフや子ども達の緊張も解けていたよ

うで、お母さん方のカに私自身助けられていたのだなと思いました。

4 工夫した点

僚かご作りの講座は、第 11固と第 12回の2回開講しました。よって、前年度や

第 11回の反省を生かして、改善した点がいくつかありました。

まず、簾かごのスタッフには、事前に作っておいてもらって、当日はスタップ自身

は作らずに、子どもが作るのを見守る役目に徹していただいたことです。それは、前

年度の反省で、スタッフの人数が足りなかったことや時聞が足りなくなってしまった

ことを検討し、少ないスタッフでも、子ども一人一人に対応できるようにしたいと考

えたからです。幸い第 11回は、スタッフの数と子どもの数が同じだったため、一人

一人にていねいに教えることができました。第 12回も、やや参加者の人数の方が多

かったものの、スタッフが一人～二人を見ることができたため、スムーズにいきまし

た。こうして、スタッフの皆さんの努力のおかげで時開通りに終わることが出来たの

で、大変感謝しております。

また、かごを作る過程で、僚が乾いる時に、洗面器に簾を浸しながら編んでいくの

ですが、それをもう少し手軽に行えないものかと考えて、霧吹きで擦を湿らす方法を

使うことにしました。こうすることで、洗面器にいちいち浸さなくてもよくなり、よ

り扱いやすくなりました。編んでいくうちに乾いてしまう鯵を、こまめに湿らせなが

ら編んでいくことは、僚かご作りの大事な行程なのです。

5 次回に向けて

今回の反省点をいくつか挙げてみようと思います。次回講座を開く時の参考にし

ていただきたいと思います。

僚かごの作り方ですが、仕上げの部分でやや不明な点があります。もう一度作り方

を確認して、よりわかりやすいマニュアル作りに励んでいただきたいと思います。

また、対象年齢についてですが、今回の参加者の中にも 1年生が含まれていました。

本来小学校中～高学年のつもりですが、子どもの発達段階から考えると、やはりその

くらいが適当かと思われます。しかし、 YOUサタ全体を考えると、対象年齢が低学

年の子どもたちの参加する講座が少ないという問題があります。こういった現状をう

けてこの講座ができることは、低学年の子ども向けに、ざるなどのもっと簡単な篠細

工を設けるなどの工夫が挙げられます。年齢に応じて柔軟に対応できるといいなと思

います。

6 講座を開講しての感想

スタッフとして参加した時に比べて、いざキャプテンともなると、いろいろ大変だ

ということがわかりました。講座の準備や時間、天候に伴う場所の準備やスタップへ

の指示、子どもたちへの語り方など、考えなければいけないことがたくさんあるなと

思いました。キャプテンとしてしっかりできたかどうかはわかりませんが、親しみや

すいキャプテンとして子ども達の目に写っていたらいいなと思いました。

子どもたちの作った簾かごは、作り方が同じであるにもかかわらず、どうしてこん

なに一つ一つ違うものになるのかと、毎回驚かされました。カの入れ方や、底の大き
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さなどに個性が表れていて、私たちが思いもよらない工夫をする子どももいました。

とかく間違った方法や形ができると、それをだめだと言いがちですが、それを個性だ

と捉えて、誉めてあげることができるような教師になりたいなと、子どもたちの姿を

見ていて思いました。

講座に参加した子どもたちが、苦労して作り上げた藤かごを、発表の時にいつまで

も高々と掲げている姿を見て、この講座を開いてよかったなあと思いま した。協力し

てくださったスタッフの皆さんにも深く感謝申しあげます。ありがとうございました。
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第四期 イ言大 Y OU述書サタデー遊学プラン
宇宙生物 スラスラスライム 第 11回 5月24日（午後）

講座名 アシスタントスタッフ数 9名

参加者数 33名

キャプテン名 浅沼 康理 （数学専攻4年）

指導教官名 吉 田 稔教官

－講座のねらい

スライムを作って遊ぶことの楽しさを味わいながら、いろいろな工夫や遊びを発明し
ていくことeによって、豊かな発想力、想像力を育てたい。
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－講座の展開

活動内容

1、子ども逮を席につかせる

2、キャプテン・スタッフの自己紹介

3、この講座での注意と約束について

4、スライム作りの説明

（全員を集めて説明）

7、大きなスライムを作ってみよう

（洗面器を使って、みんなで作る）

8、あとかたづけ

9、修了証書をわたす

注意すること、支援、その他 時間

－明るく、元気よくあいさつをする 1 0 

5 

・子ども同士が気軽な関わりを持てるよ

うな、環境を作ってあげる。

30 

・一人の子どもが材料を使いすぎないよ

うに注意する。 I 2 o 
・不足した材料を補充する。 I 1 o 

・個人で使った道具はきちんと自分で片

づけるように呼びかける。
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宇宙生物ス ラ ス ラ ス ラ イ ム

浅沼康理 （数学専攻 4年）

議座を闘くにあたって

何かようわからんけど、とりあえず簡単そうなんやってみるか、ということでスライム

の講座をすることになった。今回、初めてのまともな参加、及びキャプテンということで、

まず何から始めたらいいのかがわからなかった。以前にスライムの講座をやったことのあ

る人に問題点や、準備物についていろいろと教わりながら、準備を進めていったo スライ

ムは第 1回YOUサタからずっと引き続いている、いわば、ご長寿講座ということで、ビ

ーズや型取りを教材として新しく導入することによってスライムづくりの講座のレベルア

ップを図ってみた。

スタッフの様子

今期のYOUサタでは、第 1回目を松本で行うということで、 1年生がスタップとして

参加することになった。連絡が不十分であるということと、子どもに対する扱い方をどう

考えているのかといった不安はあったが、予想以上に積極的によく動いてくれた上に、と

ても落ち着いた状態で子どもに接してくれたので、講座中は安心して子どもたちを任せる

ことができた。

今回の講座では、子どもを年齢別にわけ、低学年のグループにはスタッフをたくさんつ

けることにした。それでも手が回らず、スタツ・フ全体がとても忙しそうに見えた。でも、

それなりに楽しくやっているようだった。

子どもたちの様子

スライム作りの説明が始まった。初めてスライムが出来上がっていく過程を見て、 「う

わぁ～j という驚きの声と、早く自分で作りたいという思いが教室の中を渦巻く。スライ

ムを作っている子どもたちの表情は実に様々だ。スタッフが少ない上に低学年の子が多く

集まってしまい、スタッフがサポートしきれなくて手が止まってしまう子も中にはいたが、

そんな環境の中でも子どもたちの眼は真剣そのものだった。新しいスライムを作ると、『み

て、みて！ Jと駆け寄ってくる。とても表情が生き生きとしていて、微笑ましさが感じら

れた。

次回へ向けて
～J 

作ることに専念してしまいがちなスライムの講座。今回のテーマとして fスライムをつ

かつて遊ぶようにもちかけるJということがあったが、完全には達成されなかったように

思う。どのようにもちかければ遊ぶことの喜びも味わってもらえるのか、追究していって

もらえればと思う。

また、ペットボトルの件も改善した上で、様々なアイデアを取り入れて、次回以降はよ

り楽しいスライムの講座となることを期待する。
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感想

今回キャプテンをやって、キャプテンって本当に大変だと思った。何と言っても準備が

大変。こんな準備を僕一人ではできないので、いろいろとスタッフの皆様に命令して、押

し付けてしまった。ごめんなさい。特に、備品係を中心とした本部の皆様、お世話になり

ました。

実習が松本だったのでとてもはりきっていたが、当日は何と、となりの教室でバンドの

コンサートを開くというハプニングが起こってしまった。 「おいおい、マジかよj と思い

つつ、講座開始まで時間がないにもかかわらず、教室移動を断行した。その時に、講座の

異なるスタッフなどみんなが一緒に協力してくれたおかげで、子どもにとって楽しいスラ

イム作りを無事終わらせることができた。この時、助けてくれたみんなに感謝せずにはい

られなかった。こういったお互いのスタッフを思いやるあたたかい気持ちこそが YOUサ

タのすばらしいところであり、子どもたちに感動や喜びを与える原点となるのではないか

と思った。
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第 四期 信大YOU遊サタデー遊学プラン

宇宙からやってきた 第 12回 9月27日（午前）

講座名 SuraSuraスライムく人ノ アシスタントスタッフ数 8名

参加者数 13名

キャプテン名 真島 紀章 （数学専攻3年）

指導教官名 鈴 木 次雄教官

－講座のねらい

．自分史‘・・あ．の．を．傍．る二．との楽．し．さ．を伝ゑた・＂.'.o ..また品．．普段．の生活：ではい．あ．ま旦体験す．る

．こ．と－~~:-t:きない~:7.:1.みの感触を通んてー－ょんなあ．の－~ちら7尽き．るんだ．と·＂－~5意処性を．持

.~.1：欲.kk~o... 

－講座の展開

活動 内容

1. 自己紹介

注意すること、支援、その他 時間

－キャプテン、スタッフから自己紹介 IIo 

し、次に子どもたちがするように促

す。雰囲気がかたくならないように。

2. スライムの作り方と注意（口に入れ｜・全体で、大まかな作り方を説明した後 I1 o 
ない。絶対に投げない。）を聞く。 ｜ に、グループ内でスタッフが見本を見

3. スライムを作る。

a.普通のスライムをつくろう！

b.色を付けてみよう！

c.折り紙やピーズを入れてみよう！

d.大きなスライムを作ろう！

（飽きて来たら、次のステップにいく。）

4. あとかたづけをする。

－身の回りの道具を片付ける。

5. まとめをする0

・グループごとに席に付くようにす

る。

せるようにする0

・各自スライムを作るように促す。

・スタッフはグループ内の子どもを見

まわり、作り方が分からない子どもが

いたら、支援する。あくまで、スタッ

プが作ってしまわないようにする。

－巨大スライムは、グループごとに色を

決めて作る。できたものは、グループ

内のみんなに分ける。

75 

・全員で片付けをする。片付けの大切さ I1 5 

を伝えたい。

－修了証をわたして、講座の感想を発表 I1 O 

する。
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宇 宙か らや って きた SuraSuraスライムくん

真島紀章 （数学専攻 3年）

1. 講座を開くにあたって

この講座は、 YOU遊サタデーの看板とも言える講座であり毎回参加者数が多く、人気

のある講座である。そのため、計画の段階で募集定員を 30名に設定した。また、幼稚園

の子どもたちからお父さん、お母さんまで誰でも楽しめる講座にしていこうと思い、対象

年齢の設定はしなかったo 対象年齢を設定しないで安全の面は大丈夫なのかという疑問が

あると思うが、スライムはそんなに危険な薬品を使っているわけではないし、スタッフが

ついて一緒にやっていくから小さな子どもでも安心して作ることができると考えたわけで

ある。それと、小さな子どもたちにもスライムの不思議な感触を味わって欲しかった。私

が抱いていた子どもたちへの願いとして、意外性というのがある。これはスライムがこん

な物質を材料として、こんなにも早い時間でできてしまうんだということを、まず感じて

欲しいと考えた。私自身、最初にスライムを作ったときにはこんなに早くできるんだと驚

いてしまった。意外性や驚きが出発点となり、子どもたちの中に「なぜこんなに早くでき

るのだろう？J 「なぜ、こんなものを混ぜただけでできるんだ？Jといった疑問が生まれ

てくればいいなと感じる。ただ作るだけではなく作ることからそのような疑問が生まれ、

子どもたちが少しでも興味を持ってもらえればよいと思う。最近の子どもは、無関心、無

感動などといわれている。小さな活動が大きな感動を生み、いろいろなことに関心を持っ

てくれるようになればと思い、この講座を開いたのである。

2.講座の様子（子どもたちの活動〉

参加者がとても多かったため、教室に入ってきたとき混乱しないように座席を予め決め

て置き、黒板に書いて置いた。そのためか、スムーズに講座を始めることができた。座席

は、全部で6グループに分けて 1グループに参加者5, 6人とスタッフ 1, 2人というよ

うにした。先程書いたように、スライムはそれほど危険なものではないので、参加者とス

タッフとの割合はこのぐらいがちょうど良いのではないかと思う。さて、それぞれの席に

着いた子どもたちであるが、まず、スタッフの説明にしっかりと耳を傾けていた。このと

きは、まだ、実際にスライムがどのようなものがは参加者に見せτいない段階なので、と

ても興味深げな様子だった。最初から「スライムはこんなものなんだよJと見せてしまう

と、子どもたちがスライムを作ったときに味わうことのできる新鮮味が半減してしまうと

考えた。説明が終わり、各グループのスタッフが見本を見せて、それから参加者が実際に

作ってみるという形になった。今考えると、スタッフのお手本の時聞はとらなかったほう

が良かったのではないかと思う。スタッフのを見てから作るのではなく、スタッフと一緒

に作って見るという形で進めれば良かったo なぜかというと、先穫の新鮮味と関連するの

である。自分が作る前に実物のスライムを見てしまっているのである。自分が作ったのと

人が作ったのでは、感じ方なども違ってくると思う。スタッフと一緒に作っていけば、ま

ず、自分が作っているスライムの方に気が取られるので、これは自分が作ったスライムな

んだという思い入れが強くなる。そして、驚きや意外感なども強く感じるのではないかと

思う。では、話を講座の方へ戻そう。自分のスライムを作り始めた子どもたちであるが、
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中には小学校入学以前の子どももいた。その子どもたちには、子ども同士（兄弟同士）協

力して作るという光景が見られた。講座全体を見ていて感じたことであるが、どの子ども

も、いろいろな色のスライムを作っていてその子の個性がよく表れていたと思う。大人だ

ったら考えることができないが、長い間よく集中して一つのこと（スライムを作ること）

に取り組めるなと感じた。やはり、それが子どもたちの持つ素晴らしさである。興味のあ

ることや楽しいことは長い間続けていくことができるのである。このことは、生涯教育に

つながるといっても過言ではないだろう。しかし、そのような中でも時聞がたてば飽きて

きてしまう子どもたちも現れた。 2回3固とこの講座に来てくれている子どもたちは、毎

回同じようなことをしているので飽きてしまうのだと思う。スライムを作るだけではなく、

そろそろスライムを利用した遊びを考えていかなければならないと感じる。子どもたちが

飽きるということは、もうつまらなくなってきているということなので つまらないとい

う思いをさせないためにもいろいろ考えていく必要があるだろう。

3. 講座を聞いて思うこと

キャプテンは忙しい、講座では子どもとあまり関わりを持てない、確かにそうである。

しかし、キャプテンをしてみて感じることは大きな大きな充実感である。特にこの講座は

参加者数が多くて、果たしてこんなに多くの子どもたちをまとめることができるだろうか

と、講座を始める前はとても不安だった。その不安の解消を手伝ってくれたのはスタッフ

のみなさんであった。スタッフがいたからこそ講座をうまく進めることができたし、私一

人だけではこんなにも多くの参加者に対応することはできなかった。この講座では、スタ

ッフの重要性を知ることができた。また、スライム講座のスタッフの方々は、どの人をと

ってみてもYOUサタへの思い入れが強い人ばかりで、こちらからいろいろ指示を出さな

くても自覚を持って子どもたちと接することができていたのではないかと感じる。スタッ

フにとっても楽しい講座になればいいというのが私のYOUサタ観の一つにある。このス

ライム講座では、おそらく子どもにとっても、スタップにとっても楽しい講座になったの

ではないかと感じている。このようなことを書いているが、スタッフとの打ち合わせが十

分だったとは必ずしも言えないのである。講座の途中で備品の場所が分からないスタップ

の人もいた。これは、スタッフの人がいけないのではなく私がいけなかったのであるo 作

り方や参加者やグループだけを確認するだけではなく、やはり、もっと細かいところまで

打ち合わせしておくことが必要ではないだろうか。講座を聞いてみてのわたしの雑感であ

る。
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン
第 13回 11月8日（午後）

講座名 スラスラスライム アシスタントスタッフ数 9名
参加者数 32名

キャプテン名 吉津 麻衣子 （国語専攻3年）

指導教官名 梅原恭則 教官

－講座のねらい

洗濯のりという身近な素材を用いてスライムが作れてしまうという感動から、子ども
たちが自分で作る楽しさを見つけて欲しい。

・講座の展開

活動内容

1、自己紹介

2、スライムの作り方の説明を聞く

3、スライム作り

・いろんな色の絵の具や食紅で自分の
好きな色のスライムを作る。

－水の代わりにお湯を入れて作って
みる。

・ピ｝ズなどを入れて、ぶつぶつキラ

キラのスライムを作ってみる。

4、片付け
・スライムを作るのをやめて自分の班
のテープルをきれいにする。

・スタッフの指示に従って使った材料

を片付ける。

5、まとめ
・一人ずつ修了証を受けとる。

注意すること、支援、その他 ｜時間

Oキャプテン・スタッフが先に大きな I10 
声で自己紹介する。

Oよく話せない子は班のスタップが助｜分

ける。

I 10 
O色画用紙を使って説明を工夫する。 － 

0服や、友達の髪に付けないように注｜分
意する。

0スタッフは斑の小さい子につき、大

きい子が小さい子を教えてあげられ I60 
るように支える。

0お湯でやけどをしないように気をつ｜分
ける。

O後半になったら、ピ｝ズを配る。ス

タッフはビーズを入れて作ってみる

ことをすすめる。

0みんなで片付けるよう見守り、手が I20 

動いていない子どもがいないようド』｜分
指示を出す。

0 fょくできましたJとみんなで拍手し 110

てあげる。

分
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スラスラスライム

吉津麻衣子（国語専攻 3年）

1.講座を開くにあたって

初めてスライムを作ったのは大学の理科の講義の時間です。洗濯のりと水と、なんだか

よくわからない薬品を入れて混ぜ合わせるだけでできたそれは、わたしにたまらない興奮

を与えてくれました。こんな感動を子どもたちがもつことができたら、きっと楽しい講座

になるなと思っていました。そこで、第9回の時に“宇宙生物スラスラスライム”の講座

でスタッフの一人として、子どもたちが自分で作ったスライムを手にした時の感動を一緒

に体験しました。毎回スライムの講座は大人気で今回も沢山の子どもたちにスライム作り

を楽しんでもらいたいなと思い、この講座を開きました。

スライムは作り方が分かってしまえば小学生なら 5分程度で一個作れてしまいます。毎

回スライムのキャプテンを悩ませていたのは時聞が余るという事であると判断した私は、

“遊べるスライム”を作る事を考えました。 f砂鉄を入れて作ったスライムに磁石を近づけ

ると磁界が見えるjとか、『重曹を入れるとスーパ｝ボ｝ノレになるjとか「スライムに関する

本が売られているjと言った情報をもとに、砂鉄入り、重曹入りを試してみましたが、実際

に講座に導入できたのは水の変わりにお湯を使うというものだけでした。お湯を入れると

温かくてベタベタしにくいスライムができます。（これだけはスタッフにも理解されたので

す！）それだけの事ですが、何か一つでも新しい事をという点にこだわってみました。

2.スライムを作る子どもたち

「水入れて～j f見て見て～Jとせがむ子どもから、一人で黙々と作り続ける子どもま

で一人ひとりが自分のペースで色とりどりのスライムを作っていました。子どもたちが一

番感動するのは、四ホウ酸ナトリウムの飽和水溶液を入れてかき混ぜる場面です。洗濯の

りと水、それと自分の好きな色が入ったクリアカップの中に四ホウ酸ナトリウムの飽和水

溶液を加え、割り箸でかき混ぜるとみるみるうちにコップの中身がゲル状になり、割り箸

にくつついてきますo そこで子ども遼は「わーっJという歓声をあげます。 （この歓声を

聞く時がたまらなくうれしい時です！！）そして、まだぺちゃぺちゃしているスライムを

手に取り出した時にももう一度「うぎや一つつJという歓声をあげてくれます。そして出

来上がったスライムを一つずつビニールの袋に入れて（中には一つの袋に入れて色を混ぜ

てしまった子どももいましたが・・・）嬉しそうにしていました。

私としては、のばしたり、つぶしたりしてスライムの感触を楽しんでもらいたかったの

ですが、遊ぶよりもどんどん作ることに熱中していました。

3.講座を聞いての反省と今後の課題

先述したように、スライム作りの講座はYOUサタの講座の中でも人気の高い講座です。

しかし作業が簡単だからといって、ただひたすら作り続ける講座にしたくなかったので今

回は試行錯誤の結果”お湯のスライム”を導入してみました。結果はまずまずの反応だった

と思っていますo しかし、それ程出来上がりに差のないことから、やはり子どもが飽きて

しまったように感じられました。次回のキャプテンには是非私が作ることの出来なかった

スライム作りも導入し、上手に時間を使って欲しいと思います。
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今回の会場はN館の30 3教室（北校舎の 3めでしたが、この教室は外に面していてベ

ランダがあり、その柵は間隔の広いものでした。本当に不注意だ、ったと反省しているので

すが、スライムの講座には小学生以下の子どもが 10数名参加していたのです。中には、

スライム作りに飽きてしまいベランダに出て柵をよじ登ろうとする子どもがいて、ひやっ

とするシーンがありました。会場は危険のないよう、十分考慮して決めて欲しいと思いま

す。

参加者から送られてくるアンケート用紙の講座の感想の欄に、一生懸命な字で『楽しか

った』と書いてくれた子がいます。障害を持ったお子さんだったのですが、この講座をそ

の子なりに楽しんで‘やっていたように思えます。私は YOUサタが限られた子どもを対象

とするのではなく、どんな子ども達にも聞かれた存在であって欲しいと考えます。特別「障

害を持ったお子さんも参加できますJなどとしなくても、スタップを信頼して参加して下さ

るYOUサタを築いていきたいと思います。
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

ペーパーグライダー 第 11回 5月 24日（午後）

講座名 を と ぼ そ う アシスタントスタッフ数 6名

参加者数 20名

キャプテン名 中 村 典史 （社会 専攻 4年）

指導教官名 阿久津 昌二 教官

－講座のねらい

．．自分．援苦労．し.:C：傍．ったで予三乙ぎた．ダ．ラ~d. !!. ':":: :/J？－.＇飛ぶ感動を．伝之たU斗．．

．上手．な工住の．仕方．を伝えた'!t.)o•••.•• 

・講座の展開

活動 内容

自己紹介

注意すること、支援、その他 ｜時間

・子供たちの緊張をほぐし、明るい雰囲気を作るようにする I10 

配る －さっさと配る 15 

．配られた子どもから作り始めるように伝える

作成

飛ばす

－作成中はスタッフで手分けして子ども一人一人目を配る 175 

( 1年生スタッフは子どもの中に入る）

－切り方について危険なものは安全な切り方を教える。

－子どもの中でうまい作り方をしている子に見本になっても

らう。

－外へ出ていった子どもにはスタッフがついてし、く。

飛行コンテスト ｜・遠くに飛ばしコンテストをする。

（実際にはやっていない）｜・ 2回飛ばし、距離を測る

20 

コンテストの表彰式｜・勝者、参加者をたたえる 110 

アンケート ｜・筆記用具を持ってきていない子どもには貸す。

修了証配布 ｜・自分で出したゴミは責任を持って片づけるように伝える

そうじ

a
q
 

n
t
 



ペーパーグライダーをとぼそう
中村典史（社会専攻4年）

この講座は私がやっただけでも 3回、私以外の人がやったのも含めると 6回になり、ス

ライムほどの派手さはないが、地味に続いてきた講座である。ということで講座開設の理

由や名前の由来などはとうの昔に忘れてしまった。実はこの実践記録でなにを書くか、と

いうことも危うく忘れそうだったのだが、運のいいことに講座の感想が残っていたので、

それを活用していきたい。

1 .変わった点

まず講座のことである。講座に限って言えば、 『ペーパーグライダーをとばそうJは成

功とも不成功とも言いにくい、微妙なものであった。

昨年と変えてみた点で、私自身顕著に現れたと感じたのは、技術的な助言という点であ

る。これは去年の実践記録の「カッターの使い方などの細かい助言はしない方針だっ

た。 Jという私の記述を見たある中年男性が「別に教えたっていいじゃないかj といった

ことに始まる。よく考えてみれば、野球やサッカーなどでは手取り足取り、という状態が

当たり前である。それならここでやっても良いんじゃないか、ということから実験的に行

うことにした。さらに年齢制限を無しにしたため、例年より年齢層が低くなり、どうして

もはさみやカッターの使い方がぎこちなく、その技術的な指導を積極的におこなうことに

なった。これは、この講座で少しでも身になるものがあれば、という願いによるものであ

る。この助言の効果は、子どもによってまちまちであるが、なかにはなるほど、と納得し

て教えたやり方をまねしてくれる子どももいて、少しは役に立ったかと思う。

しかし、当初の予定ではそばでやっているスタッフのやり方を見て自分でどう違うか気

づいてもらおうと思っていたが、予想外のスタッフ不足で一人当たり 5人ほどの子どもを

見る勘定になり、直接教えることになってしまった。

2. 人の交流

子どもの感想のなかに f新しい友達ができたj というものがあったが、これはうれし

かった。この講座は個人作業の講座で、なかなか子供同士の交流が図れない。しかも今年

は飛行コンテストをやめてしまったので、ますます交流の場は狭くなっていたo

しかしコンテストをやめた理由のひとつに、子どもたちの斑編制がある。これは、前

述のスタッフの問題と絡み、斑を作った方がいいと言うことが、去年わかったので、今年

もやや強引に、作っている途中の子どもの机を動かしてまで、班を作った。友達のできた

子どもたちは別に班で知り合ったわけではなく、それ以前から一緒に座っていたが、子ど

もたちの新しい交流の場としてYOUサタが存在できたことはうれしいことである。

当日 1年生が3人欠席し、全部で7人のスタッフで22人の子どもに対応した。なかで

も工学部の三宅が参加してくれたことは、興味深いものであった。 YOUサタの主旨を十

分説明しないまま参加してもらったが、私の必死の姿をみてか、長年のつきあいのおかげ

か、少ない言葉でよく動いてくれた。

1年生とY0 Uサタの関わりについてはあとで述べるが、私の講座に出てくれた 1年生
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は、 4人ともがんばってくれた。子どもは絶対一人にしないでほしいという私の言葉どお

り、すぐそこの水道に手を洗いに行くときすら、子どもを一人にするようなことはなかっ

た。しかし、雨のせいでとばすのが遠い教室のなかになってしまい、しかもやたら走り回

る子どもがいて、その教室聞を駆けめぐったので、スタップもさぞかし疲れたことと思う。

ただ一人、教育学部の4年生でスタッフになってくれた芦田は、さすが何回も出ているせ

いか、細かいところに目が届いていた。特に、開会式直後、迷子になった子どもを教室ま

で、連れていってあげていたところは、奴ならではである。

3.反省点

最後の反省点は、こちらの備品不足である。今回は保護者の方が5人みえていたが、

誰一人用意を持っておらず、こちらに貸し出す用意もなく、結局子どものを手伝っていた

が、あそこでこちらに用意があれば、作っていただけたので、はないかと思う。また子ども

が用意を忘れてきていたら、ということを考えると、たかが用意されど用意である。しか

しそういった保護者は子どもと一緒に作っていたので、結果的には親子で作業するいい機

会にはなったかもしれない。

子どもの中で「飽きちゃったJと言って走りまわっていた子どもがいた。今回はその子に

翻弄されたと言っても過言ではないほど、対応に追われていた。しかし今にして思えば、飽

きちゃったという子どもに無理矢理やらせず、スタッフと一緒にあそばせるようにしても

よかったのではなし、かと思う。そこまで気が回らなかったのも反省の一つである。

4. まとめて

全体的にあわただしい講座だ、った。それは私が講座のみに集中できなかったトいうこと

が原因でもあるし、雨が降っていたということが原因でもある。また松本でやったというこ

とが原因でもあるし、今期初めてのY0 Uサタだったということが原因でもある。

しかしそういった原因はすべて我々の努力でカバーできるものであり、そういったこと

を言い訳にして講座をないがしろにしていては、楽しみに来てくれた子ども達に失礼であ

る。そういうことからすれば、今回の講座は反省すべき事をいろいろ残してくれたといえ

る。

／ 
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第 四 期 信 大 YO U遊サタデー遊学プラン

－自分で紙を作ってみよう！ （第 11回） 第 11回 5月24日（午後）

講座名 －いい紙つくろう！世界で アシスタントスIJ-y7数 8名

たった一枚の自分の紙を。 （第 13回） 参加者数 13名

キャプテン名 真島 紀 章 （数学専攻3年） 第 13回 11月8日（午後）

討すJ11 大 輔 （数学専攻3年） 7シ対ントリッ7数 8名

指導教官名 鈴木次雄教官 参加者数 16名

－講座のねらい

．．自分：:t:ff.品．を．つ．ふる．とiづ．喜びA・楽Lさ．を．味わ1て.l.~. Lvλ．ま．た、．．資源の．太切さゐ．

.. 9.サイ．ク.！.1:-'1・ζマコ¥t.)~て気づい7亡ほ．し．日。．．

．講座の展開

活 動 内 容 ｜ 注意すること、支援、その他 ｜時間

l. 自己紹介（スタッフ、子ども） ｜・ 学年と名前程度 I s 
2.今日使う道具の注意や、作り方を説 ｜・ グループ（3つ）ごとに説明する。 I 5 

明する。

3.牛乳パックのビ‘ニーノレをはがす。

4.紙をつくる。

(1) 3で取れたものに、水を加えてミ

キサーにかけドロドロにする。（色

を付ける場合は、ここで、色紙や

絵の具を入れる。）

(2) (1）でできたものを、たらいの中に

入れ、枠にくぐらせて紙をすく。

(3）枠をとり、紙を取り出して、新聞

紙、タオル、アイロンなどで乾か

・子どもたちが、牛乳ハックの構造に気 Ii o 

づくように、 1,2枚程度のハック片を I7 5 

扱うようにする。 （他は事前にはがし

ておく。）

・紙づくりは、段階ごとに場所を分けて

おく。 （一人に一つ洗面器を配る。）

Oミキサーで紙をドロドロにする

場所

。紙をすく場所

。紙を乾かす場所

す。 ｜女それぞれの場所に、スタッフを配置し

(4）工夫して、いろいろな紙をつくる。｜ て、子ども全員とふれあうことができ

5.後かたづけをする。 ｜ るようにする。

・身の回りの道具や、濡れた新聞紙 ｜・ アイロンには、くれぐれも気をつける。 I1 5 

などを片づける。

・帰る支度をする。

6. まとめ（お友だちの作品を見たり、

感想の発表。修了証の贈呈）

（子どもだけでは使わない。）

・スタッフで片づけをやってしまわない

ようにする。

・子どもたちが使った枠をお土産にする I1 o 
ので、新聞紙にくるんで渡してあげる。
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いい紙つくろう ！世界でたった一枚の自分の紙を。

真島 紀章 （数学専攻 3年）

1.講座を聞くにあたり

この講座は、第三期のY0 U遊サタデーにおいて開かれていたものを継続した形になっ

た。遊学プランや準備品のリストなどはほとんどと言ってよいほど第三期に佐々木さんが

やられたものを参考にさせていただいた。今期では春の第 11固と駄の第 13回で開いたの

であるが、活動内容としては春秋ともに牛手レ、ックからはがきを作るというものであった。

内容的に小さな子どもでもできる講座なので、対象を両方とも小学生に設定した。第 11

回の講座ではほとんどが低学年であった。高学年の子どもも若干いたが、この傾向から高

学年の子どもには内容が容易すぎるのではないかと考える。また、第 13回の方でも同様

な傾向があった。 しかし、第 13回では、小学校入学以前の子どもたちも参加してくれた。

第 11,13固とも定員をこえる参加者があり、対象学年の設定は適切だったのではなし、かと

思う。

私が講座を聞く上で毎回感じていることは、たった二時間ではあるが楽しい二時間にし

て欲しいということである。当たり前のことであるが、せっかくの休日に信大のキャンパ

スに集まってきてくれるのだから、子どもたちを飽きさせたり、つまらないと感じさせた

りしてはならないのである。当たり前のことだからこそ大切であって、このことは、講座

を開く際に最も考えなくてはならない部分である。この部分をしっかり考えることを通し

て、講座の中身がよりいっそう確かなものになってくるのではないかと思う。どこをどの

ように工夫したら子どもたちは喜んで‘くれるだろうかや、どのようにしたら時間内に終わ

るだろうかなど、キャフテンをすることでいろいろ考えることができた。話は戻るが、楽

しさを提供することついては、子どもたちにはもちろんであるが、スタッフにとっても同

様である。スタッフはキャプテンとは少し違い子どもたちと最も多くふれあう ことができ

るのである。そのスタッフがつまらなさそうにしていれば、子どもたちにもそのことが通

じてしまう。私の持論であるが、 Y0 Uサタでは子ども、スタッフともに楽しめる講座を

用意しなければならないのであるe

2.子どもたちにとっての紙づくりとは

紙づくりの講座では、牛手レ、ックを原料として紙を作るのである。紙づくりというより

“紙すき”の方が正しし、かもしれない。その紙すきであるが、私にとって最初の紙すき経

験は小学校の卒業証書を作ったときであった。私が卒業した小学校は自分で自分の卒業証

書をすくというのが恒例になっていて、和紙の卒業証書なのである。その卒業証書は今で

も私の大切な宝物なのだが、自分で作ったものだからなおさら大切であり、また愛着もあ

る。このように、自分でものを作るということは何か特別なことを、私たちの心の中に生

み出してくれるのではないだろうか。そのような活動をY0 U遊サタデーでやることは、

意義があると思う。牛乳バックで紙を作るということは子どもたちにとっては、意外性を

持って活動できるのではないだろうか。普段よく見かける牛乳バックが違った紙に変身し

てしまうのだから、興味を持って活動ができるのではないかと思う。そして、色を決めて

自分で紙をすき、世界でたった一枚しかない紙ができるのである？この紙は、子どもたち
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にとってどんなものなのだろうか。キャプテンをした私からすれば、宝物にして欲しいが、

特に宝物にしなくても、子どもたちの心の中に ryou遊サタデーで紙を作ったなあ。 j

という経験は残ると思う。私は、小さいときにいろいろな経験をしておくことは大切であ

ると思う。ものを作ったりするプロセスの中では学ぶことも多い。普通に生活していたの

では学ぶことのできないことを、紙づくりの講座で知ることができたのではないだろうか。

3. 活動の様子（子どもたちの様子とスタッフの働きかけ）

「今日の紙づくりは楽しかった？Jと講座の最後に子どもたちに聞いたら、 「楽しかっ

た。 j と答えてくれた。子どもたちは、満足のできる紙を作ることができたのではないだ

ろうか。私が子どもたちと一緒に活動していて最も驚いたことは、子どもたちがしっかり

とミキサーなどの用具を使う順番を守っていたことである。備品の関係から限られた数し

か道具がないし、参加者の多くが低学年ということから道具の取り合いになったらどうし

ようと心配していたのだが、子どもたちの中で秩序というものがあり順番が守られていた。

また、子どもたちが、いろいろな色の紙を作っていたことも印象に残った。 2時間の限ら

れた時間の中で、 10枚も作った子どももいた。私としては、学年や備品の数からせいぜい

5枚程度かなと思っていたのだが、準備の方も紙の原料が余るくらいに用意しておいて正

解だったと思う。ここで、準備のことについて少し書いておこうと思う。準備は講座を運

営していく上では、おそらく一番上位にくるものだろう。準備をしない講座なんてないだ

ろうし、準備や予備実験をすることで子どもたちのことを考えることができる。準備がお

ろそかでは、講座がうまく流れていかないどころが、集まってきた子どもたちに迷惑をか

けてしまう。子どもたちに楽しさを伝えたいという私のYOUサタ観を貫くためにも準備

は当日以上にカを入れたような感じがする。講座の成功は準備にかかっているといっても

過言ではないだろう。その点で、紙づくりの講座はどうだっただろうか。振り返ってみる

と、先程書いたが、道具や原料の準備はできていたと思う。しかし、スタッフとの事前の

打ち合わせがあまりよくできなつかたと感じる。練習を一回ぐらいしかせずに当日を迎え

てしまった。また、キャプテンの指示がうまく届かなくて思い通りにならなかったことも

あった。もう少しキャプテンとスタッフとの打ち合わせに時間をとっておけばよかった。

キャプテンがこの講座で本当にやりたいことを正確にスタッフに伝えておき、キャプテン

と同じ気持ちで講座を作り上げていくんだという気持ちがスタッフに生まれるぐらい打ち

合わせや準備をしなくてはならないと思う。この講座ではスタッフとの打ち合わせがあま

り取れなかったので、講座の最初の段階では少しとまどってしまったが、子どもたちの名

前を呼んであげたり、一緒にアイロンを使って乾かしたりと子どもたちとコミュニケーシ

ヨンがとれていたと感じる。一年生スタッフのみなさんも期待していた以上に子どもたち

と関わって活動していた。

4. 反省を生かして

第 11回の講座の反省としては、 2つほどある。 1つはスタッフとの打ち合わせを事前に

綿密にとっておかなかったこと、もう一つは、スタッフ全員が全ての参加者と関われなか

ったことである。後者については、ミキサーの個数の関係からグループを 3つに分けてそ

れぞれにスタッフを配置して行ったため、スタッフもそのグ、ループ内の子どもたちとだけ
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しか関われなかったのである。講座内の反省会の時にスタッフの方から、今度この講座を

開くときには、スタッフ同士で役割を分担して何らかの形で参加者全員とふれあうことが

できるようになればいいとしづ意見があった。私もそのことについては多くの人間とふれ

あって欲しいという願いがあるため、第 13回は第 11固とは違う形で計画をした。その計

画とは、参加者ができる限り多くのスタッフとふれあうことができるように、活動の段階

ごと（ミキサーの場所、紙をすく場所、乾かす場所、など）にスタッフを配置するという

ものであった。しかし、その計画は実行にはうっせなかった。理由は、子どもの年齢差が

あり活動の均衡が保てなし、からである。また、 小学校入学以前の子どもたちもいたため、

グループ内で行き届いた支援を心がけた方がょいと，思ったからである。結局、 13回の時も

11回の時と閉じようにグ、／レープに分けて活動した。毎回、多くの子どもたちとふれあうの

がよいか、特定の子どもと深く関わるのがよいかで迷ってしまうのだが、今も私自身どち

らがよいか答えが出せていなし、。子どもたちにとってはどちらの方がよいのだろうか。こ

のことについてはこれからも考えてし、かなければならない部分である。

また、 13回の時に工夫した点として、牛乳パックの表面のビニールをはがす時間を多め

にとった。これは前回の時にあまり時間がとれなかったからであり、この活動を通して牛

乳バックの構造も知ることができるのではないかと考えた。活動から得る知識も大切にし

たかったのである。

5. 講座を聞いてみて

私は、 3年になって初めてY0 U遊サタデーに参加したので、ある。最初はキャプテンを

やる気など更々なかったのであるが、キャプテンをやると決意してからは、 Y0 Uサタに

対する思いこみが変化してきた。どうせやるなら最高なものをと思っていろいろやってき

たが、キャプテンの仕事は思った以上にきっかった。初めてのY0 Uサタでキャプテンを

やり遂げることができたのも、 4年生や今までやってこられた方のアドバイスがあったか

らだと感じる。やはり、講座を開いてみて最も印象に残っているのは子どもたちの紙を作

り上げたときの笑顔である。子どもたちの笑顔は、何にも代えることができない私たち講

座を開くものにとってのエネルギーである。
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第四期信大YOU遊 サ タ デ ー 遊 学 プ ラ ン

ステンシルって何？ 第 11回5月24日（午後）

講座名 ～君もやってみよう～ アシスタントスタッフ数 8名

（第11回）〈第12回） 参加者数 1 4名

キャプテン名 土屋 淳子 （家庭専攻 4年） 第 12回9月27日（午後）

アシスタントスタッフ数 7名

指導教官名 粟津原宏子教官 参加者数 1 8名

－講座のねらい

え．物．を．傑る楽しみを壬．ともたおiζ．伝えたk~o.... 

ー．既製品に会．し．手．を1JD.；之る．だは．でん．自分．ら．し心違~た表憶を昆弦．る．ニと．を伝えたいι・・・．

・講座の展開

活動内容

1、自己紹介をする。

（キャプテン、スタッフ、子供の順）

2、ステンシルの説明を聞く。

3、製作

①型の製作

・図案を選ぶ0

・ステンシルシートに図案を写す0

．カッターで切り抜く。

注意すること、支援、その他 時間

・子どもの緊張をほぐし、楽しめるよう 15分

な自己紹介を心がける。

・模造紙・実物を使い、簡単に分かりや 15分

すく説明する。

・安全確認、（カッター、アイロン）をする

・活動時間の目安、終了時間を伝える0

．グループ毎に進めていく。

－各々の進度に合わせ、一人ひとりに適 I30分

切な支援をする。

。カッターで手を切らないよう気を配

る。

・見本を示すなどして、子どもが考える

②布にステンシルする ｜ ような支援をする。 I 50分

・布の上にシートを置き、固定する。 ｜・子どもの作品には極力手を出さない

・ステンシルブラシを使い、叩くように｜・子ども同士がモノを貸し借りできる

して絵の具を布につける。 ｜ ような環境を作る。

・アイロンをかけて絵の具を定着させる

4、片づけをする0

・筆洗、ごみ捨て、荷物整理をする。

5、感想発表

。アイロンでやけどしないように気を

配る0

・早めに終了を知らせ、片づけを促す0

・子どもを教室から出さない。

・がんばったことを最大限たたえる。

・自分の作品をみんなに見せ、感想、気｜・修了証、アンケート、ステンシルにつ

に入っているところを述べる。 ｜ いで書いたプリントを渡す。
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ステンシノレって何？～君もやってみよう～

土屋淳子（家庭専攻 4年）

1、講座開講まで

fどうしてもキャプテンをしたい。j昨年、教育実習の中で自分の力不足を実感し、実力を

つけたいと感じていた。そんな私にとって、 YOU遊サタデーは身近で魅力的な存在だった。

「キャプテンをすれば何か得られるかもしれない。Jそんな気持ちだったo

料理講座や裁縫など、家庭科的な講座を開講したかったのだが、料理は会場の都合で、裁

縫なども良い教材が見つからなかったので断念した。ステンシルは、中学生のときに初めて

その作品を見て、きれいだなあ、かわいいなあと感じ、その後趣味としてはじめたものであ

る。しかし、かなりメルヘンチックで、奥様の趣味の講座的な内容であるので、これを教材

にするのは抵抗があったし、また、費用がかかることもあって迷いがあったo そんな時、土

井先生に「自分が自信のあることをするのが一番だ。Jとおっしゃっていただき、ステンシ

ルの講座を開こうと決めた。

2、開講に向けての問題点

まず、費用の問題があった。普通に道具をそろえると、ステンシルブラシ（筆）￥aso＇、
アクリル絵の具（1本）￥40 0、プラスチックシート（型）￥ 3 5 0など…。やり方によって

はブラシを使わず、絵の具は水彩絵の具を使い、シートを画用紙で作るという方法もあった

のだが、布にステンシノレし、できるだけ本物に近いものを参加者に提供したいという思いが

あった。そこで、ホームセンターを回って安い材料を調達じた。また、ステンシルブラシは

絵筆の毛先を切って作り、コストダウンを図った。また、水差し、パレットなどはベットボ

トル、トレーを使ったo しかし、それでも 500円という高額を参加者から取ることになっ

てしまった。お金をかけない講座のあり方という点から、再考の余地があると感じている。

また、時間の問題があった。子どもたちはカッターをどの程度使えるのか、また、どのぐ

らいの時聞があれば作品を仕上げられるのか予想がつかなかったo そこで、時間が余った子

が暇をもてあそばないように、ステンシルするための予備の画用紙を用意しておいた。また、

時聞が足りなくならないように型をたくさん用意しておき、それも使ってもらうようにした。

次に、安全面での問題があった。この講座ではカッターとアイロンを使うため、スタッフ

を増やし、各スタッフに十分注意してもらった。また、ステンシルの方法を説明する際にカ

ッターとアイロンの使い方を教え、こわい顔で危険を伝え、参加者に注意をうながした。

3、第 11回YOU遊サタデ｝

今回は学部生スタップ 3名、 1年生スタッフ4名という構成であったo 学部生スタップは

事前に練習をし、また、講座の準備をする中でステンシルについて勉強した。 1年生スタッ

フには、注意事項を書いたプリントを渡したり、当日、学部スタッフがマンツーマンで指導

したりして、スタッフ全員が参加者を指導できるように徹底した。

新しい講座が少なかったことと、「ステンシルって何？Jという講座名が人目を惹いたた

めか、予想外にたくさんの参加申し込みがあり、当初10名だった定員を 15名に増やした。

当日は1人の欠席者もなく、参加者14人が4つの斑に分かれ、それぞれ活動した。各班に

は2名のスタッフがつき、指導にあたったo 中には、友達とバラバラの斑になった子もいた

が、はじめて会った子と友達になった場面も見受けられた。 2名の主婦の方もおり、パラエ

。。



ティーに富んだ講座となったo

心配していた安全面では1人のけがも出ず、各自が気を遣っていた様子が窺えたo カッタ

ーについては2、3年生の中にうまく使えない子もいたが、スタッフの指導でがんばってい

た。また、型を用意しておいたことで、うまく切れなかった子もそれを使って上手にステン

シルすることができた。

参加者はまさに三者三様で、 1つの型を丁寧に丁寧に作る子や、カッターを器用に使って

次々と作品を作る子、作業は速いが、どんな記置にしょうか、何色にしょうかしっかり考え

ている子、おとなしい子、たくさんしゃべりかけてくる子など一人ひとり全く違っていた。

作品の進度も当然違い、布いっぱいにいろんな模様がステンシルされている子や、隅の方に

ワンポイントステンシルされている子などさまざまな作品ができた。どの子も楽しんでくれ

ていたようであったが、 fもっと時聞があればたくさんステンシルできたのになあ。Jという

声も聞かれ、ゆとりを持った時間配分、個々に応じた弾力的な指導ということが必要である

と強く感じた。

それぞれのスタップは各班の参加者とうまく接しており、仲良くなった様子がうかがえた。

1年生スタッフからは、「はじめは子どもが寄ってくるか不安だったがすぐに打ち解けてく

れてうれしかった。j fむずかしいなあ。j fいろんな子がいるなあ。jなどの感想があった。

2年生の子は r1年の時とは違った関わりができた。 3、4年になるともっと違った見方が

できるようになると思った。Jという感想を聞かせてくれた。また、 1年生スタッフの中か

ら「時聞がなくて手伝っちゃった…。Jという反省も聞かれ、スタッフからも大事なことを

気づかせてもらった。スタッフからはその他に、時間配分を子どもに伝えた方がいい、教材

についてもっと子どもの視点から研究した方が良い、手芸店などを紹介して参加者の今後の

活動につながるようにした方が良い、グループに分けることで交流の範囲が狭まってしまう

のは残念などの意見が出された。

4、第 12回Y0 U遊サタデー

1 1回の反省として出された『ゆとりを持った時間配分、スタッフは参加者の支援にまわ

る。j ということを最大課題としてもう一度講座を開講した。

時間についてはく練習として画用紙にやってみる＞という工程を省くことで、布にステン

シルする時間を増やした。しかし、連絡不徹底な部分もあり、型作りに夢中になる子もいて、

後半は忙しい展開になってしまった。

また、スタッフの支援とし、う点では、子どもの作品に手を出さない、見本を見せるように

するということを事前に伝えていたが、今回は幼児もおり、型の切り抜きは手伝うという場

面もあった。また今回は、布がなくなり最後に出てきたというハプニングがあり、スタッフ

が手伝って作品を完成させたということもあったo しかし、臨機応変な対応ができたことは

よかったと思う。子どもからもfお兄さん、お姉さんが手伝ってくれてよかったJという声が

聞かれた。

スタッフからは、もう少し小さいシートを配れば型作りに没頭しないかもしれない、型を

1つ作って→ステンシルを繰り返した方がよかったかもしれない、最初にもっと説明した方

が良い、などの意見が出された。また、今回はスタッフ：子ども＝ 7:18であったが、目

をかけてしまう子とそうでない子がいて、スタッフがたくさん助言した子はいい作品ができ

ている気がしたという意見も出された。

。。



今回と前回ではスタッフも参加者も、スタッフと参加者の割合も違い、全く違う講座にな

ったと感じる。考えていたようには進まなかったが、そのことがかえって勉強になったよう

に思う。

5、最後に

講座の準備段階や、講座中、講座後の反省などで、スタッフの皆さんにたくさん力を貸し

ていただき、助言をもらい、そして本当にたくさんのことを学ばせていただきました。大変

な講座でしたが、忙しい中時間を作っていただいたこと大変感謝しています。

また、本部の皆さんにも講座の準備を手伝ってもらったり、 相談にのっていただいたり、

その他私用でたくさん迷惑をかけたりしましたが、手を貸していただいたこと大変感謝して

います。

YO Uサタやキャプテンをやって具体的に何か得た、力がついたとはいえませんでしたが、

いろいろな見方、考え方に触れることができたことは、私が「Y0 Uサタからもらったとて

も貴重なお土産」だったと思います。本当にありがとうございました。心より感謝申し上げ

ます。
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第四期信大Y OU遊サタデー遊学プラン

第 12回9月27日（終日）

講座名 やさしい木工教室 アシスタントスタッフ数 7名

参加者数 6名

キャプテン名 片 桐 宏 （技術教育専修2年）

指導教官名 北海競教官 杵測恭宏教官

－講座のねらい

．．本立支の製作家通－~－1:，..木.e:!ぬぷ．あ．り史jζおU念．体交感.C.な ~I.鼠行錯誤.kなだら．．．．．

;t:;工道具．を．使：？!;:: !?. J，，，.丸．木材エ作．の楽－~みを経験オ．る。．．．

・講座の展開

子どもたちの活動内容 キャプテン・スタッフの援助内容

。自己紹介（今日の抱負も fやさしい木工教室Jの趣旨の説明

交えながら） －子ども→キャプテン→スタッフの順番に自己紹介する

・ベアの発表
。注意事項を確認する ・全体的な注意事項を確認する（プリント配布）

①周りの機械や道具にはさわらない

②のこぎりやげんのうの扱いには十分注意する

③わからないことがあったらスタッフのお兄さんに聞く

④なんでもチャレンジする

。材料について知る 「集成材Jと「一枚板j についての説明
・一方的な話にせず，子どもとのコミュニケーションを図る

・ペアの子どもと材料を選ぶ（子どもの意志を十分に尊重）
。材料を選ぶ 貴マンツ｝マン指導の原則

。お兄さんと一緒に本立て ①安全第一（絶対に怪我はさせない！）

の製作をする
②作品を修正するのはなるべく最終の段階のみにして，子

どもにできるだけ多くの活動を経験させてあげる

③子どもとのコミュニケーションを大切にする

＠子どものリズムで進める
く制作活動について〉

①全てスタ意ッフに一任する
②子どもの 見を尊重しながらも，与えられた板材の範囲

で完成できる本立てを一緒になって考えてあげる

③けがきはスタップが行う（寸法取り以外は子どもも可）

④切断・釘打ちにおいては，スタッフが必ず示範する

' ⑤切断線を2本引いたり，釘打ちの位置を示すなど，子ど

もの発達段階に応じた手だてを講じる
⑥素地磨き～塗装までは進み具合に応じて行う

⑦子どもが作業しやすいような補助を考えて行う

。後かたづけをする ・後かたづけを子どもと一緒に行う

。今日の木工教室のまとめ ・ベアごと，全員で写真を撮る

をする －簡単な感想を子ども→スタッフの！頓に発表する

・修了証を配布する

・キャプテンがまとめをする



Jやさ し し、フ杖二E毒女三藍

片桐宏（技術教育 ・院2年）

( 1 ）講座の意図

「やさしい木工教室Jは第1回Y0 U遊サタデーで初めて開講した講座である。今回で3

回目の開講となるが，製作品は3回とも「本立てJと変わっていない。この講座は，子ども

自身に木のにおいや肌触りを感じてもらいつつも，自分自身で、材料に道具を使って働きかけ

ることを通して，木材工作の楽しさや完成した時の喜びを味わってもらうことをねらってい

る。子どもに絶対けがをさせないという「安全第一Jをモットーに，子どもの「こんな本立

てにしたいなJという「ねがしリをできる限り可能にしてあげることを大事にしている。そ

のため指導形態は，完全なマンツーマン体制であり，約一日間じ子どもと，会話をし，工作

し， お昼を食べる行動を共にしている。学生スタッフは，あくまで「補助」的な役割に専念

し，子どもの失敗を修正したり，子どもができない加工の手助け以外は I手を出さなしリこ

とを基本としている。そして今回は，新たな試みとして板材の変形をできるだけ小さくする

ために，スギの集成材を用いることにした。一枚板を用いた場合，側板と底板を緊結する際，

材料に「反りJが生じて，ガタガタする本立てになってしまう ことが多々あった。また今回

は，背板の分量を多めに取り，スライド式本立てを作れるように配慮した。

( 2）当日の様子～私の担当した子どもとともに～

今回の参加者は5名，学生スタッフは6名であった。学生スタッフが l名多いのは，スタ

ッフの中に技術専攻1年生が加わったためである。1年生スタッフには上級生スタッフが補

助に入った。今回も技術専攻後輩諸氏の応援をいただいた。

参加者とスタッフの簡単な自己紹介とベアの発表の後，あらかじめ配布しておいた f注意

事項Jのプリントをもとに，安全面での注意事項を徹底した。

今回は初めての試みとして，購入してあった板材を机の上に並べ「材料選びJを経験して

もらった。また同様の試みとして，同じ大きさの一枚の板材と集成材を比較することによっ

て，一枚の板材を製材する「価値Jと木材の有効利用について考える場を設けた。前者は材

料を自分で選ぶことによって，本立て手作りへの意気込みを奮起させ，後者は，自分の選ん

だ木材が貴重な資源、を最大限に生かしたものであることに気づかせ，材料に対する愛着を持

たせることをねらった。このような場を設けたことによって，木工教室がただ本立てを作っ

て終わるだけでなく，更に一歩深まった講座になったものと信じている。

続いて，いよいよベアごとに製作に入った。どんな本立てにするのか？大きさはどうする

のか？を子どもと一緒に考え，アイデアを練った。私の担当した女の子は，どうしても大き

な本を入れたがっていたが，材料には制限があること，大きな荷重には耐えられないことを

説明して，文庫本の入るスライド式本立てを作ることにした。大きさを「スケーノレJで確か

めながら，それぞれの寸法を決定し，いよいよけがくことになった。彼女は「けがきをどう

してもやりたいJということだったのでチャレンジしてもらった。やはりさしがねを使うの

は難しいのか，最終的には彼女が引いた分の修正も含めて私がけがくことになった。

いよいよのこぎりで切断する場面に入った。自分の足で闇定し，私が更に固定の補助をし

ながら， 2本のけがき線の聞をのこぎりびきした。のこぎりの角度や力加減を教えてあげな

がら，曲がったら直し曲がったら直しの悪戦苦闘で何とか切断した。そこで私が，余った板

円。



材で，簡単に示範し，再度チャレンジしたところ，前回よりもまっすぐに切断することがで

きた。部品を切断し終えたら，側面の形を半円状に仕上げるため，糸のこ盤を用いた加工を

行った。切断する形状が曲面であること，糸のこ盤が彼女よりかなり大きい理由より，私が

代わりに加工を行った。その間彼女は，部品をサンドベーパ｝で磨いていた。さて，スライ

ド式の本立てにするため，案内の溝を2カ所作らなければならない。スムースにスライドが

できるように，底板を三等分することにした。この部分は作業の効率化を目指すため，糸の

こ盤と同様に私が担当した。また背板を2枚用いて，背板側にも案内溝を作り，部品加工は

終わった。いよいよ組み立てとなるのだが，今回の木工教室では「速乾木工ボンドj と釘を

用いて，強度を強くした。ここから先の接着剤の塗布，釘打ちは全て彼女一人でやった。私

は材料を押さえたり，曲がった釘の修正のみを行ったo

徐々に本立ての姿になってくる．と，彼女は満面の笑みを浮かべながら，黙々と釘打ちをし

ていた。途中飽きて集中カがなくなったり，面倒がっていた時もあったが，やはり，完成し

た時の「笑顔jは充実感を感じる。彼女が夢中になって釘を打つ姿に，人聞が対象（材料）

に手段（道具）を用いて働きかける技術教育の原点を見た。

(3）私にとっての f木工教室Jとは～結びにかえて～

今まで3回の木工教室において，自分自身感じたこと，学んだことを綴ってみるo

1)何よりも一人の子どもに集中して関わりあえた

2）子どものねがいをかなえてあげるために，自分自身の技術的な技量を発揮できた

3）補助や修正を行うなかで，自分自身の不足している知識や技能がわかった

4）子どもがどういう時に喜び，悲しみ，飽きたりするのかがみえた

5）自分自身で講座の計画をたて，講座を運営するまでの一連の活動を経験できた

「木工教室Jをやったからと言って，将来「木材加工J領域の授業がうまくできるとは限

らない。しかし「木工教室Jをやってみて初めて，わかったこと，考えたことが数多くあっ

た。出張の f木工教室jを含めると 4回，子どもたちと本立てづくりを共有したことになる。

「木工教室Jでは，たった一回の子どもとの出逢いを大切に，子どもの作りたいイメージを

大切に，そして何よりも子どもの夢中になる姿と笑顔を大切にしてきたつもりである。反省

材料も残り，自分自身が有頂天になることは厳に慎まなければならないが， f木工教室jは，

「子どもj と「木材加工j と f私Jとを結び続けた。「教師になりたいj という夢を追い続

けるなかで，いろんなヒン－トを与えてくれた。

お約束となってしまいますが．．．．。 f木工教室j を開講するにあたり，遊学プランの検討

や講座の進行方法等の助言をいただいた北海競教官にお礼申し上げます。 f木工教室Jのた

めに，木工室と木工道具の使用をご快諾いただいた杵説j恭宏教官にもお礼申し上げます。ま

た，今まで「木工教室jのアシスタントスタッフを快く引き受けてくれた技術専攻同士にお

礼申し上げます。そして私のような老兵を快く仲間に迎え入れてくれ，「最後に木工教室な

んてどうですか？Jと粋なアドバイスまでしてくれた，第4期実行委員会事務局の皆さんに

感謝します。最後に，長い4年間公私にわたり様々な面でご助言・ご指導いただいた土井進

教官に心より感謝します。ありがとうございました。
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第四期 イ言大 YOU連主サタデ一連芸学プラン

からカラアート 第 12回 9月 27日（午前）

講座名 （第 12回、 13回） Tシスタントスタッ7数 3名

参加者数 4名

キャプテン名 森下房枝 （家庭専攻3年） 第 13回 11月 8日（午後）

アシスタントスタッフ数 4名

指導教官名 松 岡 英子教官 参加者数 11名

・講座のねらい

．身近な材耕．を．使つ．．て悠品を傍．る．こ．とを通．し丈、ー.:b.のーづ．ζ旦の楽しさ.~満足感を味わ．う．．

．．こ．とが7できる4・・

－講座の展開

活 動 内 廿,.,... 注意すること、支援、その他 時間

0自己紹介 0 「キャプテン→スタッフ→子どもj の

順に自己紹介をする。

－子どもたちがリラックスできるよ 5分

う明るい雰囲気をつくる。

－自己紹介ができない子どもがいた

場合はスタッフが支援する。

0作業の手順や、注意事項を聞く 0作業手順

1下絵を選ぶ。

2色を決める。 5分

3殻を適当な大きさに砕き、下絵に塗

ったボンドの上に貼る。

（細かい部分はピンセットを使う）

0注意事項

・ピンセットはみんなで使う。

－固などを突かないようにする。

0作業開始 0スタップも一緒に作る

－楽しくつくる。 95分

－できあがった子どもの作品にニス

をかける。

0後片付け 0身の回りをきれいにするよう指示

－忘れ物のないように 10分

0修了証を渡す －手を洗う

－頑張ったところ、上手にできたとこ 0作品の良いところを褒める 5分

ろなどを発表する。 －頑張ったことを称える。

no 
oo 



からカラアート
森下房枝（家庭専攻 3年）

1.講座開講にあたって

第 12回で，どんな講座を開講しようかと考えていたときに，ふと小学生の夏休みの宿題

で

つた作品は，近くで見ると上手にできていなくても，遠くから見ればきれいに見えるため，

誰もが満足感を味わうことができるのではなし、かと思い， 「卵の殻を使って貼り絵をする

講座」＝「からカラアートJを開講することにしました。

そこで「からカラアートJの講座では， 「ものづくりの楽しさと満足感」と， 「身近な

材料で貼り絵を作ることができるJというこの2点をねらいとしました。

2.講座名を考えよう

講座を開講するときにまず考えなければならないのは講座名でした。講座名は参加者が

講座の内容を知る上で，一つの手がかりとなるため， 「講座内容が分かり易いものをJそ

して「どうやってつくるのだろうj fどんなものができるのだろうj という参加意欲が湧

きそうなものを，と思い考えました。そこでできたのが『から（卵のから）カラ（色の付

いた）アート（絵）』＝「からカラアートJなのです。しかし， 「講座内容が分かり易いJ

という点では少し劣っていたのかもしれません。なぜならば，第 12回ではなかなか参加者

が集まらなかったのに，第 13回においては閉じ講座名でも参加者がすぐに集まったからで

す。これは第 12回の講座紹介や成果発表で，講座の内容がやっと参加者に伝わったためで

はないかと思います。

ここで私はもっと講座内容の見える講座名を，考えなければならないということを学び

ました。

3.教材研究

講座名を考えた後にしなければならなかったことは，講座の流れを考えることです。

そこでまずこの講座では色を塗った殻を使うため，殻にあらかじめ色を塗ったものを用

意しておくか，それとも子どもたち自身で色を塗りながら作品を作っていくかどちらにす

るか考えました。そこで色を塗って乾くまでの時間を見たところ， 2時間の講座の中で殻

の色塗りからはじめることは無理であることが分かり，あらかじめ何色か色を塗った殻を

用意しておくことにしました。

つぎに，試作品をつくってみることをしました。84の画用紙全面に劉と細かな色使いを

する下絵をコピーして，早速製作に取りかかりました。思っていたよりも細かいところが

多く難しかったため，完成までに数日かかりました。これでは2時間の講座の中ではでき

ないという こと， また色使いが細かいと飽きることが分かつたため，はがきサイズの画用

紙に簡単な色使いで複雑でない下絵を用意することにしました。

4.第 12固と第 13回の講座の展開

1）第 12固からカラアート
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生まれたてのからカラアートは，参加者の子ども 4人とスタッ 74人という，こぢんま

りとしたスタートになりました。子どもとスタッフはl対1になり共にそれぞれの作品を

作ることになりました。スタッフは練習をしていないため子どもと共に頑張る姿で，子ど

もと同じような気持ちで講座に参加することができたのではないかと思います。

下絵として用意したものはクマのフーさんやティガー，たまごっちのキャラクター （て

んしっち，まめっち），びかちゅう・らいちゅう，の5種類を用意しました。はじめのう

ちはいろいろなおしゃべりをしながら，製作していたが次第に夢中になりスタッフも含め

て皆無口になっていきました

できた作品には水性のニスを塗ることにしました。刷毛で塗るニスのため，ボンドづけ

があまかった殻が，刷毛についてしまいはがれることがあり，次回の課題であると感じま

した。

2）第 13固からカラアート

今回で2度目のからカラアートは，参加者の子ども 11人とスタッフ 5人という前回より

もグンと人数が増え， 5人・ 6人の 2グループに分けて講座を勧めることになりました。

子ども 2人につきスタッフが 1人という割合になりました。

今回は下絵としてミッキーマウス，ティガー，フノレート，ムーミン，てんしっち，まめ

っち，の6種類を用意しました。作り方を説明し，またピンセットが全体で5本しかない

ため仲良く貸し借りするように伝え製作に入り．ました。今回も前回と同様に始めはいろい

ろなおしゃべりがスタップと子どもの聞から聞こえていたが，次第に静かになり皆製作に

夢中になっていました。

今回は前回のニスについての反省を生かし，スプレー式のニスを使うことにしました。

スプレー式のニスは，早く・斑なく・薄く塗ることができ，また殻がはがれ落ちることが

なくとても便利でしたe

5.講座の内容と子どもの様子

「からカラアートJは，色を塗った卵の殻を適当な大きさに砕き，下絵にポンドで貼り，

ニスを塗って仕上げます。下絵は子ども自ら描くことができるように，白い画用紙と，絵

を描くことが苦手な子どもでもできるように，あらかじめ数種類の下絵を用意しておきま

した。

第 L2回に参加した子どもたちは，皆あらかじめ用意しておいた下絵を使って作品を作っ

ていましたが．第 13回に参加した子どもたちは，はじめから自分で下絵を描いて作品を作

っていたり，2枚目では自分で下絵を描いて作品を作っている子どもの姿を見ることがで

きました。

また，参加した子どもたちはそれぞれ自由に色を決め，好きな大きさに殻を砕いて貼り，

その子らしい作品を作ろうとする意欲的な姿を見ることもできました。

しかし，時間が経つにつれて，細かいことが苦手な子どもや飽きやすい子どもたちは，

f疲れちゃったから，もうやらなしリ 「私の作品は大きい殻できれいじゃなしリとつぶや

く姿も見られました。このような子どもたちには，キャプテンやアシスタントスタッフの

励ましの声がけや，補助によって対処しながら，参加者全員が作品をそれぞれに作り上げ

ることができました。
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また，第 13回では子ども聞の関わりあいを持つことができるようにと思い，また，備品

の数からもピンセットを 2～3人で一本を使うようにしました。 しかし．一人でずっと使

っていたり「貸して下さしリと言えない子どもがいたため，スタッフが聞に入って貸し借

りをするようになり，活発な子ども同士の関わり合いを見ることができませんでした と

ころが閉会式場へ向かう途中，お互いが違う小学校ではあるが仲良く作品を見せ合ってい

る姿を見ることができ，どこかで仲良くなるきっかけがあったことを感じました。

6.反省

私はこれまでアシスタントスタッフとして講座に参加したり，既存の講座を開講してい

ました。そして今回初めてーから講座をっくり上げていくことを体験しました♂講座名の

重要さや，キャプテンは一人で全体に常に目を向けていなければならないという責任ある

住事であるということを，経験することができました。また，第 12回，第 13固とどちら

でも「あと 30分で片付けはじめようJと，子どもたちに伝えると，「エーもう終わりなの？J

とか「もう少しやりたいよJという声があがり，そして一生懸命作った作品を誇らしげに

見せる姿から，開講して良かったと思いましたb

しかし，準備の段階でどこから手をつけたらよいのか分からず，前日にばたばたと準備

をすることになったり，事前の打ち合わせが十分にできなかったり，また試しづくりを事

前にすることなく講座に望むようなことになり，アシスタントスタッフの皆さんに大変な

ご迷惑とご心配をかけてしまいました。この場を借りてお詫び申し上げます。
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

第 12回9月27日（午前）

講座名 うちわで書（しょ） アシスタントスタッフ数 6名

参加者数 2名

キャプテン名 本寸回 恵 （国語専攻 3年）

指導教官名 市 津 要二教官

－講座のねらい

．臆号紙にヌ：：：－2:11.ぷ．ダ．し．たあ．のζ、．寄．をかき小．綾なう．ち.b..を焦る。．．．．．．．．．

.. v）.るい．るな筆使いャ＿j乙宰．の構成キ．．宰配．り．、．．墨．の濃淡、．．潤渇など、．書には様!t.な表現方法

があるこ．と．を．知．り．ャ・．そ札之れの．特徴を工3乏し之表現す．ること．の楽Lさ．を．味わふこ．じ．

・講座の展開

活動内容

1、自己紹介をする。説明を受ける。

注意すること、支援、その他 時間

・できあがったうちわを見せ、作り方の説110分

明をする。

2、マープリングで色付けをし、乾かす0 I・乾かす時にしわにならないように気をI20分
配る。

3、書く字を決め、練習する。 ・いろいろな筆使い、文字の構成、字配り、 I40分

墨の濃淡、潤渇などの見本を見せる。

・うちわの形を書いたプリントにレイ｜・マンツーマンで練習に付き添い、多様な

アウトを考え、字を書いてみる。 ｜ 書表現をアドバイスする。

4、マープリングした紙に清書する。 ｜・絵を添えたり、印を押したりしてもよい 110分

ことを伝える。

5、紙を貼るために、紙の縁に切り込み l・作業がスムーズに進むよう、見本を見せIso分

を細かく入れる0

・墨と印が乾いたら、紙をのりでうちわ

の骨に貼る。

－きれいに仕上げるために、おもしをの

せて乾かす。

6、片づけをする。

る。

・修了証を渡す。 10分



う宅ラオってさ書雲

村田恵（国語専攻 3年）

1 講座開畿の理由とねらい

書道というと、どうしても堅いイメージがつきまとう。 「学校で習う書写教育的な

ものだけが書ではないJということを少しでも知ってもらいたい。普段手にするこ

とが少ない筆でお手本を真似るのではなく、自由で楽しい書道を体験してほしい。

そんな思いから筆と墨を使って自由に表現する楽しさに重点を置いた。

2.教材観

書道を楽しんでほしいという願いから、ただ半紙に文字を書くだけではつまらない。

畳O帖分というような大きな紙に書くという案もあったが、せっかく出来上がった作

品を飾ることができないというのは残念であるということで採用にいたらなかったo

そんな中、頭に浮かんだのが fうちわJであった。 「うちわjであれば、出来上がっ

た作品を、日常生活に生かすことが出来、実用的であるという点も魅力的である。そ

して、うちわにする場合、真っ白い和紙に墨文字だけでは、子ども達にとって物足り

ないのではないかと思い、マープリングで色づけもしようと考えた。しかし、あくま

で書に重点を置くのであって、色付けに集中しすぎないように気をつけようと思ったo

そのため私たちがここで気をつけたのは、次の2点である0

・書く時間を充分に確保すること

. 1つの文字を多様に書いた見本を提示すること

「1つの文字を多様に書いた見本を提示j とは「面Jという字の、古代文字（築書・隷

書）を見せ、文字というのは、普段習っている椿書体だけではないということを知っ

てほしいためである。

3.参加者の取り組みの様子

うちわにしたときのイメージが浮かびゃすいようにと、うちわ型をふちどったプリ

ントを用意し、そこに練習する活動を取り入れた。

マープリングに集中しすぎてしまうのではないかとも思われたが、書への切り替えは

スムーズであった。また、マープリングの色合いに合わせて、書く言葉のイメージを

ふくらませている子どもも見られて、マープリングがただの「色付けjにとどまらな

かったことはよかったと思う。

4.反省

今回は参加者が2人と少なく残念であった。これはYOUサタの参加者の多くは低学

年であるにもかかわらず、対象年齢を小学校3年以上としたためであると思う。活動

を振り返ると、この「うちわで書jは、危険な活動もなく、作業も簡単であるので、

次回からは、対象年齢を下げてもいいのではないかと感じた。

書道は日本の伝統文化にもかかわらず、なかなか親しむチャンスがないのが現状であ
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ろう。子ども達が、この講座をきっかけに、 少しでも「書Jに興味を持ってくれたら

と思う。
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第四期信大Y 0 U 遊サタデー遊学プラン

第 13回 11月8日（午前）

講座名 タコナノレーマ手フック アシスタントスタッフ 5名
～タオルを使って動物を作ろう～ 参加者数 15名

（第 13回）

キャプテン名 小倉佐知子（家庭専攻3年）

指導教官 松岡英子教官

－講座のねらし、

タオルを用いて小物を作ることで、身の回りのものを使って、しかもタオルを切らずに
簡単で実用的なものを作ることのできる楽しさと驚きを伝えたい。

・講座の展開

活動内容 注意すること・支援・その他 時間

1、グループ分けをする ・自分の担当のグループに分かれ、子

－あらかじめ決められているグループに どもがくるのを待つ。

分かれる。 －子ども同士が仲良くなれるように、

積極的に声をかける。 1 0 

2、本日の活動内容を確認する

－カエルのティッシュカバーを見て、自分

で頑張りたいことを考える。

3、自己紹介をする

－名前と今日頑張りたいことを、みんなに －ゆっくり自己紹介をする。
発表する。

4、製作に取り組む ・実際に子どもと共にかえるを作り
①フェイスタオルをつまんで目を作る ながら、楽しく説明する。
②ひもで首の部分を結んで顔を作る（綿 －難しいところは手伝ってやり、苦手

を入れる） 意識からつまらないと思わせない。
③タオルの先をひもで結んで手と足を ・工夫できるところ（顔など）は、ど

65 作る んどん工夫する。
④腹の部分をひっくり返し、トイレット

ペーパーを入れる。 ＊はさみの取り扱いには十分気を付
⑤顔に目と口をつける。 ける。
・できるだけ多くの人と友達になって、 ＊けがの無いように気を付ける。
たくさんお話ができるようにする。

5、片づけ ・製作の遅れている子どもの手伝い
－自分で使った道具やゴミは自分で片づ をする。 1 5 
ける。 －片づける場所を案内する。

6、修了証を渡す ・作った作品を誉め、自信を持たせ

－作ったかえるをみんなに見せるo る。
－修了証とアンケートをもらう。 －閉会式に遅れないようにする。
－閉会式に向かう。 ＊末永く自分の作品を愛す。
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タ渇ーノレーマジック

～タオノレで動物を作ろう～（第13回）

小倉佐知子（家庭専攻 3年）

1、講座開講にあたって

今、このページを読んで下さっているあなた！あなたはこれから、タオルでぬいぐるみ

を作ろうとしています。さあ、タオル以外に必要だと思う道具を挙げて下さい。

・・・挙がりましたか？もしかして、その中に f断ちばさみJなんて挙げてはいませんよね。

家庭科専攻の私にとって、物を作ることは、 「はさみj なしでは考えられない。そんな

私の今までの常識を覆したのが、図書館で出会った 1冊の本であった。その本の、 f切ら

ずに作れるj という表現に一瞬とまどったが、とてもカラフルなタオルを、糸で縛って結

んで．．．というだけで、本当に様々な動物ができるのです！しかも、決して無理のない、

とても自然な動物たちが。

この講座を開くにあたって、そのきっかけになったのは、ただ、自分がやってみたかっ

た、ということのほかには何もない。ただ、もし参加してくれる子どもたちがいるのなら

ば、タオルという身近なものを使って、それが切るという作業なしで素敵な動物に変身す

るという驚きを一緒に体験したいと思っただけであるo

2、教材について

まず、始めは自分で試しに作ってみないと、と思い、自分用に材料を調達した。

まあ、なんと。カラータオルの値段の高いこと、高いこと。カエル1匹に使うたった

2枚のタオルで、すでに私の中にある予算をかなり超えていた。これでは子どもに値段が

言えない。ということで、町中で一番やすいタオルを必死に探したのであった。

次に、作っていく中で、こんなのは買わなくってもいいじゃん、と思えたスチロール

球（目の芯になる）は、家にあった余り布を小さく丸めて代用。自に使う動限は、フェル

トで代用し、形を各自工夫できるようにした。

さらに、本の中で述べられている作り方には分りにくいものが多かったため、もっと簡

単に作れるように、作り方も少々工夫した。

このような過程を経て、タオルというのは一般的な布に比べて非常に織り目が粗く、手

続いでかなり粗く織っても、全くといってよいほど縫い目が目立たず仕上がりも美しく見

えるため、、手縫いに自信がないと思われる子どもたちにとって、最適な素材となる。また、

布の厚みも適度にあるため、扱いやすい、ということが分かったo

このカエルのティッシュケースを作ることで、子どもたちは物を作ることに楽しさを感じて

くれるだろうと考えた。

3、参加者の様子

小学4年生から幼児連れの主婦の方まで、多くの方々に参加していただいた。はじめは

静かな雰囲気で少し心配だったが、後半は楽しくやっていた。スタップが作り方を指示す

るだけでなく、子どもと一緒にカエルを作りながらしたことで、説明が分かりやすくなった
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気がする。グループ活動にすることで、子どもに分かりやすいようにしたつもりであった

が、裏を返せば、ただのもの作りに終わってしまい、もっと全体的にみんなで楽しむとい

う場面があってもよかったのではないかと思った。

また、作り方の紙を黒板に張っておいたのだが全く意味がなく、しかし、雰囲気づくり

には役立っていたようである。

そして、幼少のお子さんを連れた方は、講座中に子どもがぐずつで大変そうだったので、

子どもの面倒を見てあげられるようなスタッフがいたらよかったなと思った。

4、講座を振り返って

今までに 1回しかYOUサタに参加したことがないのにもかかわらず、 2回目にしてい

きなりキャプテンを引き受けることになり本当に戸惑いばかりでした。分からないことが

多く、ほとんどを仲間のスタッフに助けられました。準備不足ながら無事に終えることが

できたのは、やる気があれば誰にでもキャプテンができるということだと思います。やっ

てよかったと思います。

仲間の中から、タオルはこちらで用意するべきだったか、タオルの色はみんな同じ必要

があったかという声が挙げられました。確かにこれについてはやってわかったことであるが、

別にカエルは緑と決まったわけではないし、例えばピンクのカエルがあってもいいわけで、

それならば家から様々なタオルを持ってきてもらった方が変化に富んでいて成果発表も楽し

かったかなと思います。これについては次回のスタッフと検討することにします。その他の

点については、特に問題もなく、順調に進んでよかったです。

しかし、今回のYOUサタを終えて、私の中にとてももやもやしたものが残りました。

それは、今回の経験から、私は何を学んだのか、ということです。とにかく今回は経験が

なかったので、無事に終わったからそれでよかったと満足はしていたものの、次からはそ

れだけでは駄目であるということを感じたのです。自分でこうしたい、と思う気持ちがな

ければ、本当の充実感は得られないと思います。その点で今回は、自分が物を作るという

ことに必死で、本当にみんなが楽しかったのか、作品が完成して喜びを感じることができ

たのかという点が、非常に不安です。しかし、ある子どもから、 「まだ学校で家庭科を習

っていなかったけど、上手にできて嬉しかった。 Jという声が聞かれたので、少し安心し

ました。

また、私は今回のYOUサタを見ていて、もっと親子で参加できる講座があったらいい

なと思いました。せっかくの休日だから、家族そろって参加して楽しんでもらいたいと思

います。せっかく親子で参加していても親は付き添いだけだったりすると、何かすごくも

ったいないことをしているような気がしました。今、家にいても、なかなか家族とふれあ

う機会が少ないので、 YOUサタが少しでもそのお手伝いができたら－ー－と、少し思いまし

た。
とにかく今回は何もかもが良い経験でした。講座の準備が間に合わないとき、私よりも

先に教室に行って用意してくれた仲間、講座に様々な案を提供してくれた仲間、その他、

いろいろ協力してくださった方々、本当にありがとうございました。来期も私はnew 

i d e aで頑張ります。
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第四期信大Y O U遊サタデー遊学プラン

第 13回 11月8日（午前）

講座名 コアィ’ノレ~ t=Z タ.，~ノト アシスタントスタッ7数 8名

～えっ！！フィルムケースが飛ぶの？？～ 参加者数 13名

キャプテン名 登 坂 武人 （社会専攻 3年）

指導教官名 鵜飼 照喜 教官

・講座のねらい

．．自分．支鈎．を悠．つ.：亡遊ぶ．二との楽しみを知．弘．．また．．仁とう..L:.てλ浴剤：！！＇溌ぶんだみ？..た J

．．と心fi.疑問．を．接ち‘...7..d.＆ゐ.Rケ.~.. r:.の原理に奥味.•..関心．を挨つ．ニとが叉き．るQ••••••• 

・講座の展開

活 動内容

I.スタッフ・子ども遠の自己紹介

n.フィルムロケットの作り方の説明を

する。

m.フィルムロケットを作る。

注意すること、支援、その他 時間

0子ども達よりも元気に、明るく、笑顔110分

で自己紹介をする。

0模造紙にかいた説明書やあらかじめ作 115分

っておいた実物を使って、今日作るも

のや遊び方の説明をする。

0基本的には子ども自身で作るが、子ど f35分

もが「てつだって!Jと言って来た時は

手伝う。とにかく出すぎない。

・スタッフも子どもと一緒にフィルロケ

ットを作る。

N. 外に出てフィルムロケットを飛ばす。 lO子どもと一緒に楽しむ。 35分

v.修了証をわたす。

VI.片づけをみんなでする。

・エネルギー（パプを削ったもの）がなく

なったら、子どもと一緒に作る。

・つねにペットボトルに水が入ってい

るように気を配る。

0拍手をして、子どもを誉める。

0子どもと一緒に片づけをする。

－片づけをしていない子どもがいたら、

一緒に片づけをするよう促す。
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ブイノレムロラr ット

～えつけフイノレムケースがとぶの？～

登坂武人（社会専攻 3年）

①フィルムロケットとは

まずはじめにフィ／レムロケットとはどのようなものかについての説明をしておきた

と思う。

フィJレムロケットとは、写真のフィルムケ｝スに、色画用紙などに描いてある型紙

を切り抜いたものをはりロケットの形にしたものである。だからといってそのロケッ

トを作って終わったのでは、この講座に子ども達は何ら面白味を感じないだろう。こ

の「フィルムロケットをとばそうJの講座で面白いのはこのあとからである。文字ど

おりフィノレムケースを飛ばすのである。

どのように飛ばすか？ここで登場してくるのが「入浴剤Jである。入浴剤？？と思

う人が大多数でしょう。お風呂に入れる入浴剤でフィルムケースが飛ぶんです。だか

らといって、どんな入浴剤でもいいというわけではありません。発泡材が入っていな

ければ飛ばないんです。つまり炭酸ガス入りの、プクプク泡の出る入浴剤だと飛ぶと

言うことです。具体的に言ってしまえば、 「パプJみたいなやつですね。実際今回の

講座の中でもパプを使いました。市販されているパブをこなごなに砕き、フィルムケ

ースに少量入れ、その中に水を数滴たらし、ふたをしてさかさまに置くと、ケース内

に炭酸ガスが充満し、圧力がかかってケースの筒の部分が空高く飛んでいくのです。

驚くほどよく飛びます、建物の2階ほどの高さまでは飛びます。これを使って、子供

たちと遊ぼうと思って、今回の講座を聞いたわけです。

②動機とねらい

それでは、なぜフィノレムロケットをY0 Uサタの中の講座として開いてみようと思

ったのか、その動機について書きたいと思う。

事の発端は第 12回の反省会で「低学年を対象とした講座が少なし、Jという意見が出

た所にある。私自身、第 13回のY0 Uサタで何か講座を開いてみたいなぁとただ漠然

と考えてはいたのだが、この意見を聞いたことと、教育実習が小学校2年生で、その子

ども達がとてもかわいかったことからも、低学年向けの講座を何か考えようと考える

にいたったわけである。そんなおり、とあるテレビ番組で、このフィノレムロケットの

ことを知り fこれなら低学年の子ども達でも楽しめるかもしれない」と思ったわけで‘

ある。つまり講座の対象学年を先に決めてから、講座の内容を決めたのだから、今回

この講座を開いた動機は「低学年の子供たちが楽しめると思ったから」の一言だけだ

ろう。

次にねらいであるが、参加した子ども達全員が楽しく遊べるという大前提があった

上で、何がねらいであったかというと、子ども達に「どうしてバプでフィルムケース

がこんなに高く飛ぶんだろうJという疑問を抱いてほしいというのが私のねらいであ
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った。そして原理の説明ははじめからしないつもりだった。

③子ども達の様子

私個人の目から見たこの講座に参加した子ども達の様子についてであるが、正直言っ

て私が考えていたよりも楽しんでいたように思う。講座の内容上、個人でする作業が

多く、私もそのことを懸念していたのだが、これといった打開策が見つからないまま

当日になってしまい結局2人 iグループで作っていくという苦肉の策で始めてしまっ

た。確かに始め体育館の中でロケットを作っている工作の時間は個人作業で進んでい

き、子ども達も静かだったが、それが完成しひとたび外に飛ばしに出かけてからは、

私の照念など吹き飛んでしまうほど子ども達同志楽しそうに遊んでいた。自分のロケ

ットにパフ’を入れ、水を注いでふたをしてから飛ぶまでの聞の緊張感が、子ども達に

はたまらなかったようだ。

子ども達はフィルムロケットを介在として、他の子どもと関わることができた様子

で、何もこちら側が意図して子ども達同志関わりが持てるような場面を作らなくても、

そのきっかけとなるような物だけでも提供してあげれば、子どもたちは楽しく遊ぶこ

とができるのだということを、今回の講座の中で、私は子どもたちから学ぶことがで

きた。

④今後にむけて

今後も「フィノレムロケットJの講座がfスライムJのように存続していく事を前提とし

て、ここでは「フィルムロケットJの講座を今後に向けてどうしていけばよし、かについ

て、私からいくつかの提言をしておきたIt'o 
まず、いかに子ども達同士が交流をもてるような企画を考えるかについてである。も

の作りの講座は、一度作業に入ってしまうとなかなか子ども同士の交流が待てなくなっ

てしまいがちである。確かに子ども達が作業に集中出来る場を作り出す事はとても大事

な事だが、周りと関わり合いがなく、ひたすら個人作業をしていたのではY0 Uサタに

参加した意味がないと思う。だから、 「フィノレムロケットJを作って飛ばすのを講座の

メイン企画にするのではなく、「フィノレムロケットjを子ども同士が交流していく際のひ

とつの手段としてとらえ、利用し、フィノレムロケットを作ることで、フィノレムロケット

を飛ばすことで友達が増えたと子ども達が感想で言えるような講座にしていって欲しい。

fフィルムロケットのjの講座に限らずどの講座でもそうだと思うが、講座内での主役は

子ども達であって、私達でも、そして教材でもないのだ。この事が最小にして最大の注

意事項だろう。
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第四 期信大YOU遊サタデー遊学プラン
第 13回 11月8日（午前）

講座名 作ってうれしいカレンダー アシスタントスタッ7数 5名
参加者数 1 5名

キャプテン名 F可割3 利恵（教育実践科学専攻 3年）

指導教官名 山口 恒夫 教官

－講座のねらい

自分だけのカレンダーを友達と楽しく作っていくことを通して、手作りの楽しさを知
ったり、祝日や記念日を書き込み、毎日を楽しく過ごせるようなきっかけが出来る。

容一内一動

一

介

布

開

一

一

紹

配

展
一
一
己
明
料

の
一
活
一
自
説
材

品

目

ヨ

・

・

・

・

講一．，
 

注意すること、支援、その他 ｜時間

説明は模造紙に書いて簡潔に。
班ごとに材料をあらかじめ配布してお I1 5 

く。

・カレンダ一作りに取り組む

①台紙を選ぶ。

②日付部分を書く、あるいは配置し

て貼る。

③絵を描いたり、自分の好きなもの

を貼ったりする。

＠誕生日や祝日を書き込む。

1、声かけをして子どもの作りたい

ものを把握しておく。

2、最初に日付から取り組むように

したいので、どこに日付部分を
175 

貼るかを明確にしておく。

3、絵を描いたり貼る際、道具が足

りないかもしれないので、②、③

はスタッフが臨機応変に対応し

ていく。

4、誕生日や祝日などを書き込みつ
つ、カレンダーを更に工夫したり、

子ども達が毎日に期待できるよう

な声かけをしていく。

－後片付け 斑ごと後片付けをする。 1 0 

・発表会＆修了証を渡す
一人ずつみんなの前で発表する場を

設け、頑張ったことを認めていく。
120 また、どこに貼りたいかという発問

をして家に帰ってからもカレンダー

に関心が持てるよう配慮する
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作ってうれしいカレンダー

阿部利恵（教育実践科学専攻 3年）

1 .講座開設の理由

今回、今年度最後のY0 U遊サタデーに参加させていただくことになり、何かオリジナ

リティーのある講座を開設したいと考えた。何か子ども達が自分達で作り上げ、また家庭

でも生かせるような講座はなし、かと考えた時、季節柄から、カレンダーづくりはどうかと

思いついた。

カレンダーの利用方法はただ貼っていることに満足してしまっている人や細かな予定

を書き込んでいる人など千差万別である。本来、数字と 7つの漢字だけで・成り立つカレン

ダーが、何故世間では様々な工夫がなされているのかと考えた時、人々にとってのカレン

ダーの重要性、暦の必要性を感じずにはいられない。そこで、子ども達が身近にあるカレ

ンダーを実際に作っていくことを通して、来年の楽しい行事やイベントが印象付き、毎日

を目的を持って楽しく過ごしていくきっかけになればと思い、この講座に取り組んだ。

2. ねらいと素材研究

カレンダ一作りのねらいとしては、手作りの良さに気付くということと先述したように

来年に向けての意欲が高まり、また残り僅かとなった今年の生活も大事にしていこうとい

う思いが芽生えるという 2点が挙げられる。前者はグ、／レーフ毎の活動やカレンダ一作りの

過程や完成した時の達成感、また後者は予定を書き込んだりしてし、く活動を通して子ども

逮が学べるよう、講座開設にあたり考慮、した。

カレンダーは出来るだけ子ども違が大きな満足感を得られるようにと思い、画用紙2枚

分の大きな年間カレンダーを作るようにした。何処まで手作りにしてし、いかと考えたが、

限られた2時間という時間の中で講座を行うことを考えた結果、月毎の数字（暦）部分と

台紙はこちらで用意し、子ども達は数字の部分を好きなように切って、好きなように配置

し、また自由に絵を描いたりあらかじめ持ってきたものを貼ったりするようにした。試作

品を作っていく中で、大学生のスタッフでもかなりの時間を要することがあったが、凝り

始めるときりがない、またカレンダーは予定を書き込んだりしていくものなので未完成の

ままでもいいのではないかと思い、ある程度形を作る所までを目標として、そこから子ど

も達が家庭で絵を書き加えたり、様々な工夫をしていくことが出来たら、家庭でも生かさ

れることに繋がるのではないかと考えた。また、シンプルな作品を短時間で作り上げる子

どものことやオリジナルのカレンダーを作るということを考慮に入れ、祝日やいろいろな

日（ex.犬の目、アイスクリームの日など）をまとめたものを各班のスタッフに配布し頃合

いを見計らって子どもに配るようにした。

3. 子ども達の取り組みの様子

時間内に終わるのかという一抹の不安があったのだが、想像以上に子ども達が思いつく

ままに作業を進めていたので、全員が気持ち良く発表会に臨めていた。対象学年を低学年

と中学年にしていたのだが、低学年の子ども達はインスピレーションでさっさとカレンダ

ーを作っていったのに対して、中学年以上の子ども達は考えたり悩んだりする時間を多く

必要としていたので、 2時間という限られた時間では完成という所までは到達出来ていな

かった様である。 しかしながら、家に帰ったらこうしたいということが明確でもっと作り
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たいという意欲は十分感じられた。

スタップ 1人と子ども 3人という斑編成で活動していったのだが、スタップが子ども達

に声かけをよくしていたので、最初は打ち解けていなかった子ども達も次第に道具を貸し

合ったり、絵の描き方を話し合ったり、また「この日は何の日なの？Jというような会話

も聞かれるようになっていったo また、スタッフが直接子どもの作品に手を出すのではな

く、子ども達が発想に行き詰まった時や子ども達が意欲的に取り組んでいる時に適切な支

援をしていたので、子ども逮も自由に自分だけの作品を作り上げていったように思う。

自分の誕生日や家族の誕生日などを書き込む場面では、多くの子ども逮がプリクラを貼

ったり目立つように印を付けたりしていた。また「この日は何の日なのかな？Jと聞くと

嬉しそうに自分の誕生日などを説明してくれる子ども遠の表情も印象的であった。また自

分から「この日は00ちゃんの誕生日なの。 Jと話し掛けてきてくれる子ども遠の姿から、

子ども達にとって大事な日というものがたくさんあるということ、またそのような日を認

識するということは子ども達にとって嬉しくて楽しい気分になるのだということを実感し

た。

4.反省

ねらいの達成を考えると、手作りの良さが直接子ども達に伝わったとは言えないが、自

分の作ったカレンダーをとても大事にしている子ども遠の姿から、自分の作ったものに愛

着を持ち、大切にして行けるのではないかと感じた。また、毎日を楽しく過ごすきっかけ

づくりという面では、今回の2時間という時聞では達成し難いが、今後子ども達が家に帰

ってからカレンダーを活用していくことを期待している。

また、スタンプや動物の型紙などをもっと用意しでもよかったと思う。アイディアがな

かなか浮かばない子どもに対して、そこから脱して行けるような役割を果たすものがなか

ったように感じた。また、家からカレンダーに貼りたいものを持ってくるようにしていた

が、そこで少し個人差が顕著になったので、そのような差に対しでもこちらで少し配慮し

でもよかったと，思う。

先述したことであるが、学年の差で進み方が多少異なった。短時間でカレンダーを作る

際には、低学年の方がダイナミックで完成度の高いものが作れるように思う。中、高学年

は時間をかけ、記念日を作ったりいろいろな日を自分で調べるというような活動の方が向

いているのかもしれない。

5. YOU遊サタデーを終えて

今回、経験の浅い私がキャプテンをやり終えることが出来たのは、スタッフの協力やい

ろいろ教えてくださった運営委員の方のおかげだと思います。本当にありがとうございま

した。当日までは不安や興奮で毎日が落ち着かなかったのですが、当日は嵐のように過ぎ

ていきました。カレンダーづくりで子ども遥と接して、子ども遠の才能、創造カには驚か

されました。試作品を作っている時は時聞が足りなのではないか、難しいのではないかと

いう心配がありましたが、いざ蓋を開けてみると子ども達は私が今まで見てきたカレンダ

ーとは一味違った素晴らしいカレンダーを作り上げていきました。子どもの持つ底知れな

い可能性を痛感すると共に、私の子どものみとりが浅かったことを身に染みて感じていま

す。最後に、このような良き学びの場のきっかけを私に下さった土井先生に心から感謝申

し上げます。
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第四期 信大 YOU遊サタデー遊学プラン

第 13回 11月8日（午後）

講座名 天まであがれぼくのたこ アシスタントスタッフ数 7名

参加者数 14名

キャプテン名 小木曽雄亮（数学専攻3年）

指導教官名 岩永恭雄教官

－講座のねらい

．．自分史伐つ．たた二が空高三．上が．つ．立時のオJJ.~.士が．し．さ～喜び．を知つ.~てほ．し.v.~o・・．．．．

．風を5ーはれば、．こんな簡単に侍れ．る.t..の：r.も．た．こ』ζなる．んだ．と．し

．講座の展開

活 動 内 廿....... 注意すること、支援、その他 時間

・自己紹介 ・参加者が雰囲気になじめるように、明 10 

るい雰囲気作りに努める。

－型紙に合わせてピニノレを切り取る。 ・はさみでピニノレ以外のものを切らな

・セロテープで竹ひごをはりつける。 いように気をつける。

・ピニノレに好きな絵を描く。 －絵は大きく描くように言う。

・糸をつける。 －目打ちで人や体をつかないように気 85 

－できあがり！！ をつける。

－糸の調節をしながら高くあげてみよ －あがったら一緒に喜ぶ。

う！

－片付け、そうじ －みんなで力を合わせてやる。 10 

－終了証をもらい、感想を言う。 －拍手をして、出来上がったことをたた 15 

える。

、:f＼司
E耳a凶
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天まであがれぼくのたこ

小木曽雄亮（数学専攻 3年）

1. 講座を開くにあたって

僕自身、たこ作りは小さい頃から好きでした。僕が子どもにたこ作りの楽しさを伝えよ

うと思って「面白いよJといくら言っても、作り方が難しかったり、作ったものが飛ばな

かったりしたら、結局子どもは「何だこんなもんj と思ってしまうものです。そこで今回

は作り方もそんなに難しくなく、かっ誰が作ってもよ く飛ぶたこを僕自身の経験の中から

探しだしてきました。

2.今回作ったたこについて

今回作ったたこは一般的には「ぐにやぐにやだこ」などと呼ばれているたこです。ゴミ

袋を6角形に切り取って、竹ひごのほねを付けて糸をつなげるだけのごく簡単なものです。

それに絵を描くことによって自分だけのたこができるように工夫しました。

3.子どもたちの様子

作り方は簡単だということもあって、全員なんとか自分で作ろうとしていました。小学

校に入る前の子どもから小学校6年生まで歳の差があって作る速さに差が出てしまうので

はないかと心配していたのですが、実際は歳は作るスピードに全然関係ありませんでした。

歳は関係なかったのですが、 6年生でも全然進まない女の子がいると思うと、幼稚闘児な

のに一番先に作ってしまう男の子がし、たりと一人ひとりの得意な分野がよく分かりました。

絵に力が入ってしまってずっと絵を描いている女の子がいたり、出来上がったたこを夢中

になって飛ばしているうちに何回も壊してしまう女の子がいたりと、本当にそれぞれやり

たいことが違うんだなということを実感しました。そしてそういった子どもたちへの対応

もまた様々なんだということがわかった一面もありました。

4. 講座をやってみての反省

この講座を開く前に個人的なことで忙しく、スタッフのみんなへの連絡がY0 Uサタ直

前になってしまいました。そのため、当日の動きゃいろいろな場面での対策がきちんとで

きていなかったことは本当に申し訳なかったと思いました。スタッフのみんなに不安感を

持たせないためにも早めの連絡、早めの打ち合わせをしっかりすることが大切だと思いま

した。それによってスタッフに任せられるところは任せればキャプテンの負担も軽くなる

と思います。

講座中はどの子どもも自分のベースでたこを作っていました。好きな絵を描いて自分な

りに工夫したたこを作っていました。 「自分だけのものJというものが講座の中に入ると

一生懸命になれるような気がしたので、これから先にはそんなことも考えに入れて講座を

開いていきたいと思いました。



第四期 信大 YOU 遊サタデー遊学プラン

第 13回 11月8 日（午後）

講座名 あけてびっ く り飛び出す絵本 アシスタントスタッフ数 8名

参加者数 13名

キャプテン名 主党升ミ帯谷子L （美術専攻2年）

指導教官名 横田通教官

－講座のねらい

紙と．い?J.身近な材料．を周丸泊lj造：する．よとの．喜：a、．．作品を通し1亡の他者．との．変涜品・n.~.￥づ

．え．．りーで．は太切なみ．の．ためi三万三.r:.を停．弘、．．送．る．喜.t!.を感．じτ．欲.1.-:k ~o. •• 

－講座の展開

過程 活動内容 注意すること ・スッタフの動き、

1、自己紹介をする。 自己紹介はキャプテン ・スタッフから。元気

導入 に明るく。スタッフ 1人につき子ども 2人ほど、

(10分） 目が行き届くように座るが、特定の子どもにば

かり話し掛けることの無いよう気を配る。

2、飛び出す絵本の作り方の説 キャプテンが予め作っておいた作品を見て

展 開 明を聞く 。自分達で作って 構造を知る。（話づくりに時間がかかりすぎな

(8 0分） みる いように注意。）

①はなしをうらにかく。 子どもと交互に座り時々見てまわるなどし

②きりはなす。 て気を配る。

③絵を描く。

＠糊づけ。

3、（時間があったら）カードを作 送る人へのメッセージも書き加えるよう助

る。 言する。「もらった人は嬉しいね。Jと誉める。

4、片づけ。 持参のものが多いので忘れ物のないように

終わり 5、発表、終了証をもらう。 よく確認させる。

(20分） 一人ずつ前に出て発表。仲間の作品をよく見

る。

-106-



聞けてびっくり！飛び出す絵本作り
武末裕子（美術専攻 2年）

1 、講座霞定理由

第三期で国語科の桐山潤さんが闘いていた『飛び出す紙芝居』に参加して身近な紙

工作の面白さを子どもと楽しめたため、今回カード作りも交えて簡単でおもしろい仕

掛けの紙工作をしようと思い開講した。

お話お考えること、絵を描くこと、貼り付けることは小さな子でも出来ると思ったの

で年齢制限をしなかった（実際、一番年少だった子は4歳だったが、とてもユニークで

素晴らしい作品を作り上げて帰っていった。）

2、講座のねらいと題材について

子ども遼が自分で作った話に絵を付け（または、絵に話を付け）ひらくと飛び出す仕掛

けを利用することにより、より一層インパクトがあり面白いそして世界に一つしかな

い自分だけの絵本をづくりを楽しんでもらう事が大まかなねらいである。 幼い子は絵

一枚にも物語を持っており、一部分一部分にも意味づけがある。そのような絵を本に

して、また成長してからみるとそのときの思い出もよみがえって来るだろう。もし文

字がかけなくとも、お話を絵に織り込んで立派な本にすることが出来るはずである。

カード作りでは送る人へのメッセージも付け加えて人に送るカード作りの喜びにつ

なげてもらいたいというのがねらいであった。絵本は折り込みがうまく行くようにケ

ント紙を用い、鉛筆、クレヨン、色鉛筆、マーカ一等で色づけしていく。

年齢制限もなく小さな子ども達もいたので、カードの飛び出し部分もあらかじめ型

を用意しておいた。カードは絵本よりオリジナリティーに欠けるが、顔を書き込むこ

とによってその子らしくかわいらしい作品になると思った。自分の物を自分で管理して

もらい、そこで知りあった新しい友達とも使用する道具を貸し借りすることによって

の交流を図りたいと思い道具はほぼ持参させ、 YOUサタ備品からの道具もすくなめ

に用意してみた。

3、参加者の取り組みの様子

お話しをまず考えてから絵本作りに入ったためはじめは手がつかない子が目立った。

しかし時間ぎりぎりではあったが子どもたちは楽しそうに活動していた。スタッフと

子どもがほぼ交互に座っていた為、スタッフと子ども聞のコミニケーションは取れた

が、新しい友達同士での交流は少なかったように思う。

年齢制限がなかったこともあって年齢の幅（4歳から 11歳まで）はあったが、み

んな真剣にすばらしい作品作りをしていた。また、当日参加の子も楽しんでくれたよ

うだったが、道具をあまり余分に用意していなかったので道具の事についてはもう少

し用意しておいたほうがよいかもしれない。元気な子は教室中を跳ね回っていて（4

歳の女の子）、滑って転んでスタッフとしてはひやひやした場面も見受けられた。年

齢制限がない講座ではスタッフの目が行き届くようにスタッフの人数と参加者人数を

出来る限り同じぐらいにすることが出来ればと思う。

結果的にはすべての子が絵本を作り上げることが出来たので（カードまで行かなか

った子もいた）子供たちもお家に帰って保護者の方に見せると、満足してくれたよう
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だった。みんな真剣に取り組んでいたので一人一人すばらしい作品となった3 話しが

書けなかった子も楽しい作品作りが出来ていた。

4良かった点・反省点

良かった点はまず何よりも、子供たちが閉会式にたどり着いた時の第一声が「あー

楽しかった。 Jだったということである。そして作品が完成したこと。ご両親に帰っ

て作品を見てもらうことが子どもの楽しみである為、作品を完成させることはこの講

座においてはそのことがとても重要であったと思う。

また、この講座に前回のキャプテンでいらっしゃった桐山さんがいて下さり、良い

アドバイスをいただけたこともとてもよい点であったと思う。

改善点としては作り方の説明をもっと詳しくしていたなら、子供たちの手がもっと

スムーズに進みよかったのではないかとおもう。また、スタッフの中にも作り方にお

いて間違いをしている人もいた。これはスタッフ同士の打ち合わせが不十分であった

ためでもあると思う。やはり事前の打ち合わせはしっかりと説明しておくとともに、

どんなにいそがしくても実際作ってみてもらうほうがよいだろう。

さらに残念ながら、鉛筆をなくしてしまい泣いてしまった子がいてスタッフが一緒

に探したのだが見つからなかった子もいた。このように悲しい思いを子どもがするこ

とのないよう注意しておくべきであった。やはりせっかく Y0 Uサタに来たのだから

楽しんで帰ってもらいたかった。

そして何より残念だ、ったのは発表の時間が少なくて、一人一人にお話を声に出して読

んでもらえなかったことである。（絵本を聞いてみんなに見せ合う時間しか持てなかっ

た。）もっと子どもの作業ベースを予測して時間配分を出来ていたらよかったと思う。

5参加者・保護者の声より

アンケートの結果では皆、楽しんで帰って来たとあったのでとても嬉しかった。帰っ

てから満足げに報告をし絵本を見せてから、また絵や話をかきたした子もいたそうだ。

文、「情熱をいつまでも忘れないで。jとの声援や、問いかけをもっと具体的にしてみ

た方が子どもは話しやすいだろうとのアドバイスもあった。

そしてだれより気にかかっていたえんひつをなくしてしまった子のお母さんから『な

くしていた鉛筆がその後サインベンの袋からひょっこり出てきました。親も、本人が

納得するまで一緒に捜していただいたこと、とても印象に残りました。娘は、気のせ

いかその後泣くことが少なくなり、少しずつ泣かずに頑張っているように見うけられ

ます。先生方、ありがとうございました。』というありがたいおはがきをたった今（本

当にたった今、 “5参加者…”を書き始めようというこの文の〆切日である 12月1

9日20時）に「今日届いたんですよ。Jと土井先生からいただいた。

こんな偶然のようなことも、土井先生やY0 Uサタに関わる全ての人、また、子ども

たち、保護者の方々のはたらきかけあってのことなのであるう。

向。
n
U
 



第四期信大YO U遊サタデー遊学プラン

第 13回 11月8日（午後）

講座名 永久ゴマをつくろう アシスタントスタッフ数 名

参加者数 3 名

キャプテン名 キ由オて 』主 （理科専攻 4年）

指導教官名 突生川武次 教官

－講座のねらい

電磁誘導とトランジスタを利用して、まわり続けるコマを作る。

電磁誘導またはトランジスタについて理解してほしい。

－講座の展開

活 動 内 容 注意すること、支援、その他 時間

1.自己紹介 1 0 

2.コマを作る 70 

I 

3.原理および電磁誘導、またはトランジス 30 

タについての説明

4.修了証を渡す 5 
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若くと之＝ゴてマを壬三妻ミ才コニをで三〉

柚木亘 4年）

1 .ねらい

誘導電流とトランジスタを利用して、磁石で作ったコマをまわしてみましょう。

（理科専攻

2.用意するもの

コイノレ、 トランジス夕、電池、磁石で作ったコマ、 こまが回る台。

そω上にこまがまわる台を

こまが、まわり続けます。

3. やり方

コイル、 トランジス夕、電池を図 2のようにつなぎます。

置き、その上で磁石で作ったこまをまわしてみましょう。

コ
マ
の
じ
く

＜図 3>
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

く図 2>

コ
イ
ル
l

コ
イ
ル
2

4. わかること

このコマに使われていつ磁石は図3のようになっています。例えば、コマのN極がコ

イル lに近づくと、コイノレ lには、コイノレ lの上部がN極になる向きに誘導電流が生

じます。すると、 トランジスタがその生じた電流を増幅して、コイノレ2に流します。

コイノレ2は、コイノレlとは逆向きにエナメル線がまいである為、コイル2の上部はS

樋になります。そのため、コマが引き付けられて加速します。その逆に、コマのN

極が遠ざかろうとするときは、コイノレ2の上部はN極になり、コマは反発して加速し

ます。そのためにコマはまわり続けるのです。

i也1; 

5. 参考になる本

『日常の物理辞典』 近角聡信著東京堂出版

兵庫物理サ｝タノレ（にわとりの卵）ホームページ



第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

－． 第12回 9月27日（午前）

講座名 おりがみランド アシスタントスタッフ数 3名

参加者数 5名

キャプテン名 斉藤 聖子 （家庭専攻3年）

増田 紀子 （家庭専攻3年）

指導教官名 粟津原宏子教官

－講座のねらい

．コ伎の．正方形．の．紙が援交．な形iζ変化てす~－る楽し．さ．を感じ丈ほ．しx~.o............... . 
．折．白紙を折．自．、．．息分．ら．しい佳品．を．侮る喜践を感．じ．て．ほしい＠・．．．．

・講座の展開

活動内容 注意すること、支援、その他 ｜時間

1. 自己紹介（スタッフ、子ども）

2.今日の活動の流れを説明する。

3.製作をする

(1）スノーレッツを折る。

．学年と名前程度

・説明すると同時にあらかじめ作ってお I1 5 

いた見本を示す。

－子ども一人に対しスタッフが一人っ

き、一緒にコミュニケーションを取り

(2）スノーレッツを4羽すべて折る ｜ ながら折っていく。

ことができたら画用紙にそれら｜・子どもが自由に工夫できるように支援 190

をはって、自由に絵を描いてもら｜ する。

う。 ｜・はさみなどの扱いに注意する。

(3）スノーレッツの作品ができあが ｜・子どもの良い所を褒め、みんなに伝え

ったら、用意した本などを見て自｜ るようにする。

由に折り紙を楽しむ。 ｜・楽しい雰囲気になるよう、 トトロのB

GMをかけておく。

4. 片づけ、成果発表をする。 ｜・使った道具をきちんと片つけるように

し、紙くずのないようにする。

・一人一人スノーレッツの作品をみんな

の前で発表する。 I 1 5 

・終了証をわたすとき、あらかじめ作っ

ておいた折り紙のペンダントを首にか

ける。
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おりがみランド

斉藤聖子・増田紀子（家庭専攻3年）

1. はじめに

2年生から YOU遊サタデーにスタッフとして参加しはじめ、この第12回で早くも 5回

目の参加となったo 今回は初めてのキャプテンということで、特別な思いで臨んだ YOU

遊サタデーであった。私たち 8年生は約 1ヶ月前に教育実習を終えたばかりで、まだ子ど

もたちとの思い出や、授業に対して「こうすればよかったJという後悔の念に引きずられ

ている時期であった。したがって、教育実習の思いが残っているこの時期だからこそ、実

習での体験を生かして、実習で出来なかったことを YOU遊サタデーでやってみようとい

う気持ちになった。初めてのキャプテンで不安は尽きなかったが、様々な試みをし、何か

ひとつでも得るものがあればいいと願いながら YOU遊サタデーに臨んだ。

今回、 fおりがみランドJという講座を設定するにあたって、考えたことが2つあるo

まず 1つは、私たち自身が楽しめるものであるということである。なかなか講座を決定で

きなかった私たちに、先輩方があげてくださった講座の候補の中に、 『おりがみjがあっ

た。もともと好きであったというのが一番の理由であるが、 fおりがみjならスタッフも

楽しむことが出来るのではないかと思い決定した。キャプテン、スタッフである私たちが

楽しむことによって、その気持ちが少しでも参加してくれた子どもたちに伝われば、子ど

もたちは f楽しかったj という言葉を残して帰ってくれるのではないかと思った。

2つめは、一枚の平面である fおりがみJが、折り方によって様々な立体に変化するお

もしろさを知ってもらいたいということである。また、 「おりがみJは、市販のおりがみ

を用いなくても、新聞紙、広告、いらない紙等を使ってできるという手軽な遊びであると

いう点も、講座を設定した理由のひとつである。

また、スノーレッツをみんなで折るという設定にしたのは、オリンピックが長野で行わ

れるからということもあるが、実際にぬいぐるみなどで動いているものも、折り紙で折る

ことができ、それを自分の手で作り上げたという喜びを味わってほしかったからである。

以上のように、様々な思いで臨んだ YOU遊サタデーであったが、当日どのような講座

になったのかを以下に述べていきたいと思う。

2. 当日の様子

当日は、初めて開く講座、初めてのキャプテンということで、少し緊張し、どきどきし

ていたが、子どもたちが楽しんでくれるように、居心地が良い講座になるように配慮した。

前日までの準備では、折り紙という個人的で地味な作業をより楽しく明るくできるように、

『おりがみランドJという文字を画用紙で作ったり、模造紙で大きなスノーレッツを折り

絵の具で色を塗ったり、他の装飾品を折り紙で作ったりして壁にはりつけ、さらに、折っ

ている途中揚が静かになってしまうことを考えて、子どもが喜びそうなトトロの音楽をか

けた。子どもたちが和める楽しい雰囲気を作る努カをした。少人数だったため、スタップ

一人一人にスノーレッツの折り方を覚えてもらい、マンツーマンで子どもたちに折り方を

教え、スタッフも教えるだけでなく子どもと共に折った。そしてただスノーレッツを折る

だけでなく、それを画用紙に貼り付けて、それぞれの子どもの個性がでるように、空いて
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で1

いるところに絵を描くことにした。さらに、スノーレッツを折り終えた子がもっといろい

ろなものを折ることができるように、他の折り方の本も用意した。

幼稚園の子もおり、みんなうまく作ることができるかとても不安だったが、折り紙が好

きな子どもが集まったせいか、真剣に取り組んでいて、できあがったときはうれしそうな

笑顔が見られた。また、飲み込みが早く、一回折り方を教えるとかなり難しい折り方でも

慣れてしまい、スタッフがあまり指示しなくてもどんどん折り進めていく子どももいた。

画用紙にはりつけて、絵を描く場面では、スノーレッツがスキーをしたり、雪合戦をして

いる様子を描く子、オリンヒ。ックに関連づけて描く子、女の子をとなりに描き、 『この女

の子に恋をしているの！ Jと豊かな想像をしている子・・・などそれぞれの子が、周りの子や

スタッフに惑わされることなく、自分らしい、自分だけのスノーレッツを作り上げていっ

た。スノーレッツを作った後も、それぞれ自分の好きなものをどんどんと作ることに取り

組んでいた。また、トトロの音楽を流したことに関して、子どもたちもそれにのったり、

一緒に口ずさんだりと明るい雰囲気となってよかったo

スタッフは、子どもに言葉掛けをしながら（学校の様子を聞くなど）、一緒に折り紙を

折る楽しさを感じ、子どもに作り方を教えながら自分の作品も完成させて、子どもと同じ

喜びを味わうことができた。子ども一人一人に寄り添って共に作り、子どもの良いところ

を認め、他の子どもたちに伝えることにより、個人的な作業である折り紙を通してコミュ

ニケーションを図ることができてよかったo

3反省・感想
今回講座を聞いてみて、良かった点と反省すべき点をあげてみようと思う。

まず良かった点は人数が少なく、アットホームな雰囲気の中、一対ーで子どもと向き

合い、コミュニケーションをとりながら教えてあげることができたことである。また、自

分で作ったスノーレッツを画用紙にはり、そこに絵を加えることにより、それぞれの個性

が豊かに表現された自分だけの作品を作ることができた。

反省すべき点は、子どもとスタッフが一対ーであったため、子どもとスタッフとの交流

は多く持てたが、子ども同士のつながりをあまり深めることができなかったことである。

また、子どもたちがもっともっと自由に動けるように、より多くの作品を提示できればよ

かった。

今回講座を開いてみて、自由な発想を素直に表現できる子どもたちの創造カと純粋な心

に感激した。そして、キャプテンとして講座を開くことの大変さを実感した。準備が完壁

だと思っていても、前日や当日の朝、やり残したことに気づき、直前になって慌ててしま

うことがあった。また、子どもたちを預かる責任の重さや、子どもに楽しんで帰ってもら

う工夫の重要性を感じた。そして、キャプテンになって、ーから講座を作り、やり抜くこ

とで、 YOU遊サタデーをやったという充実感を味わうことができた。
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「
銀
の
鏡

j
教
材
研
究

2

く
実
験

2
.

グ
ル
コ
ー
ス
の
還
元
性
を
利
用
し
た
銀
鏡
反
応
〉

ガ
ラ
ス
を
硝
酸
銀
と
ア
ン
モ
ニ
ア
の
混
合
水
溶
液
に
漫
け
、
グ
ル
コ
ー
ス
で
還
元
し
て
銀
銑
を
作
る
。

く
実
験

3.
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
の
作
成
〉

2
と
同
じ
操
作
を
、
溶
液
の
漉
度
や
実
験
手
順
を
変
え
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
作
る
。

1
 

Y
O

U
遊

サ
タ

デ
ー

fつ
く
っ
て
み
よ
う
銀
の
鏡

j
講

座

教
材

研
究

『
銀
の
銑
』
教
材
研
究

講
座
の
内
容

〈
実
験

1
.

ア
ル
デ
ヒ
ド
の
還
元
住
を
利
用
し
た
銀
鏡
反
応
〉

〈
実
験

2.
グ
ル
コ
ー
ス
の
還
元
住
を
利
用
し
た
銀
鏡
反
応
〉

〈
実
験

3.
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
の
作
成
〉

f
・9
7
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

j
よ
り
按
枠
し
た
。

・
使
用
し
た
器
具
（
ス
ポ
イ
ト
、
ビ
ー
カ
ー
な
ど
）
も
全
て
銀
鏡
が
で
き
て
し
ま
う
の
で
注
意
。

・
反
応
に
時
聞
が
か
か
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ガ
ラ
ス
を
揚
に
つ
け
て
暖
め
る
こ
と
に
よ
り
反
応
速
度
を

高
め
た
。
充
分
に
銀
鏡
が
で
き
る
ま
で
の
所
要
時
聞
は
約

1
0
分。

・
ア
ル
デ
ヒ
ド
で
銀
を
還
元
す
る
た
め
に
は
、
溶
液
を
ア
ル
カ
リ
怯
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

た
だ
し
単
純
に
ア
ル
カ
リ
性
に
す
る
と
酸
化
銀

A
g
2
0
を
つ
く
っ
て
沈
殿
し
て
し
ま
う
の
で
、
ア
ン
ミ
ン

錯
体
を
つ
く
っ
て
お
し

・
こ
こ
で
は
、

S
n
は
反
応
に
あ
ま
り
大
き
な
寄
与
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
面
を
感
受
性
化

さ
せ
る
効
果
が
あ
る
か
？

・
廃
液
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
爆
発
性
の
あ
る
ア
ジ
化
銀

A
g
N
3
を
生
成
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
廃
液
に
食
塩
を
入
れ
、
銀
イ
オ
ン
を
塩
化
銀

A
gC

l
に
し
て
沈
殿
さ
せ
て
お
く
。

ガ
ラ
ス
杭
浄
の
手
順
｛
前
日
の
車
備
｝

1.
食
器
用
洗
剤
で
洗
い
、
水
道
水
で
流
す
，

2.
燕
留
水
で
流
す
。

3.
ア
セ
ト
ン
に
つ
け
、
有
機
物
を
除
去
。

4
.
 
8
%
N
a
O
H
に
つ
け
、
ガ
ラ
ス
の
表
面
ご
と
、
二
び
り
つ
い
た
汚
れ
を
落
と
す
。

5.
燕
留
水
に
つ
け
、
使
用
直
前
ま
で
お
く
。

こ
の
あ
と
超
音
波
洗
梓
を
行
う
と
良
い
。

［
ガ
ラ
ス
の
準
備
l

顕
微
鏡
の
ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス
を
用
い
る
。

（
大
き
な
も
の
で
は
、
反
応
に
時
聞
が
か
か
る
上
に
、
む
ら

が
で
き
や
す
く
、
素
人
で
は
難
し
い
。
｝
地
学
科
、
岩
井
先
生
に
わ
け
て
頂
い
た
。

メ
ッ
キ
反
応
は
汚
れ
に
敏
感
で
あ
り
、
ガ
ラ
ス
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
反
応
の
成
否
が

ほ
ぼ
き
ま
っ
て
し
ま
う
。

実
験
手
順
は

H
o
w
to

サ
タ
デ
ー
を
参
照
。

〈
実
験

1
.

ア
ル
デ
ヒ
ド
の
還
元
住
を
利
用
し
た
銀
鏡
反
応
〉

院
験
管
に
硝
酸
銀
と
ア
ン
モ
エ
ア
の
混
合
水
溶
液
を
入
れ
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
で
還
元
し
て
管
内
墜

に
銀
鏡
を
作
る
。

高
校
化
学
で
も
扱
う
有
名
な
も
の
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
き
れ
い
な
銀
鏡
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
狙
自

の
工
夫
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
管
内
壁
に
酸
化
還
元
触
媒
(P
d)
を
付
着
さ
せ
て
か
ら
反
応
さ
せ
た
。

硝
酷
銀
（
A
g
N
Q
3）

－
ア
ン
モ
エ
ア
似
＇
＆
）
混
合
水
溶
液
の
調
整
（
事
前
の
準
備
｝

銀
イ
オ
ン
が
水
溶
液
中
に
安
定
に
存
在
で
き
る
条
件
を
つ
く
る
た
め
、
ア
ン
ミ
ン
錯
体
（
ジ
ア
ン
ミ
ン

銀
イ
オ
ン
｝
を
生
成
さ
せ
る
。

｛
反
応
式
：

A
g
+
+
2
N
l
b→

（
A
g
{
N闘

が

・
蒸
留
水

l
O
O
m
l
に
硝
酸
銀

4.
2g
、
濃
ア
ン
モ
ニ
ア
水
（
2
5
%
)
8
m
l
を
加
え
、
よ
く
溶
か
す
。

院
験
管
へ
の
酸
化
還
元
触
媒
(
P
d）

付
着

（
反
応
式
：

Sn
2+
+P
d2
+司

Sn・
併
＋
P
d
)

1
.

依
験
管
に

S
n
C
l
2
水
溶
液
を
A.
tL

，
放
置
｛
感
受
性
化
｝
。

3
分
間
た
っ
た
ら
こ
れ
を
あ
け
る
。

[S
nC
l 
2水

溶
液
は
、
濃
度

2
%
の
も
の
を
使
用
］

2.
依
験
管
に

P
d
C
l
2
溶
液
を
入
れ
、
放
置
（
活
性
化
｝
。

3
分
間
た
っ
た
ら
こ
れ
を
あ
け
る
。

[P
dC
l 
2溶

液
は
、

1
リ
ッ
ト
ル
の

0
.
0
1
%
H
C
1
に

P
d
C
l
20
.2
g
を
と
か
し
た
も
の
を
使
用
l

実
験
手
順

1 1 H H O I l  

昔
は
、
有
機
物
の
除
去
に

2
ク
ロ
ム
酷
カ
リ
ウ
ム

I
U
C
n
0
1
と
硫
酸
の
混
合
物
（
ク
ロ
ヨ
ン
と
よ
ば
れ

る
｝
が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
使
う
と
非
常
に
き
れ
い
に
洗
浄
で
き
る
が
、
環
境
汚
染
が
著
し
い
た
め
、

現
在
で
は
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

主
反
応
｛
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
よ
る
銀
イ
オ
ン
の
還
元
｝

（
反
応
式
：

H
C
H
0
+
2
(
A
g肘

H3
)2
l坤

s
o
H
-
-
H
c
o
o
-
+
2
A
g
+
2
N
l
i
3
+
2
H
z
o
>
 

・
酸
化
還
元
触
媒
(P
d）

を
付
着
さ
せ
た
試
験
官
に
、
硝
酸
銀
ー
ア
ン
モ
エ
ア
混
合
水
溶
液
を
入
れ
、
ス
ポ
イ

ト
で
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
σ
I
C
H
O）

を
加
え
る
。
加
え
た
瞬
間
に
銀
銃
が
で
き
る
。
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マジッタミ号ーを作るう

期 IBmMW開突留慧詰
同 鎖昆迂

・どん1,1:爽君主1,1:の？

fll:l. ガラスのItに1fい銀司~.，＂＇ミエウムをメ 7キしてあります．この簿い飢をもqと認〈し

てい〈と．ー舗の光が腐を遜り抜けてしまいます．この原理を利用したものがマジ矢タミラー

です．マジッタミヲーl:l.鍵のようだけど、反対側から見ると向こうが見えてしまうというも

ので‘玄関の，...，ミラーなどに利用されています．

銀｛イオン】が溶けている畿体と、水にブドウ舗をi3かした液体を混ぜ合わせると．ピカピカの鎮の

鼠がでSます．今回はスライドグラスを小さな手鍵のようなマジフタミラーにしてみましtう．

・爽般のしかた肱？

叫 1・T‘向 F司プドゥVUl水間 J 〆”令書

棚氷100.1巴回一 rf 1)難事泌
A沼 8滋 F回日

C Ill II 3) BllZ・2

側~~~－A~r~1:.(rB t.. ／銭安n
-c---、＂＂ －、円‘-H-寸

~，イドグラスは量れいに縫唱で I !..--1::1--.'I 
型化丞~I目陣Z胞ですすも、か －使用する． ~ 

昆スラマルレょのJ紙芝・ 認 否
そしてもう－llE＊注． 一

・気をつけよう

①叙イオンのiiけているalを也縫手で触れると手が務色になるので、ゴム手袋をしまし主う．

＠水酸化ナトリウム水i3漉はアルカリ桧が強い自主体なので．万が一皮膚に触れたら大量の流

水で偉い流して〈ださい．

＠実験後はC震は保存せず．食塩を加えてから多量の水でうすめて鎗てて〈ださい．

・もっとくりしく知るために

・榊原正気 『化学と敏1'J お.2号 p.133 ・あれ1級がうつる 1・ (1991) 

この健作りについては上の本をもとにして、立川部伎の化学IIの人たちが関錯しました．

・鳳綱島士 『化学と依宵』 420 4号 p.246. ・鏡をつ〈る・ (1抑制

・大久保秀樹 内6青少年のための務学の筏食会回大会実践MllUIU p.176 ・鈍をつ〈ヲ

てみよう・ Cl鈴6)
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第四期 信 大 YO U遊サタデー遊学プラン

サラサラ・ ドロドロ 第 11回 5月 24日（午後）
講座名

－カッチカチ
アシスタントスタッフ数 6名

参加者数 20名
（小麦粉粘土〉

キャプテン名 唐 木 紫 織
森下房枝 （家庭専攻 3年）

指導教官名 萩原臆至・松岡英子教官

・講座のねらい

.!.J.~表粉ゑら結主宏J:f.ゑ作業の怠．た：ゃJ~麦粉η感質事主義.~?t.λ．造形：t.？..三と．主連L言－~

小麦粉の性質に気付くとともに身近な物で遊ぶことができることに気付く。

－講座の展開

活

・準備

靴下を脱ぐ

動

トイレに行く

－自己紹介をする

内
........ 
骨

キャプテン→スタッフ→子ども

・小麦粉粘土を作って遊ぼう

見本を提示

粘土を作る

「サラサラJな感じを体験

水をいれる

「ドロドロ』な感じを体験

よくこねる

食紅で色をつける

形を造る

いろいろな型や、空缶などを使って

造形遊びをしよう

電子レンジで乾かそう
．後片付け

粘土をしまう

手、足をよく洗う

必要な子どもは着替える

・修了証、メダルを渡す

注意すること、支援、その他

・用具を準備する。

・くつ、靴下の管理に気を付ける。

－緊張しないよう楽しい雰囲気で行な

時間

10 

う。自分で自己紹介ができない子供に 15
は、キャプテンが助ける。

・水、食紅、塩の管理。

・床が濡れる場合があるため、転ばない

ように注意する。

・小麦粉の形態の変化に気付かせる。

・遊びから後片付けへの切り替え。

・一人で片づけることができない子供

にはスタッフが手伝う。

・仲良くしっかり遊べたことを評価す

る。
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サラサラドロ ドロカ ッチカチ～小麦粉粘土～

1.講座開講に至るまで

唐木紫織（家庭専攻 3年）

森下房枝（家庭専攻 3年）

私たちは前年度，小麦粉粘土のアシスタントスタッフとして講座に参加した。そして今期

に入札小麦粉粘土のキャフ’テンをやってみようということになった。

そこでまず，遊学プランをたてることにしたc 講座の流れはこれまでと同じように進めて

いこうということになり，第4期の実践記録を参考に遊学プランをつくった。そして指導教

官の御指導をいただきに伺ったところ， 「なぜ小麦粉を使うのか？食品で遊び捨てることは

もったいなし、j との御指摘があったc

これまでの小麦粉粘土は「製作よりも小麦粉に全身を使って関わるJことを重視していた。

そのため，子どもたちは全身小麦粉でドロドロになるまであそんでいた。これはこの講座の

趣旨に沿っていたが，指導教官の御指摘に対応することができるだけの内容が十分でなかっ

た。

そこで私達は「なぜ小麦粉を使うのかj を明確にするとともに「どうしたら形あるもの ・

保存できるものjができるのか，また全身を使って小麦粉と関わる方法について，教官や先

輩のご意見等を参考にし，耕オ研究をすすめることにした。

1）教材研究

『なぜ小麦粉を使うのかj

小麦粉はどの家庭にもある身近な材料であり．これを利用して安全でかつ造形あそびをす

ることができる。また， 「水を加えると粘りをだすJという不思議感を体験するとともに，

小麦粉の性質を実感することができる。

「どうしたら形あるもの ・保存できるものができるかJ

水と小麦粉の量に着目し，水の量を加減することによって，造形にとって最適の固さがで

きる。これはクッキーの生地の硬さが適しているとなった。

次に保存性に関しては，保存の利く乾麺からヒントを得た。腐敗防止のため，乾麺は塩を

用いるとともに，水分を蒸発させている。そこで小麦粉粘土の製作過程の中に塩を入れる作

業と，乾燥させる作業を導入した。乾燥は短時間でかつ，殺菌作用も持つ電子レンジを用い

た。

さらに対象年齢が幼児～小2までのため，造形活動を支援するために，ゼリー型 ・クッキ

ー型・空き缶を用意し，必要に応じて使えるようにした。

2）講座準備

全身を使って活動ができるように，床にビニールシートや新聞紙を敷き詰め，広い活動の

場を用意した。また直接水道を使うと，固形物で水道が詰まる恐れがあるため，バケツやた

らい．紙コップを準備した。

造形にあたってより楽しく活動ができるように，食紅（赤，黄，青，茶，緑），ぜリー型，

クッキー型，空き缶を準備した。そして住上げにニスを塗るため準備した。

保存を利かせるため，塩と電子レンジを準備した。その他に，石鹸，雑巾を用意した。
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子どもには，小麦粉 lkgと汚れても良い服装，洗面器そして粘土や作品を持ち帰るための

容器を準備してもらった。

2.子どもたちの活動の様子

子どもたちは，小麦粉に触れたとき，そのサラサラとした感触を楽しんでいた。そして，

水を加え手にまとわりつくドロドロとした感触を体験していた。粘土を作る段階（小麦粉を

こねる）で，一生懸命にこねる姿が見られた。たとえば，足を使ってこねる子どもや，体重

をかけてこねる子どもの姿である。

また，食紅で色をつける時，どんなものを作ろうかと考える姿や，色をまんべんなくつけ

ようと，さらにこねる姿があった。用意した空き缶に粘土を巻き付け，恐竜を作ったり，ゼ

リー型を使って花を作ったり，クッキー型を使っている姿が見られたo

さらに，形ができた子どもの作品から順に電子レンジにかける時，子どもたちは， fどう

なるのだろう？Jと電子レンジの中を覗き込んでいた。また，ニスを塗る時にも興味深そう

に取り囲んでいた。

親子で参加した子どもが多く，また一人で参加した子どもにはスタッフがつくようにした

ため，どの子どもも作品をっくりあげることができた。また帰るときの子ども遥は，何かや

り遂げることができた満足気な顔をしていた。

3.講座を振り返って

今回の講座は， f食品である小麦粉をなぜ用いるのかJとの問いかけにより，以前とは別

の方向にも大きく展開した。そして，水を加えた時に起こる小麦粉の変化を楽しみながら，

その特性を体で感じ，さらには造形を行い，作品として残すというところまでもっていくこ

とができた。しかしその聞いに，答えられるだけのことができたかどうか，確かな自信はな

い。他にもアプローチの仕方があったのではないかとの意見もいただいた。しかしながら，

体中を粉だらけにしながら夢中になって小麦粉をこね，真剣な顔で形を作っている子どもた

ちの様子を見ると，小麦粉の感触を体験しながら体全身を使って造形あそびをするというね

がいは達成することができたのではないかと思う。そして，なによりも，子どもたち自身が

満足してくれたのではないかと思うo

もし，食品である小麦粉をなぜ用いるのか？との問いかけがなかったら，ここまで教材を

研究するに至らなかったであろう。そして，大勢の方々のお力添えがなかったら，この講座

をここまでにすることはできなかったと思う。この場を借りて，お礼を申し上げたい思う。

本当にありがとうございました。

その他にも問題点として，水加減がうまくいかない子どもがいたり，電子レンジでは厚み

のある作品の乾燥がうまくいかないといった点が挙がってきた。

これらの問題とともに，もう一度， “講座を開くということ”について考えていきたい。

また，これは小麦粉粘土に限ったことではなく，私達一人一人が，改めてその意義を考え直

してみる必要があるのではないだろうヵ、
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

第 11回 5月24日（午後）

講座名 でっかいでっかいしゃぼん玉をつくろう． アシスタントスタッフ数 7名

参加者数 13名

キャプテン名 金井 ヲム守二 （理科専攻 3年） 第 13回 11月 8日（午前）

アシスタントスタッ7数 10名

指導教官名 伊藤武 教官 参加者数 28名

－講座のねらい

．会．まだに悠~"A.たニと．もないよ.？.~な．『太き．な．し怠iまlu玉J.を楽．し.（~.る心・また』．二．の遊び

を通し：亡、．新．しれお．友達を．つ．又.：？.た－~－、．汚札．る二．と．を恐れcf.Jr.とる．ど．ろ三勲窯~－：ぜあるニ

と．を．伝之た心。．

・欝座の展開

活 動 内 骨~ 注意すること、支援、その他 時間

・スタップの自己紹介をする。 ・分かりやすくはっきりと自己紹介と 5分

抱負を言う。

・注意事項の説明

・子どもたちが自己紹介をする。 ・みんなで輸になり手をつなぐ。 15分

・スタッフは子どもたちの聞に入り、名

前が言えるような雰囲気を作る。

・言えない子どもがいたら、一緒に名前

を言い、自己紹介をする。

・たくさんのしゃぽん玉を作ろう。 －子どもたちと一緒にシャボン玉を作 80分

る。

－安全面には、十分配慮する。

・万が一、液を飲んでしまったり、自に

入ってしまったら、すぐに対処をす

る。

・しゃぼん玉液がなくならないように

注意するc

・あまり怒らず見守る。

－片付けをする。 －子どもたちの手や顔を洗う。 20分

・しゃぽん玉液を片付ける。

－修了証を渡す。

・会場まで連れて行く。
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でっかいでっかいしゃぽん玉をつくろう

金井弘子 （理科専攻3年）

1. 講座を開くにあたって

今までに作ったこともないような『大きなしゃぽん玉』を楽しく作って欲しい、汚れる

ことを気にせず、『どろどろ＝勲章』であることを伝えながら、お友達と楽しんで欲しい。

私は、この2つのことを願いとして講座を開きました。

また、私は、今までに何回かしゃぼん玉の講座にスタッフとして関わってきましたが、

いつもいつも参加してくれる子どもたちがいます。この要因はどこにあるのか探りたかっ

たのもこの講座を開くきっかけとなりました。

2.子どもたちの取り組み

参加してくれたのは、 3歳から幼稚園児、そして小学4年生までと、幅広い年齢層でし

た。まだ自分の名前が言えない子どもも、たくさんのお兄さん、お姉さんに固まれて、と

ても大きなしゃぽん玉をつくろうとはりきっている姿が見られました。また、しゃぽん玉

の講座にきたのは2回目という子どもや、家では作れない大きなしゃぽん玉を作りにきた

という子どももおり、元気いつはいの声が響いていました。しゃぽん玉を作っている子ど

もの顔は、とても生き生きとしていました。しゃぽん玉がなかなか作れず、どうやったら

うまく作れるのだろうと友達に聞いている子ども。友達が飛ばしたしゃぼん玉を追し、かけ、

走りまわっている子ども。自分で飛ばしたしゃぼん玉を静かに手にのせ、「しゃぼん玉をつ

かまえた！ Jとはしゃぐ子ども。新聞紙をあおいで風を作り、友達と協力して空高くまで

飛ばそうとがんばっている子ども。大きなしゃぽん玉が空高くのぼると、みんなが上を向

いて、「わ一、おつきいね。J「きれいだね。Jと一時手を休めて、しゃぽん玉が割れるまで

見守っているという姿もみられました。いろいろな大きな道具を振り回して、友達にぶつ

けてしまい、泣かせてしまった場面もありました。「ごめんね。」と言って、一緒にしゃぽ

ん玉液洗いに行き、すぐに仲良く作っていました。閉じ型の枠を作っておかなかったので、

どうしてもこの枠がいいと言ってきかない子どももいました。「かして。」と言っても貸し

てくれずに一人で遊んでいる子どもも、子ども同士でノレーノレを作り、 10回交代で遊んでい

ました。その時は、一人がしゃぽん玉を作って、もう一人は新聞紙であおぎ、風を作って

いましたc 協力しながら遊んでいる時は、一人で遊んでいる時よりも、もっと楽しそうな

表情で、私たちにとって忘れられない笑顔でした。最初はどうしても友達と一緒に遊べな

かった子どもも、一回大きなしゃぼん玉を作ったのに自信をもったせいか、自分から友達

の中へ入っていて、大きなしゃぽん玉を作るこつを教えてあげながら、みんなと楽しんで

いる姿がありました。また、私たちに喜んでもらいたし、からなのか、「ねえ、見て、見て。J

と言って、しゃぽん玉を指差している子どももいました。スタップが見ていなかったら、

fもういっかい作るからね。」と得意そうな顔で頑張り、スタッフの手をひっぱり、大きな

しゃぽん玉の作り方を教えている場面もありました。中には、大きなしゃぽん玉を作るの

に飽きてしまう子どももいました。ただ石けんで抱をたてている子ども、水遊びをして服

がピチョピチョになってしまった子ども＇＂ o しかし、どうにかしてしゃぽん玉で遊んでも

らおうなんて思ってもいなかったので、一緒になって遊びました。ストローを見つけると、

それを束にして遊びはじめました。何をするのかなあと思って見ていると、ストローにし



ゃぽん液をつけて小さなしゃぽん玉をたくさん作り、 fぶどうみたいだあーJと言って、ど

んどん作りました。子どもはある物をどんどん使い、自分でかわったしゃぽん玉を発見し

ながら、しゃぽん玉を作っていました。「手でもしゃぽん玉ができるよ。Jと、自分のから

だ全体を使って、おもいっきり遊んでいましたなにげないものであったり、身近すぎて、

自分で気がつかないものにふと出会ってみたり、子どもはいろいろな角度から、いろいろ

なものを見ているなあと感じました。また、子どもたちが自由に使える道具、場所、そし

て時間をどれだけ確保してあげるか、そω確保の量によって子どもたちの笑顔の蹄き方、

回数が変わってくるのかと感じさせられました。

小学生も今回は来てくれました。最初は、「幼稚園児ばかりでやりたくない 見ている

だけでいいL Jと、なかなかみんなの中に入れませんでした♂それは無理もありませんの小

学四年生は一人で、一番大きな子でしたぬその子は、家では一番大きな子で、弟、妹はい

ませんでしたF だから、小さな子どもに対してどう接していいのか戸惑い、小さな子ども

が遊ぶという中に、どう入っていったら良いのか分からなかったのだと思い玄す その女

の子は、一人で大きな枠を使い、しゃぽん玉を作り始めました。私たちも何とかして、一緒

に遊べないかと考えていました女の子はそんな中で、大きなシャボン玉をどんどん作って

いました すると、一人の幼稚園の女の子が fお姉ちゃん、すごいねえ。私にも教えて。J

と話しかけたのです。女の子も嬉しくなって、持ち方ゃしゃぽん玉液の付け方などをとて

も丁寧に教えていましたc そして、二人で一緒にしゃぽん玉を作っていると、周りに幼稚

園の子どもが二、三人集まってきて、みんなで楽しそうにしゃぽん玉を作っていました。

私たちがどうする事もできなかった女の子は、幼稚園児によって、輸の中へ入って行ける

きっかけを作ってもらいました。その幼稚園児に救ってもらった気持ちでいつはいでした

女の子は、笑顔いっぱいで楽しんでいました。最近では、年齢の違う子どもとたくさんの

人数で遊ぶという経験が少なくなっていると思い主す きっと女の子は、小さな子どもと

遊んでいなかったのだと思います この年齢が違う子どもたちが集まり、楽しくふれあう

事によって、女の子も学び、そして、その輝いている笑顔や協力して楽しむ姿から、私た

ちが学ばせてもらったような気がします，もっとこのような機会を増やしていけたらと感

じました

小学三年生の男の子に好評だ、ったのが、四角錐の枠でした。そこにしゃぽん玉液を張る

と、中に表面張力のつりあいで、線が現れますe 男の子は、そこになんとかして息を吹き

込もうとしていました。「この線はどうしてできるの吋Jと疑問をスタッフのお兄さんに聞

きながら、どうしてもしゃぽん玉を作りたい様子でした。スタッフのお兄さんもいろいろ

と説明をしながら作っていました3 それを見ていた幼稚園児は、 fどうして三角形いっぱい

なのに、しゃぽん玉は丸いの Jと言いながら、その枠でしゃぽん玉を作ろうとしていた姿

がありましたs この枠は、小学生がきた時に退屈しないようなものを作っておこうと、ス

タッフみんなで作ったもので、とても喜んでもらえ、幼稚園児の興味も引くことができて、

大成功でした

うちわのほねでしゃぽん玉を作るというものは、三歳児にとても気に入ってもらえまし

た。まだ大きな枠を援り回せたいし、ストローを吹く時に、しゃぽん液を吸ってしまう危

険性もあり、どうしようと考えたものです一これなら、簡単に振り回すことができ、たく

さんのしゃぽん玉を一度に作れるという利点がありました三歳児は、一生懸命しゃぽん

-126ー



玉液を付けて、体ごとぐるぐる回って作っていました。とても楽しそうな笑顔が、しゃぽ

ん玉いっぱいに広がっていたようでした。

最後に修了証を渡すと、とても満足そうに笑っていました。中には、スタッフのお兄さ

んお姉さんとすっかり仲良くなって、ずっと話をしている子どももいました。

3.反省と今後の課題

『活動中はできるだけ子どもの自主性に任せ、必要以上に手を出さないようにする。』、

『キャプテンとスタップは「教える人」ではなく、「ともに遊ぶ仲間Jとして子どもたちと

関わって欲しい。』と強く心に思い、スタッフに伝えたつもりでした3 しかし、うまく伝わ

らずに、子どもはそっちのけで遊んでしまったスタッフの姿も見られ、とても残念でした。

また、子どもを自由にしすぎて、違う講座のスタップにお叱りを受けたのも事実です。こ

の微妙なバランスをどうしたら良かったのか、どうするべきだったのかは分かりませんが、

子どもたちの笑顔があったことがなによりでした。子どもたちのために、学校や家ではで

きないことができるような場を作ってあげ、のびのびと遊べる雰囲気を作ることも必要だ

と感じました。

子どもたちの純粋な笑顔を見ることができたのも、スタッフの協力があってのことだと

思います。私は、子どもたちゃ子どもたちと接しているスタップの皆さんから多くのこと

を学ばせて頂きました。本当にありがとうございました。
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第四期信大 YOU遊サタデー遊学プラン

第 12回 9月 27日（全日）

講座名 ネイチャーゲームE アシスタントスタッフ数 2名

参加者数 1名

キャプテン名 ノj、れ包キ右ブト（教育実践科学専攻4年）

指導教官名 越智康詞教官

－講座のねらい

．飯綱高原の森の南．でι．五J誌を使v.~•..自然．を肌支感．じ取.12.なが．ら盟Iv.~ た.I?.！物ーを作．ったり..L-

．．て遊ぶ二とによプコ－~て．自然の太切．さ～．健太．さ．、．．不思議さ.lζ気対．《．二とがで．きるι

－講座の展開

活動内容

1、アイスプレーキング

「ジャンプJ「右手前にjfもしもし

かめよJ「じゃんけん列車J

2、目隠しトレイン

・視覚を閉ざして、連なって歩く。

危険があったら他の人にも伝える。

足元の状態に敏感になる。

3、私の景色、私の木

－森の中でたった一つの自分だけの

景色、木をみつける。

4、ネイチャーアート

－カラマツの輪切りに自然を使って

思い思いに絵を描く。

注意すること、支援、その他 時間

・簡単な運動をすることで、参加者同 130

士ω交流がはかれるようにする。

－前の人から手を放さないようゆっ 130

くりと歩くように告げる。

－歩くコース上に飛び出ている木の

枝や、足下の状態などに気を配りな

がら誘導する。

－視覚以外の自分の木の特徴に気付 130

くように促す。木にも個性があり、

それが絶妙にからんで森ができてい

ることを感じとってほしい。

－むやみに木の枝を折らないように 160

注意する。森に落ちている枝や葉つ

ばなどの自然の恵みを材料にするこ

とで、普段何気なく見ている自然の

美しさに気付いてほしい。
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ネイチャーゲームE

小池祐介（教育実践科学専攻4年）

し講座のねらい

昨年の「ネイチャーゲーム IJでは、別にわざわざ大自然の中に足をはこばなくても、

あえて身近な信大キャンパスの中の自然を楽しむことに意義を感じてもらったが、今回は

本格的な自然の中で体験を満喫し、自己と自然の関係を見直してほしかった。ちなみにフ

ィールドはブナやカラマツ、シラカパの人工林である。

2、ネイチャーゲームについて

ネイチャーゲームとは、 19 7 9年、米国人ナチュラリスト、ジョセフ・コーネル氏に

より考案された、自然や環境について楽しみながら体験するための野外活動プログラムで

ある。このプログラムは、 rs HAR I NG NATURE WI TH CH I LDRE 

N] （子どもたちと自然をわかちあう）として発表され、米国の親や教師遥から自然教育

の画期的なプログラムとして評価を受けた。現在では、わが国をはじめ、イギリス、フラ

ンス、ドイツ、オ｝ストリアなど世界中に広く普及されている。

ネイチャ｝ゲームこそ、子どもの自然への豊かな感性を育むためのもっとも重要な環

境プログラムといえるだろう。ネイチャーゲームを含めた環境教育は、人類と地球環境と

の共存のための教育であり、最終的には一人ひとりの具体的な行動やライフスタイルの変

化を呼び起こすものである。まず第一に必要なのは、身近な自然を体験し、自己を取り巻

く環境を正しく認識することである。ネイチャーゲームは、その入口のプログラムとして

注目されている。

3、当日の織子

正直言うと参加者は小学生の女の子1名だったが、スタップ 3名とのマンツーマン的な

対応ができたと思う。まずは同じ飯綱組である山あそびグループと合同に、 『もしもしか

めよj fジャンケン列車jなどのアイスプレイクを行い、参加者同士の交流を図った。そ

して、目隠しをしてー列に連なり、視覚をさえぎり山道を歩いた。先導後の「前方に枝が

ある、注意。 Jの声に反応し、 f木の枝をふんだのが分かつた。 j と、日ごろ意識しない

感覚をつかったようだった。 300メ｝トルくらい歩いただけだったが、到着地点の視界

はすべて森の中。目隠しをとった時、そのギャップに驚いたようだったo 次にまた目隠し

をして一本の木を触り、目隠しをといて先ほど触った木を当てるゲームをした。ここでは

木には全て我々と同じ様に個性があり、匂いをかいだり手で触ることによりその違いを感

じ取ってもらおうと，思ったが、方向感覚で触った木を当ててしまった。午後はカラマツの

枝をつかつての作品を思いのまま作った。枝の上に森の中の宝物をボンドで貼り、自分だ

けのオリジナルボードを作ってもらおう、ということだ。これはまさに自然を楽しむもの

であり、自然の落とし物で作品を作ると言ったリサイクル精神あふれるゲームだった。

以上の体験により 『自然を楽しむj と言った目的は達成されたが、 「自然を感じるj
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f仲間とわかちあうJという視点は不完全だった。なるべく多くの人が、決して「教えJ

られるのではなく、自分なりの「自然Jを体験し、感じるネイチャーゲームを目指してい

くことが今回の教訓である。

-130ー



第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

第 13回 11月8日（午前）

講座名 宝さがし（ネイチャーゲーム） アシスタントスタッ7数 4名

参加者数 1 6名

キャプテン名 ィ、す也 キ右グ「（教育実践科学専攻4年）

指導教官名 越智康調教官

－講座のねらい

．．自然に対．して．｛愛iの心を．接フ．．て.fik.LY.ふ．．．．．．．

．ダ.'7:".みを通し、．自然．の掛J土替之．の無怠．を伝えたk~o・－－－．．．．．．．．．．．．．．．．．．

・講座の展開

活動内容

1、アイスプレイキング

・緊張をほぐすために、簡単なゲ｝ムと自己

紹介をする。

・自己紹介、『右手前にjfリーダ｝の命令jfじ

ゃんけん進化論Jrs人組みじゃんけんj

2、フィールドビンゴ

・キャンパスをフィーJレドに、ピンゴ大会。

自然の宝物を探そう。

• r三人組じゃんけんjのメンバ｝で、 10阿

勝った組からスタート。

• r造花jは、見つけられるかな。

3、カモフラージュ

．ロータリーの中の自然に溶け込んでいる

f人工物jを探そう。

・不自然なものは、いくつ見つかったかな。

4、振り返り

・今日のプログラムの感想を聞き、窓

義を説明する。

注意すること、支援、その他 時間

－絶対にレクリェーションに入って 120

こない子がいるので、常に想定して

おくこと。

－子どもの興味が出るように、見つけ 140

た宝物をシ｝ルでチェックすること

にした0

・グループには、スタップが着く。

・まずはロ｝タリーの外から観察し、 140

10分経ったら中に入ってよい。

－他人とコミュニケーションしでも

よいが、言語を使つてはいけない。

－例えばfカモフラージュjなら4外敵 110

から身を守るためにまわりの自然

と一体になっている小動物がいる

ことを説明し、子どもは自分が体験

したことと照らし合わせて考えて

みる。
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宝さがし（ネイチャーゲーム〉

小池祐介（教育実践科学専攻4年）

1、講座のねらい

前回の fネーチャーゲームIIJでは、本格的な自然を満喫できたが、何しろ人数が少な

かったので、今回はより多くの子供たちが交わってほしかった。そこで、子供たちの飛び

つきそうな題名にして、フィールドをキャンパスに戻し、自然の「宝物Jを見つけてほしか

った。ちなみに「宝捜しJといっても、ネイチャーゲームを取り入れたレクリエーションで

ある。

2、五感について

ネイチヤ｝ゲームとは、前講座で説明した通りである。自然を感性として捉え、自然

との一体感を得ることにより、自然や自分たちの生きる地球環境への愛情を育てようとい

うものである。このプログラムは、「自然の気付きJを目的にしており、五感を使って自然

を直接体験する。知性よりも感覚を磨くためのものでもあるが、ここではそのf五感Jにつ

いて説明しよう

五感とは、言うまでもなく、五つの感覚のことである。そのひとつひとつが私たちに

与えてくれる情報は、それぞれ質が違う。例えば視覚ならば、御存知のとおり目に入って

くる情報を与えてくれる。 f目が見えるJことと f目で見るjことは、細かく言えば違う動詞

なのだが、「目で見るJことにより、行動がコントロ｝ルされ、視覚が鍛えられる。聴覚は

音という情報を与えてくれる。中でも言語は知的な理解をもたらしてくれる。その他の音

（音楽、効果音など）は、聞く人の感性により処理される。触覚は共感と反感に関する情報

を受ける。心地よい感触はそのまま記憶し、嫌なものに対しては触る気を無くす。嘆覚で

は匂いだけではなく、場の雰囲気をも感じ取ることができる。味覚では「味j を感じるが、

その味は、自分の命にとって必要かどうかという、命を守ってゆく上で必要な情報を含ん

でいる。

このように「五感jは、ネーチャーゲームを語る上で欠かせないキーワードである。感覚

を磨くことで、知能だけではなく感性で自然を愛してゆこうとしているのだから。

3、当日の様子

当日は20人もの小学生でいっぱいだった。この大勢の子供たちをどうにかして仲良く

させようと、グループに分け互いに競争させながら、協力や結束を図ることにした。まず

はアイスプレイク。案の定僕の言葉を聞かなかったため、面白おかしく目で動かした。

fじゃんけん進化論jで子ども同士の交わりが見られたところで、グループになってもらう

ことにした。まずはカードに指定された自然を探すfフィールドビンゴj。動物の落とし物

や泣き声、匂い、ざらざらしたものなど、まさに五感を必要とするゲーム。オリジナルル

ールとして造花を混ぜたが、不自然なものをあえて見つけることによりゲーム性が高まっ

たようだ。「日ごろ何気なく聞いているカラスの声は、かけがえのない自然の宝物だと思
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った。 jという子どもからの感想を聞いた時は、このゲームの目的は半分くらい達成でき

たと思ったo 今度はfカモフラージュlorフィールドワ｝クJとは逆に、自然物の中で人工

物を見つけるゲーム。各自で口を閉じて、視覚だけを頼りにやってもらったが、 fどこに

何があったのかj などの情報は、言葉以外の方法でなら他人に伝達してもよいことにした。

隠された人工物の数を当てることが最終目標のため、「どこに何があったのかj全て記憶し

なければならず、子供たちが必死に他人とコミュニケーションを取りたがる姿が印象的で

した。枯れた松の葉の中にタワシ、緑の葉っぱの中に緑のグリップ、木の枝に見せかけて

鉛筆を差し込む、といった非常に紛らわしいオブジェを、子供たちは集中してf目で見jな

ければならず、次第に自分の世界へと没頭していった。なかには「あっ ここに00があ

るつ！」と、思わず口にしてしまう子もいたが、それはそれでそれだけ驚いたのだろうと

理解しておく。僕としては、人工物の不自然さや、動物の中には自然と同化することで身

を守っている奴もいる、ということを伝えたかったのだが、単なる「宝捜しjで終わってし

まった気がするのが妙に気がかりだった。それでも子どもらは「楽しいjって言っていたし、

何しろ自然を楽しめたのだからまあ合格点だろう、といって自分を慰めている。

当日はアシスタントスタップが4人付いてくれたが、この有能な 1年生4人に心から礼

を言おう。ありがとう。

4、ネイチャーゲームと現代社会

近ごろ、現代社会の歪みが、子ども世界にも魔の手を忍ばせてきているような気がす

る。 f自信がないj故に、ナイフで武装する以外に術がない子。ストレスを溜め、ムカっき、

とにかく大暴れをしたがる子。そして学校でのいじめ、不登校。いろんな意味で大人にな

りきれない子どもたちに対し、 f環境教育jf自然体験教育jという視点からアプローチして

みてはどうだろう、と僕は考えた。これらの問題の根本には全て、「つながりの欠如Jとい

う現実が存在していることを、僕は指摘する。一言で言えば『コミュニティーの崩壊Jなの

だが、我々には既に誰かと共同して生きてゆこうという発想はなく、できる限り一人で生

きてゆこうとする。学ぶときも一人、遊ぶときも一人、生活するときも一人・・・。多くの

人が無意識のうちに実行していることなのだが、実際人聞が一人で生きてゆけると思った

ら大間違いである。ど田舎で自給自足しながら自然からのメッセージをモロに受けて生活

している人は別だが、 fひょっとしてオレ一人で生きてゆけるかもしれないjと多くの若者

に思わせてしまっているところに、今の社会の矛盾が見え隠れする。

「トマトは土の中から出てくると，思った。 jこんな子どもの感想は、つながりの薄れた

世の中をそのまま物語っているo 尊いf生命Jを『殺生jしなければ他動物を食せないはずな

のに、スーパーに行けばいとも簡単にパラされた肉片が手に入る。蛇口をひねれば水が出

る。スイッチを押せば明かりが点く。一見何の違和感もないこのシステムは、僕ら『人間j

とf自然Jf生命Jとのリレイションを、完壁なまでに閣の彼方に葬り去った。一昔前までは

生活する上では必ず人と協力しなければならなかったが、この便利かっ何の有り難味のな

いシステムは、一斉に我々を切り離しにかかった。

ここで話しを元に戻すと、ネーチヤ｝ゲームでは仲間とのシェア〈分かち合い）を大切に

する。例えばf私は稚でしょうJというゲ｝ムでは、一人がとある動物のカードを背中に付

け、周りの人にヒントを貰いながら自分は何であるか悟ることを通し、他人との交流を深
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めてゆく。「ブラインドクオークJというゲームでは、二人一組になり、一人がもう一人の

目を隠し、手を触れながら丁寧に道案内をし、奇麗なものを見つけたら相方に手で触らせ

てあげる。互いに立場を交換し、触わったものの感想などを交換する。ここで大切なこと

は、常に他人が存在していることだ。他人に「伝達j し、他人を「受け入れるJことにより、

人間同士の「つながりj の復活が期待できる。目の前の自然を楽しんだり克服することを

通して、コウボレイティヴの精神が生れる。特に子ども期においては、コピーワーノレド

（疑似体験社会）からの生還を果たすことができ、体験文化を吸収でき、ダイレクトに「生

きる力Jと結びつくであろう。

もう少し別の視点からネーチャーゲームを見てみよう。地球が生れてから今までを一

年とたとえると、 7月に入ってようやく下等生物が誕生し、大晦日の夕方になってやっと

人類が誕生した。それから人類は二本足で歩き始め、農耕社会を謹Jjり、王制封建社会を創

り、産業社会を創り、幾多の過ちを犯しながら民主主義社会を創り、現在に至る。今、渦

中の温暖化、ダイオキシン、オゾンホーノレなどの取り返しのつかない暗い話題は、同じく

大晦日の午後 II時59分 58. 5秒頃から叫ばれ始めたに過ぎない。今人類は、一年の

うちのたったラスト 1. 5秒のために、最大のピンチに立たされているのだあっつ！ こ

の究極のピンチから愛する地球を救うのも、正義の味方ネイチャーゲーム君なのだ。どう

やって地球を救ってくれるのかというと、まず我々人類にf愛Jを教えてくれる。だから

我々は、たったひとつしかない地球、自然の素晴らしさをそれぞれの感性でもって意織す

ることができる。そうすると誰でも自然を楽しむことができ、環境問題解決の入り口に立

つことができる、というわけだ。特に少年期の自然体験は、その子の一生の自然観にかか

わることなので、その責任は大きい。fつながりjが見えないことは前に書いた通りだが、

ネイチャーゲームは人間と自然との距離を確実に縮めてくれる。特にf木のシノレエットj

f大地の窓J「サウンドマップJは、自然の中の人間の位置を再認識させてくれるだろう。

以上、きわめて社会的な考察を舎かせていただいたが、「信大 YOU遊サタデーJなるも

のが、もっと『子どもJを意識したもの、もっとf教育Jを意識したもの、もっと「現代Jを

意織したものになってもよいと思う。せっかくここまで来たのだから。確かに「教師の実

践的力量の形成J「学校五日制jf地域への解放Jは意識している。これに「健全な子ども社会

の発展を願ってjf環境問題解決のためにJとし、う願いを込めたのが、僕が開くネイチャー

ゲームの講座である。僕自信は県内少年自然の家や清里で研修をし、相当修行を積んでい

るのだが、まだまだである。早く後継者ができるのを望まんばかりだ。最後に僕にこんな

素敵な自己実現の場を提供して下さった方々に御礼を言いたい。ありがとう。
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第四期信大Y OU遊サタデー遊学プラン

第 四 回 9月27日（終日）

講座名 山あそび アシスタントスタ17数 7名

参加者数 14名

キャプテン名 千葉綾子（理科専攻4年）

指導教官名 勝木明夫教官

・講座のねらい

息然の．車交..r遊ぶ.hのJ..が餌．も．ない．と二みだ息分．たち.：で考え.-r.遊ルだ－~－、．．僚会た及ん丈．日三

．二とを通L工、.：それが．普段．の．生活.<QH:1ヱ応鳳ぜき．るニ．とtこ気付又．ζと．を．ねら心と．す．ふ．．．．．

・講座の展開

時間 活動内容 キャプテン・スタッフの動き 子どもの様子

9:00 開会式
9:20 パスへ移動 参加者の引率
9:30 飯綱に移動 人数の確認 飯綱までどのくらいかな。

持ち物の確認 忘れ物はないかな。

体調チェック パスには酔わないよ。

10:15 飯綱に到着 講座参加者の人数確認 キャプテン・スタッフの人はど

(1回目電話連絡） んな人かな。

スタッフの紹介 注意する事はどんな事かな。

参加者の自己紹介 何をするんだろう。

講座の注意事項

10:30 飯綱隊集合 心と体のコミュニケーション

（ネイチャーゲームと一緒に）

10:50 午前の部開始 木登り（40分） 木から落ちないように気を付

ネズミの家さがし（30分） けなくちゃ。

（雨案）野外散策 ネズミはどこへ逃げるかな？

どこに家があるのかな？

葉っぱがいっぱいだね。

12:00 昼食 昼食場所の把握（2回目電話）
13:00 午後の部開始 小さな家作り

（雨案）しおり作り 家はできるかな。

ラミネートやアルバム台紙を使 どんな家ができるかな。

って、しおりやはがきを作ろう。 中に入れるかな。

14:30 片づけ始め
15:15 信大へ出発 人数の確認（3回目電話）

（パスの中で、修
了証・アンケート

16:00 
を渡す。）
信大着

16:10 閉会式・
16:30 解散 参加者の見送り
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ILi浅〉そ＝－て3ミ

千葉綾子（理科専攻 4年）

f山あそびj を開講するにあたって

今回初めて飯綱でYOUサタを開講することになった経緯としては、飯綱の自然保護研究

所の方から「飯綱でぜひYOUサタをやって欲しいJとのお声をいただいたので、こちらも

ぜひやってみたいという気持ちから始まった。始めは、自然保護研究所の方にキャプテンを

お願いして自然に関する講座を開いてもらうつもりでいたが、学生がキャプテンをし、研究

所の方はその手伝いをしてくれることとなった。

講座の内容は何回も検討を繰り返し、当日を迎える間際まで決まっていないという危なつ

かしい状態であったo キャンパスを出た場所で、初めて野外での活動を取り入れるというこ

ともあって、せっかくだからそこでしかできないことをという声もあり、飯綱でしかできな

いことをやることとなった。しかし、そのためには研究所の方の協力なしではできなかった

ことばかりであり、野外での活動の難しさを痛感することとなったo 講座内容として決まっ

た木登り、ネズミの家さがし、家作りのそれぞれには、当日を迎えるまでどうなるかわから

ない状態であった。それは、当日の天気も心配であったし、事前の連絡不足や、環境がどう

なっているかの把握ができなかったり、どんなことに気を付けなければいけないのかその予

測がつかなかったからである。すぐには行けない場所での講座開講の大変さを知ることがで

き、また、良い経験ができた。

講座内容について

木登り・・・まず木の選択から始めた。最初に決めていた木では実際には登ることができず

断念し、別の木を探した。なるべく大きく足をかけ易いものを探した。はしごを用意し、木

の途中からロ｝プで保護しながら登るようにした。子どもたちの中には、怖がる子もいたが、

全く登れない子は一人もいなく、登れない子もいるだろうという予想を見事に打ち砕き、皆

上へ上へと登った。 1度ならず2度3度とやりたがる子がたくさんで、次のネズミの家探し

に移動するのが心苦しかった。また4木に登らない子への配慮を一応考えてはいたが、何も

指示しなくても、自分たち自らまわりの落ち葉を拾ったり、生き物を見つけたりしていて、

自然への興味を見出していた。

ネズミの家探し・・・前日、ネズミが死んでしまわないように40個近くのねずみ取りを仕

掛け、当日は 10匹くらいのネズミを放した。このネズミを子どもたちが追いかけて、どこ

に家があるのかを探した。陸さんから、「自然の生き物であるネズミを素手で触らないJと

いう注意を受けて、子どもたちは触りたい気持ちを押さえてネズミを追っていた。あまりの

速さにすぐに見失ってしまう子もいたが、ネズミを放す時、見失わないぞと皆で必死で追う

姿はかわいらしかった。

お家づくり・・・午後の時間を使って行われた家作りだが、時間の無い中で作ったので、長

い木を組んでシートをかけるという本当に簡単なものになった。しかし、陸さんの考え通り、

子どもたちにどうやったら家ができるかを考えてもらって作ったため、家作りに留まらず、
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テーブルも子どもたちが考えて作るという予期せぬ行動が見られた。

飯綱とキャンパスで行うときとの違い

・森の中での活動という事もあって、虫・ハチ刺されへの対応やヘピに出くわしたときの

対応について、薬を用意すると共に、木から落ちてしまったり、転んでしまったときに大き

な怪我となってしまったらどうすればいいのか、どこの病院へ行けばいいのか、どのように

して連れていくのか確認しておく必要があった。

・限られた時間をどう有効に使うか。余裕を持って組んだはずの予定も時間いっぱいになっ

てしまい、全く足りなかった。 1日は長いようであっという聞に過ぎてしまう。飯綱までの

移動の時間や、森の中の目的地までの移動の時間もかかってしまう。そんな中で、 1つのこ

とをもっと充実して行うことができると良かったと思う。子どもたちの充実感を欠いてしま

ったようで、時間の組み方に、少し無理が生じてしまった。しかしそれはやってみなくては

どのくらい時間がかかってしまうかわからなかったので、この事が次回に生かしていけたら

いいと思っている。

．ゴミの片づけについて、それほど気を配っていなかったことは、大きな反省点である。と

いうのも、子どもたちが遠足気分で来ることに気が付く事ができなかったo 昼食時におやつ

を持ってきている子どもが大半で、その後もポケットに忍ばせて途中で食べていた。それを

特別注意することはしなかったがゴミを落としてしまっている子どもがいたことは残念で

あった。それに気が付いたのも取材に来ていた方であり、子どもにすぐに指摘してくれたの

でそのゴミに気が付くことができた。小さなゴミでも、ちゃんと対処するように言うべきだ

ったと思う。

1日を通しての子どもたちの様子

YOUサタに参加してくれる参加者の方々は、始めどの人も割と緊張した面もちをしてい

る。飯綱への参加を決めた方々もそうであった。飯綱へ移動のパスの中でその緊張を和らげ

るために、どんなことをするか考えてはいたが不十分であった。飽きさせずに時間いっぱい

行う事は大変であるが、決めておく必要がある。見知らぬ人との交流の場を持つこと、リラ

ックスした気分になってもらうことは、講座を開くうえでも次に進みやすくなるから大切な

ことである。今回、ネイチャーゲームの小池キャプテンが、講座を始める前に2つの講座一

緒に何かしようと提案してくれたおかげで、講座を始めるときには、参加者とスタッフがお

互いリラックスした気分で参加してくれていた。こういった交流の場を持ったり、 1日中一

緒にいると、半日で終わってしまうキャンパスでの講座にはない参加者と学生とのつながり

ができ、閉会式ではその違いは明らかに見られた。そのため、終日の講座のよりいっそうの

充実した内容を持つことは大変大事であると思う。

もし、次回があるならば

私はぜひ次期YOUサタでも山あそびを開いて欲しいと思っている。研究所のような自然

に恵まれたところでの活動はそうないだろうし、あったとしても同じように木登りや、ネズ

-137ー



ミを追し、かけたりできるとは限らないだろう。今回開いてみて、子どもたちの持つ勇気に大

変驚かされた。その勇気をどの子も自信を持って行動で示していける場をこれからもどんど

ん持ってあげて欲しい。男の子も女の子も関係なく、木登りに夢中になって上を目指してい

たときの子どもたちの輝く目を、私はどの人にも見てもらいたいと思っている。ぜひ、これ

をきっかけに今後も飯綱の自然保護研究所と交流を持っていただきたい。

最後に

今回、陸さんを始めとする自然保護研究所のみなさん、スタッフのみなさんのおかげで、

「山あそび」を無事開くことができ、大変感謝している。講座の内容が当日間際まで決まら

ず、大変ご迷惑をおかけしたと共に、ご心配をおかけして申し訳なかった。みなさんのおか

げで、山あそびは大きな怪我人がでることなく終わることができた。言い尽くせない感謝の

気持ちを込めて、ありがとうございました。
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第 I2回 9月 27日（午前）

講座名 こ ま ・コマ ・独楽であそぼ ！ 7シλ9ントリッ7数 3名

参加者数 13名

キャプテン名 竹下雅道 （数学専攻 4年）

指導教官名 吉田稔 教官

第四期信大YOU遊 サ タ デ ー 遊 学プラン

－講座のねらい 昔からのあそびのひとつで・あるコマ回しの面白さを実感し、自分なりに試

行錯誤したり、練習して技ができた時の喜びを感じてほしいです。

容内動

開
一

展
一

の
一
活

座
一

揖
嗣
押

－

e

－a”u

－－
 

－
圃

注意すること、支援、その他 時間

I. コマの歴史のお話＆パフォーマンス ｜・ 子どもたちをコマの世界に引き込む

キャプテン、スタッフの自己紹介 ｜ ようなバフォーマンスありの話。 I 10分

コマを一人ずつ渡しながら、参加者の ｜・ 子ども一人ずつコマを渡しながら、自

自己紹介 ｜ 己紹介してもらう。

2 コマのまき方、まわし方の説明実演 ｜・ひものまき方、投げ方を丁寧に絵を使 I40分
いながら説明する。

・はじめはスタッフがひもをまいてあ

げ、投げる練習をたくさんする。

みんなでゲーム（ながいき、ケンカ）を ｜・まわし方のコツを体で覚えるまで、ー

する ｜ 緒に繰り返す。

練習

3.コマの技を披露する ・簡単な技を披露して、子どもたちにも I30分
チャレンジしてもらう。

技にチャレンジ、発表 －できたら、みんなに発表。

4.いろんなコマの紹介 ・実演 ・日本各地のコマや手作 りコマを一つIso分
いろんなコマで遊ぶ ずつまわして、一緒に遊ぶ。

5. コマまわし発表（子どもたち） ・みんなで一斉にまわせるようにする。 I 10分

修了証と「コマ名人への道j を渡す

nu 
qa 



第 四期 信大YOU遊サタデー遊学プラン

第四回 11月 8日（午前）

講座名 こまであそぼ！ アシスタントスタッア数 6名

参加者数 20名

キャプテン名 竹下雅道 （数学専攻 4年）

指導教官名 吉田稔 教官

－講座のねらい

．．普．なが．ら．の遊訟のご．つ叉あるヨヌ．回.L.の扇．良さを実感しいまた設が：できたとさの裏.a..
．．を感．じ．てj乏し－＂斗．．二．の議座に参加した Aたち．閲土．のふ九あい．を太切に．し．たい＠．．．．．

・講座の展開

活 動 内 骨H 』 注意すること、支援、その他 時間

1. コマの歴史のお話 ・子どもや参加者をコマの世界にひき 10分

パフォーマンス こむようなパフオ｝マンスありのお

キャプテン・スタッフの自己紹介 話しをする。

コマを一人一つ渡す ・参加者一人ずつにコマを渡しながら

参加者の自己紹介 簡単に自己紹介をしてもらう。

2. コマのまき方、まわし方の基本を説 －ひものまき方、投げ方を丁寧に絵を使 30分

明・実演する って説明する。

練習 －始めはスタッフがひもをまいてあげ

る。

いろんなものの上でまわす －投げる練習をたくさんする。

－まわし方のコツを身体で覚えるまで

一緒にまわす。

3. コマの技を披露する ・簡単な技を披露して、参加者にもチャ 20分

技にチャレンジ、発表 レンジしてもらう。

・できたらみんなの前で披露する。

4.いろんなコマの紹介・実演 ・日本各地のコマや世界のコマを一つ 30分

ずつまわして遊ぶ。

5. コマを使った遊び ・みんなでコマを使っていろんな遊び 20分

fながし、きJ fけんカリ fどこゆきJ をして楽しむ。

6. コマまわし発表 －みんなで一斉にまわせるようにする。 10分

修了証と「こま名人への道jを渡す ・これからも精進するように励ます。
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こま・コマ圃着虫請~で、あそ5・ tま！ （第 12回）

こ苦言て~~そケ fヨさ E （第 13回）
竹下雅道 （数学専攻 4年）

1、講座を聞くにあたって

子どもたちのあそびが変わってきたのは、今に始まったことではありません。 TVゲーム

の普及により普からのあそびは、だんだん姿を消していきました。昔からのあそびは、自

分でそれなりに試行錯誤したり、練習をしなければ上手くなりません。自分で何か技が出

来た時の喜びは絶大なものです。自分の体を使って得た楽しみは、心に残ります。心の騒
動を一人一人に感じてもらいたいと思いこの講座を聞きました。

2、体験を大切に

テレビやビデオの世界が、所詮触れることのできない作り物の世界であることを理解する

ためには、直接体験をたくさん持っていることが必要です。絵や本やテレビで見たことが

あることと、本当に知っていることとは違います。間接的に知っていることの数、直接的

に体験して知っていることの数のギャップが広がれば広がるほど、無意識のうちに空しさ

のようなものが心の中に残ります。

一方、汗を流し、自分の手や足を使い、五感を使って直接体験したものは、得られる満足

も大きく、体の記憶として定着します。汗を流したり、失敗したり、感激したりして実際

に体を動かすことで、人は生きている実感を深めていくのだと思います。機械のカや文明

の利器に頼りすぎていると、どうしても汗を流したりする機会が少なくなります。楽をし

て能率の上がる近代的な暮らしには、自には見えない所に大きな落とし穴があります。そ

して今、その落とし穴の弊害が出ているように思えます。

孤独な時間の中で育まれるある種の才能があることは否定できませんが、子ども時代とい

うものは群れて暮らさなければならない時期です。大勢の仲間の中で、悔しい体験、嬉し

い体験、痛みを伴う体験、助け合う体験、心を通わす体験を積むことで育つものがたくさ

んあります。子ども時代にしか育たないものがたくさんあります。大勢でいると煩わしい

ことや嫌なことも確かにたくさんあります。だからと言って、そこから逃げ出して何が育

つのかしっかりと見極めなければなりません。子どもの集団というものは、子どもたちを

健全に育ててくれる土壊のようなものです。友達と一緒にいることが楽しい、人の中にい

ることが楽しいと感じられるような人間に育つためには、子ども時代に大勢であそぶ体験

を持つことがとても大切です。

3、講座の様子

.rこま・コマ・独楽であそぼ！ J 
天気にも恵まれて、外で思いっきりコマであそぶことができました。 12名の参加者の

うち8名がコマをまわすのが初めてでしたが、スタッフの協力があって全員がまわせるよ

うになりました。スタッフが少なかったおかげで、子ども同士の触れ合いがあったことが

とても良かったです。
最初の頃、 6才の女の子が恥ずかしがってなかなか輸の中に入って来れなかったが、ス

タッフが一人着くことで最後には一人でまわせるようになって、とてもいい笑顔を見せて

いました。まわせる子が、まわせない子の面倒を見ていたのが、とても印象的でした。ま

わせる子も飽きないように、友達と一斉にまわしたり、技にチャレンジしたり、いろんな

コマを思い思いにまわしてみたりして、思いっきりコマまわしを楽しんでくれました。コ

マがまわせるようになった子は、何度も f見て、見て！ Jとせがんで来ました。子どもた

ちのコマをまわす構えが、とてもかっこよかったです。
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・「こまであそぼ！ J 
前回の「こま ・コマ・独楽であそぼ ！Jの講座に来てくれた子が、再び6人も来てくれ

ました。この6人は難しい技にどんどん挑戦していました。それと同時に、まわせない子

の面倒をよく見てくれました。スペシャルゲストとしてアメリカから来てくれた女性も日

本語は全く分からないけれど、日本の伝統的なあそびの独楽にとても感心していました。

コマを使って、伝承あそびの一つである「どこゆきJというあそびを しました。予想以

上にみんなエキサイトして楽しんでくれました。

今回は、参加対象の幅を広げてたのでお母さん方の参加もありました。お母さんも子ど

もたちに負けないように、コマまわしに奮闘していました。あそびというものは、大人子

ども関係がないということを本当に実感しました。

4、反省にかえて
今回2度にわたり、自分の講座を開くことが出来たのは、実行委員長はじめ実行委員の皆

さんやOBの先輩方や土井先生はじめ多くの先生方のご支援があってからこそです。無事

に講座を終えることができたことを皆さんに感謝します。

古きものに新しい価値を見出す創造力をこれからは、身に付けていかねばなりません。ま

さに温故知新です。これから 21世紀、新しい時代がやって来ます。そこで私たちがしな

ければならないことは、いかに子どもたちのために明るい未来社会を築いていくかを考え

て、行動していく ことです。明るい未来社会を ！
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

銅が金になる！？ 第 12回 9月27日（午後）

講座名
錬金術の秘密 アシスタントスタッフ数 5名

参加者数 1名

キャプテン名 中イ燦 悟； （理科専攻 4年）

指導教官名 漆戸 罪広タミ 教官

－講座のねらい

．委齢三金色になるとい3内・．意処な．事象に対．す．る．驚意取ら～・直然差益．裳の．お．も．しるさは．．

．気づ．き.....良味を．捧.：？..て.lま．し~－~o..............・…．．．．．．．．

・講座の展開

活動内容 注意すること、支援、その他 時間

導入

自己紹介をする

・自己紹介は、キャプテン、スタッフが 110分

先に行い、場の雰囲気を和らげる。

－実験室、薬品、器具の使用上の注意

展開（実験） ・危険な実験なので、薬品の扱いには特

1.銅が銀色、金色に変わる に注意する。 ｜実験

銅の表面に亜鉛をメッキし、バーナーで溶｜・スタッフは各実験ごとに担当を決め I1 

融させて合金（真鎗）をつくる。 ｜ ておき、他のスタッフの担当する実験 120分

が行われているときには、アシスタン

2.葉や布に電気が通る ｜ トにまわる。

試料の葉や布を脱脂し、表面に酸化還元触｜・使用した薬品は流しに流さず、必ず保｜実験

媒を付着させた上で、無篭解メッキ法によ｜ 存する。 12 

りニッケノレメッキを施す。

『銅が金色になるj f葉や布が金属の

ようになるj といった意外な事象に対

40分

3. 黒く金属メッキされた葉や布が赤く

変わる する子供たちの驚きを大切にしなが｜実験

2でニッケルメッキした試料を陰極、炭素｜ ら、錬金術がどのように始まり、伝え 13
棒を陽極として塩化銅（II）の電気分解を｜ られていったかを話すo I 40分

行うことにより、ニッケルメッキの上に更｜・これらの意外な事象が起こる化学的な

に銅メッキを施す。 ｜ 理由を考えさせる。

まとめ ｜・器具・薬品の片付けば、危険なものが 110分

・修了証を受け取る。 ｜ 多いので参加者には行わせず、スタッ

・時間があれば、感想を言ってもらう。 I フが行う。
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第四期信大 YOU遊サタデー遊学プラン

第 13回 11月8日（午後）

講座名 つくってみよう銀の鏡 アシスタントスタッフ数 6名

参加者数 6名

キャプテン名 中イ~ ~1筈 （理科専攻 4年）

指導教官名 漆戸 実区タミと 教官

－講座のねらい

鏡とん.~5.、．．王とも遺伝．と－~之身近な色の定実際に傍．る．こ．とによ及品．誕祭．を身近に感.C....... 

その麗自さぶ気付Y.~.て品・奥味を．も－~.：c.11.しk斗．．．

・講座の展開

活動内容

導入

自己紹介をする

展開（実験）

1. アルデヒドの還元性を利用した

銀鏡反応

試験管に硝酸銀とアンモエアの混合水溶

液を入れ、ホルムアルデヒドで還元して管

内壁に銀鏡を作る。

注意すること、支援、その他 時間

・自己紹介は、キャプテン、スタップが 110分

先に行い、場の雰囲気を和らげる。

－実験室、薬品、器具の使用上の注意

－危険な実験なので、薬品の扱いには特

に注意する。 実験

・スタップは各実験ごとに 2人ずつ担 I1 

当を決めておき、他のスタッフの担当 120分

する実験が行われているときには、ア

シスタントにまわる。

－使用した薬品は流しに流さず、必ず保

2.グルコースの還元性を利用した ｜ 存する。 l；実験

銀鏡反応 I I 2 

スライドガラスを硝酸銀とアンモニアの｜・どのような原理で鏡ができるのか、と I40分

混合水溶液に浸け、グルコースで還元して｜ いうことを、子供たちの興味を大切に

銀鏡を作る。 ｜ しながら、わかりやすく説明する。

3.マジックミラーの作成

2と同じ操作を、溶液の濃度や実験手順を

変えて行うことにより、マジックミラーを

作る。

まとめ

・修了証を受け取る。

・時聞があれば、感想を言ってもらう。

－実験を進めながら、 f昔の鏡は鏡職人

さんたちが、今自分たちが行っている l実験

のと同じ方法で作っていたJというこ 13

とを説明する。 I 40分

・器具・薬品の片付けは、危険なものが 110分

多いので参加者には行わせず、スタッ

フが行う。
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化学実験講座
銅が金になる！？錬金術の秘密（第 12回）

つくってみよう銀の鏡（第 13回）

中保悟（理科専攻 4年）

1. 講座を開くにあたって

『自然科学のおもしろさに気付き、興味をもってほしい。 Jこの願いを持って私は化学実験の講座を

聞きました。

この講座は中学生以上を対象として行ったものですが、小学校の頃は理科が好きだった子でも、中

学校、高校に上がる頃から理科が嫌いになる傾向があるようです。その理由のーっとして、実験や自

主的な探求活動に費やされる時間が、少なくならざるをえない現状があるように思います。特に受験

．生ともなると、暗記や問題集の取り組みが中心になり、理科は難しいもの、わからないもの、という

ことになってしまい、また、机上の理論が理科の中心であるようなイメージを受けやすくなります。

しかし、本当は自然科学とはそんなものではない、実験あってこその自然科学であり、私たちにと

って、とても身近でおもしろいものです。その事に気付いて欲しいというのが私の願いでした。

従って、用意した講座の内容は、見た目におもしろく、鮮やかな化学反応であり、しかも中学校、

高校で子どもたちが学ぶ科学理論の内容を多く含むものとしました。特に鏡作りの講座では、日常生

活で、当たり前につかっている鏡というものをテーマにとりあげ、学校で学ぶ化学が、身近なものの

中に生かされていることを実感して欲しいと考えました。

2.講座に取り入れた内容［（ ）内は学校で学ぶ関連事項を示す］

「銅が金になる！？錬金術の秘密j講座

・電解、及び無電解メッキ（中学3年「イオンj、高校化学「無機化学、イオン化傾向J) 

・溶融による合金の作成（中学2年「原子と分子J、高校化学「無機化学、融点J) 

・スズーパラジウム触媒による試料の感受性化、活性化（高校化学『酸化還元反応J) 

「つくってみよう銀の鏡j講座

・アルデヒドによる銀鏡反応（中学3年「イオンJ、高校化学『有機化学、アルデヒドの還元性J) 

・スズーパラジウム触媒による試料の感受性化、活性化（高校化学「酸化還元反応J) 

・グルコースによる銀鏡反応（中学3年「イオンJ、高校化学「有機化学、直鎖状グルコースJ) 

・銀イオンのアンミン錯体生成（高校化学「無機化学、錯イオンJ) 

3.参加者の取り組みの様子

錬金術の講座では、対象を中学生以上にしたためもあり、参加者が 1人だけだったので、心細く思

うのではないかと、とても心配でした。しかし当日は、開会式の前から早くも打ち解けることができ、

実験がうまく行ったこともあって、とても喜んでくれました。

実験中、こちらで用意していた「見せ場J以外にも、化学のおもしろさ、楽しさに数多く触れるこ

とができ、よかったと思います。閉会式の成果発表では、ビニール袋に入れてあった作品（金色にし
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た鋼板や、金属メッキした葉、布など）を自分から取り出して見せてくれました。

この時の参加者は中学1年生の男の子だったのですが、講座の終わりに、次（第 13回）も化学実

験の講座を開くと聞くと、 「次は友達を連れてくるJと言ってくれました。そう言ってくれただけで

も嬉しかったのですが、鏡作りの講座のときに本当に友達を連れてきてくれたので、私をはじめスタ

ッフたちの感激はたいへんなものでした。参加者の子が充分に楽しんで満足してくれた、何よりの証

ではないかと思います。

鋭作りの講座は、この中学生2人に、大学見学希望の高校生3人と、一般の方 1人をあわせて6人

の参加がありました。一般で参加された方は、本当は子どもが鏡作りの講座に参加したかったのだが、

小学生で参加できなかったので、ご自分1人で来られたとのことでした。

高校生3人は、最初「受験生で、この学部を受験するので見学したいと思って来たが、化学には興

味がないJということだったので、どうしょうかと戸惑いましたが、実験をしているうちにだんだん

楽しくなってきたようで、 fわーっJと歓声をあげてくれるところもあって良かったと思いました。

2回の講座で、共に参加者の「お一つJとか fゃったーJという歓声を数多く聞くことができ、と

ても楽しんでくれたようで、良かったと思います。後日送られてきたアンケートにも、とても楽しか

った、ということが書かれていました。

4.スタッフの取り組みの様子

2回の講座で扱った内容は、共にかなりレベルの高いもので、スタップにとってはたいへんな苦労

になってしまいました。

反応を鮮やかに起こさせるため、使用する薬品の濃度や温度を細かく調整し、器具の洗浄にもたい

へん気をつかいました。事前の打ち合わせや予備実験も何回も行い、特に鏡作りの講座では、前日の

夜 10時までかかりました。そのような大変な作業だったわけですが、皆、非常によく動いてくれま

した。スタッフに書いてもらったアンケートを読むと、準備は大変だったが参加者の皆さんが喜んで

くれてやりがいがあった という感想をもってくれたようで、キャプテンとして大変嬉しく思いまし

た。

また、今回の講座の準備を通して、化学実験の際に配慮すべきこと（事前の準備、薬品の調整や管

理の仕方、反応を鮮やかに起こさせるための工夫、事故を防ぐための安全管理、事故が起こってしま

ったときの対応への配慮、など）を数多く学ぶことができ、私たちキャプテンやスタッフにとっても

成長の場となりました。特に来年教育実習に行く 2年生にとっては、大変勉強になったことと思いま

す。

5.講座を通しての成果・反省及び今後の課題

2回の講座共に、参加者が大変喜んでくれたということが、何よりの成果ではないかと思います。

錬金術の講座の時の唯一の参加者が、次の講座の時に友達を連れてきてくれたこと、また、化学に興

味がなくて鏡作りの講座に参加した高校生達が、実験を進めていくうちに歓声をあげるほどに楽しん

で興味をもってくれたことなど、当初抱いていた『自然科学のおもしろさに気付き、興味をもってほ

しいJという顕いにもかない、大きな成果と言ってよいと，思います。また前項にも述べた通り、私た

ちキャプテンやスタッフにとっても多くのことを学ぶことができました。
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この講座を開くにあたっては、理論的に難しい部分が多く、薬品や器具の用意も大変でしたが、理

科教室化学科の漆戸邦夫先生、村松久和先生、勝木明夫先生、及び地学科の岩井邦中先生より多大な

御援助を賜り、滞りなく準備等進めることができ主した。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

それから反省点についてですが、参加者、スタッフとも限定しすぎたということが挙げられると思

し、ますユ

この講座では中学生以上を対象としましたが、鏡作りの講座では小学生の参加希望者も多かったよ

うです。他講座に参加した小学5年生の子が、本当は鏡作りの講座に参加したかったけれども小学生

なので参加できなかったということで、 2年後も鏡作りの講座をやって欲しいと言っていた、という

ことをその講座のキャプテンから聞きました。

対象を中学生以上に限定したのは、前述のようなキャプテンとしての願いもあり、また実験そのも

のが危険なものでもあったからですが、こちらの思惑にこだわりすぎ、子ども達の希望に反する結果

となってしまったように思います。また、スタッフも化学の知識のあるメンバーで、かためてしまいま

したが、できれば他学科のスタッフの参加も積極的に受け入れ、輪を広めていければよかった、と感

じました。

今後も化学実験の講座を引き継いでくれる後輩達がし、れば、このような課題を是非解決して、子供

から大人まで、誰もが楽しめる講座としてくれるよう、願って止みません。

、

:•J I 
畠‘・F I 
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

第四回 11月8日（午後）
講座名 気分はめいたんでい アシスタントスタyフ数 8名

参加者数 16名

キャプテン名 平林 徹 （数学専攻3年）

指導教官名 宮崎樹失 教官

・講座のねらい

オリエンテーリングなどの活動から、名探偵の気分になりきる。また、友達と協力、
しあいながら、大学の中がどうなっているのか、見ていくことができる。

・講座の展開

活 動 内 容 ｜注意すること、支援、その他 時間

1. 自己紹介をして、早速事件の概要を知｜ ・ N202で自己紹介をする。ここが探偵 I1 o 
ろう。 ｜ 局になる。スタッフは一緒に行動はす

・事件が解決できたらいいな。 ｜ るが、あまり手を出さない。

2, 1調査開始。

・これはどう読むんだろう。

・この講座ではこんなことをやってる

んだ。

－この暗号は難しいなあ。

2,2犯人特定。

・この人が犯人だ。

・この人はどこにいただろう。

2,3犯人からの挑戦。（部屋の調査）

・よく調べてこよう。

－わかりやすく絵も書いておこう。

3.修了証発見。

・あった、これだ0

・とうとう捜し出したぞ。

4.修了証授与0

・ゃったあo うれしいな。

注意事項。

70 

－出発時に犯人からのパズルを解き、答

えられたら暗号を渡す。そして、 6講

座＋重さ当てのアトラクションをま

わりながらスタッフの名前を記録し

ていくようにする。集めた7つの暗号
I 1 o 

を持って探偵局に戻るようにする。

• 7つの暗号の中に一つの文字を書いて

おき（と、さ、か、た、け、ひ、と）

登坂くんの名前を特定し、どこにいた I1 o 
のかを思い出せるよう指示する。

・一つの部屋を隅まで調査する。そのあ

と、調査した部屋のことについての質 I1 o 
聞に答えられるよう助言する。

・犯人の出す質問に答えたら、修了証の

在処を書いた暗号を渡す。その場所を I1 o 
確定し、捜す0

・時間の中でどこが良かったかを見つ

けて、声をかける。

・黄色い腕章（スタップ）を見つけたら、その人の名前を必ず聞くこと。 （情報収集）

・学校内は走ってはいけない。 （探偵は冷静かっ迅速に）

・すぐに暗号をもらえるわけではない。 （ある時には講座に参加せよ）
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気分はめいたんでい
平林徹（数学専攻 3年）

1.講座設定の理由

どんな講座を開こうかと考えていた私でしたが、さて、何をやったらいいのやらと考

え込んでしまいました。どうせやるのなら今までやったことのない講座にしよう、と考え

てたため、なかなか思いつきません。思いつかないまま、家に帰ってテレビをつけたe と

そこに推理もののテレビが放映されていたのです。

近頃、テレビでは『名探偵コナン』や『金田一少年の事件簿』などの推理マンガが流

行っています確かに面白くてついつい見てしまいます。その中で、事件などを解決した

ときに、 「この推理は僕にもわかったぞJというように見ている人々が共感できるのはと

ても興味深いと感じていました。こんなことが実際に体験できたらどんなに興奮するだろ

う、という思いが私の脳裏に浮かびました。 「そうだ、みんなが名探偵になって事件を解

決しよう」と考えてこの講座を設定しました。

2. 目標と事件設定

この講座の目標は次の 3つになりました。

①身の回りのことに注意して、考えて行動する。

②チームが協力して事件を解決する。

③他の講座が何をやっているのか把握する。

しかし、当日の姿になるにはかなりの時間を要しました。名探偵という こともあり、事

件を設定しなければなりません。スタッフと考えた結果、このようになりま した。

f 11月7日金曜日ιY0 U遊サタデーの前日。この講座の一番重要な修了証が盗まれ

た。盗まれた時間は午後7時から 9時の間。授業は終っているため、次の日の準備をして

いるY0 Uサタスタッフ以外はこの学校にはいなかった。また、 7時から 9時までの聞に、

この学校に忍び込んだ形跡はない、と守衛さんは話している。修了証がないとこの講座は

終ることができない。君たちが優秀なY0 Uサタ探偵事務局の局員と して依頼する。ぜひ

犯人を特定し、盗まれた修了証を取り返してほしい。J

このことから、犯人はY0 Uサタスタッフの中にまぎれ込んでいる、ということにな

ります。ということで講座に入っているスタップの名前を記録するようになりました。オ

リエンテーリ ング方式という形をとり、 他講座が何をやっているのかを知りながらスタッ

プの名前を記録していくことになりました。ただ講座をまわるだけではつまらない、いく

つかの講座には参加もしようということで、パフィーの講座には実際に参加し、スライム

の講座では材料を調べて答えることにしました。

3.取り組みの様子

対象年齢を決めなかったことで、たくさんの子どもたちがこの講座に来ま した。最初

はざわざわしていた子どもたちも、状況を聞くと、 「これは迷宮入りだJ 「誰が犯人なん

だろう」 「絶対犯人を特定してやるぞj という意欲を持ちはじめたように、私もピリピリ

と感じてきました。中にはキャプテンが話していることを、もうすでにメそしている子ど
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もまでいました。最初の暗号が配られたとき、それを見る子どもたちの自はとても生き生

きしていました。その暗号を解読し、次に行く場所がはっきりと分かると、すぐに行きた

がりますが、チームの中で目隠しをしている人がし、るため、すぐには行けませんc 急ぎな

がらも協力して一緒に行動していました。スタッフは子ども 3人に l人としづ割合でした

が、スタッフが先導するのではなく、チームの一員という感じで・関わっていました。パフ

ィーの講座では恥ずかしいながらもダンスを踊っていましたコ講座をすべてまわると、そ

の暗号からある一人の名前が浮かび上がります。今まで記録した名前と見比べて、その名

前が犯人だとわかると、犯人がどこにいたのかを思い出して、また捜しに出かけていきま

した。その犯人は登坂くんでしたが、犯人を捜し出し、犯人のだす問題（部屋の調査）を

すべて答えると、もう大急ぎで盗まれた修了証を見つけに行きました。見つけたときには

「見つけたよJと言って嬉しそうな顔でいそいで教室に戻っていきました。

4. この講座を通 しての反省

本当に講座が開けるのだろうかと考えていましたが、スタッフの皆さんが手伝ってく

れたので、なんとか講座になりました。 「地図はどうするのJ 「時間は大丈夫かJ fメモ

帳はどのような形にするのかJという細かい所までの指摘があったので事前の準備は良か

ったと思っていました。しかし、当日では最初の暗号がスタッフにもわからずに時間がか

かってしまい、時間的に足りなくなってしまいました。速いチームと遅いチームの差がは

っきりしてしまい、皆さんにも申し訳なく思っています。最後は走っていて疲れていまし

た。子どもの声にも「疲れたJというほうが多かったようです。もっと時間に厳しくして

いきたいと思います。また、暗号が全部入手できないチームがあったため混乱してしまい、

どうしたらし、いか迷っていました。そんなときの対応が必要だとも思いました。

しかし、たくさんの笑顔が見られたことはとても嬉しかったです。大事なのは子ども

の中にどれだけ感動を残すことができるか、ということだと思います。この講座を聞いて、

考えている真剣な顔、解いた笑顔、走って疲れた顔のすべてが見られて良かったのではな

いでしょうか。他の講座のスタッフ全員がこの講座のスタッフであるため、協力なしでは

成立しません。皆さんに感謝したいと思います。 とくに登坂くんには犯人役をしていただ

き、ありがとうございました。
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

第 12回 9月27日（午後）
講座名 どーんとうどんを作ってみよう アシスタントスタッフ数 6名

参加者数 10名

キャプテン名 平林 徹 （数学専攻 3年）

指導教官名 宮崎樹夫教官 粟津原宏子教官

－講座のねらい

小麦粉から自分でうどんを作ってうどんを食べることにより、できたという達成感を

感じることで、何にでも挑戦するという心を持つことができる。
－講座の展開

活動内容

1. 自己紹介。

－みんなと頑張ってうどんを作る
ぞ。

2. こねる0

・ボールに小麦粉を入れ、ぬるま湯
を少しずつ注ぎながらこねる。ど

んどんこねる。まとまってきたら
袋に入れて足でこねる。できたら

打ち粉をしてねかしておく。

3.のばす0

・打ち粉をまぶして棒などにくっつ

かないようにのばす。厚さ 2ミリ

ぐらいで。できたら 4つまたは6

つ折りにしておく。

4.切る0

・打ち粉をたくさんしておき、生地

をのせ、切る。自分が麺と感じる
くらいなら多少太くてもよい。

5. ゆでる0

・少しずつゆでる。さし水を入れ、
いいころあいで上げて、冷水にさ

らす。手を入れてはいけない。ざ

るを動かす0

・ざるにもり、のり、ねぎなどをの

せる。

6.食す0

・自分で作ったもの、友達の作った

ものを食べ比べるのもよい。
7.修了式、後片付け。

－片付ける。

注意すること、支援、その他

O自己紹介をして、交流をはかる0

・あらかじめ、作る台の場所を決めて
おく。自己紹介が終了したらその台

にすばやくつれていく。

0やり方などを書いて壁にはっておき、
いつでもやり方がわかるようにする0

．小麦粉が散らばらないようボールを

固定しておく。お湯は少しずつ入れ
ていく。背の小さい子には踏み台を

用意しておく。

0生地が平らになるように補助する。

－生地が多い場合は2つに分ける。台

はきれいにして使う。形がくずれて

も補助で何とかする。見本をキャプ

テンが見せる。
0ここはゆっくりやるよう指示する。

・包丁に特に気をつける。持ち場は離

れない。いらないものは片づける。
最初はスタッフが見本を見せる。

・のばしている途中で、ゆでるお湯の

用意。
Oぱらぱらといれる。お湯に注意。ゆで

具合は一緒に見る。
・前日にねぎを切っておく。

0うまくいった点などスタッフがほめ

時間

10分

40分

15分

10分

5分

る。つゅはゆでている時に用意する。 120分
O家庭でもできることを伝え、またやっ

てみるよう勧める。

0とにかく、ほうき、雑巾、モップ、総

動員。

残り
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どーんとうどんを作ってみよう
平林徹（数学専攻 3年）

1.講座設定の理由

YO U遊サタデーに何回か参加しているうちに、 f自分で講座を開きたいJという思い

が浮かんできました。これは去年の秋から私が考えてきたことです。感動しでもう一度や

ってみたい、という思いを子どもが持って欲しいという考えがありました。そこで考えた

のが食べ物という講座です。手軽で、しかもおいしく作れるものがいいと思いました。ま

た、たくさんある食べ物講座の中で、主食などがあまりないということに気がつき、自分

たちで作ったものをそのままお昼ご飯にしてしまおうという考えが浮かびました。そばと

いう講座が前例としてありましたが、私はそばというものを作ったことがありません。そ

れに、はっきり言ってそばは難しいのです。そこで考えたのがうどんです。私が大学2年

のときに、生活科という教科のなかで、うどんを小麦粉からちゃんとこねて作ってみまし

た。最初は難しいと，思っていたのですが、やってみると案外簡単でおいしいということが

わかり、これはいいと思ってすぐに決めてしまいました。

2.前日までの準備

うどんを作ると簡単に考えていた私に待っていたのは、質問の連続でした。 fすべての

行程を2時間以内でできるのかJ f作業がバラバラになってしまわないかj f子どものカ

でこねることができるのかj f第一にちゃんとしたうどんが作れるのかJなど、自分自身

でもやめてしまおうかな、とも思うくらいでした。今まで前例があまりない講座なので、

問題はたくさんあります。一つずつ解決していくしかありません。

のし棒や台は幸い調理室にありました。調理台に手が届かない子どもに対しては体育科

から踏み台を借りてきて解決しました。一人分の量がどのくらいか、ちゃんとしたうどん

が作れるのか、時聞は大丈夫かという問題に対しては、教材研究をかねて、 2回の練習を

行いました。その結果、一人分は約小麦粉200グラムという結果になりました。時間に

ついてはなんとか2時間でまとめられました。薬味はどうするのかという問題については、

のり、ねぎ、わさび、天かすにしました。行程と必要なものを書いた模造紙を作り、いつ

でも見られるようにしました。何か少しでも問題があると、それについて考えていくよう

にして、準備を進めていきました。

3.取り組みの様子

子どもたちは最初、 「本当にできるのかなあJと疑問に思い、不安がっていましたが、

こねていく場面になると子どもたちの目つきが変わってきました。一人の子は年長でした

が、こねていく回数と比例して、顔つきが柔らかくなってきました。こねていく途中では

みんなが手を真っ白にしながら笑顔でがんばっていました。すこし固い生地も二人で協力

していきました。足でこねていくときには、 f何か気持ち悪いj と言いながらゆっくりと

こねていました。のばしてして場面では、子どもたちだけではうまくいかないようでした。

そこでスタップが「魔法をかけますJと言つてのばしていくと、それを見ていた子どもた

ちが「こんなにも大きくなるんだ、すごーしリと言って喜んでいました。切る、ゆでる場

面ではスタッフが気をつけていたので一人のけがもなく、順調に進んだと思います。
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食べる時になると、子どもたちみんなが用意しておいたタッパーに自分のつくったうど

んを少しですが入れていました。なぜなのか聞くと、 「家に帰ってみんなに食べさせるJ

と言っていました。家でもやってみようという感動が伝わったのではないでしょうか。

私はみんなの状況をはかるために自分の分のうどんは作つてはいなかったのですが、あ

る一人の女の子が私の分まで残しておいてくれました。写真係の人も「おいししリとし、い

ながら食べていきました。

4.講座での反省

うどんを作っていく時はよかったのですが、そのつゅのことについては何も考えていな

かったというのが事実です。そのうどんのつゆが濃かったせいか「のどがかわいたJと水

を飲む姿がみられました。子どもから少しお金をもらっていたので、お茶を用意しておけ

ばよかったと思いました。また、こねる時に足を使うのですが、そこでビニール袋を使い

ます。そのビニール袋が子どもの踏みかたによって破けてしまいます。ビニーノレ袋をたく

さん使うので、 「大切に使おうj といったら子どもが「いいよいいよJと拒否してしまい

ました。うどんを作ることよりもまず環境に気をつけたほうがよかったのかもしれません。

私は作るのも大事ですが、片付けるのも大事と思ってちゃんと片付ける時間を設定して

おきました。けれども作るのに精いっぱいで片付ける時間にはもうあと 5分ぐらいになっ

ていて、急いで片付けても時間が間に合わなく、結果的に閉会式に遅れてしまう、という

ことになってしまいました。

それでも 2人でうどんを作り上げていく姿には、とても感動しました。協力して作って

いくことで、紳が深まったと思います。子どもたちもスタッフの皆さんも fおいしいJと

絶賛していました。いままで教材研究で作った2回のうどんよりもおいしかったとスタッ

フは言っていました。もし、今度うどんを作ることになったら、時間的にも余裕のあるよ

うにしたいと思っています。
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

よε:=rょεごZ 第 12回 9月 27日（午後）
講座名 ラ2、〉〆キ与ノ『ミシ／ アシスタントスタッ7数 4名

参加者数 10名

キャプテン名 唐木紫織 第 13回 11月8日（午前）

話琴オ℃房~1長己子L （家庭専攻3年） アシスタントス'h7数 7名

指導教官名 荻原臆至教官
参加者数 1 4名

－講座のねらい

火を使わずに、パンをつくるという、体験を通して、家庭科、理科、技術科など、さま

ざまな方面に興味を持つことができる。
－講座の展開

活 動 内 ~』::1" 注意すること、支援、その他 時間

・自己紹介 ・自己紹介をして、みんなと友達になろ

フ。

＊小さい子どももいるので、キャプ 1 5 
,) 

テン・スタップから行う。
－作り方の説明 －作り方を知ろう

＊模造紙にしたがって、模範を見せ
1 5 

ながら、作業の手11債を説明する。

－各グループに別れて、パンを作る
・スタッフのお兄さん、お姉さんと一緒

においしいデ、ンキパンを作ろう。

＊スタップは、安全面に十分注意す 40 
る。

・試食
・自分の作ったパンと、紅茶で楽しいお

茶会をしよう。

＊スタッフは、子どもたちの聞に入

り、みんなが仲良くできるよう配

慮する。 20 

＊良くできた点を認める。

＊紙芝居で、デンキパンが何故でき

るかを説明する。

－片づけ ・それぞれつかったものをきれいに片

づけよう。
20 

＊全員が片づけに参加できるよう

配慮する。

－修了式
－修了証を受け取ろう。

＊修了証を渡すときに必ず、声をか

ける。 1 0 
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モ コモコデンキパン

唐木紫織・清水麻紀子（家庭専攻3年）

＊講座を開設するにあたって

私が小学校2年生の頃、担任の先生の指導のもと「デンキハンJというものを作ったロコ

ンセントを入れるだけで、みるみるうちに生地が膨らんで、きたことがとても不思議で、今で

も印象に残っている。これをY0 Uサタで行えば、子どもたちも興味深く取り組めるのでは

ないかと考え、本講座を開設した。

何かを学ぶ上で、子どもたち自身が実際に体験してみることで「不思議さJ 「疑問j を感

じたり、出来たことに喜びを感じることは、とても大切だと私達は考えるe 子どもたちは、

モコモコと膨らむハンを見て「何故ハンが膨らむの？J 「どうして電気でできるの？Jとし、

った疑問を持つであろう。そして、自分で、ハンが作れたという喜びを得るだろう。このよう

な疑問や感動から、いろいろな方向に興味をもってもらいたいと考える。

＊第 12回について

－教材研究および教材づくり

通常のホットケーキでは、牛乳を使うところ、今回は水を用いた。これは、牛乳よりも水

の方が電気を通しやすいと考え、実際に牛乳のものと水のものを比較してみたところ、若干、

水のものの方が膨らみが良かったからである。また、牛乳のものは、時間が経つにつれて固

くなっていたのに対して、水のものは、それほど変化が見られなかった。よって、水を使用

することにした。また、よりソフト感をだすために、通常の分量よりもやや大目の水を使用

すーることにした。

卵に関しては、入れたものと入れないものを比較し、膨らみにはあまり影響がなく、卵を

入れたものの方がよりおいしく感じたので、使用することにした。

具については、クルミやアーモンドなど、固形のものはなるべく小さく、ココアハウダー

などは量を加減しなければならない。これは、固形のものが生地の中に混ざることによって

電気を通しにくくし、生焼けが生じる可能性があるからである。

それぞれの分量については、 一度に食べられる量を考え、設定した。

実際に行う手順を考える上で、最も大切なことは、安全性であったs今回のこの講座では、

電気を用いるため、感電 ・漏電には、特に注意しなければならなかった。そこで、 「手順を

必ず守ることj 「濡れた手では絶対に触らないことJなどを子どもたちに守らせるよう、ス

タッフに徹底するとともに、模造紙にわかりやすく提示することにした。

－当日の様子

家族（母子 ・兄弟）で参加してくださった方が多く、最初からなごやかな雰囲気であった。

そんな中で、一人で参加してくれた子どもたちは、恥ずかしそうにしていた。しかし、デン

キパンを作り終わるころには、スタッフともすっかりうちとけ、そのはしゃぎぶりはすごい

ものであった。作っているときは、 「これでいいの？j とスタッアの顔や、同じ班のお友達

のものと見比べながら、真剣に取り組んでいた。具を入れる時には、 「これとこれを入れて
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みようJと、自分で工夫して行っていたo

作業は、安全面に最も注意をして行う必要があったが、どの子どももみな、スタップの助

言のもと安全に行うことができた。子供2人にスタッフ 1人といった斑の構成で行ったのが

良かったのかもしれない。パンがモコモコと膨らんでくる様子に、歓声を上げる子、真剣な

まなざしで見つめている子、他の斑のパンも気になって覗きにいく子など様々であったが

みなとても興味を持ってくれているようであったo 全員が成功し、自分で作ったという喜び

と満足感も加わって、おいしく試食を行うことができた。中には、家族へのお土産として自

分の分を半分持ち帰る子どもも見うけられた。

しかしながら、最後の片づけができない子がおり、その対応に困惑しているスタッフもい

た。そのような子にどう対処していけばよし、かが、繰題として残ったように思う。

＊第 13闘について

－教材研究および教材づくり

第 13回で、新たに取り組んだことは、デンキパンができる仕組みについての説明をしよう

と試みたことである。これに関しては、講座の対象が、小学 1年からということもあり、最

初は f理解することができるだろうか。 Jとか、 「説明をしても興味を示すだろうかJとい

った不安があった。しかし、 「なるべくかみ砕いて、わかりやすく簡潔にJを心がけ、とに

かくやってみようと、いうことになったo そして、なるべく多くの子どもたちに興味を示し

てもらいたいと考え、低学年の参加者が多かったこともあり、 1枚．の大きな画用紙を使って、

切り込みをいれたり、説強ばさみや、ビニールテープなどを用いて、絵全体を実物に近づけ、

さらに動きをつけるようにした。

今回の、教材研究で、最も課題となったのが、事前の試し作りで、調理室の後ろ半分のプ

レーカーが落ちてしまったことである。当日の各グループの進度や、電気の入れ方によって

は当日もブレーカーが落ちてしまう可能性が 0とは言いきれなかったため、電気を入れる段

階だけ、 3グループだけ、各グループのスタッフの指導のもと、部屋を移動することで対応

することにした。

－当日の様子
今回も、兄弟や家族で参加された方が多かったが、 YOUサタ1をきっかけに少しでも多く

の友達を作ってもらいたいという願いから、グループ分けをあえて、それぞれ、初対面の子

ども同志にしてみた。すると、はじめは、各々恥ずかしさから、戸惑う面も見られたが、実

際に活動に入り、時間の経過とともに、徐々に同じグループの子ども同志が話しをするよう

になり、仲良くなっていったように思ふ

今回、初の試みであるLデンキパンのできる仕組みの説明に関しては、全体的に、静かに

一生懸命聞いていてくれたように思う。しかし、理解できたかどうか、また、それによる子

供に与える影響は何なのかなど、これからの課題となる部分もあったのではないかと感じたc

部屋の移動も、スムーズに行うことができ、ブレーカーを落とすことなく、無事に活動を

終えることができた。
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＊まとめと反省、次回へ向けて

今回のこの講座は、初めての開講ということもあり、教材研究をする度に課題や問題点が

出てきたように思う。しかし、それらの課題を少しづつでも解決し、講座にのぞむことがで

きたと思う。また、第四回・第 13固と連続して開講したわけだが、それぞれにおいて、で

きる限りの努力をし、第12固から第 13回にかけては、少しではあるがレベルアップするこ

とができたのではないかと考えている。

しかし、第13回における直前でのトラフツレなど、まだ、いくつかの課題が残っている。ア

シスタントスタッフと連絡の取り方や、準備段階での取り掛かりの時間など、これからまた、

改善していきたいと考えている。

講座に関しては、子どもたちが、デンキパンを作るという体験を通して、テ。ンキパン自体

にとても興味を示し、楽しんでいたようにみえた。この講座での体験が、それぞれに興味を

持った方向（たとえば、どうしてパンが膨らむのか（家庭科〉なぜ、パンに電気が流れるの

か（理科 ・技術科〉といった、様々な方向） への発展へつながっていけば幸いである。
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第四期 信大 YOU遊サタデー遊学プラン

講座名 カン カンアイスクリーム 第 12回 9月 27日〈午後）

キャプテン名 長田 ℃J、ろ弓み（家庭専攻 4年）
アシスタントスタッ7数 8名

参加者数 16名

指導教官名 渡辺敏明教官 入江建久．教官 活動場所 N104教室

・講座のねらい

アイスクリームっくりを楽しみながら、氷と塩を混ぜることによってアイスクリ｝ムが

固まるくらい冷たくなるという不思議さを味わってほしい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

－講座の展開

時
子どもたちの活動内容 キャプテン・スタッフの支援 教材

間

15 0あいさつをする 0 f名前を呼ばれたら大きな声でお返事を アイス99-A

・グループの友達やお兄 しよう！ J －蓋っき缶

さん、お姉さんと仲良 －子ども二人につきスタッフが一人つく －氷、塩、

くなる －卵黄、砂糖、

牛乳、生川

0手を洗う 0 f食べ物をつくるときに一番始めにしな -A 
くちゃならないことは何だったつけ？ J ・かき混ぜ用

30 
割り箸

0アイスクリームのつく 0キャプテンがアイスの作り方を一通り ・ラップ
り方を大まかに知る 子どもたちにやってみせる • ・J（ムテーフ．

・作り方の絵を黒板に予め示しておく ・ピニル袋

0アイスクリームを作る o r次は何をすればいいのかなj
－断熱材（アル

ミマット）
・氷と塩はたくさんつめるよう励ます －皿、ス7-:t 

30 0缶を転がして遊ぶ 0仲良く、けがのないように遊ぶことがで 遊具
・子どもたちが自由に考 きるか見守る（於ロピー） －板（滑り台
え出した遊びを楽しむ －実験を始める 用）

25 0缶を聞けてみる 0アイスクリームをお皿に盛る
・ヘ0 ＇トrトル

－ピニjレテープ．
・手を洗う ・ラフフ・の筒
－固まったアイスクリー －大きな缶
ムを食べてみる

0片づける o r机の上はきれいになったかなJ
片付け

－ぞうきん

10 0実験を見る 0実験の結果を見せる
－バケツ

・氷と塩を混ぜた方は缶 ・アイスクリームの材料の代わりに水を －ごみ袋

の中の水が凍るという 使い、氷だけで冷やしたものと、氷と塩

不思議さを味わう を混ぜたもので冷やしたものとの違い

を示す

10 0修了証をもらう 0 「ありがとう Jのあいさつをみんなです －修了証
る
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カンカンアイスクリーム

長田ひろみ（理科専攻 4年）

1.講座を聞くにあたって

この講座は何回も繰り返されてきた人気講座である。しかし、今回は低年齢の子ども（幼

児～小学校1・2年生）の参加者が大半を占めたため、様々な配慮が必要であったo 具体的に

は、子どもたちの身長に合わせて低い机を用意したり、字が読めない子のために動物の絵を

描いてグループ分けをしたり、アシスタントスタッフ数を多くして子ども二人につき一人の

スタッフがつくなどした。

また、事前にスタッフが集まり、アイスクリームの試作を何回も行ったo そのなかで、缶

の大きさとアイスクリームの出来具合の関係、作るときにどこが難しいのか、どうやって缶

を転がしたら子どもたちが飽きずに遊べるのかを考えていったo その結果、ミルクの缶の中

に入れる缶が小さすぎるとアイスクリ｝ムが固まらないことがわかったり、いろいろな遊び

（ペットボトルのボ｝リング、滑り台、カーリングのようなゲ｝ムなど）のアイデアが生ま

れた。

また何よりもよかったことは、スタッフ同士が ra歳児には缶が重過ぎるから足の上に落

とさないようにしなきゃj とか、 fガムテープは扱いが難しいからゆっくり励まそうJなど

と自分の発見をお互いに教えあったことであり、これが講座の中でとても生きた。

2.カンカンアイスクリ｝ムについて

この講座のアイスクリームが固まるのは、氷に塩を混ぜることで凝固点降下がおこり、結

果的にアイスクリームの缶を冷やすという非常に難しい原理による。しかし、今回の参加者

が幼児主体ということもあり、 f氷と塩を混ぜることによりとても冷たくなるj という現象

の不思議さを味わうことにとどめた。

3.子どもたちの様子

子どもたちは大好きなアイスクリームを作るということもあって、たいへんな勢いで製作

を行った。特に、アイスクリ｝ムの缶を転がす段階になると待ちかねたようにロピーに飛び

出していって遊び始めた。次々といろんな遊びを考えついて遊ぶ子どもたちの様子に、講座

前の『子どもたちが缶を転がすことに飽きてしまったらどうしようJという心配もふきとん

でしまったo 創造カ次第でいろいろなことができるような遊具をたくさん用意したのがよか

ったようだ。子どもたちは年齢・性別・性格の差があっても、遊んでいるうちにすっかり仲

良くなりスタッフともうちとけていった。

最後に自分遼の手で作ったアイスクリームを満足げに食べおわりほっと一息ついた子ども

たちの前に、氷だけで冷やした水と、氷と塩を混ぜたもので冷やした水を示した。後者の水

が凍ってしまった様子に子どもたちは fうわ－Jと驚き、実際に触れてみたいと身を乗り出

した。目で見て、次に自分の手で氷に触れて冷たさを実感した子どもたちは「氷と塩を混ぜ

るととても冷たくなるんだj という発見に少し興奮気味だった。
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4.講座を通して感じたこと

スタッフが子どもたちととてもいい関わり方をしてくれたため、子どもたちの笑顔に固ま

れて講座を終えることができた。アイスクリームを食べる前に、子どもたちが自発的に「手

を洗うんだよねJと水道へ向かう様子が見られたのは、スタッフが常に f次は何をするの？

Jと、子ども自身が考えて行動することを助けるような芦がけをしてくれたことによる。

また、危険のないようにしっかりと準備をした場（環境）を用意し、適切な助言をすれば

、たとえ幼い子どもでも想像以上にいろいろな作業ができるということを実感できた。

最後になりましたが、この講座を開講するにあたり多くの人の協力があったことに感謝い

たします。ミルクの缶をたくさん持ってきてくださった土井進先生、快く棺談にのってくだ

さり、たくさんのおもしろい科学実験を紹介してくださった渡辺敏明先生、凝固点降下の原

理についてわかりやすく教えてくれた理科のスタッフ、缶を転がす滑り台用の板を快く貸し

てくれた技術科木工研究室のスタッフ、クーラーボックス、コ｝ヒーの缶やベットボトノレを

集めてくれたY0 Uサタスタッフなど、大勢の方の協力によってカンカンアイスクリームは

開講することができました。本当にありがとうございました。
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第四期信大Y OU遊サタデー遊学プラン

第 13回 11月 8日（午後）

講座名 本日 わ た あめ屋さん 一 アシスタントリッ7数

参加者数

キャプテン名 宮下 耳念（理科専攻 院 2年）

指導教官名 巽 勇吉 教官

－講座のねらい

身近で手に入る材料を使って、楽しいことをする。

.. h-.と．助！？．合~J：作業す~｛＞＿ζどを．通＿I:--＿－：（，＿＿協調位を養うん王去し之工焦t"ゑ旦．．．．．．．

・講座の展開

10名

16名

活動内容 注意すること、支援、その他 ｜時間

① 自己紹介

全員の前で一人ずつ自己紹介する。

② 作業手順の説明

・キャプテン、スタッフ、子供の順番で I15分

行う。緊張している子供をリラックス I5分

させる。

今日何をするのか説明を聞いて、見 ｜・ キャプテンが説明をする。スタッフは

通しをつかむ。 どのグループの担当か確認。 I 60分

③ 作業開始 ・安全に留意する。特に缶に穴を開ける

(1) アルミ缶の下部3～5cmiこ小さな穴 ｜ ときにピンで怪我しないように注意

を、ピンを用いてたくさん開ける。 ｜ する。

（勾 アルミ缶にシャフトをつける。 ｜・進度はなるべく閉じになるようにす

ω シャフトとモータ－~つなげる． ｜ るが、なかなか出来ない子供に対して

(4) モーターを勉池につなげる． は、ゆっくり時間をかける。スタッフ

① わたあめをつくる

ザラメを缶の中に入れて、アルコールランプで黙

し、溶けてきたところでモーターのスイッチを入

れ街を回す。

は、手をあまりださないように支援 I25分

し、子供に自分でやらせる。

② 後かたづけ

③ 

協力して片づける。

修了証の授与

修了証を受け取り、わたあめ

づくりを思い返す

・火傷をしないように、火の取り扱いに

は十分気を付ける。

全員で行う。 I 10分

－今日の成果を認めあう。 5分
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本日 わたあめ屋さん
宮下聡 （理科専攻院2年）

1 講座を開くにあたって

私がはじめてY0 U遊サタデーに参加したのは、この講座が聞かれたひとつ前の第 12回

であった。理科専攻の後輩である柚木亘君が声をかけてくれて、彼がキャプテンとなり開講

した講座「プーメランをとばそうJのアシスタントスタッフとして初めて参加したのであるc

普段、私は大学院生として実験室にこもりがちな生活だったので、子ども遣と触れ合う機会

は皆無であり、第 12回で子ども達と接したのは、実に教育実習以来のことであった。子ど

も遣と一緒になってプーメ ランを作り飛ばしたことは、非常に新鮮な感じがするとともに楽

しかった。教育学部に在籍していながら忘れかけていた、子供と共に学ぶ喜びを再発見する

ことができたe その時の感動が原動力となり、第 13回に自分がキャプテンとなって講座を

開こうと思い立ったのである。

講座内容の fわたあめ作り jについては、特にこだわりがあった訳ではない子ども達と

一緒になって何か作り出すことができるものであれば何でも良かった。生徒たちが楽しめる

内容であることと、身近な材料で手軽にできることを基準に考え、 「わたあめをづくりJを

することにした。

講座は、次の2点を目標として立て、取り組んだ

①けがをしないように工夫して工作しよう。

②友達と協力してがんばろう、

2 教材研究

教材研究は、 『し、きいき物理わくわく実験』 （愛知・岐阜物理サークノレ編著、新生出版）

を参考にした。 このアルミ缶とモーターを使った簡単わたあめ製造機は有名であり、長野県

下の公立小学校の生活科や理科の授業において行われているようである。実践例があるため、

わたあめが本当にできるのかどうかといった心配は無かったが、缶に穴を開けるところはヒ

ンや錐を使うので、安全面に気をつける必要があった。

予備実験としていろいろな缶を使ったが、アサヒのスーパードライか三ツ矢サイダーの缶

が作りやすかった。

3 講座の様子（子どもの動きとスタッフの働きかけ）

・参加者16名（当日参加 l名）という大人数だった。

・参加者は幼稚園児から小学校高学年までと幅広い年齢層だった。

. 5つのグループに分かれて、講座を進めた。グループ、内の年長者は年少者に対して面倒

を見てあげていたc

・講座の目標に向かつて頑張っていた。

－途中、 工作に飽きてしまった子どももいたe

・スタッフはキャプテンの指示に適切に従っていた。子ども達とは仲良く、楽しく、礼儀
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正しく接していた。

・小学校低学年の参加者は、工作が難しくて出来ないところがあった。その部分は、スタ

ッフがうまく支援していた。

・時間が足りなくなって、わたあめを十分につくれなかったグループがあり、残念だ、った。

4 講座を通しての反省と今後の課題

O良かった点

・子どもと接し、共に楽しい時間をおくることができた。

・グループに分かれることで、作業が能率良く行えた。同時に、互いに助け合う態度を養

うことが出来たと思う。

－相手に何か伝えるときに、相手の立場に立って分かりやすい言葉で伝えることの大切

さを実感できた。

－ひとつの物事をするためには、その前段階として準備することが、いかに大切かが分か

った。

－みんなでひとつのことを目指す結束感、それを達成したときの充実感を味わえた。

0反省点

・スタッフとの連絡が完全にとれていなかったので、行き違いがあった。事前の連絡を密

にとる必要がある。

－時間配分がうまくいかず、時間が足りなくなってしまったので、事前に講座の進め方の

シミュレーションをもっとする必要があった。

・小学生がどんなことを知っていて、どこまでのことができるのか、といった実態がつか

めていなかった。発達段階に合わせた講座の進め方を考えなければならない。

最後に、普段の授業では得られない貴重な体験を与えて下さったYOU遊サタデーと、御

指導頂いた土井先生に感謝致します。ありがとうございました。

司

t



（運動講座）

~n 

-168ー



2. 

団 l ＂＇~e争魂選総｜

．。、
回r:n－；キドヰ的世界 図作みん…ンブlI 

仰は会v••ゲーム申1• 11,(1°ぃT:"/{
過が·~~の1f-M~今、i; ！量I二t’t筋車1:rマu._
おう~1九・お守1ん1:: －.締1 ： ~1101,(t＂＂＇よ・＠

4

日
留’I/II‘<ii;
ご111·~ιも11•1\1\1iPUFFTでイイ~·じ！

な＇lを‘l11°7‘ーで
う~、 τ ！ おと，て！ わし伊れして！

-169ー



どのrHOWTOサヲデ目＂－＇ （語、

YOU}jjサヲデ何言集定の中で・

4初1事4暴挙実也，城-r・e今季まいできる

独走念総介l1c b <1>で寸。ぜ勺

砂川会）号｛ （：づい。

~今期待久YOU.d毒物件

業持参事、会

発給頃プタダグ．タ.2グ

い~I~·れ吋！！ 春、天fl函蚕

Ii 01すんなで‘迄ぼづl

mふゐM ごし出
-;m:i-1るもq財＇，L新恥

才わ‘4れfザ；川支？〈先~r
をの吃＇（. 4人（•寺町聞紙のヰ偶をも？I夙詩的i乏1王、．う．
風~＇； o"'t:." ~＂、へ＇（ A. l＂山てほ .；（ 弘·~、‘マ・

6泳うっし良 r

’用主するもの 4く（駒恥＇（｝・色をつ・ t::i・cιぃ）．ペノトボトIt

バケツ．洗面1蕗（コり7・j
ますパ，，，.ノ，：邑＇＂~入れふう・存して干し離れ川ごうロ
ぺ叶;fマト山そおいT‘マニヘ洗面器（コり7・）(・・ ＜んT：～、”
ゲ刈州為していごう・うま〈手~-'l'るバ？

知長ぐ‘ヲをヒlt'したネコ知
ー同意するもの長ぐっ

.:"'J". .. ,.., ... r~rt ＇＇＂いている長ぐ・つを ＇｛11:°q1－！・1・
l t. 1j.今、f.J'.'1'7主＜ ll ＇（ひ・手ぜん J:.• 

ー． ． ． 

~（まいtま‘、＂；＂f' －ザ：＿tJ ~ 
’局完す毛もq r~だ－’I,. 句‘‘

圭す同支．しfτ ？三ずは9、;J--1νで中急l～2，帆．長才3んヰ臥の

芝h『~·乏つ（1）ます．可Lてh長す有1で2詰令つ伽工．プルドー

ず寸ロサ，ので苦角川 .¥e,斡み：：>-.1), ¥ lPI正＂r-1l.叶
ましιヲ・ ．． 

0サメ t：歯まで~r:lo
伊剤費ずるもの輸同紙（あ）

新胡綜，（持）骨V 島（•可 H.h'l 1= 1；＿サメボ・川 ll:・ぃ．チ，ι、をつ

〈べゃれこ＂＇（ I：可q見4.t.1：会旨のリ圭7・（，Q¥l,~ユイ〉キし..ム＆：ι
T白tf乞十，＂Iιh島完半分A衣子11:L tいつ、すよ寸すい.f..",1

't三¢ι.~t.あ~Lれ， ~-r1i:j与をわれすにド与れるゃなT

弘治どケ〉討車必
えも！.＼ずも・・•}1ぜん！？〈守t· {,I＇（’j ti ＇（＇），，~ 列車I:r J. ') 

許可ttf；~列車川、ず同文守寸＼，＇｛.品作人1J.
鮮半人の伐ろlこっ九~ ~~前9人時肩，~1奇）．し令、＼，'f"' 1~ろ

日＂ f>・‘r;・ 
へつ＜＇（ぎll.・杭舟人の足時？司令灯、てnろへいがは1jれ戸、

¥ \L:t三仏 －~岬ト下t~tf・
~~ド紹介 l. fτ小川'J,.夫人trc・れかをつc.1.マバコ，1.1(つれて

混れが··~・~~バ什／... tJ..γ主ぃ・ 7・Lぺ、ゆいろ’，~.，.1-_!.7 !! 

-170-



~
 d

 
4

 
{)
 

グ

~i
 

こ
L

才
も
可
：
：
：
＇
オ
つ

T
と

し
も

ノ
て

ノ
守
ノ
〈
ノ

て
P

U
F

F
 
Y

て
才
・
ι
、
ι
、
ヵ
、
~
じ

1

み
ん
な
で
お
ど
ろ
う
『
渚
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ

j
作
悶
：
鈴
上
限
木
作
曲
：

•
I
B
民
生
観
：

P
U

 F
F
 Y
 lt
al
l~
H・
M

①
磁

で
I.I!

り
て
こ

キ
v
ラ

メ
ル

気
分

で
12

じ
ゆ
る

リ
ズ
ム
で

ま
置
に
な
る

ラ
ジ
オ
陪

①
海
自
民
づ
た
い
に

マ
ゼ
ラ
ン
祭
り
で

ハ
ッ
ス
ル
音
”
で

痢
ぴ
交
う

カ
モ
メ

lol
.

B
O

A
C

 

~
)
l
リ
ケ
ン
渡
止
唱
で

I
 
¥
 
I

 
な

ぜ
か

ソ
ワ

ソ
ワ

し
F

~
 

I
 

Ir
.I
I＊
•
で
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
ゆ

＠
右

手
．

左
手

の
峨

で
l(
Ji)
総
原
で
ほ

す
ぐ

＠
リ

キ
2
ー

ル
手
の
ひ
ら
を
前
に

I
 

r
-
.
.
 

｜
＠
均
二

ll
べ

行
己

う
F
J』
へ、

I
 は

に
か

ん
で

行
こ

う
f
l【

，
、
1
)
 
1
0あ

ま
り

に
も

鎗
に

な
り

モ
う

，
.

I
 <
 

IJ
、
Ill

l
 
I
 包

力
的

な
11

い
ハ

ヲ
ピ

ー
ピ

ー
チ

シ
-r
::
:炉

、
d

l②
湾

へ
行

こ
う

ι－
 .
 

)
 

I
 実

り
こ

ん
で

行
こ

う
I
~

＇憎
fl

\γ
＼

｜
⑮

リ
ズ

ム
が

は
じ

り
て

l!!l
す
る
モ
ー
ド

／•
＂
＂
＇
「

l
~
C

M
費

｝

Q
 

｜
舗

で
も

複
で

も
I
 A
 
I

 I
 

編
め

て
闘

を
も

っ
と

I
 
~ 

I
 

I
 私

と
俊

民
の

⑥
ヒ
HI
J.
t'
qo
l内

側．
｜

 附
ii

:~
が
⑩
リ
ン
リ
ン
リ
ン

外
側
．
肉
。
闘
の
順
に
l

手
~
·
下
に
肉
付
る

l②
あ

の
ベ

リ
カ

ン
さ
み
し
そ
う

I
 滋

に
ヲ

ワ
フ

ワ
し

て

Y
I
~
縫
で
も
山
〈
て
＠

l<
GI
お
魚
に
も

あ
の
⑨
パ
ヲ

:
i
.
-
4
.

⑦
カ

ニ
A

べ
行

こ
う

割
日

切
ヲ

て
行

こ
う

O
止

ま
り

本
に

あ
の

ハ
リ

ソ
ン

ヲ
e
ー
ド

私
た

ち
は

ス
ゴ

イ
ラ

ッ
キ

ー
ガ

ー
ル

②
手

の
ひ

ら
を
下

に
向

げ
て

舗
を
前
血
、
ら
慣
に
動
か
す ・ す

に か

1 1 1 1 ず 臥
さ に

A 指 摘 慣

寄 を
信 手

銀 筒

品 目 習

f.. 
＠
先
に
出
し
た
右
手
に

左
手
を
（
.
，
つ
1:1
る

－つ
ろ

遣
や ，

u  

－ コ て

こ － っ せ

行 こ わ
行 会

て
ヲ て に

牟 ヲ ム

リ 切 ズ

ハ 風 リ

⑦ ＠  

チ
な ピ

－ コ －
モ ピ

u ，m J  

－ つ ・ つ な ハ

こ こ に

行 行 総 い
白

べ で も

食 ん に な

か り 的

二 に ま カ

カ は あ 鉱

＠ O  

u/ 
A

 
6動

向
乎
を
準
げ
て
隠
ら

し
な
が
ら
後
る
に
少

し
下
が
り
．
そ
の
la

で
u

い
足
跨
み

A
 

ゆ
外

側
．

内
側

．
ー

の
頗

に
交

互
に

パ
ン

チ

A
 

tJ
) 
（二
J.t

以
絹
例
外
側
の
手

で
1
図
パ
ン
チ
の
後
．

内
閣
の
手
で
3
包
パ
ン
子

片
ん
帝
う
が
直
空
？
と
~

f
る
司
崎
．
体
に
い
ヲ
ば
b

~
~
＝
＜
叩
吾
川
ん
だ
よ
・

~＂
＂＜

 
を
す
る
と
．
踊
肉
陪
い
つ
も
占
り
た
＜.，

lo.
両

.，ι
そ
を

U
つ
よ
う
と

し
量
電
r.

制
品
・
り

そ
こ
T

し
ん

＇＜
今
u.

血
毛
退
り
血
司
「
IB
般
を
ふ
や
し
．

d
'-
1＇句

f
合
丘
一
自
に
た
＜
~
ん
拘
6
E
o
l
l
＜
ラ
マ
.
u

肉
向

ウ
ι

E
た
司
「
け
る
司
.
.
,,.
.
 

I
 

~
 

－ b  

F 一 な

う 一 一 り

そ モ 一 踊

れ る 一 ：

わ す 一 O

B 恕 「 l

う て て 品 川

こ せ け ⑪

行 わ じ ｝

う 舎 は

こ で 喪

行 ん に が

こ ム ム 峰 崎

へ り ． ス ズ

側 瞳 品 、 即 リ 恥

旗
康

鑓
T
シ
ャ
ツ
や

芭
湾
に
絵
~
ど

を
・
き
il>
ん

で
作

ヲ
た

衣
穫

を
篇
て
.

PI
Jf
FY
 

の
気

分
で

眠
い

ti
り
ま
す
．
み

な
さ
ん
も
平
鈎

乎
で

応
復

し
て

〈
だ
さ
い
草
．

官
I¥

⑬
て

い
ね

い
に

お
じ

ぢ

A
 

⑮
演

奏
の

盆
債

に
両

手
を
上
に
挙
げ
て

A
 

⑪
外

側
．

内
側

．
外

側
の
順
に
．
な
な
め
上

か
ら
筒
苧
を
値
り

l.i:
が

ら
下

ろ
す

f.. 
q，

内
側
の
乎
の
Cl
抱

と
子

13
を
立
て
て
．
耳
元
で

小
さ
〈
撮
る

制
if

~1
誌か

しん
ヰう

をつ
くろ

う！
t －  

を だ と

と か う

こ あ ろ

事 昌 也

す か に

キ τ う

ド れ 政 よ

キ が る

ド u h

ι ι 〈 占 有

含 み n －v

〈 － t 向

t H M F a 7  

う レ － T

T W 宅 M 4

し ん ヲ 向

う し h V 『 ド

ど た と －

ん ’ え 司 ， A 叶

う 例 制 且 4 0 ぺ



貨客四其期 信言メζYOU通宰サタラま一連安学プラン

いい汗かこう！！ 第 11回 5月24日（午後）

講座名 春の大運動会 アシスタントスタッフ数

参加者数

キャプテン名 イ生々 オて 美恵（家庭専攻 4年）

指導教官名 粟津原宏子教官

－講座のねらい

．身．の．回．りJζ．あ．るおの史、．．芸軽．で楽kv.~ダごみだだ．き．る．ニと….....・H・－－－－……一

J中毘と協力．しヌ：行ゑ二．と．．．．．．．．
・講座の展開

活動内容 注意すること、支援、その他

16名

17名

時間

・チームを発表しながら、自己紹介をす

る。 （スタッフ、参加者）

・予めつくっておいたチームを発表し、 120’ 

名前を呼ばれた人に自己紹介をするよ

・準備運動、身仕度をする。

－各ゲーム方法や道具を説明し、ゲーム

を行う。

①風船おみこし：新聞紙の四隅を四人で持

ち、その上へ風船をのせ運ぶ。

②長靴をとばしたネコ：長靴とばしをす

る。

③はいはいブルドーザー：二人で、輸に

う働きかける。チーム別に色のついた

ハチマキを渡す。

・交代しながらチームに加わってゲーム f85’ 
をしたりゲームの補助にまわったりす

る。 （①～⑤のゲームが終了しでも時

聞があるようなら、予め考えておいた

他のゲームをする）

・途中、トイレタイムと水飲みタイムを

兼ねて休憩をとる。

なったダンボールの中に入りはいはい｜・万一、参加者がケガをしてしまった

をしながら進む。 ｜ ら、応急処置をしたり本部へ連絡した

④サメに固まれた島：チーム全員で新聞｜ りする。

紙の上にのる。ジャンケンに勝たないと｜・勝ち負けにこだわらず、チームで協力

それはどんどん小さくなっていく。

⑤水うっし：バケツに入った色水を洗面器

でペットボトルへ移していく。

してがんばったことなどを褒める。

・後片付けをする。 （グラウンド整備な｜・子どもと一緒に後片付けをし、服が汚 115’
ど） ｜ れた子どもは着がえさせる。

・アンケートと終了証を渡しながら感想

を発表し合う。

備品：風船、新聞紙、ペットボトル、バケツ、洗面器、絵の具、長靴、ダンボール、ゴール

テープ、折り返しポールになるもの、ハチマキ、笛、救急道具、ガムテープ、コップ
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いい5干カ、こう f春の大運動会

佐々木美恵（家庭専攻 4年）

｛講座を開いてi

この講座は、幅広い年齢層の人たちが集まって一緒に簡単なゲームをし楽しむことを目

的に開講した。

実際には親子での参加が多く、雨が降ったものの、体育館の中でできる簡単なゲームを

いくつも楽しくやることができた。特に、チームごとに行うゲームでは親子やスタッフが

協力する姿を見ることができた。本来各講座で使っている名札は運動するには危険だと考

え、またチーム分けする意味でも、各色のハチマキを作りそこに大きく名前を書いたこと

によりお互いの名前が呼びやすかったのが効果的だったと思う。

しかし、 2時間の中でいくつものゲームを行うという、私にとって初めてのかたちの講

座には、多くの見落としがあった。まず、幅広い年齢層の人たちに楽しんでもらおうと考

えて簡単なゲームを用意したが、やはり運動レベルに差があり、幼稚園の女の子には少し

大変だが、元気の良い小学生の男の子には物足りないという状況もあった。スタップがカ

ノ〈｝にまわってくれたが、幅広い年齢層の人たちそれぞれが一度に楽しめるようにするの

は難しいことだと感じた。みんなで何かひとつのゲームを協力して行うことも重視したい

が、例えばそれぞれの運動レベルに見合ったゲームを交互に行いリレーしていく、などの

かたちも取り入れてみれば良かったと思う。また、物作りの講座では、ひとつのものを作

るという 2時間の流れがあるが、今回の場合は、ひとつひとつのゲームごとに時間が切れ

てしまうのを感じた。各ゲームの聞には、簡単ではあるが準備をしたり、やり方などの説

明をしたりしなければならないが、その時間や自分が休んでいる時間などにもっと声をか

け合うなどして雰囲気を盛り上げ、次のゲームへ入る流れを作れれば良かったと思う。つ

まり、もっと 2時間という時間の流れを考えて講座を組み立ててみたかった。

このように、反省点も多くあるが、新しいかたちの講座を開くことによって勉強になっ

たことは多くあったと思う。

［本部の仕事との兼ね合い］

11回は、この講座の準備と本部の仕事を同時進行ですすめていったが、終わってみる

と、双方が暖味なまま終わってしまったような感じがした。本部の仕事も初めてな上に、

松本キャンパスという ことで、それだけで・も精一杯だったにもかかわらず、新しい講座を

聞いたため、先にも書いたとおり見落としが多くあった。このY0 U遊サタデーでひとつ

の講座を開くからには、そこに参加してくれる全ての人たちに来て良かったと楽しんで帰

ってもらいたいが、そのためには本当に様々なことを事前に考え準備しておく必要がある

と思う。また、本部の仕事も、それら講座のひとつひとつやY0 U遊サタデー全体が円滑

に行われるためには欠かすことのできない重要な仕事であり、それぞれが大変勉強になる

ものである。この 2つが、決して両立できないものだとは思わないが、両立させるために

はスタッフをはじめ、まわりの人たちと協力していく必要があると思う。
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

第 12回 9月27日（午前）

講座名 ドキドキの世界 アシスタントスタッフ数 5名

参加者数 6名

キャプテン名 佐野 美佳（保体専攻 4年）

指導教官名 渡部かなえ 教官

・講座のねらい 自分の心臓の音を聞いたり、教材からその大きさや重さを感じ、心臓の働

きについて興味をもっ。また、ダンスを楽しみながら、安静時と運動後の脈拍を比べ、運

動によって心臓は活発に動くことを知る。
講座の展開

活動内容 注意すること、支援、その他 時間

1. 自己紹介 ｜・元気よく。 rs分

2.舞踊室に設定した、暗室に入る。｜・心臓のBGMを流しておく。

fドキドキの世界へょうこそ！ J ｜・安全の確認。スタッフの誘導。

（入り口を「口j にみたてて体内｜・自由に発言

に入っていく感じをだしである。）

3. BGMの音はなんだろう

4. 心臓はどこにあるか触ってみ

4.左胸の少し内側にあることを確認。

5.水風船配布。トリ、ネズミ、ウサギ、

イヌ、コドモ、オトナ、ブタの心臓と

同じ重さの水風船を用意する。スライる。

5.水風船を用いて、心臓の重さと

大きさを知る。

ドで、ウマやゾウやクジラの心臓の大Iso分

きさとも比べてみる。

6.心臓の働きの説明 I 6.スライドを用いる。

7.聴診器で心臓の音を聞いてみ 17.聴診器の使い方の注意。

る。 1 s.スタッフは、脈のとれない子どもを支

8. 1分間脈拍をはかつてみる。 1I 援する。ベットボトルの用意。

分間にどのくらいの血が心臓か I9.自由に発言。スライドで説明。

ら送り出されているか、ベット 110.音楽に合わせて、だんだんと脈拍をあ

ボトルに入った色水で考える。 ｜ げる。急に運動することの危険性を伝

9. 心臓がドキドキするのはどんな｜ える。心拍数をはかつてみる。

時か考える。 111.簡単なステップ。 rsHAKEJに合わ

1 0.準備体操 ． ｜ せてダンスをする。成果を見合う。様 l15分

1 1. ダンス

1 2.運動した時の脈拍の変化をみ

る。

1 3. まとめ

子をみて休憩をいれる。音に合わせて I50分

体を動かすことの楽しさを知る。

12.黒板に今までの結果と比較できるよ

うに番いておく。 13.修了書を渡す。 10分
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ド 当 午ド実行わt住5早

佐野美佳 （保体専攻 4年）

1 .講座開講の理由

ただ運動して、いい汗かいた、としづ満足感だけでなく、運動することでえられる身体

的効果に、少しでも輿味を持ってもらえればと開講したF

運動としては、ダンスを取り上げよ うと決めていた。それは、小学生ば筋力をつけるに

はまだ早いが、調整力はこの頃最も発達するいわれており、 ダンスのように、人の動きを

模倣したり、左右違う運動をすることは、調整力を伸ばすのに適していると思ったからだ。

子どもたちに、こんな理屈を言うつもりはなく、たった2時間であるが、先生の動きを模

倣したり、リズムに合わせて踊るというダンスの楽しさに触れてほしかった

運動が身体に及ぼす効果について、向を取り上げるか悩んだが、変化が分かりやすく、

だれでもなくてはならないものとして、知っているであろう心臓の働きについて今回は取

り上げることにした。

2. 教材の工夫について

YO  Uサタの講座は、学校の授業とは違う。先生の話をじっ くり聞くことなんて子ど

もたちは望んでいなし、。何か新しいことが起こるのを、ワクワクしながら待っている。

そんな子どもたちにどうやって、心臓の働きなんて教えようか。講座を開くとはいった

もの問題はたくさんあった。とにかく、教材をたくさん作って子供たちの目をひくこと

にした。今回は準備期間が長かったので、静岡県にある、東海大学人体科学博物館を見

に行った。博物館内に、 「口Jからはいっていくところや、心臓の説明の部屋には拍動

のBG Mをかけているところなど参考になった。また、体験コーナーがたくさん設けら

れていて、子どもたちに人気だった。そこで、本講座では、舞踊室の一部屋を、心臓の

部屋と して暗室にし、心臓のドキドキという BG Mを流して、本当にドキドキの世界を

作ることからスタートした。入り口はもちろん、段ボーノレと、新聞紙と、カラービニー

ノレで作られた「口Jである。心臓の大きさを感じてもらう為に、いろいろな動物の心臓

と閉じ大きさの水風船を用意した。より、はっきり心臓の音を聞いてもらう為に、安全

面で不安もあったが、自分が初めて心臓の音を開いた時の感動を子どもたちにも伝えた

くて、聴診器を使うことにした。説明はなるべく短く、スライドを用いて行うことにし

た。

ダンスは、子どもたちが大好きな歌に振り付けしたかったまた、学校でやっている、

体操風のものではなく、ちょっとかっこいいものがいいな、と思い、 SMA  Pの rsH 

AKEJに体育科の友人に振り付けしてもらった。動きとしては簡単で、 2時間で充分

覚えられるものであることを、模擬授業を行って確かめた。

3.参加者やスタッフの様子および反省

女の子が多いかなと思っていたのだが、受講してくれたのは、小2の男の子2人、小

5の男の子1人、そしてお母さんたち 3人で、あった。元気いっぱいの男の子たちも、教

材のおかげで、心臓についての説明は聞いてくれた。特に聴診器で聞いた心臓の音には
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ひ・っくりしたようで、何回も聞きたがった。しかし、ダンスとなると、 「つまらないよ

ー J、 「恥ずかしいよ。やだ。何か他のこと Lて遊ぼうよ。Jの連発であった。小学生

の男の子には、ダンスは楽しめるものではなかったらしい。お母さんたちは、私のった

ない講義を聞き、ダンスも真剣に覚えて下さった。 「子どもも、この曲で・踊ってる

の。Jという方もいて、馴染みのある曲にしてよかった。

小 2の男の子たちは、どうしてもダンスが嫌でほとんど踊らなかった。お母さんたち

が、飽きてしまった男の子たちに気遣って、 「私たちは充分ダンスも覚えられたんで、

あの子たちの好きな遊びをしてやって下さい。」と、申し出てくれた。私も、そうする

よりしかたがなく、椅子とりゲームや、色おにをすることになってしまった。 しかし、

安全面を考えると、突然の企画はやるべきではなかったと思う。子どもたちが講義に対

してどんな反応を示すか、それに対してどう対応していくか、一通りでない考えが必要

だと思った。また、どんなことがおこるかわからないので、十分なスタッフの確保をし

なければならない。今回初めから決まっていたスタッフは2人だけであり、当日 2人の

友人が手伝ってくれたのだが、この2人の協力とお母さんたちの理解がなかったら講座

は成り立たなかったと思う。それだけ、子どもは元気がよく、いろいろな物に興味を示

すから、会場の安全確認も怠れない。

スタッフの構成であるが、私は運動をするのだから体育科の子にやってほしいと考え

ていたが、むしろ、いろいろな学科の人が新しい観点から意見を言ってくれたことが、

とてもヒントになった。またスタッフと して参加してくれた人も、運動の楽しさに気づ

いてくれたらと思う。Y0 Uサタは子どもたちの交流の場であるとともに、私たちスタ

ップの交流の場でもあってほしい。

4.次回に向けて

今回講座名を、 「ドキドキの世界Jとしたのには、理由がある。この題名だけからは、

何をするのかわからない、一体なにをするのかなあと子どもたちがドキドキしながら参加

してくれるのではなし、かと、思ったからだ。しかし、あまりに何をするかわからなくても、

子どもたちは集まってこないことがわかった。確かに、運動はいつでもやっているだろう

が、簡単にできる運動を今までとはちょっと違うやり方で楽しめるような講座を次回は聞

き、たくさんの子どもたちに伝えたいe そのために、講座名やチラシ作りにも力をいれた
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第四期 信大 YOU遊サタデー遊学プラン

第 13回 11月 8日（午前）

講座名 :7;;r-メv ナょーで三P」マユ／τア アシスタントスタッフ数 7名

参加者数 4名

キャプテン名 佐野美佳 （保体専攻 4年）

指導教官名 渡部 かなえ教 官

－講座のねらい 縄にはいるタイミングをつかみ、三角跳びができるようになる。また、縄

だけで手軽にできる長縄跳びを、少し工夫することでもっと楽しみが広がり、テクニック

が必要なスポーツにもなることに気づく。
－講座の展開

活動 内 容

1.準備運動

2.動いている縄を跳ぶ。

3.遮断機

足の下を通す

頭の上を通す

4.かぶり縄 くぐりぬけ

5.揺り縄迎え眺び

6.迎え縄直交眺ぴ

7.かぶり縄屈折眺ぴ

8.迎え縄屈折眺び

9.休憩

10.大学生のデモンストレーション

三角眺び

11.屈折跳び

12.屈折跳ぴ連続

13.屈折挑ぴ連続2

14.屈折跳びーかぶり縄くぐりぬけ

15.むかえ縄直交眺びーかぶり縄屈折跳び

16.むかえ縄直交跳びーかぶり縄屈折眺び

ーかぶり縄くぐりぬけ

17.16の眺び方で三方から同時に 3人入

って跳ぶ。

注意すること、支援、その他

・音楽に合わせて体をほぐす

・膝、腰、足首は念入りに

．縄を持つ時すぐ放せるように手に巻き付

けない。

－縄を激しく床にたたきつけないようにす

る。

・できたらほめあおう。

－どこを飛んだら一番眺びやすいか考える。

．スタッフは入るタイミングがつかめない

子にアドバイスしたり、励ます。自分も楽

しむ。

・20団連続で跳ぶことを目標にする。

－跳んだ後、次の縄がくるのを考えた姿勢を

取るよう声をかける。

－三角跳びの練習は、はじめの縄で奥に入り

過ぎないように注意する。

・まわし手は、ゆっくり跳びやすいようにタ

イミングをあわせてまわす。

－回転しながら、あまり大きく遠回りしない

ように眺ぶ。

－入る時に声をかけあう。
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~λJえi'! ーで芯P ‘ヤユ〆コプ

佐野美佳（保健体育専攻 4年）

1.講座を開くに当たって

皆さん、長縄の挑ぴ方をいくつごぞんじですか？私は、大学の体育の授業で長縄跳びの

おもしろさを知りました。縄だけで手軽にでき、工夫次第で簡単なものから、高度なテク

ニックを必要とするものまで、跳ぶ人の運動レベルに合わせていくつでも違う跳び方がで

きます。しかも、かなりの運動量があるんですよ。上手に続けて跳ぶには、縄とのタイミ

ングをはかり、どこで跳んだら縄にひっかからないか考えたり、次にどこに自分がいくの

か、縄はどこから回ってくるのか予測しなければならない、難しさがあります。これを克

服できたり、みんなで何回も続けて跳べた時の感激はひとしおです。子どもたちの知って

いる大波小波や、かぶり縄や、向い縄の連続跳ぴ以外の跳ぴ方をこの講座で紹介して、友

だち同志で是非やってほしいと思い、この講座を開きました。

2.教材について

用意するのは、登山用のロ｝プです。細くて軽いので誰でも回しやすい占回す時注意し

なければならないことは、余った縄の織を手に巻き付けたりしないことです。もし、跳ぶ

人が縄にひっかかってもすぐに縄を放せるようにしておきます。縄は跳ぶ人のタイミング

に合わせるようにします。回し手によって跳びやすさもずいぶん変わってくるものです。

始める前に、準備運動を充分に行うことが必要です。特にアキレス臆、膝、腰などの下半身

は補強運動を加えるとよいでしょう。アキレス臆は意外と簡単に切れてしまうものです。

今回は、三角跳びができるようになることを目標に、講座を設定しました。

3.参加者の様子

4人の女の子が参加してくれました。スタッフは7名でした。みんな、同じ小学校の友

だち同志で、いつもの仲間に私たちが加わったという感じになってしまいました。もっと

いろいろな学校の子にも参加してほしかったが、初めからわいわい言いながら楽しく進め

ることができました。 4人とも運動感覚がよく、何回か跳べば、すぐにタイミングを覚え

てしまい、っかえてしまって困るということはありませんでした。スタッフが、アドバイ

スする前に、自分たちでコツを教え合い、っかえても「もう 1回挑戦しなよ。j と励まし合

い、また新しい跳ぴ方に意欲的に挑戦する姿が見られました。スタッフも一緒になって跳

び、たくさんおしゃべりをすることができました。すっかりお互いの名前を覚えて、講座

を終えるのが名残惜しかったです。

4.反省

参加者が少なかったため、すぐに自分の番がきてしまい、みんな疲れてしまったようで

す。

休憩を頻繁にとるようにしましたが、何か長縄以外も用意すれば良かったかもしれませ

ん。子どもたちには難しし、かなと思い、縄はスタッフが終始回していたが、子どもたちが

家に帰っても自分たちでできるように、回すことも体験させてあげれば良かったですo
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第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

こ れで 私も パパパパ PUFFY 第 13回 11月 8日（午後）

講座名 て？イイ2吉宗じ！ アシスタントスタッフ数 6名

参加者数 9名

キャプテン名 山 木 F金千子 （数学専攻4年）

指導教官名 吉田稔教官

司・．講座の．ね．らい…・ムム気女性T..~.丈.P.uffy.. Lこな.tJ.き．る講座：で、．本ムと．閲乙よ与な衣装．を悠．つ

．た.tl..岡．じ振!J.付はがだきるよう．に依．を動がてすでこと．を通.L.てい自．分:r楽しみを広ぱた.tJ.工

．来．を取!J.λれた表現活動が．：できるか………・……・ー

・講座の展開

活動内容

1. Puff訟のどんなところが好き？

試作Tシャツや型紙の提示をしたり

踊りを披露して、具体的なイメージを

つかみやすくする。

活動に入る前の注意点を伝える。

注意すること、支援、その他 ｜時間

．映像や音楽を流しながら、子どもたち

がPuffyの好きなところや真似してみ

たいところを明確にできるようにし、 I1 O 

気持ちをたかめる。

・準備した型紙等の使い方を説明する。

2.いよいよ Pu的になっちゃうぞ！ ｜・スタッフも子どもと同じ活動をし、子

・オリジナルTシャツを作っちゃお！ ｜ どもたちの気持ちを高め、支援する。

家庭から持参してもらう無地のTシ｜・・puffyになりきる気持ちを忘れること

ャツ（長袖可、書き込んでよいもの｜ のないようにB.G.M.等の配慮をする。 150

古着等で十分）にカラーマジック等で｜・その際、本物の衣装を参考にできるよ

イラストやマーク、文字等を自由に描

き込み、自分なりに工夫してオリジナ

ル衣装を作る。

3. Pu鈴になって踊っちゃおう！

オリジナル Tシャツを着用し（長袖

うに資料憾の17イル及びポスター等）を用意する。

また、できる限り多くの資料を提供

し、自由に表現できるようにする。

－模造紙にイラストによる解説を書い

ておく（HOWTOサタデーと同様に

の上からの着用）、マイクを首に掛け｜ する）。 40 

て振り付けをマスターする。

恐竜也：渚にまつわるヱトセトラ

4. これで私もがパパPu母でイイ感じ！

成果発表に向けて衣装を整え、修了

証を渡しJ全員で後片付けをする。

・子どもの傍らにスタップが並んで音

楽に合わせて一緒に練習し、お互いに

確認しあいながら習得する。

・成果発表での自分の立ち位置を確認

したり振り付けを再度確認して、来る 120

ベきステージへの気持ちを高める。
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こ才しマアラ弘もノぐノ々ノ《ノ々 PUFFY てアイイ尾~じ T

山木隆行 （数学専攻 4年）

1. 講座開設の経緯と目的

「これが私の生きた道Jと自信を持って学生生活を掻り返ることができるようにしたい。

そのためにはどうすればよし、か考えた結果，他の誰にも真似できない内容で自分らしさを

アピーノレできる講座を聞き，成功させることが一番だという結論に達した。そして，キャ

プテンとして終始講座の中心となって活動をすすめ， この講座に対する自分自身の思い入

れをスタッフに具体的な形で伝え，全員で作り上げる講座をめざして準備を開始した。

音楽に合わせて自分で体を動かしたり他の人の動きを模倣する活動は，子どもだけでは

なくわれわれ大人も普段から行っていることである。特に，飲んだ勢いで熱唱したり踊っ

たりしているときの表情は，本心で楽しんでいるからこそ出てくるのだ。本講座では，こ

のような表現活動の楽しさを子どもたちと共に活動する中で伝えると同時に，自分で表現

の幅を広げていくことのできる力の基礎を養うことを目的とする。

2. 講座内容と方法

講座名からもわかるように，本講座は人気シンガーPuffyになりきる活動を展開する。

Puffyになりきるために条件は二つある。ひとつはジーパンを履き Tシャツを着ること，

もう一つはとっても簡単な振り付けを覚えることである。そこで，子どもたちに当日は古

着を持参することとジーパン着用を連絡しておく．活動の前半は， Puffyが実際に着てい

るTシャツと同じデザインの型紙を用意し，それをシャツの上に当ててポスカでなぞり色

を塗ってオリジナノレ Tシャツを作る。このとき，何種類もの型紙を複数用意しておき，活

動が中断してしまわないようにする。後半は，振り付けをマスターする。その際，スタッ

フが子どもの傍らに立ち，左右の動作やわかりにくい説明など身振り手振りで教えたりす

る。歌詞を書き解説イラストを準備して音楽に合わせて歌いながら楽しく練習し，自分の

手で作った衣装（オリジナノレTシャツ）を着てステージの上で活動の成果を発表する。

3. スタッフの講座把握

表現講座で大切なのは，スタッフが積極的に自分の体を動かして楽しみながら子どもに

接することである。もう少し砕いて言えば，人前でも恥ずかしがらずに自分らしさを表現

できるかである。これができないと，子どもたちの動きも徐々に小さくなってしまし＼気

持ちも寒くさせてしまうからだe だから，この講座のスタッフにはビデオテープを見なが

ら振り付けを覚えることを他の講座の準備しているその横で行い，互いに活動の幅を広げ

てもらうことにした。そして，子どもに教えるときのポイントを各スタッフが実際に経験

する中から見出して，講座の流れを考えながら議論しあい最善の方法を見つけ出して本番

に備えるようにした。Tシャツ作りを通してポスカの上手な使い方を発見したり，子ども

たちにプレゼントするマイクをかわいらしく作り上げたりして，試行錯誤を繰り返しなが

ら実際に手を動かすことによって f教材研究J知き経験をした。このような準備が講座の

成功を導き，同時に我々の実践的指導力を高めていくものとなったと考えたい。
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4.参加者の取り組み

受付や開会式のときから講座の活動について簡単に説明しておいたので，スムーズに活

動に入ることができた。スタッフ全員で試作したTシャツを着て臨んだので，子どもたち

も具体的にイメ｝ジしやすかったようだ。用意した型紙も様々な種類に渡って幾っかそろ

えておいたので，前の人が使い終わるまで待ちくたびれてしまうことはなかったようであ

る。型紙にこだわらずに自分で書きたいものを描いたり，斬新な色使いでカラフルにデザ

インしたりして，お互いの出来具合を見合う姿も見ることができた。マジックを使うとき

も「赤のマジック使ってもいいですかj と一言断わってから持っていく場面も見られたし，

f私は由美ちゃんのほうが好きj という話を友達としながら活動を進めていく様子も見ら

れた。スタッフの言葉掛けにも快く返事をしたり，積極的に話しかけてくる子どももいた

し， Tシャツ作成時の B.G.M.に用意した fアジアの純真j fこれが私の生きる道j fサー

キットの娘Jを口ずさみながら手を動かす姿もあり，楽しく製作できた。踊りのときにも

恥ずかしがることなく，まじめに取り組んで真剣に覚えようとしていたので，成果発表で

は全員でしっかりと踊ることができ，全員で元気よく体を動かして楽しめた。自分たちの

出番を前にして子どもたちのドキドキした表情や終わったあとのホッした様子，そして見

送りのときの嬉しそうな顔は，十分楽しめたことの現れであろう。また，後日 FAXで楽し

かった気持ちを伝えてくれたり，出来上がった Tシャツを着て街を歩きたいと話したり，

誕生会でTシャツを着てみんなの前で踊ったという報告からも，参加した9名が思い思い

に工夫を凝らしてPuffyになりきる目標を十分に達成できたと判断したい。

5.反省と今後の課題

今回はポスカを利用してTシャツ作りを行ったが，水性インクという最大の弱点を指摘

されながらもついつい聞き流してしまい，一回限りのTシャツになってしまった。ステン

シルという手段があるものを知りながら目を向けようとしなかったので次回以降は活用で

きるように考えて欲しい。また，映像機器や音響機器の活用についても改善しなければな

らない。曲の頭出しの準備，リズムに合わせた拍子の取り方，他の講座に対する配慮など

数え上げればきりがない。しかし，突発的なトラブルが起きたときでも全体の流れを考え

て落ち着いた判断が下せるよう，この活動に積極的に参加し，多くのことを経験していく

姿勢を大事にしていきたい。その姿勢がキャプテンとしての自信につながり，その講座の

特色を前面に押し出した内容を生み出すきっかけになるからである。

6.本講座の将来的展望

本講座は，今回限りで終了せずに形を変え内容を変えてこれからも続けていくべき価値

のある欝座である。今回は素材に Puffyを取り上げて試みたのだが，次回以降も流行に合

わせた素材を活用することが重要である。なぜなら，講座を体験した子どもたちがその成

果をすぐに活用できる場が，その時勢に広がっているからである。今回のスタッフの中で

も，既に次回の開催に向けて素材を探している有志がいるようだ。今回以上に充実した振

り付けをよりハイレベルな内容で行い，歌って踊れる能力を子ども自身が発見できるよう

に，今回同様じっくりと時間をかけた準備と周りの人を驚かせる程の意気込みでこの活動

に当たって欲しい。そうすれば子どもは必ず我々に講座の成功をもたらしてくれるはずだ。
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第四期信大 YOU遊 サタデ ー 遊学プ ラン

第 11回 5月 24日（午後）

講座名 いじめフォーフム’ 97 アシスタントスタッ7数 9名

参加者数 15名

キャプテン名 北島茂樹〈数学4年）吉沢麻衣子〈国籍3年）

指導教官名 越 智 康司 北津勝親 教官

・講座のねらい

－~般論や．形式的な昆解.！：：＇.はな丈．、．．本音．を語－~－、．．い乙められる壬どもを．どのよjjこ支える．こ

ー．とがで．き．る.il守、．．またれじめ．を克服．しト・生きる意味を考えるこ．とがで：きる．訟を伝之た.1<斗．

－講座の展開

活動内容

PART 1 

・山上絹代氏 （自営業）

－葛田英男氏（社会保険労務士／

産業カウンセラー）

・小林見法氏 （中学校教諭）

注意すること、支援、その他

司会は北津先生が行なう。

の 3名による体験発表（ 1人 20分）

PART 2 

参加者によるフリーディスカッシ

ョン

PART 3 

まとめ

意見は、司会者が特に方向づけせず、

参加者が自分の判断で取捨選択でき

るようにする。
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第四期信大Y OU遊サタデー遊学プラン

第 12回 9月27日（午後）

講座名 いじめフォー フム ＇97 秋 了シ刈ントλ'J"J1数 1名

参加者数 11名

キャプテン名 北島 茂樹 （数学専攻 4年）

指導教官名 越智康司 教官

・講座のねらい

．ヌ．リ.77".7：·.イ．ぷカ.-;I々．ヨーシーと－~－＇.：＞.ID：で、．当，lj~若：な11.＇.し j霊税在であ．つ．た衿J参加者が．、．各阜の~7:."77了支を．自．．

．身の．切実な問題と．して討論す二る．ことを通．し之、－~められ北新たな謀題と ．し丈島．ち儲る．ことが7できる争

．講座の展開

活動内容

発表者Aによる問題提起

発表者Bによる問題提起

発表者による問題提起を受けて、

参加者によるフリーディスカッシ

ョンに入る。

本日のまとめを兼ねて、参加者数人に

感想を述べてもらう。

注意すること、支援、その他 ｜時開

発表者の話が長くならないようにす 115分

る。

タイムキーパーは f5分前J fl分前J

を知らせ、時間が超過した場合には、時I15分

聞が過ぎた旨を伝え、速やかにまとめて

もらうよう』こする

テーフが止まっていなし、か確認する

途中入室も考えられるので、資料等は、

スタッフが手渡し、席に誘導する。

キャフテンが司会を兼ねる。

特定の人が長く話し過ぎないように注

意する

60分経過した段階で、タイムキーパー

がテープを裏返す。

感想には、スタッフも参加する。

80分

退出の誘導はスタッフが行う。 ｜附
修了証は配布しない。
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「し、じめフォーラム’97J 
北島 茂樹（数学専攻4年）吉津麻衣子（国語専攻3年）

1. いじめフォーラム’ 97開催の経緯

昨年、 川、じめ研究会」は「Y0 U遊サタデーJとタイ・アッフし、 「いじめフォーラ

ム’96 Jを開催した それは、大学関係者、学生、一般の教育関係者や市民からなる「い

じめ研究会Jが九、じめ問題J解消のために重ねてきた討議を、もっと多くの人々ととも

に共有し考えていきたいという願し、からだった。そして、今年もその願いを引き継ぎ、よ

り多くの方々に参加の機会を、との考えから第 ll回（5/24，松本会場） ・第 12回（9/27,

長野会場）の 2回にわたり「Y0 U遊サタデーJとのタイ ・アップのもと「し、じめフォー

ラムl9 7 Jが開催されたョ

2. いじめフォーラム’ 97 (5/24，松本会場）の様子

(1）「いじめをめぐって子どもと共に生きる意味J
長野市在住の山上絹代さんをメインパネラーに、「し、じめをめくーって子どもと共に生き

る意味Jと題し、自らの体験を発表していただいた 山上さんは現在、自分の経営する雑

貨店の一角に相談室のようなものを設けている。山上さん自身も、小6～高2にかけいじ

めを経験した息子さんと共に、長年この問題に関わってきた親の一人である。いくら言っ

ても本気で取り組んでくれない学校、他人事として自ら関わることをしない多くの親たち、

何を信じたらいいのかわからない中、 「全ては親の寅イ壬なのではJと悩んだ時期もあった

とし、う。息子の個性を認め、最後は息子さんの出した「学校へは行きたくない」という考

えを尊重したc ri,.、じめの問題は、忘れたい事実でもあり、まだ納得はしていなしリとし

ながらも「5年前に終わったこととして自分では乗り越えられた」のだという。とはいえ、

その渦中にあった6年という歳月は、決して短くない。 「『うちの子にかぎって』という

のはあるし、 『明るいし信じられなし、』と思ったこともある」、山上さんは「本当のこと

はなかなか言つてはくれないが、親ω『カン』というのはあるのだと思うJと語る。山上

さんが相談室を聞くきっかけになった出来事があるe それは、ある高校生の女の子との関

わりである。ある時期、山上さんのお店はその子にとっての f居場所Jであった。親に虐

待され、友達にも先生にも言えず、悩みを抱えたままの彼女の話に耳を傾けているうち、

山上さんは、自分のできることの意味について考えるようになったのだという。聞いて、

聞いて、考える。その中で自身も模索していくωである 「必理学をずっとやってきたこ

とが、自分を救ったのだと思うj としづ 山上さん、その中で「癒しとは何なのだろう？J
と常に聞い続ける 「3年前までは、 れ、じめ』というものに目を向けられなかった。こ

こし 2年、 （息子をいじめた）相手の親と会っても挨拶ができるようにもなったJとい

う。山上さんの、いじめ ・不登校問題への取り組みは、今もなお続いている。

(2）フリーディスカッション

続いて産業カウンセラーである富田英男さんから、社会人 ・カウンセラーから見たいじ

め問題を語っていただき また小林見法先生からは、現職の中学校教諭の立場からいじめ

への取り組みを語っていただいた£また、須坂市の前島さんや、松本地区のいじめ ・不登

校に悩む親御さんたちの意見も交えて、家庭 ・地域 ・学校の持つそれぞれの問題点につい

ての考えを、率直に語っていただいた．中には弱者しい意見も多かった。ここで大切なのは、

いわゆる「犯人探しJではなく、お互いがそれぞれのもつ問題点を認め合い、共に協力し

ようという意織の高め合いにあるのではないだろうかc まずは、それぞれの「事実Jをお

互いが知り、何が問題で‘あるのかを受容していくことにあるo 誰もが、こうした問題が簡
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単に解消できるとは考えてないし、家庭・地域・学校の相互間の協力なくしては、その解
消がなされるはずもないことも知っている。第一歩は、まさに「知らないj ことを知るこ
とから始まるのではないだろうか。

(3）参加者の様子

参加者の平均年齢が高かったこともあり、皆それぞれに当事者であり、積極的参加者で

あり、発言者であった。全体としては、まさに時間のたつのも忘れるくらいに、活発な議

論が展開され、全体として2時間では足りないのではないか、というのが実感で、あったo

ただ、時聞が限られていたということもあり、額く人が多かった反面、意見を言う人も決

まっていたo また、発言したいのだが、そのタイミングをはかれずにいる人たちも多かっ
た。

(4）参加者の声

f長野市だけでなく、松本地区でも、もっとこうしたブオ｝ラムをおこなってほしいJ
など、フォーラムの開催の回数を増やし、参加の機会をもっと多くしてほしいという意見
が多かったo また、 「経験を通じての生の声に触れることで価値観が広がった。知らなか
ったことを知る良い機会に恵まれたj 「見識が広がった。もっと多くの人に知ってほし

いJなど、普段の生活からは知ることのできなかったこと・発言や発表を通じて知って欲

しかったことが、こうした場を通じて共有できたことが伺える。また、それを多くの人に

も知って欲しいという頗いは、当事者たちだけでなく参加者たちにも広がったのではない
だろうか。

(5）反省点

今回の主な反省点は2つ、発言者の時間配分を、もう少し事前に打ち合わせておくべき
だったという点、とフリーディスカッションの時間をもう少し：欲し確保するべきだったと

いう点にある。それぞれに大変中身のある内容ではあったが、発言者によって、その時間
にムラがでてしまったのも事実である。また、音響面に関しでも、声の小さい人がいるこ
とをもう少し配慮するべきだったo こうした点は次回以降にいかしていきたいと思う。あ

と、今回は問題にならなかったが 写真や取材についてもプライバシーに関わる問題であ

るので、事前によく打ち合わせておきたい。

3.いじめフオ｝ラム’97秋（9/27，長野会場）の様子

(1）『大学生の考えるいじめ問題j

今回のいじめフォーラムは「大学生の考えるいじめ問題j と題し、大学生を中心とした
フリーディスカッションとして企画された。これは、前回の「フリーディスカッションの
時聞が足りなかったJという反省と、いじめ研究会における「たまには大学生の声も聞い

てみたいJという要望を受けてのものである。しかし、事前のアナウンスが足りなかった
せいもあり、学生の参加はキャプテン・スタップをも含めて4人足らずであった。参加者
の大半を占める一般参加者からも 「学生は、どういうことを考えているのか、知りたか
ったのに主旨が違うJとの意見が出た。それに対し、 「学生が出てこないこと自体が 1つ

の答えJという厳しい意見も聞かれた。

(2）フリーディスカッション

こうした出席状況だけを見て、これが教育学部の「今Jを表しているのかどうかを判断

することはできないが、そうした「事実Jをふまえた上で f学生の立場からの意見をまず
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聞きたし、J、とし、う流れでフリーディスカッションが行なわれた。学生からの意見として

r＂、じめている人に出会いたしリというものがあった。それを受けて r＜いじめ問題は）

マスコミが騒ぐと実感できるとしづ程度、だから実感する揚がないのではJという意見も

出た。特に、教職希望の学生にとっては「教員になりたいけれど、なってから考えればい

いというのが事実Jという考えも出された。また、 「こういう教採（教員採用試験）が終
わった時こそ学生に来て欲しかったJという戸も聞かれた。全体としては、 「いじめ問

題jの当事者として、これから学校教育に携わってし、く教育学部の学生に期待をよせる一

般参加者にとっては学生の顔が見えず、学生にとっては当の「し、じめ問題」が見えない、

というお互いに顔の見えないもどかしさ、のようなものが感じられた。

(3）参加者の様子

学生の意見による学生中心のディスカッションという主旨には必ずしも即していなかっ

たものの、結果的には「学生が来なし、Jことに触発された意見が、議論を活性化させたの

も事実であった。こうした、活発な議論は、参加者たちの歯に衣着せぬ意見の応酬があっ

てのことである。また、飛び入りの参加者の中には、現在子供が不登校の状態にある親御

さんもおり、貴重な意見をいただいた。

(4）参加者の声

やはり、 「とにかく（参加してくれる）学生を増やして欲しし、Jとしづ意見が大半であ

った。また、 「親もせっばつまっている。先生はいじめを見抜けないばかりか、先頭にな

って集団のいじめをしていることがある。教育学部の人がそういう点を学んでもらわない

と。痛みを感じることができない学生に現状を分かつて欲しい。Jという切実な意見もあ

り、教育学部の学生へょせる期待が大きい反面、こうした現状に期待を裏切られたという

不満も数多くあった。

(5）反省点

今回の反省点は、やはり事前のアナウンス不足であった。 f大学生の考えるいじめ問

題Jというテーマでありながら、肝心の学生の参加が少なかったのは残念なことである。

とはいえ、こうした問題に対し、学生の多くは、潜在的に問題意識をもっているのだと考

えたい。事実「今回は参加できなかったが、 Y0 Uサタと重なってしまって無理だった。

いっそのこと別の日にしたらどうかJという意見もある。このように意欲ある学生にとっ

て、 Y0 U遊サタデー自体が自身の活躍の場であることが多い。一方で、当日飛び入りで

参加してくれる親御さんの存在も無視できない。こうした点は今後の検討課題としたい。

4.まとめと結び

毎回、多くのバネラー ・参加者の話を聞くにつけ、この「いじめJというキーワードの

もつ広がり大きさや、その根の深さを思い知らされるe 当たり前のことを言うようだが、

こうした問題の多くは、世論が以前ほどそれを取り上げなくなった程には、少なくなって

いない。その意味では、始まりもなく終わりもない問題であることがわかる。しかし、そ

の誰もが、自分の思っているほどには、この問題について fわかっていなしリ、というの

がこのフォーラムを学生の立場からみた実感である。ただし、誰もが当事者でありうるこ

の問題を、ただ「知るJだけでは何も変わらなし、。大切なのは、このフォーラムで学んだ
こと、感じたことをもとに、一人ひとりがどう行動を起こすか、ということではないだろ

うか。
最後に、いじめフォーラムの開催にあたり、快く責任を引き受けてくださった発表者な

らびに、スタップの皆様方に深く感謝申し上げたい。

0
0
 

0
0
 



第四期信大YOU遊サタデー遊学プラン

第 11回5月24日（午後）

講座名 ゾクゾク教育学部ってどんなところ アシスタントスタッフ数 2名

参加者数 1名

キャプテン名 片桐 宏 （技術教育専修2年）

指導教官名 北海競教官

－講座のねらい

…教茸業部ι進浮ゑ希望Lヱ~~~－高校生令敦賀警部iζ奥味安授？？般市民に克H~ヱル・・

全生！＇？.立場見うら．教育祭部二.Y.QJJ遊史家？？？．を紹余~J・思解．を深－~丈Jも－~ヨム・
－講座の展開

。自己紹介をする（今日の抱負も交えて）

（参加者→スタッフ→キャプテン）

。 fゾクゾク教育学部ってどんなところJの趣旨説明（キャプテン）

。教育学部の紹介ビデオを鑑賞する

。ピデオの内容について質疑・応答を行う

。参加者の志望する専攻についての個別相談（スタッフ）

。Y0 U遊サタデーの参観

（参加できる講座には積極的に参加してもらい，言葉では表現できない教育の現象を肌

で感じてもらう）

。感想発表

。修了証授与

女参加者が一人であったので，実際にはこのような形式的な講座展開はせず，ざっくばら

んに行った

＊実際には当日参加の保護者の方が 1名参加されたが，キャプテンが個別に対応した
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ゾクゾク害致事寄勾色音思ってごとfA，なところ

片桐宏（技術教育・院2年）

( 1 ）講座の意図

「ゾクゾク教育学部ってどんなところJは、教育学部進学を志す高校生を主な対象とする、

学生の今までの生活体験に基づきながら教育学部を紹介する講座で、昨年に引き続き開講し

た。Y0 U遊サタデーでは小学生を対象とした講座数非常に多いが、高校生以上を対象にし

た講座もあったらどうか、という素朴な考えより、本講座は対象を高校生～一般成人とした。

( 2）当日の様子

今回の参加者は音楽専攻志望の長野市内に住む高校2年生一人だけであった。学生スタッ

フには音楽専攻4年の岡田さんにお願いし、「講座Jとしづ形態はとりながらも、非常に和

やかな雰囲気で行われた。また、途中より 1名の保護者の方の参加もあり、こちらの方は主

に来ムが担，当した。

最初に教育学部の紹介ビデオを鑑賞した後に、大学生活・学部全体に関わる話題以外は、

岡田さんに全て一任し、参加者にとっては非常に有益な示唆が得られたものと確信している。

一通りの進学相談が終わった後、全員で他の講座を参観することにした。この試みは、参加

者に教育としづ現象を実際に見てもらい、言葉では表現できない教育の実際を肌で感じても

らうために行っている、参加者には実際、に参観する時も参加できる講座には大いに参加して

もらうように勧めたコ

当日受付で保護者の方が途中より参加された。「現在の教育学部生がどんなことを考えて

勉学に励んでいるかを聞いてみたしリといった趣旨で参加されたF 本講座の趣旨とはだいぶ

かけ離れており、また、突然のこのような発言に高校生も驚き、対応に非常に苦労した。保

護者の方には、本講座の主要な趣旨を説明し、教育学部の紹介ビデオを鑑賞していただくな

かで、私たちの教育学部についてご理解し、ただくようにお願いした。講座参観の際には、「現

在の学生は…jといった愚言をもいただいたが、私が第一回目より YOU遊サタデーに関わ

っている理由と、 Y0 U遊サタデーの営みについてご理解いただくように説明した。

(3）結びにかえて

今回は参加者が一人であったが、 f一人の参加でも大切にするJというねらいから敢えて

休講しなかった音楽専攻の岡田さんには、進学相談の部分はほとんど任せっきりになって

しまった＝この場をかりて心より御礼申し上げますご

正直言って、私は当日受付の保護者の方の対応に苦労したn 子どもがYOU遊サタデーに

参加している親御さんは、少なくてもYOじ遊サタデーの趣旨に賛同していて下さるものと

信じていたc しかし、私の対応した保護者の方は違った？この保護者の子どもは、しゃぽん

玉講座に参加していた3 保護者の方としゃぽん玉講座を参観しに行って、なぜこの親御さん

が不満を表していたのかがわかった その子どもは、他の子どもと関わることができず、す

みの方で・独りぼっちになってシャボン玉を作っていたのだった、私はハッとしたの私はその

親御さんの対応を忘れて「ねえ、一緒にシャボン玉作ろ！ Jと夢中になったのこのことは後

日の反省会でも問題にされたが、 ryoL遊サタデーを良しJと考えていた私にとって、こ

の出来事は今でも忘れることができない
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第四期信大 YOU遊サタデー遊学プラン

第 12回 9月27日（午後）

講座名 世界の言葉と遊びを楽しもう 7VMントスタップ数 23名

参加者数 30名

キャプテン名 矢津由紀子（英語専攻 4年）

指導教官名 渡遁時夫教官、北津勝親教官

－講座のねらい

外国の人々と様々な国の言葉や遊びを共有することを通して、他の国や文化に関心を持

ち、どの人とも仲良くなれることを知る0

．講座内容

活 動内容 注意すること、支援、その他 時間

1.外国人招待者の自己紹介と、各国の紹介 IOスタッフが外国人招待者にインタピ‘ュ I40分

を聞く。（ロシア、韓国、中園、フィリ｜ ーをする形で、各国の紹介をしてもら

ピン、パングラデ、ンュ、インド、ホンジ｜ う。（国名、食べ物、有名なもの、等）

ュラス、オーストリア、アメリカ合衆国）｜・世界地図・国旗を用い、子どもたちに、

国の位置、国旗を当ててもらう。

2.それぞれの言葉で、 fおはようj、『あり IO各言葉の挨拶を書いた画用紙を示し、 I10分
がとうjをどのように言うか教えてもら｜ スタップも一緒に練習する。画用紙の

い、練習する。 ｜ 言葉には、カタカナでふりがなを付け

ておく。

3外国の歌（＂ TheHappy Sonピ）を教えて iO英語を話す方々にステージに上がつ f40分

もらい、一緒に歌ったり、体を動かした

りする。

て、歌ってもらう。 （ピアノ伴奏：三

沢さん）スタップも、参加者と一緒に

歌ったり、体を動かしたりする。

4."W州 WordBa制” I Oステージ上で、実際にスタップがゲーI10分
外国人招待者に教えてもらった、各言葉｜ ムをしながら、ルールを説明するo

の挨拶を使って、椅子取りゲームをす｜・ゲーム中、やり方が分からなくて困つ

る。外国人招待者、スタッフも参加。 ている子には、スタッフが付いて支援

する。

5.外国人招待者の方々から、修了証を受け IO招待者全員にステージに上がってもら

取る。 I い、一人ひとり修了証を手渡してもら

う。 （コカリナ演奏：竹下さん）
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世界の言語と 世 界 の 遊 び を 楽 し も う

矢津由紀子（英語専攻 4年）

1.議座開慢の理由

今日、多くの外国人が日本を訪れたり、住んだりするようになり、日本も国際化が進ん

できている。また、 1998年の2月には、長野オリンピックが開催されるため、ますます

多くの外国人が日本を訪れるようになってきている。長野市内の小中学校でも「一校一国

運動Jという、一つの学校が一つの国について学び、その固との交流を深める活動が行わ

れている。学校教育においても、国際理解教育に関心が向けられてきていることがわかる。

現在長野県にも、様々な国の方々が住んでいる。しかし、その方々と交流したり、各国

の言葉・文化に触れたりする機会が少ないことは残念なことである。そこで、他の国や文

化について知ったり、外国の方と交流する機会を設けたいと思い、この講座を開設した。

2.議座肉容と考察

講座には招待者として、 9カ国から約 20名の方に来ていただいた。その多くは、日本

語を話すことのできる方である。この方たちは、留学や仕事等、様々な理由で長野県に住

む、海外出身者である。親子で参加してくださった方々もいた。

対象は、小学生から大人までと、幅広く設定した。できるだけ多くの方に、外国の方と

の交流を深めてもらいたいと思ったからであるo 当日は、小学校1年生から大人の方まで

約30名の参加があった。

(1）各国の紹介

始めに、招待者に国ごとにステージへ上がってもらい、自己紹介と、出身国の紹介を

していただいた。各国に一人ずつスタッフがつき、外国の招待者にインタビューをする

形で進めていった。参加者が紹介をただ聞いているだけになってしまわないように、次

の二点を工夫した。

一点目は、スタッフで作った世界地図・国旗を黒板に貼り、国の位置・国旗を参加者

に当ててもらうようにした。参加者は地図や国旗を指差したりしながら、説明を聞いて

いた。 9カ国もの紹介があったにもかかわらず、参加者が最後まで興味を持って聞いて

くれていたことは、嬉しいことである。二点目は、各国の紹介の後に、外国の方への質

問の時間を取った。多くの人の前なので恥ずかしがっていたのか、参加者からの自発的

な質問はなかった。しかし、指名して尋ねてみると、 fどんなお家に住んでいるのです

か。 Jというような質問が出され、他の固に対する参加者の関心は高まっていたように

思う。会場にいるスタッフからも質問を出してもらったりして、もう少し質問しやすい

雰囲気にできれば、参加者からの質問ももっと活発に出たかもしれない。

また、 「こんにちはJ、 fありがとうJというこつの挨拶をそれぞれの言葉ではどの

ように言うのかも教えていただいた。招待者の後について練習もしたが、参加者は初め

て聞く言葉に戸惑ったのか、初めのうちは練習する声が小さかった。しかし、スタッフ

が一緒に声を出すようにしたり、招待者の方が「ちょっと声が小さいですね。もっと元
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気に言ってみましょう。 Jというような語りかけをしてくれたりすることで、次第に大

きな声が出るようになってきた。外国人招待者やスタッフが交流を楽しんでいる雰囲気

が、参加者にも伝わっていったのだと思う。

外国の歌も教えていただいて、全員で歌った。参加者にもなじみのある歌が良いと思

い、英語の”TheHappy Song”（幸せなら手をたたこう）を選んだ。カタカナでふりがな

をつけた楽譜を配り、中学生や大人の方には一緒に歌ってもらった。小学生にはその場

で歌うのは難しいと思われたので、歌に合わせて手をたたいたり、足踏みをしたりと、

主にゼスチャーをしてもらうようにした。歌ったり体を動かしたりと、それぞれのやり

方で楽しめる歌を選んだことで、みんなで楽しめる活動にすることができたと思う。

(2) lor Id lord Basket 

これは、『フルーツ・バスケットjという椅子取りゲ｝ムをアレンジしたものである。

本来は果物の名前を使うところを、世界の挨拶を使って行った。挨拶は、各国の紹介の

ときに招待者に教えていただいたものを使用した。ゲ｝ムの中ではあったが、教えてい

ただいた挨拶を使う機会を作ったことは、良い工夫であったと思う。

椅子を並べて大きな一つの円を作り、参加者も外国の招待者もスタッフも、全員ゲー

ムに参加した。ゲームの中で、椅子が取れなくて困っている子どもが見られた。付き添

っていてくださった小学校の先生のお陰で、その子どもは最後までゲ｝ムを楽しんでく

れたが、そのようなときに、スタッフの方でもっと支援すべきであったということが、

一つの反省点である。

参加者は、ゲームに熱中して楽しんでいてくれたようである。このゲームによって、

『外国の方々ともこんなに楽しむことができる。 j ということを実感できる機会を作る

ことができたと思う。そして、ゲームの中で、参加者が外国の招待者に fここが空いて

いるよりと、空いている腐を教えてあげたりと、自然に関わりを持っている場面も見

られた。これをきっかけに、参加者が普段の生活の中でも、自然に外国の方と交流を持

てるようになっていってくれたらと思う。

(3) 修了証

講座の最後に、参加者は、外国の招待者の方から修了証を受け取った。握手をしたり、

『ありがとうございます。 Jとお礼を言ったり、僅かではあったが、一対ーで関わり合

える場を作れたと思う。自分の名前を呼ばれて招待者の方へ行くとき、緊張している参

加者も見られたが、外国の招待者の友好的な雰囲気に安心して、しっかりと握手や言葉

を交わしていた。この活動の改善点としては、せっかく招待者の方から各言葉でfあり

がとうjという言い方を教えていただいたので、それを使ってお礼を言うようにすべき

であったという点が挙げられる。教えてもらったことを実際に使ってみる場面を、もっ

と設けるようにするべきであった。

3.鵠鹿を録り返って

参加者はどの活動にも、積極的に参加してくれていたように思う。各国の紹介のときに

も真剣に聞いている様子が見られたし、ゲームのときにも外国人と自然に楽しんでいる様
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子が伺えた。みんなでできるゲームのような活動を取り入れることは、参加者の緊張を和

らげ、自然な形で外国の方々と交流するのに効果的であることが分かった。

この講座を通して私は外国人招待者の方々から、学ばせていただいたことがある。それ

は、様々な人と交流を深めていこうとする積極的な態度である。招待者の方々は、各国の

紹介のとき、参加者にいろいろと問いかけて、関わりやすい雰囲気を作ってくださってい

た。また、初対面なのにもかかわらず、私達の講座に積極的に協力してくださり、いろい

ろと助けていただいた。このように相手のことを考え、協力していくことが、良い関係を

作っていく上で大切なことであることを教えていただいたロ

そして、こんなにたくさんの招待者を迎えることができたのは、学部の非常勤講師であ

る北津勝親先生のお陰である。これも、北津先生が普段から、外国の方々に協力し、関わ

りを大切にされているからこそのことであると思った。

この講座では f国際交流j をテーマとしたが、人に何かを伝えるためには、伝えたいこ

とに対する自分自身の態度が大切であるということを感じた。人と人との関わり合いを大

切にしている人であれば、その大切さが自然に相手にも伝わっていくと思う。国際理解の

大切さを伝えるためには、自分が普段から人との交流を大切にし、異文化に関心を持って

いることが重要であるということを、この講座を通して学ぱさせていただいた。

最後になりましたが、本講座のためにご協力いただいた方々にお礼を申し上げたいと思

います。長野県在住の外国の方々には、お忙しい中、教育学部にお集まりいただき講座を

盛り上げていただきました。本学部英語科教授の渡漫時夫先生からは、講座を開くにあっ

たって、ご指導や励ましをいただきました。本学部非常勤講師の北海勝親先生には、外国

の方を紹介していただき、準備段階から様々な面で支えていただきました。 RebeccaAnn 

Marek先生には、講座のために教材やアイディアを提供していただきました。長野市立南

部小学校の正村寿満子先生には、先生のクラスの小学校1年生と一緒に講座に来ていただ

き、当日、いろいろとご支援いただきました。そして、この講座のスッタフの方には、講

座の案を立てたり教材を作ったりと、何回も集まって準備に協力していただきました。

この講座が成功いたしましたのも、皆さまのお陰です。本当にありがとうございました。
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参加者アンケート
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1.アンケート回収率

多加者人数

回収数

回収率

2.参加者分布

幼稚園・保育所

第11回 8 

第12回 11 

第13回 22 

総計 41 

第11回

2盟

62拡

第13回

68～ 

アンケート集計結果

第11回 第12回

197 187 

46 52 

23. 4%  27. 8%  

小学校 中学校

27 。
31 3 

68 3 

126 6 

参加者分布グラフ

第12回

58% 

総計
12!. 

63・．
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第13回

263 

100 

38% 

高等学校

1 

。
1 

2 

四幼総圏・
保育所

・小学校

田中学後

一般成人

8 

8 

6 

22 



3.性別

男 女

第11回 14 30 

第12回 15 38 

第13回 39 61 

総計 67 128 

性別分布グラフ

第11回 第12回

第13回 総計 国

39覧

61l』
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4. YOU 遊サタデーをどのようにして知ったか

新聞 知人・友人から 学校の先生から 大学関係者から その他

第11回 19 7 3 6 9 

第12回 30 12 。 6 6 

第13回 63 20 1 9 7 

総計 112 39 4 21 22 

YOUサタをど こ で 知 っ た か 分 布 グ ラ フ

第11回

43% 

14拡

16" 

第13回

20" 

11%第12回

総計
10% 

211 
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56% 

58!1 

・新聞
田知人・友人から

ロ学校の先生から

回大学関係者から

・その他



5、もう一度、やってみたか

自分で 家族と 友達と 学校で やってない

第11回 9 6 2 。
第四回 11 10 3 。
第 13回 27 29 6 3 

総計 47 45 1 1 3 

もう一度やって み た か 分 布 グ ラ フ

第11回 第12回

46首

6目 27" 

第13回 総計

3" 

33覧
29% 

なお、参加者からの声に、

「次回のYOU遊サタデーの申し込みを、今回できるようにすることはできないかj

と、いう要望があった。

そこで、検討した結果、第 13回の、アンケート用紙と共に次回の申し込み用紙を希

望するかたのためにダイレクトメール（DM）の希望を募ったところ（資料.10参照→P.38）、

100通中 83通の希望があった。
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～参加者アンケートより～

0物作り講座

＊プーメランをつくろう！

・あまり期待していなかったのに、 「プーメランが戻って来た。Jので、ピックリした。

．クラスのみんなにも教えたい。

＊プーメランを飛ばそう

・プーメランの原理なども、少し分かつた。

・先に、ビニーノレテープをつけたらよく飛んだから、それが不思議だった。

＊楽しく作ろう藤かご作り

－こんなに簡単に僚かごを作ることができることを知って、感激しました。

・もらって来た簾で、早速、別のかご‘を作ってみました。

＊宇宙生物スラスラスライム

－自分では「変な色Jと思っていたところに、 「いい色だねJと褒めてくれた。その言

葉がうれしくて、家に帰って来てからも九、い色でしょJと自慢していた。

＊宇宙からやって来たSuraSuraスライムくん

・ベットボトノレや紙コップなど、子ども達にもっと声をかけて片づけをやらせても良い

かと思います。

－前から、作ってみたかったので何色もできてよかった。

＊スラスラスライム

・洗濯のりでスライムできて、びっくり 0

・ハンディをもって生まれてきた子です。そのハンディを理解し、受け入れてくれる学

校や社会を求めています。今回のような一般向けの中にどんどん参加していくつもり

です。

＊ペーパーグライダーをとばそう

・帰って来てからも、父親を相手に遊んでいました。

＊自分で紙を作ってみよう

・牛乳パックからどうして紙ができるのか、とても不思議に思って参加しました。

・一人っ子なので、誰も知らない中へどんどんだして官険させたいと考えており、この

イベントは安心して任せられるので、とても良いと思っています。

＊いい紙つくろう！世界でたった一枚の紙を。

－とても楽しかった。家でも、作ってみたいです。
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・スタップの全員が、大きな声で段取りよくできるといいです。

＊ステンシノレって何？～君もやってみよう～

・自分だけのステンシノレができてよかった。

・久しぶりに、自分の時間を持って、集中して楽しむことが出来ました。YOUサタは、

子供のためだけではないのですね。

＊やさしい木工教室

・不登校の子ですが、新聞を見て自分から「やるJと言い出しました。とても、満足し

ていました。

・思ったよりもすごくいい本立てができてよかった。

＊からカラアート

・楽しかった、また、家でもやってみたい。

・はじめは、難しかったけど、頑張ってやれてよかった。

＊うちわで書

・自分のうちわを作って、とっても楽しかった。

＊タオノレマジック～タオノレを使って動物をつくろう～

・今まで、作ったことのないものをいろいろ作れて楽しい。

・自分で経験することは、子どもにとって大切なんだなあと思った。

＊フィルムロケット～えっ！！フィノレムケースがとぶの？～

－家で、フィノレムケースだけでなく、いろいろな容器で試して楽しんでいた。

・女の子が、私一人だったから寂しかった。

＊作ってうれしいカレンダー

－普段、家や学校で体験できないことを、これからも、どんどん計画して下さい。

・はじめて、カレンダーをやった。最初は、ママに「スノーレッツにしたら？ Jと、言

われたけど、 自分の考えでやった。

＊天まであがれぼくのたこ

－もう少し定員を増やし、希望の講座に入れるようにして欲しい。

・作のは大変だったけど、たこあげをしている時は楽しかった。

＊あけてピックリ！飛び出す絵本

・びっくりする絵本を2個も作れて良かったです。

－最初は、描くのに迷っていたけど、だんだん、面白くなりました。
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＊永久ゴマをつくろう

・ずーーっと回ってるコマを作れるなんて不思議だったo

＊折り紙ランド

・スノーレッツは、少しむずかしかった様子でした。

・スタッフの方が、みんな一生懸命で、親切なのが良かったですo

0体験議座

＊サラサラドロドロカッチカチ（小麦粉粘土）

・一人で何色か作ることができれば、もっと良かったのではないでしょうか。

・説明も分かりやすく、子ども達にも声を多くかけてくれて一緒に遊んでる気がした。

＊でっかいでっかいシャボン玉をつくろう

・子どもをやさしくっつんでくださり、はげまし、自信を持たせて下さつでありがとう

ございました。

・こんなでっかいシャボン玉、生まれてはじめてだった0

．こんな大きなシャボン玉をつくるのが夢でした。

＊ネイチャーゲームE

・すごく楽しかった。

＊宝さがし（ネイチャーゲーム）

・何にでも、積極的に参加してみようという気持ちが強くなりました0

・からすの声や、水の音が宝物だとはじめて知った。

＊山あそび

・途中で、様子を見に行きましたが、子供の目が輝いていました0

・家では、経験できないことをやらせてもらって、満足です。

＊こま・コマ・独楽であそぼ！

• 6歳という年齢から、ちょっと難しいかなと不安でしたが、 1つ1つ丁寧に教えて下さ

り、まわすことがでいるようになりました。皆さんが、優しく根気よく接してくれた

おかげです。

＊コマであそぼう

・いろんなまわし方があって、いっぱい練習をしてできてうれしかった。

・ずっと、粘り強く指導してくださり、やっとできるようになった時の娘の笑顔が忘れ

られません。
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＊銅が金になる！？錬金術の秘密

・今回のように、楽しい実験をいろいろ考えて次回も楽しい講座にして下さい。

＊つくってみよう銀の鏡

・信大教育学部を志望しています。実験が成功した時のキャプテンやスタッフの方の表

情をみて、 「人にものを教えた時の達成感は大きいものなんだろうなあ…Jと感じま

した。

＊気分はめいたんでい

・本当に探偵になったみたいで、楽しかったo

・他の講座をのぞくことができて、得をした気分になった。

0食べ物講座

＊どーんとうどんを作ってみよう

・始めは、難しいと思ったがやってみると楽しく、おいしかった。

＊モコモコデンキパン

・わずかな時間の中でも、本当に子供たちにとっては楽しいひとときだと感じています0

・思いがけない方法でパンが出来上がり、とても喜んでいた。

＊カンカンアイスクリーム

－恥ずかしがりやの気持ちを、とてもよく分かってくれて、初めてあったのにとても大

好きになりました。

－家で、また、作りた一一一一い。

＊一本日わたあめ屋さん一

－わたあめが自分で作れて、婚しかった。

0運動議座

＊いい汗かこう！！春の大運動会

・いろんな友達と遊んで、仲良くなったのに、すぐお別れするのはさみしい0

・このような機会がなければできない楽しいゲームができ、良かったですo

＊ドキドキの世界

・心臓について、改めて考えさせられました。

・小学生の子供達が、ちょっと参加できなかったのが残念です。

＊みんなでジャンプ

・いつもはできない飛ぴ方が、たくさんできたので良かった0

・難しいかな、と思ったけど、飛べた時は嬉しかった。
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＊これで私もパパパパPUFFYでいい感じ！

・絵をかいたり、おどったりしてたのしかったです。

・お兄さん逮とも、お友だちになれてうれしかったよ。ありがとう。

oその他
＊いじめフォーラム’97～いじめをめぐって子どもと共に生きる意味～

－時間が短かった0

・もっともっと、パネラーのかたやお母さん方の本音を聞きたかった。

＊いじめ・不登校フォーラム’97秋

－本当の人としての姿を見せていただいた部分もありました。

＊ゾクゾク教育学部ってどんなところ

－学校で調べても分からないことなどが分かったので参考になりました0

．信大の教育学部にもっと興味が出ました。

＊世界の言葉と世界の遊びを楽しもう

－普段は、なかなか交流をもつことができない外国の人と、話しができて良い機会だっ

た。
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ニヨLタZ 勺， τz’長室長
千葉綾子（理科専攻 4年）

子どもの視線に立ち、子どもの動きを予想し全体の動きを本部係と一緒に見て回る。その

なかで場所の使用による危険はないか、使いやすいかなどの危険性や安全性を事前に予想

し、起こらないはずのことまで考え万が一に備える。いわば、小始みたいな役割を担う。

どんな事が起きても対応できるくらいの心構えを持って当日の動きを予想し準備してい

く。

これは一人で考えるのではなく、本部の人やキャプテンとの聞で予想して考えていく事

なのでスタッフ長は主に当日の講座の動きを見て、本部係とキャプテンとの連絡を取る。

当日は、時間通りに講座が行われているか、不備はないか、各講座をまわり状況を把握し

ておく。

「当日までにすべきこと」

・各講座の修了証・名札・領収証の数の確認をしておく。名札に漏れがないか、ふり

がなをちゃんとふっているか確認する。また参加人数の状況や各教室の使用については、

危険個所はないか、使用に不便はないかキャプテンと連絡を取って子どもたちが安全に使

用できるようにしておく。

・張り紙をする。使用教室の講座名を入り口にはったり、トイレの案内などをはったり、

教室やトイレまでの矢印をはったりして、初めてきた人でも迷うことなく過ごせるように

する。

．救急箱・救急袋を借りておく。当日の子どもたちの怪我や、具合が悪くなってしま

う子のことを考えて、保健室から救急箱 1つ（本部テント用）と、救急袋（講座の数によ

る）をお借りした。救急箱 1つは必ず借りておかなければならないが、救急袋は必ずお借

りするというのではなく、講座内容によってお借りするといいだろう。今回は松本キャン

パスでの春の大運動会や、飯綱での山あそび、長野キャンパスでのみんなでジャンプなど、

大きく動き回ったり、本部テントにすぐに行けそうもない講座に救急袋を用意しておいた。

長野キャンパスでは、午前・午後行うので、午前に使ったものを午後に回すようにし、ま

た危険と恩われる講座すべてに用意するのではなく、いざというときにすぐに使えるよう

にいくつかの講座で使用するようにした。用意しておいても使う必要はない。救急箱・救

急袋は、お借りした数を確認し、月曜日に必ず返却すること。

f当日のお仕事j

・終了時間のお知らせ。終了時間 30分前ぐらいになったら各講座をまわりはじめ、閉

会式に間に合うように終了出来そうか確認してまわる。特に片づけに時間のかかりそうな

講座や、教室外の講座、動き回る講座は事前にチェック，しよく確認しておかないといけな

い。これは、本部係と一緒にやる。
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・使用教室の清掃は、 「使う前より美しく」を念頭に置いてやる。講座で出たごみの片

づけや、使用教室の汚れについては、はじめもこのぐらい汚れていただろうと安易に考

えず、より締麗にしていくくらいの考えで締麗にして終わるように呼びかける。ゴミの

収集場所や、清掃用具の貸し出しは、キャプテン会議などで連絡しておく 清掃後、片

づけがきちんと済んでいるか各講座を確認して回る。このとき、教室が汚れていないか、

もと通りに机が並んでいるか、忘れ物がないか、隅々まで目を光らせて見て回るのであ

る。

馬主主事正実易4系
小木曽雄亮（数学専攻 3年）

駐車場係というのは大学まで子どもが乗ってきた自動車を交通の妨げにならないよう

に、そして安全に帰り道または駐車場まで誘導する，係ですョ今年は、新しく作られた大学

の駐車場を使わせていただく事ができて、昨年までとは少し異なった仕事内容になりまし

た。昨年までは各門にそれぞれ人が着いて大々的にやっていたのを、東門、北門にはそれ

ぞれ2人づついてもらうだけとして、ほとんどの係の人には正門にいてもらいました。や

ってみたら人数は今までよりも少なくて良いことがわかったので 1l回、 12回、 13回

と回を重ねていくたびに人数を減らしていき、最終的には7人で調子良くできました。東

門と北門には毎回2～3人の子どもしか来ませんでしたが、少ない人数でも子どもたちが

迷わないようにできたのは良かったことだと思います。

1 2回、 13回は午前と午後の責任者が異なっていました。その時の事情があったわけ

ですが、これはあまりうまくいったとは思えませんでした。うまく午前と午後の連携がと

れなかったからです。その最大の理由は本部係の仕事はぎりぎりでいいやという思いがあ

ったためです。講座の仕事に熱中するあまりに本部係の仕事を怠りがちだったのです。こ

れはこの先考えてし、かなければならない問題だと思います。講座と本部の仕事の両立は楽

しく安全な YOUサタを作っていくための必要条件だと思います。これから先 YOUサタ

を続けていくならこのことも考えに入れてやっていくことが大切だと思います。

最後に、今期駐車場係をやってくれた全ての人に。子どもがちっとも来なくて寂しい思

いをした人もいたことでしょう。責任者である僕が朝遅れてどうしたら良いのだろうと自

分なりに考えて動いてくれた人もいました。僕の不甲斐なさに大変多くのひとに迷惑をか

けてきたような気がしています。今期の駐車場係はあなたがたのおかげでやり終えること

ができました。こんな僕について来てくれて本当にありがとうございました。そして、 1

年間おつかれさまでした。
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言秀義書事名系

片桐宏（技術専攻院2年）

( 1 ）第4期総括

今年度 l回目の松本キャンパスでのY0 U遊サタデーにおいては，誘導係の仕事に関し

て多大なクレームがついた。その概要は次の2点に集約される。即ち①誘導係から受付係

への引き渡し及び開会式場までの誘導が連携をなして行われなかった，②子どもばかりに

目が行き，講師として参加される一般参加者や子どもに付き添われてくる保護者の方々に

対して，心配りが無さすぎた，である。これらの反省点を生かし，残り 2回の長野キャン

パスでのY0 U遊サタデーでは，孜のような改善を行った。

1 ）誘導係は子どもを受付まで案内し，責任を持って開会式場まで誘導する。

2）子どもとは視線を合わせるように努め，明るい笑顔で緊張をほぐす

3）一般参加者や保護者の方々に対して「ご苦労様ですJ 「ありがとうございますj な

どの声かけを積極的に行う

4）学生の配置場所をあらかじめ決めておきつつも，柔軟に対応する

基本的には，スタッフマニュアノレの注意事項の筆頭に掲げられている「一期一会Jを大

切にし，キャンパスを訪れた人すべてに対し，気持ちよく，親切に，安全に誘導すること

である。

( 2）第5期へ向けて

人員配置の比重としては，正門・東門（ 3～4名） ・西門 ・北門（ 1～2名）が

良いのではないか。正門（駐車場も含む）にできるだけ多く配置する。また手の空い

ている駐車場係にも応援を依頼しておくと良い。

誘導係は人数が多いうえ，定例会で全員が顔合わせできるとは限らない。また当

日朝の忙しい時間帯では，口頭による説明だけだと仕事内容を把握してもらえない。

スタッフマニュアルに，やや詳しく仕事内容や注意点を載せるなり，当日にプリント

を配布する等の対応をしてみたらどうか。

子どもや保護者，一般参加者への対応は， Y0 U遊サタデーそのもの，ひいては

教育学生そのものの評価にもつながってくるものだと考える。したがって，誘導係は

「単なる誘導jのみに終わってはならないのではないか。

蛋をイ寸4系
長田 ひろみ（家庭専攻 4年）

初めての場所（大学）に来て、少し緊張している子どもたちを、あたたかい笑顔と元気

な挨拶で迎えるのが受付の一番の仕事です。今期の受付係となった各講座のスタッフは、
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とてもいい笑顔で子供たちを迎えてくれました。受付の椅子に座っている状態からさらに

身を乗り出し、回線を低くして子どもの名前をたずねるやさしい笑顔のお兄さん、お姉さ

んにミほっと肩のカを抜く子供たちの様子がたくさん見られました。

受付係の当日にいたるまでの準備としては参加者名簿、名札、領収証、封筒の用意・確

認などなどがあります。さまざまな事態にすばやく対応するために事前にキャプテンや本

部との打ち合わせも必要です。当日は YOU遊カード・名札・領収証・お金の授受という

仕事の他に、キャプテンや本部と子どもたちとの橋渡しの役目も担わなければなりません。

欠席者・講座変更者の連絡や、当日急に講座参加を希望する子どもが来た場合への対応な

どがこれにあたります。

とはいえ、何よりも受付は子どもたちと講座スタッフとの初めての出会いの揚です。自

然とゆっくりとした言葉づかいで子どもに接したり、幼い子どもには、名札をただ渡すだ

けでなく胸につけてあげたり、というような受付スタップの姿勢や心遣いが受付をただの

事務的な確認だけで終わらせないのだと思います。今期の受付係長として、受付スタップ

の後ろから見守る子どもとスタッフの出会いはとてもあたたかいものでした。

陽司闘司重量EA i系
佐々木美恵（家庭専攻 4年）

開閉会式において、今年は様々な新しい取り組みを行ってみた。

まず、松本キャンパスで行う開閉会式は、これまで階段教室で行っていたが、そこは、

子どもが椅子に座ると机が邪魔をして前がよく見えないという問題点があった。そこで今

年は、靴の脱ぎ履きなど大変なこともあったが、体育館で開閉会式を行ってみた。心配し

ていた会場への出入りはそれほど大きなトラプルもなくできたが、一方で、椅子のない広

い空間だったために走りまわったり騒いだりする子どもがでできて、騒然とした中での開

閉会式になってしまった。また、広い体育館でマイクの声が十分に通るかを事前に確認し

ておかなかったなどの見落としもあった。今後、松本で行う開閉会式の場所は、これらの

点も含めて検討する必要がある。

次に、これまで開閉会式でうたっていた歌であるが、これは受付を早く済ませてしまっ

た子どもが開会式までの時間にこの歌を練習して、暇な時間を楽しく過ごせるというメリ

ットがあった。そこで今年も第 11回ではこれを行ったが、十分に練習できなかったため

か、うたえない子どもや、歌自体を恥ずかしがる子どもが多く見えたため、開会式までの

時間を楽しく過ごせる別の方法を考え、歌を開会式の内容からなくした。開閉会式係を中

心に準備をし、簡単にできる手遊びゃゲーム、ギターなどの演奏を行ったわけであるが、

これは大変盛り上がり、開会式を良い雰囲気で始めるきっかけにもなった。

またこの雰囲気を盛り上げるという点で、第 13回では、それまで徹底しなかった会場

の掃除にカを入れたり、飾りをつくったりした。

このYOU遊サタデーには広い年齢層の参加者があるわけだが、それぞれが楽しく Y0 
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U遊サタデーに参加する始まりとなる開会式になればと思う。そしてそのためには、事前

に十分準備時間をとる必要がある係だと思う。

続いて閉会式であるが、内容については去年と同様に行なった。その中で特に注意した

ことは、予定時開通りに終わらせるということである。これは、その予定時間に合わせて

迎えの保護者が来るためである。そのため、閉会式の開始時間を徹底するために、事前に

各キャプテンに話しをしておくと同時に、講座終了 10分前には本部待機のスタッフが各

講座をまわってその様子を把握した。実際に各講座の終了時聞はまちまちで、早く閉会式

会場に来た参加者たちの中には時間を持て余している人もいたが、その時はHOW TO 

サタデーを配り、それを見ていてもらった。

そして閉会式が終わったあとも、参加者が最後まで安全に楽しく帰れるよう、見送りの

徹底も忘れてはならない。

＊前日準備のため、会場は前日からとっておく必要がある。

＊午前・午後2回行う場合は、開閉会式の座席数も考えて講座を午前・午後に分ける必

要がある。

＊スタップが参加者のまわりにずらーっと立っていると、威圧感がある。参加者のそば

に座って一緒に開閉会式を行うのが良いと思う。

e需 .§i』4系
宮沢元（理科専攻 4年）

備品係は、主に講座で使う備品をキャプテンから聞いて揃えるのが仕事である。必要と

する備品が倉庫にない場合は、 YOUサタの会計係そして実践センターを通して買っても

らわなくてはならない。そのため、 2週間程度しないと注文したものが届かない。そこで、

キャプテンには早めに必要な備品を聞いておくことが大切である。遊学プランを提出して

もらう時に備品一覧表も提出してもらった。今年度は、 YOUサタ当日の 1週間前には各

講座の備品をわけで、箱に入れておいた。そして、キャプテンに確認してもらうようにし

ていた。しかし、現実は 1週間前になっても注文していたものが届かなかったり、キャプ

テンへの連絡が徹底せず備品の確認ができなかった。そのため、例えばボンドの数は揃っ

ているが、中身が入っているのはあまりなくて講座中困ったということがあった。今思え

ば、キャプテンと一緒に備品を箱詰めするようにすれば、そのときに備品を確認してもら

えるので、その様な問題点はなかったかもしれない。返却のときには、まだ使えるものと

終ってしまったものを分けるようにもすれば良かった。

備品係の仕事を通して気になったことがある。それは、備品の数がかなり増えたことだ。

今までに行われたことのない講座が増えたので当たり前といわれてしまうとそれまでなの

だが、検討してみる必要があるのではないか。今まではよ講座の内容を考えて備品を注文

していたが、現在ある備品を見て開ける講座を考えることもできたら良いと思う。昔、水

が必要なのに水道が直接使えないという講座があった。その時は、ベットボトルに水を汲
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んでおき、使うようにした。このなごりで、今もベットボトルがたくさん利用されている。

このように資源を大切に考えて、リサイクルをしていくことも忘れてはいけないと思う。

オ5ζ音~i系

中村典史（社会専攻 4年）

YOUサタの係名は重複しているものが多く、連絡などの際説明を加えなければならな

いこともある。この本部係もその一つで、私達は運営を行っている「本部Jと区別する

ため「当日の本部係j とか「テントにいる係j などと呼んでいた。

その本部の仕事であるが、その呼び方の示すとおり、当日の講座時間にテントにいるの

が主な役目である。まず各講座が受付をしている最中、本部係は当日受付をする。これ

はキャプテンに何人くらい受け入れできそうか、事前に聞いておく必要がある。開会式

が始まった後は遅れてきた参加者の受付や、参加費の集計などにあたる。また当日受付

で入った参加者の修了証を作成し、講座に届けるのも本部係の仕事になっている。

いよいよ講座が始まると、本部係はとたんに暇になる。しかしこの暇こそが重要なので

ある。つまりここでの本部係の仕事は、怪我人が出たとか備品が足りないなど、何か問

題が発生したときのために待機することなので、何事もなく暇をつぶしていられればそ

れにこした事はないのである。それゆえ本部係は暇だからといってフラフラ講座の見学

に行くわけにも行かない。問題が起きて本部にいっても誰もいないのでは、交番に行っ

てもお巡りさんがし、ないのと同じ状態になってしまう。

講座が終わりに近づいたときを見計らって、各講座を周り、時間だよと伝えることも重

要な役割である。これはせっかくいい雰囲気になっている講座を壊すようで心苦しい仕

事だが、閉会式をスムーズに始めるには大切なことである。

Coe>k  目 n g 隊

酒井由佳里（家庭専攻 4年）

スタッフの朝食としてのおにぎりを作るのが Cooking隊の仕事です。朝食は 1日の活動

源ですからね！また，なにかと忙しい本部スタッフにとっては，このおにぎりが昼食でも

あります。おにぎりは時間と場所を問わないので，忙しいスタッフにはピッタリです。

Cooking隊は，スタッフを支える裏の仕事なのですよ。

［仕事内容］

前々日；事前に連絡を取って，土井先生と共に買い出し。結構な量でかなり重い。私たち
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は何人かで自転車で行ったが，車を出してくれる人がいればverygoodo 

いたみそうなのものは，当日買い出しに行く。

前日；午後 1時ごろからおにぎり作り。炊飯器2台X4回（9合X4回）のご飯を炊く。

おにぎりが腐らないように，炊く前に小さじ 1杯の酢を入れるとよい。ふりかけ

は9合につき 1袋使い，のりは， l畳を8分割する。ボールがあれば，冷めるの

が早くにぎりやすいし，すぐに次の分を炊けるので能率よく進められる。

麦茶を作り，お漬物も切っておく。

当日 ；スタッフよりも少し早めに集合して，おにぎり，お茶，お漬物を実践センターの

前に出す。湯呑みはセンターのを借りる。 8:30には片付け，湯飲みなどを洗って

返す。使ったものは，しっかり決められた場所に返しておく。

［材 料 〕 …スタッフ約 100人分（200個）

・お米 40kg ｜＊塩や，お酢などは，あまっているので・ふりかけ 8袋（ゆかりなど） ｜ 購入しなくてもよいと思います。

・のり 25枚 ｜ ふりかけなども，残りを確認してから・たくわん 2袋 ｜ 買うようにしてください。

・白菜漬け 1袋

φ 麦茶 1箱

第 11回の松本YOU遊サタデーでは，缶のお茶とバナナを用意し，パスの中で食べ

るようにしました。第四回・13回では，人数が少なく暖めるのが大変ということで，豚

汁は省略しました。豚汁の材料は，第3期の実践記録を参照するとょいと思います。

Cooking隊は前日の金曜日が勝負です。金曜日の午後に授業のないことを確認して，

メンバーを集めることをお勧めします。大変な仕事ですが，みんながおいしそうに食べ

ているのを見るとうれしくなるんですよね。

2軍事！；｛：系

成田英直（理科専攻 4年）

写真係は、 YOU遊サタデーが行われる当日と、それまでの準備の過程を、ビデオカメ

ラや写真などで記録する係です。係、を受け持っている聞は他の講座に参加することが出来

ませんが、すべての講座をまわって、全体の雰囲気や参加者の楽しそうな姿を写真に収め

ていくことは、 YOU遊サタデーを少し違う角度から見ることが出来て、とても楽しい係

りです。係の人数は決まっていませんが、機材の数やまわる講座の数に合わせて、 2～3人

ぐらいが適当だと思います。そのうち、一人がビデオカメラを受け持ち、残りの人が写真

を受け持っと、全体のバランスが良く、すべての講座をまわって記録することが楽に出来

ます。ビデオ撮影や、写真撮影は、スタッフが準備をしているころから、徐々に機材の使

い方に慣れるつもりで記録をしていくと、当日子供たちとふれあっているスタッフとは、
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少し違った表情をとらえることが出来て、楽しい記録になると思います。

当日は、写真係一人一人が、全ての講座をまわるように決めて、記録漏れを防ぐように

します。またいろいろな講座を見て、たくさんの記録を残すためにも、個人がすべての講

座を時間いっぱいまわって、スタッフ全員を必ず1枚は収めるよ うに心がけると良い記録

になると思います。

前日までの準備は、フィノレム、ビデオカセット、バッテリー、カメラ（写真）、ビデオ

カメラ、三脚、を用意します。フィJレムやビデオカセットは、当日参加する講座の数や、

活動時間に合わせて用意します。フィノレムですと 1日一人につき 36枚撮りで 15本前後、

ビデオカセットは、 1日分で6本ほど用意すれば良いと思いますが、それぞれ規模に合わ

せてください。バッテリーは、前日までに用意し、 4～5つほど充電しておきます。足らな

くなりそうなときは、早めに充電しておくと安全です。三脚は開会式や閉会式など、長時

間撮影するときなどに使用すると、とても便利です。現在、カメラ（写真）が足りません、

個人で用意するか、知り合いから借りるなどして集めてください。近いうちに専用のカメ

ラを用意しておいたほうが良いのではないかと思います。ビデオカメラの撮影や、写真の

とりかたは、少し慣れれば誰でもうまく取れるようになるので、自信のない方も気軽にや

ってみてはいかがでしょうか。

コンビューータ－~系
浅沼康理（数学専攻 4年）

今までも実際には存在していたが、今期になって初めてコンピューター係なるものが設

置された。コンビューター係の仕事は主に次の2つである。

まず1つめは、 YOUサタのスタップ向けのY0 Uサタ通信作りである。YOUサタ通

信の内容は、本部での決定事項や今後の予定などをメインにして、スタップに情報を伝達

していくことである。

2つめは、ホームページの管理・運営である。 Y0 Uサタのホームベージでは、 YOU  

サタで聞かれる講座一覧や参加者状況、講座の様子などの情報を発信している。最近では

このホームヘージを見て、 YOUサタに関心を持つ方もいるようである。一部のものに関

しては、 Y0 UサタOBの方々の協力の下で成り立っている。

今期初めての取り組みとしては、メーリングリストによる情報交換の試みがある。これ

はまだ試用運転中ということもあって、学生のみを対象に行われている。

このほかにも、 印刷物に関する雑用やスタ ッフの名簿管理、データのパックアップなど

があるが、コンピューターを使うことのできる学生が増えてきているため、コンビュータ

ー係の仕事は分担してみんなでやるというのが最近の傾向である。
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重量E言十告署長

土屋淳子（家庭専攻 4年）

1、仕事の内容

昨年まで会計は受付係が兼ねており、準備段階で使用されるお金について不明瞭な点が

あったため今年作った係である。仕事の内容は主に次の2つで、ある。

①物品請求以外で用意した備品、材料などの費用を明確にする。

YOU遊サタデーは、実賎センターから備品を提供していただいている。必要な備品

を事務の方に伝えると手続きをしてもらえるのだが、備品を請求して手元に届くまで、

約 2週間かかる。そのため、 YOU遊サタデー直前に急に必要になったものは購入する

しかない。また、藤かご作り講座で使用する療のように特殊なお店でしか扱っていない

ものは、 0こちらで購入する必要がある。さらに、料理講座で使う食材は直前に買わな

ければならない。このような、 「備品請求では賄いきれない備品を購入するお金Jにつ

いて管理しているのが会計係である。購入したいものがある人には事前に言いに来ても

らい、購入後にその際のレシート、領収書を渡してもらう。会計係は品名・金額などを

ノートに記入し、 YOU遊サタデー終了後にお金を返却する。

② YOU遊サタデー当日に参加者からいただく教材費 ・材料費の計算、両替

各講座ごとに参加費、材料費、切手代を計算し、収入がどのくらいで‘あったか明確にす

る。また、この中から、①のお金を、備品を購入した人に返す。

以上が主な仕事だが、このほかに備品係と協力して、各講座への備品の分配等も行った。

2、今期の収支

第 11回、 12回、 13回の参加者からの参加費、教材費は以下のとおりである。

第 11回Y0 U遊サタデー 合計44650円

第 12回Y0 U遊サタデ一 合計55420円

第 13回Y0 U遊サタデ一 合計43500円

このお金は、傷害保険料にあてれられたり、①の品物を購入しお金を立て替えてくれて

いた人に返したり、また、フィルム・現像代その他の運営費として使われ、収支はゼロに

なっている。

また、備品としてセンターの方から画用紙、模造紙、ケント紙、マジック、ホスカ、絵

の具、のり、木工用ボンド、ヒンセット、はさみ、折り紙、ガムテープ、ホチキス、セロ

テ｝プ、ニス、ごみ袋、領収書、修了証、割り箸、プラスチックコップ、洗濯糊、ホリ袋、

サランラップ、絵筆、マスキングテープ、塩、アルミマット、ラミネーターフィノレム、ア

ノレバム台紙、障子紙、マープリング絵の具、パプ、モーター、乾電池、洗剤、 ストロ一、

手芸綿、紐、などなど多数の物品を買っていただいた。

他に、更埴、高遠、小諸の出張Y0 U遊サタデーでは講座で使用する備品を提供してい

ただいた。

私個人の意見であるが、できるだけお金をかけないで楽しむこと、あるもので代用する

ことをもっと追求していってもいい気がする。今期 YOU遊サタデーの中でも、 ベットボ
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トルを活用する講座があったり、キャプテン会議の中で「缶の穴を空ける際、きりではな

くてくぎでも代用できるのではないか。 j などの意見が出されたりしたが、そのようなア

イディアがもっともっと出てくるといいなあと思っている。

伝表番号 品名 金額 月
1ノート 12,526- 5 
2修了証 30,00 5 
9画用紙外 8,734 5 
IO フルコンシート外 15,863 5 
11 ポリ袋 2,205 5 
12 

洗カセ剤ットテープ
304 5 

17 8,420 5 
18 雑巾 3, 780 5 
20 ほうきタト 5,880 5 
21 簿カ粉外 310 5 
22 洗剤外 3,369 5 
19 フイノレム 6.470 6 
23 絵筆外 4,562 6 

40081 フィイルム現像外 4,056 6 
38 リチウム電池 3,024 7 

40145 フィルム引き伸ばし 1, 541 7 
54 8ミ9Tープ外 21,362 8 
53 領収書外 17,839 9 
56 割り箸外 2,047 9 
59 砂糖外 2,110 9 
60 スリーピングマット 1,800 9 
61 ラミネーターフィノレムj 5, 116 9 
62 クリアファイノレ 588 9 
55 フイfレム 12,940 10 
100 平奈月1締1外 1.207 10 
101 グラニュー糖 53'1 10 
103 油性マジック外 11,650 10 
105 麦茶 286 10 
106 炊事手袋 630 10 
107 パプ 2.520 10 
109 チャーミーコンパクト3 5,468 IO 
110 修正ペン 630 10 
57 マープリングm絵の具 I, 512 11 
58 水性ニス 472 11 
102 ポスカ外 18,549 11 
104 乾電池 2,040 11 
108 モータ 3,150 11 
112 

ケン万ト紙玄衷夜
2, 820 11 

40398 フィ タト 25,725 11 
40412 フィノレム現像 4,295 11 
46563 フィルム現像外 18,294 12 

合計 274.688 
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｜出張Y0 U遊サタデー講座記録｜



（更埴出張YOU遊サタデー）



主

共

たくさんのともだちと交流しよう！
いろいろなモノづくりに挑戦したり、

なぜ？という体験をして、家族みんなで楽しい一日をすごそう！
みて、ふれて、しなのの歴史に詳しくなろう！

9月13日（土） ごぜん10:30～日：00

長野県立歴史館・科野の里歴史公園ほか
更埴 市 屋 代 字 清 水

＠オープニングセレモニー（ごぜん10:15～）
更埴市立東小学校鼓笛隊
一重山太鼓

催・ちゃれん児プラザ21実行委員会

の皆さんの演奏

（長野県・長野県教育委員会・長野県笛察本部・更埴市教育委員会・長野県子ども会育成連結協盟会・
長野県膏少年育成県民会議・信大YOU遊サタデ一実行委員会・長野県湾年海外交流会）

催・長野県立歴史館・更埴市森将軍塚古墳館

プログラム・お問い合わせについては、裏面を見てネ！
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知事と話そう ゆめ

ひまわりつ子“謬”ひろば
県下の子どもたちの代表と、知事の話合い
( 10:45～12:0Q) 

思い切り遊ぼう！
あそ

遊びのチャシヒオシ六会
歴史館j雫検クイズラリー

空缶積み
洗面器総（ぎつくり投げ 1( '¥ lJ' 

1分間莞円り ふ町一
小悦ハフノ八

4

．
持
濁
持
拡
γ，
が
則
合
高
象
W
1

却しむヘ
1
a
N
ハ山総

・お問い合わせ
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出張 YOUサタ in更埴

はじめに

～ちゃれん児プラザ21～ 

宮沢元（理科専攻 4年）

今まで、に行ってきた出張YOUサタは、招待していただいた学校などで講座を開くという

ものだった。そのため、信州大学のキャンパス内で行っているやり方で講座を開く ことがで

きた。しかし、今回の出張YOUサタは、参加者数、講座を開く時間など不確定であり、こ

のようなYOUサタは初めてだった。

ちゃれん児プラザ21について

9月 13日（土）に更埴市にある長野県立歴史館 ・科野の里歴史公園で開催された。趣旨

は次代を担う子供を取り巻く環境が著しく変化し、時間、空間、仲間のいわゆる「三間」の

縮小化が進行する中で、子どもがたくましく成長するように、遊びゃ体験を通じて、子ども

の創造性やチャレンジ精神を養い、長野県の歴史への理解を深めるとともに、親子のふれあ

いの場を提供することであった。参集者は 10 0 0人と予想されていた。具体的には火おこ

しやはにわの野焼きを体験したり、シャボン玉やフーメランを作ったりできる場所が設けら

れていた。その他にミニ四駆大会、パトローノレカー試乗体験などのイベントが行われていた。

その 1っとして出張YOUサタも参加させていただいた。

d， ‘ー‘’ ・． ， 
，~ 

・＂

．．． ， 
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宇宙生物スラスラスライム
～スタッフみんながキャプテンになったYOUサタ～

宮沢元（理科専攻 4年）

更埴の YOUサタでスライム作りの講座をやることはすぐに決まった。スライム作りは大

学のキャンパス内で行われる YOUサタではすぐに定員がいっぱいになってしまうほどの人

気講座である。そのため、更埴でもたくさんの子どもたちが訪れることを予想し、スライム

作りの材料は300人を用意した。時間は午前 10時30分から午後4時までた、ったので、

30 0人の参加者がスライム作りをできるようにするには、 30分間に 50人に教えるよう

にするしかなかった。 （スタップの準備・片づけの時間および講座の受付時間として講座と

講座の聞に30分の時間をあけるようにした。）すなわち、 10時30分から 30分間講座

を聞き、その後30分開けてまた講座を開くというようにした。このことについては、スタ

ッフの異論もあったが、初めてということもありこのやり方で、やってみることにした。

出張 YOUサタの当日の朝は天気がはっきりせず、小雨も見られた。学校のキャンパス内

で行われている YOUサタのスライムは、室内で行われている。しかし、今回はイベントと

いうこともあり屋外の広場で行わなければならなかった。大雨の場合は、室内になるかもし

れなかったので講座の準備をしながらも天気を心配していた。

講座の受付は、整理券のカードを作りそれを配って、定員の50人を超えたら次の受付時

間まで待ってもらうようにしていた。しかし、お昼時には整理券をもらうための長蛇の列が

できてしまった。そのため、急きょ受付方法を変えて、この日に行う講座すべての整理券を

配るようにした。

講座の進行は、 2人のスタッフがテープノレごとについて 10人の参加者に対して教えてあ

げるようになっていた。そして、本来のスライム講座ではスライムを平均5個作る時間があ

るけれど、今回は l回の時間が30分しかないこ とと材料の数を考えて1人1個と制限して

しまった。そのため、スライムを何個か作っていくうちに、作り方がわかり、上手に作れる

ようになるという体験をさせてあげることができなかった。スライム作りの講座では、この

場面が重要なので、参加できる人数を減らしてじっくり作れるようにした方がよかったのか

もしれない。

しかし、定員がいっぱいになってしまったので、スライムを作ることができないことを知り、

泣いてしまった子どもがいたことを考えると、定員を減らすことにも心が痛む。結局、この

日は、 300人の定員を増やして 350人を超える親子とスライム作りを楽しんだ。

このスタイルのY0 Uサタは初めてだったので、学んだ点や問題点が多かった。初めてと

いうことで、いろいろと予想を立てて、その解決方法を考えなくてはならなかった。当日に

なると、予想外のこともあり臨機応変で活動しなければならないこともあった。

いちばん考えさせられたことは、多くの参加者に 1つだけスライムを作ってもらうように

するのか、少人数でじっくり作れるようにするのかという点だった。じっくり作ったほうが、

心に残るとは思う。しかし、スライムを 1回も作ったことがない人とある人ではなにか違う



と思う。私は、この l回作ることによって、その人が何か得るのではないかということを信

じてこの出張YOUサタを行った。

今回の YOUサタを終えて、少人数でやるほうがよいと思ったスタッフもいた。これは、

スタッフだからといってキャプテンの補助にとどまっているのではなく、主体的に YOUサ

タに参加し考えている現れと感じた。そして、スタッフみんながキャプテンとして活動した

YOUサタだったと感じた。今回の出張YOUサタは、私にとって YOUサタ全体についても

考えるよい機会になった。

このような機会を与えてくださったちゃれん児プラザ21実行委員会にとても感謝して

います。また、当 日、手伝ってくださった更級農業高校の方にも感謝しています。そして、

30 0人を超える参加者をサホートしてくれたスタッフにありがとう。

参加スタッフ

中村典史、土屋淳子、 千葉綾子、佐々木美恵、片桐宏、長田ひろみ、浅沼康理、津田奈奈、

成田英直、 竹田みどり



昌三霊長、~ C> L.J" 道崖寸タータラ~－

『て芥っくりカーードをイ乍ろう』

桐山潤（国語専攻 4年）

1. はじめに

昨年の第9固からスタッフとして参加させていただいています。今回は、 『更埴チャ

レンジプラザ』での出張YOU遊サタデーの『びっくりカードを作ろう』の講座のキャ

プテンとして参加しました。もともとは、 『とびだす紙しばし、』という講座だったので

すが、今回は、 『更埴チャレンジプラザ』用にアレンジしました。

2.今回の講座は？

皆さんは工作が好きですか？皆さんは絵を描くことが好きですか？私は嫌いではない

けれど、まだ苦手です。苦手だとついつい引っ込み思案になってしまい、挙げ句の果て

には嫌いになってしまう。そんな経験はありませんか？でも、何かを作っている時や、

何かを表現している時って、まるで自分が変わったようにドキドキワクワクしながら夢

中になってやっているのを感じますね。

今回は、そんなドキドキワクワクをたくさんのお友達に体験しτもらいたいと思い

塗り絵パージョンとなって再登場しました。

a. rびっくりカードJについて

fとびだす絵本jというものを御存じでしょうか？そう、頁を開くと絵が飛び出すよう

に仕掛けられている絵本のことです。今回は、昨年とは違った方法を採ってやることに

しました。紙を折って、折ったところと直角にはさみを2箇所入れます。紙を開くと、

切り込みが2箇所入っているはずです。その真ん中の部分を逆に折ると、飛び出す部分

の完成です。飛び出す部分に、こんどはスタッフの用意した絵（子どもたちが塗り絵を

したもの）を貼ります。最後に背景を描いて出来上がりです。あらかじめ絵を描いてか

らの方がやりやすいでしょう。

さて、スタッフが用意した絵というのは、更埴歴史館ということもあって、ナウマン

ゾウ、オオエゾシカ、埴輸の三種類を用意しました。社会専攻の溝口さん、吉池さん、

絵の苦手な私の力作です。気に入ってもらえたでしょうか？

4.子どもたちの様子

今回は、通常のYOUサタとは違い、やりたい人から始めて、完成したら出てっても

よいという体制をとっていたので、子どもの出入りが頻繁で、戸惑う子どもが出るかと

も思いましたが、溝口さん、吉池さんのおかげで良い講座になったと思います。

適切な説明？（作り方が単純だったからか？）と、あらかじめ絵があったことで、子

どもたちはすんなりと創作を始めることができたようです。色鉛筆、クーピー、クレヨ

ン、水彩絵の具などを用意したのですが、学校で使い慣れているせいか、クーピーを使

う子どもが多かったようです。色鉛筆も、きれいに描けるせいか人気でした。

絵の人気の方ですが、女の子が大半を占めていたのと、男の子にも雄々しさが受け入

れられたせいか、オオエゾシカが人気を独占していました（6、7割）。意外！次点が

ナウマンゾウだったので、動物が人気のあることと、描きやすかったのが影響している

のでしょうか。

今回も、背景がなかなか描けない子どもがいましたが、これは、子どもが描こうとす
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るイメージが十分に膨らんでいなし、からではないかと思います。そんな時はどうすべき

か戸惑ってしまった所があり、言葉がけの難しさを感じましたが、どのような言葉をか

けると子どものイメージが膨らんでいくのか考えたいと思います。

また、完成した後に、「また作ってみたしリと言って、もう一組持って帰る子ども（お

母さん）がいたので、おおむね好評だったようです。

5.反省

はたして、今回の時間の使い方は良かったのか疑問が残ります。はじめは時間を決め

てやろうということだったのですが、子どもが集まっていなかったので来た子どもから

始めました。今後、出張Y0 U遊サタデーをやろうと考えているキャプテンがし、れば、

時間 ・人数はどうするのか、今回の私のように不特定時間で不特定多数の子どもたちを

相手にする場合、本当に対処できるのか（安全面も含めて）を考えてみてください。

我々が用意した「例」についても少し見直さなければなりません。というのは、子ど

もたちが「例Jを参考にするのは構わないのですが、そのために子どもたちの自由な思

考（想像・創造）が害されてはならないと私は考えます。いろいろと異論もあるかとは思

いますが、「例Jはあくまでも参考とすべきです（そこが難しいのですが） 。これから私

のような講座をやる方（し、ればの話ですが）がんばってください ！

最後に、長野県社会部の今井さん、 『チャレンジプラザ』スタッフの皆様、 Y0 Uサ

タスタッフの皆さん、一緒に活動した溝口さん、吉池さん、そして土井先生のおかげで

無事に終えることができました。本当にありがとうございました。

ア

一224-



（高遠出張YOU遊サタデー）

ー
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YO  U遊サタデー

第7回信州高速フェスティパノレが 10月 11日～ 12日の

2日間開催されます。 初日の 11日（土）は長野市で好評の
W野争

『YOU遊サタデーJを下記のとおり実絡します。多くの皆さんの参加をお待ちして

います。

Ba 

1日時 平成9年10月11日〈土） 1 4時～

2会場

3指導

4内容

「第7回信仰！高速フェスティパル第1日J

国立信仰l高速少年自然の家高遠町膝沢

信州大学毅育学部の学生

1，冒険ハイク

グループ分けした参加者が地図と磁石を持ってチェックポイントを探し、指導

者からの問題を解きながら周辺の山を歩きます。

（持ち物長袖、長ズボン、合羽、運動靴）

2，宇宙生物プルルンスライム

f水j と『洗濯のり j と f魔法の水j を使って『スライムJをつくります。何と

もいえない感触を楽しみましょう。

3，からからアート

きれいに色を塗った卵のカラを使ってモザイクアートに挑戦します。

4，ネーチャーアート

森の中から絵の道具になる物を集めて、大きな布

に絵を拙きます。

5，ペーパーグライダーをとばそう

型紙を切り抜き、はりあわせ紙飛行機を作り、飛行

コンテストを行います。
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i .郷庫選挙品）
~l＼.，ぶ：j • 

l 7 z 又テ ィ パ 対）b l 
~ －出 会 い 交 流 体験をあな たにー ： 
1 .趣

2.主

3.共

4.後

5.協

6.期日

7.会場

8.参 加対象

9.プログラム

10. 日 程

旨 広く施設を開放し、参加者が各種の催し物や野外活動等に参加するとともに、

日頃学んだことがらを発表し、参加者どうしの交流ならびに、少年自然の家に

対する理解を深める。

国立信州高速少年自然の家

高速町・高速町教育委 員 会

上伊那広域行政組合

催

催

援

賛 長谷村・長谷村教育委員会

信州大学農学部・高遠町公民館・長谷村公民館・高遠町婦人団体連絡協餓会・

高遠町青少年育成連絡協議会・高遠町老人クラプ連合会・高速小学校 ・同PT 

A ・高速北小学校・同PTA・ 高速中学校・同PT A ・高速高等学校 ・高遠町

保育園保護者会連合会・高遠町商工会・高速郵便局・ JA上伊那東部・高遠町

農産加工組合・（株）ワッドレックス・森永フードサービス（株）

平成9年 10月 11日（土）～ 12日（日）

国立信州高速少年自然の家

親子 ・家族・グノレープ・個人など・どなたでも参加できます。

・宿泊者 250名 ・日帰り参加者随時自由

別紙のとおり

時 6 . 7・8・9・I0・l1 . 1 2・13・14・I5・l6・17・I8・19・20・2l・22
10 ~ι :z. 日目 音 タ 入 薪 就

月

脅管曾傘~B
付 楽 プログラム プログラム

11 ． 祭 祭 II 

日 昼 （別紙） （別紙）
（土） 食 式 食－ 1谷 官E 寝
10 プ つ朝 ふ j昼； 閉

月 ロ る プログラム（ プログラム

恋陣騒をす12 グ ど さ IV 
．． v 祭．， ．． 

日 フ と （男リ紙） ・－ （別紙）．． 
・－

（日） い食
，． 

式ム の ：食：
m 祭

．． ．． 
※天候によりプログラムは変更することがあります。

11.受付 10月 11日（土） 1 2 : 0 0～ 1 3 : 0 0 
（日帰り参加者は 11日・ 12日とも随時受付をしています）
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12.参加費

（宿泊者のみ）

13.服装・持ち物

（宿泊者のみ）

14. 申し込み方法

小学生以下2400円・中学生以上 26 0 0円

( 1 1日の昼食・夕食 1 2日の朝食 シーツリネン代保険料等）

1 2日の昼食ならびにクラフト等の材料費は別途負担となります。

野外活動に適した服装・雨具 ・防寒衣・洗面具・タオノレ・着替え ・パジャマ

類・保険証（写し可）など

別紙申込書により、平成9年 10月 1日（水）までに、郵送またはFAX  

でお申し込みください。

申込者が多数の場合は抽選の上決定します。

結果については、 10月 5日（日）までにご連絡いたします。

干 396-03 長野県上伊那郡高遠町大字藤沢 6877-11

匡富三Zイ言州、Ir官Cj:i重弘〉を手三自実余伐〉謁芝毒客員室言果

n 0265-96-2525 FAX 0265-96-2151 

15. 交通 案内 別紙参照の上、国立信州高速少年自然の家までお越しください。

宿泊者でパス輸送を希望する方はお申し込みください。（乗車定員があります）

f宿泊者J

※迎えパス

J R中央線茅野駅 1 1 : 3 0発

J R飯田線伊那駅 1 1 : 0 0発

※送りパス（伊那・茅野方面）

少年自然の家発 1 6 : 3 0発

15.みんなの広場 （団体・個人企画）

展示・発表 ・バザー・出店・クラフトの指潟など自分たちをアピーノレする

場として開設します。希望者はお申し込みください。

※ご不明の点がありましたら事業課までお問い合わせください。
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一一一一一一ーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ．．．・－－－－・・・・・ー・・・・・・．．．．．．．，．司ーーーーー一一一一一・・・4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......----.. ----.......・・・

261閉 祭 式 16:00～16:20 Iお祭りの終わりです。

日程表を参照してください。
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国立信州高遠少年自然の家

道 路
』」ー・

3て
フf℃ 内

干396-03
長野県上伊車問日高速町政沢6877-11
TEL 0265-96-2525 
F八X 0265-96-2151 

要産官製恋愛
入口回同 三フ

諏訪ICからの経路

ら
伊那ICからの経路

’~152鞠（側諸）

図関東方面から
m諸君誇蹴IC闘ニア少年自然の家

盟関西・中京方面から
大阪包盟主主小牧Jc笠盟盟問Icl町 361・152号線少年酬の家

2時間30分 2 阿ri.i2 0分

冬期間はタイヤチェーンをf発行してください．
ディーゼル車の場合は燃料凍結防止のため伊那・探訪地区周辺で給油をしてください．
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出張Y0 U遊サタデー i
『企F、=I:

n I笥 1墨

中村典史（社会専攻 4年）

実施日時： 19 9 7年 10月 11日

会場：国立信州高遠少年自然の家（第7回信州高遠フェスティパjレ）

主催者：国立信州高速少年自然の家

1.なぜ出張するのか

高速で出張YOU遊サタデーをやろうとし、う話が出たのは、今年の3月である。今期のYOUサ

タを行う日程を相談しているとき、高速から出張して欲しいという依頼をいただいているとの話を土

井先生より聞かされた。私個人としては、次の点から出張を取り入れていくべきだと考えており、こ

の高遠への出張は絶好の機会であった。

l.地域への YOUサタの拡大。特に南信地域でYOUサタを実現する。

2. YOUサタの知名度をあげる。

3.今までに行った事のない規模での出張YOU遊サタデーを実現する。

しかしキャンパスでのYOUサタとの兼ね合いで、過密なスケジューノレが予想され、キャンパスに

かかる労力を削ってまで出張するのもどうか、という声もあった。そのため当初は出張専門組を作

ってキャンパスとは切り離して準備をすることも考えていた。しかしこれは人数の関係と私たちの気

分の問題から，結局キャンパスでやっていた人聞がそのままやることになってしまった。

2.高速に向けた準備

高遠への下見は5月の終わりに l回と、 10月の初めに 1回の計2回行った。1回目は高遠の

職員の方との顔合わせ程度のもので、施設の様子と、どんなことができそうか、ということを見るに

とどまった。また4年生は教採前の忙しいはずの時期であり、 10月のことよりまず7月だ、とし、う

気持ちが強く、高遠の準備は9月に入ってから、とし、う暗黙の了解のうちに、 1回目の下見は終わ

った。

しカも、私たちが「これはやってもいいんですか？Jと聞いたことは全て「ああどうぞやって下さ

し、Jと寛容なお言葉を頂き、高遠の方針というものはないのか、と疑問を持ってしまうほどであった。

しかしこのおかげで私たちが自由にできたことはたしかである。

9月に入り、講座も順調に決まっていたが、大きな問題があった。参加者はどう集めればいいの

か、とし、う問題である。電話でのやりとりでどうも10月に入るとフェスティバルの参加者が決まるらし

い、その中で‘YOUサタに参加する人の希望をとっているらしい、とし、うようなことがわかってきた。

そこで当初はYOUサタ参加希望の人に電話をし、講座を振り分けようとし、うことになった。その名

簿をもらいに行くということも含めて、講座の下見のため直前になってもう1度高遠へ行った。

2回目の下見では講座が出そろっていることもあり、具体的にどこでどの講座をするとしづ計画

や、私たちがどこに泊まるかなどの細かい打ち合わせがなされた。

しかし結局名簿は作成中でもらえず、受付はフェスティバルの受付を済ませた人を呼び止めて
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行うことにした

3. 終わってみて

当日は今期Y0 Uサタにふさわしくはっきりしない空模様だったが、講座は大成功で

あったといえる。講座の終わった後、スライムやへーハーグライダーをもって歩いている

家族を見ると、 「どうだった？Jと聞きたくなってしまったc また次の日になっても私た

ちの配った名札をつけている人がたくさんいて、こんなに大勢の人が参加してくれたのか

と嬉しくなった。また専門職員の皆さんなど多くの人に助けられ、私たちだけでは出来な

かったレベルで、講座が開けたのではなし、かと思う d

キャンパスタトで・私たちが講座を開くことに関しては、問題点も指摘されているc しか

しその中で私たちが目標としているものに出会えるなら、積極的に取り入れていくべきで

はないかと思丸そして高遠はそうしたことが可能な場所であるのではないだろうか？
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~壬留生主唱掬，Sミ~~ A.J 二えそライ~看壬作言 ろう

片桐宏（技術教育 ・院2年）

( l ）講座開設にあたって～スライムと私～

「宇宙生物ふるるんスライムを作ろう」は、 YOじ遊サタデーが始まって以来の人気講座

である。講座名をちょっと変えたものの「スライムJ講座に変わりはないφ 私は以来、スラ

イムの講座を何度か見学した際に、自分自身で触ったりしたものの、その作り方や楽しみか

たまでは知っていなかったむ今年度、更埴の出張Y0 U遊サタデーの折りに、初めてスライ

ムのスタッフを経験した。その作り方講習会で、私は初めてスライムがどうやってできるの

かを知った。また、その時、どうして子どもがあんなに楽しむのか、秘密を知ったーこの時

の講習会の様子の写真があるが、自分が満面の笑みでスライムを作っている様子を見事に撮

られ（？ ！）、自分がスライムの「とりこJになっていった感じがするφ このようななか、

私にとっての最後のY0 U遊サタデー、スライムのキャプテンをやることになった

(2）当日まで

今回の講座が、たまたま私がボランティアで何度か足を運んでいた国立信州高遠少年自然

の家で行われたので、会場等についてはある程度の見識があったので、幸いだ、った。しかし、

何をどれくらい用意したらいいのか、どんな講座にしたらいいのか、なにぶん初めてのこと

で、メーリングリスト等を使って、機々な参考意見をいただいた その結果、講座の形簡と

しては、 2個のスライムを作ること、 1時間の講座を 2回行うこと、チケット制で行うこと、

とした。「出張Jとなると忘れ物は許されない3 備品準備はいつもだと、備品等は備品係に

お世話になっていたが、今回はキャプテンが全てやることになっていたので、備品係の仕事

の苦労を知った。しかし、遊学フランを出したものの、本当にスライム講座が自分の手で勧

めることができるのか、不安は募るだけだった。

( 3）前日準備

前日、スタッフと共にスライムの試作を行った。しかし部屋の温度が低かったせいか、い

つもどおりにスライムができない3 一同悩んだ。理科で化学を専門としている学生が、「部

屋の温度に関係があるのでは？」とアド、パイスをしてくれた。そこで、自然の家の方にお願

いして、次の日は朝から暖房を入れてもらうようにした。スライムの試作、当日の流れを確

認した後、掲示物 ・案内板の作成、備品のセットなどを分担して行った。

( 3 ）当 日の流れ

当日、各班ごとに、どのような活動を行ったか、以下列記する。なお文中、丸数字は子ど

もたちの活動、4・はスタッフの援助、。は注意事項をそれぞれ意味している。

① グループのお兄さん・お姉さん・お友達の簡単な自己紹介を聞く

＠軽い挨拶程度

②紙コ ップ、箸（かきまぜ用と計量用）、ビニール袋をもらう

・紙コップと箸 （かきまぜ用と計量用）、ビニーノレ袋を子どもに配る

。指示するまで机の上のものには触らないように呼びかける
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③もう一度注意事項を聞く

・念のため注意事項をもう一度確認する

－服や髪につけないようにする

－絶対、口の中に入れない

・お友達が嫌がることは絶対しない、

・わからないことがあったらお兄さんやお姉さんに相談する

・材料は限られた分しかないので、仲良く使う

④スライムの作り方を知る
＠スライムを実際に作りながら、作り方を説明する

。ユーモアなどを交えながら、子どもが「早く作りたいJと思うように工夫する

。すべての子どもが見えるように配慮する

。手についてしまったスライムや失敗したスライムの処理（パケツに捨てる）ことを

あらかじめ知らせておく

⑤スライムを作る
＠子どものスライム作りを援助する

。隣り同士の子どもが助け合えるような雰囲気作りに心がける

＠一つ目のスライムがだいたい完成したら、お互いどおしのスライムを比べてみる

＠二つ目のスライム作りを援助する

⑥後かたづけをする
＠できたスライムをビニール袋に入れるように指示する

＠小さい子どもについては、手についたスライムを一緒に落としてあげる

＠机の上を整理整頓する（机の上の新聞紙など、片づけられるものは片づける

(4）結びにかえて

講座自体、大変盛況で大きな混乱もなく無事に終わった。今回、 1時間という短い時間の

なかで2個のスライムを作ったが、初めての子ども同士でも協力の姿、親子の連携の姿を見

ることができた。また、 10名近い子どもたちを一人のスタッフで担当したが、正直言って

無理があったような感じがした。しかし、学校現場ではもっと多くの子どもを一人の教師で

見ていることを考えていると、今回の講座形態は私にとってもスタッフにとっても良い経験

になったと思う。次の目、多くの子どもが袋に入ったスライムを持ち歩いていた。なかには、

他の子どもに自慢している子もいた。スライム講座の計画、準備、運営と初めての経験だっ

たが、多くの後輩が協力してくれた。この場を借りて、お礼申し上げます。 スライムとは

意外な場所で出逢い、そして、今回このような意外な経験をすることができた。私の望外の

喜びとして、ここで経験したことをこれからの糧にしていきたいと思っている。
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ペーパーグライダーを飛ばそう
芦田英央（社会専攻 4年）

1.講座開設にあたって

YO U遊サタデーのスタッフとして、何回か参加しているうちに一度くらいキャプテンと

して講座を聞きたいと思ったのが講座開設の動機である。何を開設するかにあったっては、

今までに何回かスタッフとして参加していた「ペーパーグライダーを飛ばそうj を開設する

ことに決めた。スタッフの視点から見てきた、参考にする点を講座に生かすことができると

考えたからである。

2.長野での準備

講座の進行の仕方は、前固までの社会専攻の中村君が立てた遊学プランに手を加え使わせ

ていただいた。ペーパーグライダーのキットも、前固までと同じA. G社から発売されてい

るべ一八一グライダーのキットを使った。また、ベ）パーグライダーは、二種類用意した。

子どもの年齢にもよるが、ちょうど二種類が適度な数であると考えたからである。さらに、

へーパーグライダーの種類は、ジャンボ型と競技用型のへーパーグライダーを選んだ。他に

も複葉機型、戦闘機型などのペーパーグ、ライダーもあったのだが、第一に作るのが簡単、第

二に飛行距離がでるものということを念頭において選んだ。ジャンボ型はシュッと直線に飛

び、競技用型はふわりと舞い上がるように飛ぶ。飛び方に差はあるものの、どちらも長く飛

ぶのである。また、 低学年の子どもでも簡単に作ることができる。

今回、講座の準備をするにあたって困ったのが、ペーパーグライダーを印刷した画用紙や

はさみ、カッターナイフ、ボンド、色鉛筆、マジックなど工作用品をどのくらい用意するか

ということである。というのも、今回のYOU遊サタデーは、いつものように大学の施設を

利用して行うもので、はなく、国立信州高速少年の家で行われた、第七回信州高遠フェスティ

パノレ（10月 11,12日）の一環として行われたからである。そのため、あらかじめ講座に申し

込みがあるわけではなく、当日何人の人が講座に来るのか予測できなかったのである。そこ

で、前回の講座を使った材料よりも多めに用意することにした。スタッフの人数の関係、で同

時に 20人が工作できる材料を用意することにした。といっても、画用紙は少年の家で用意

していただいたので、事前にこちらで用意したのは、その他のはさみやボンドなどの材料で

ある。

他に事前の準備として、スタッフ全員に一度ペーパーグライダーを実際に作ってもらった。

説明書をみれば難なく作ることができるであろうが、自分で作り工夫することで、よりスム

ーズにより的確な説明や援助をすることができると思ったからである。

3.高速での準備と講座の中で

10月 11日のY0 U遊サタデーの前日から高速に泊り、講座の残りの準備をした。まず、

少年自然の家で用意していただいた画用紙にペーパーグライダーの図面を印制した。開講時

間が2時間半であることから、 80人分を用意した。たくさんの参加者があると予測し、少し

多めに印刷したつもりであった。次に、気楽に講座に参加しやすいように、教室の場所を示

す看板を作り、教室もまた飾り付けして明るい雰囲気をだした。残りの時間は、飛ばし方の



工夫にあてた。翼に曲線を付けたり、クリッフをつけてバランスを調整したり、スタッフのみ

んなで外のオーブンデ、ッキに出て奮闘した。

高速に来てみて、心配になったのは、ベーハーグライダーを飛ばす場所である。高速に来

たのははじめてのことで、こちらに来る前は外に出ればなんとかなるだろうと安易に考えて

いたのだが、意外と飛ばせるような場所がすくないことが判明した。前日、私たちが飛ばし

ていたオーブンデッキは広くてとても適した場所だったのだが、当日、そこでバンドの演奏

があるとのことで、使うことができなかった。また、講座の教室は二階であったため、外に

飛ばしにいきにくいという難点があった。そこで、しかたなくやや広い、玄関前の場所で飛

ばすことになったのだが、当日、雨が降り外に出ることもままならなかった。結局、廊下や

階段で飛ばすことになってしまった。

講座が聞かれる前に申 し込んだのは、子どもと大人を合わせても 22名で、。何だか拍子

抜けした。 しかし、実際に講座が始まると、急に参加する人が増え、終わってみると総勢90

人以上の人が講座に参加していた。教室の最大収容人数が、 54人であったにもかかわらず、

席に座れず待ってもらった人もでるほど、盛況であった。私を含めた4人のスタッフでみら

れるのは20人が限度であったため、本部のスタッフにも手伝ってもらい、本部にも迷惑を

かけてしまった。

また、 「家で、も作ってみたいJ f家族へのフレゼントにするJなどといった人にも、余分

に配布したので、画用紙は 130枚近く必要になった。そのため、準備段階で印制しておいた

枚数ではとても足りなくなり、途中何回も画用紙を印刷しに行かなければならなくなった。

このことは、ただえさえスタッフが足りないなかで、他のスタッフに大きな負担をかける結

果となってしまった。足りなくなったのは、画用紙ではなく、はさみやカッターナイフも足

りなくなった。少年の家や本部の備品を借りても足りず、参加者には何人かで使いまわして

いただいた。

講座を進める中で、特に注意したのが怪我人がでないようにすることであったc ホワイト

ボードに注意事項を書いたりして注意を促した。なかでも、カッターナイフで‘指を切ったり、

飛ばしたへーハーグライダーが自に当たったりしないように注意した。幸い怪我人もなく、

無事に講座を終了することができた。

4. 講座が終わって

講座終了後「こうやって投げるとよく飛ぶんだよJと話しかけてくれる子や、夕食の時にも

翼のとれかけているへーハーグライダーを大事そうに握りしめている子を見て、今回の講座

は成功したんだという実感が湧いた。とても忙しく大変だったが、多くの子どもを始め大人

の方も楽しんでいただけた講座になったと思う。

私自身の不手際もあり、多くの方に迷惑をかけたが、他のスタッフの協力もありなんとか

成功にこぎつけることができたe 感謝したい



からカラアート
森下房枝（家庭専攻 3年）

l.講座開講にあたって

第 12回で，どんな講座を開講しょうかと考えていたときに，ふと小学生の夏休みの宿題

で卵の殻を使って貼り絵をしたことを思い出しました。単純な作業ではあるが，できあが

った作品は，近くで見ると上手にできていなくても．遠くから見ればきれいに見えるため，

誰もが満足感を味わうことができるのではないかと思い， 「卵の殻を使って貼り絵をする

講座J＝「からカラアートJを開講することにしました

そこで「からカラアートJの講座では， 「ものづくりの楽しさと満足感Jと， 「身近な

材料で貼り絵を作ることができるJというこの2点をねらいとしました3

2.講座名を考えよう

講座を開講するときにまず考えなければならないのは講座名でした。講座名は参加者が

講座の内容を知る上で，一つの手がかりとなるため， 「講座内容が分かり易いものを」そ

して「どうやってつくるのだろうj 「どんなものができるのだろうj という参加意欲が湧

きそうなものを，と思い考えました。そこでできたのが『から（卵のから）カラ（色の付

いた）アート（絵）』＝「からカラアートJなのです。しかし， 「講座内容が分かり易し、」

という点では少し劣っていたのかもしれません。なぜならば，第 12回ではなかなか参加者

が集まらなかったのに，第 13回においては閉じ講座名でも参加者がすぐに集まったからで

す。これは第 12回の講座紹介や成果発表で，講座の内容がやっと参加者に伝わったためで

はないかと思います。

ここで私はもっと講座内容の見える講座名を，考えなければならないということを学び

ました。

3.教材研究

講座名を考えた後にしなければならなかったことは，講座の流れを考えることです。

そこでまずこの講座で、は色を塗った殻を使うため，殻にあらかじめ色を塗ったものを用

意しておくか，それとも子どもたち自身で色を塗りながら作品を作っていくかどちらにす

るか考えました。そこで、色を塗って乾くまでの時間を見たところ， 2時間の講座の中で殻

の色塗りからはじめることは無理であることが分かり，あらかじめ何色か色を塗った殻を

用意しておくことにしました。

つぎに，試作品をつくってみることをしました。B<lの画用紙全面に割と細かな色使いを

する下絵をコピーして，早速製作に取りかかりました。思っていたよりも細かいところが

多く難しかったため，完成までに数日かかりましたG これでは2時間の講座の中ではでき

ないということ，また色使いが細かいと飽きることが分かつたため，はがきサイズの画用

紙に簡単な色使いで複雑でない下絵を用意することにしました。

4.第 12固と第 13回の講座の展開

I）第 12回からカラアート
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4.反省

講座の流れが，私の予想と異なり講座というよりは「催し物」的になってしまいました。

そのような講座になってしまったが，参加した人々が楽しそうに作品を作り，そして他の講

座へ参加しにいく姿や，他の講座で作ったものをもって，一日いろいろなことを体験できた

満足の顔で教室にくる子どもをみると，このようにいろいろな講座に参加できてもいいので

は、と思うようになりました。

このように，いつものYOU遊サタデーとは少し異なった今回でしたが，キャンバスの外に

出てみて， 「講座参加の仕方Jなど，今まで気づかなかったものに気づくことができたので，

講座を開講してよかったと思いました。

最後に，準備や当日の参加者への支援などを協力して下さったスタッフの皆さん，十分な

連絡等できずご迷惑をおかけしました。この場を借りてお詫び申し上げます。そしてありが

とうございました。

<. ／ ’〆
-・ -, ~・
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官険ノ、ィク

～自然の中を冒険しよう～

登坂武人（社会専攻 3年）

①動機とねらい

「高速で・しかできないことをやってみたしリこれが高遠で冒険ハイクをやってみよ

うと思ったきっかけである。

高速で何か講座を聞いてみようと思って、高遠少年自然の家のハンフレットを見る

と、周りにたくさんの自然がある事を知り、もの作りではない何かこの自然の中で楽

しく遊べるような講座をやってみたいなと思った。そこで思いついたのが冒険ハイク

である。冒険ハイクは、私が小学校のとき、林間学校でやって楽しかったのでそれと

閉じような経験を子ども達ができればいいなと思ってやることにした。

次に、私がこの冒険ハイクを通して子ども達に何を伝えたかったのかということに

ついて書きたいと思う。

私がこの講座の詳細を決めていく中で2つのことを必ず念頭において考えていった。

その2つがつまり私の本講座におけるねらいである。それが何かというと、まず1つ

目は自然を感じる、 2つ目は集団で動く楽しさ難しさを知ってほしい、の2つで

ある。この2つのねらいが子どもに伝わるようコース設定や、チェックホイントでの

課題などを考えていった。

②子どもの様子

次に子ども達の様子について書いておこうと思う。

高速では、そのシステム上講座ごとの子どもの参加人数が当日までわからないという

状況だったため、 ドキドキしながらその当日を迎えた。そしてやはり懸念していたことが

起こった。受付締め切り30分前になっても参加者が 0人。他の講座は、ほとんど締め切

っているのに、という状況になってしまった。しかし、周りのスタッフ遠の助けもあり講

座開始時には23人もの参加者が集まってくれた。

子ども達の活動の状況についてもここで書きたいと思うのだが、キャフテンの私は、トラ

ンシーパーを持ってゴーノレで一人待機だったので、全体の動きは把握していたが、子ども

達の活動の様子や、表情は、スタート時とゴーノレ時しかわからないので、私のわかってい

る範囲で、少し書きたいと思う。 1チーム5～6人に、こちら側が作為的に分けたのだが

（あえて友達や兄弟は別のチームにした）、そうなるとスタート時はやはりいろいろと不

安な様子でほとんどの子どもに笑顔が見られなかったが、ゴーノレ地点で帰ってくる子ども

遠の表情を見ているとどの子どもにも笑顔が見られ、短時間でもうすでにみんな友達にな

っていて子どもの順応性のすごさに驚かされた。スタート時での子どもの表情を見る限り

私もこのチーム分けに正直不安はあったが、ゴ｝ノレに帰ってくる子ども遣の表情から、そ

れが間違いではなかったと胸をなで下ろした。そのような事実からも私の考えていたねら

いの一つで、ある「 ・集団で動く楽しさ難しさを知ってほししリは達成されたと思える。

n
H
d
 



③そして今後へ

今回私としては、初めての野外活動の講座を開いたのだが、開いてみて思ったこと、

今後また開くとしたら気をつけるべき事などを書いていきたいと思う。

まず野外活動的講座を開く場合、企画力が間われるということが今回やってみて痛

切に思ったことである もの作りのように、子どもが自発的に取り組もうとするよう

な魅力のある物質というものが、野外活動にはない つまりそこにある自然を講座の

中でいかに利用し、子どもが楽しいと感しられる場を私たちがし、かに提供できるかと

いうことが問題となってくる。

次に安全面についてである。けがをしてしまってはせっかく楽しんでいても一瞬に

してハーになってしまう。当然のことと言えば当然のことなのだが、それが意外と難

しい。少しでも危険だからといってその企画を中止してしまうと、冒険ノ、イクのよう

な野外活動には何の面白味もなくなってしまうからである。すごく面白い企画には、

ある程度の危険性が伴う、安全面ばかり気をつけているといまいち面白味にかけてし

まう、そこが難しいところなのだ。その辺のことに注意して活動していく中、子ども

達とスタッフがどのように関わっていくのかということが野外活動的な講座を開く上

で最も考えなくてはならない事だろう。

安全面への配慮、何もない中でどう楽しむかを考える企画力、この 2つが今回私が学

んだ事であり、今後どんな講座を開く上でも、最も注意していく事であろうc
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ネイチヤーアート～自然を使って絵を描こう～

土屋ひとみ（教育実践科学専攻 2年）

・講座を聞くiこあたって
今回はせっかく高遠という自然のなかでYOUサタをやるのだから、ここだからできる

ことをしたいと考えた。高遠の山にはいろんなものがある。子ども達や大人が自然に気付

き、触れ、秋という季節を精一杯からだで感じてほしい。また、自然の中から自ら材料を

見つけ出すことで自然の実態を知り、ふれあいと知識を深めてほしい。ふれあいとは自然

のみならず、仲間たちとの交流を重視したいと考えた。そして人工の道具がなくても素敵

な絵が描けることを実感してほしいと思ったo そうして自然のなかに入り込み、見つけた

材料で、自分が見てきて、感じ取って、また自然を描くことで、その記憶を鮮明にし、自

然の素晴らしさを認識し、身近に感じてほしいと思い、この講座を設定した。通例のY0 

Uサタに加えて、人とのふれあいを重視したかったのでレクリエーションを盛り込んだ。

絵を描くにあたっては、 「自然をつかって絵を描く j ということで、学校教材として使

用されるクレヨン・絵の具などの人工物でなく、落ち葉や実・枝のような自然物であり、

秋ならではのものを使用した。また材料を探しに自ら森に入ることで、自然を直に体験し

てもらうよう設定した。さらに、一人一枚の絵でも良かったが、みんなでカを合わせてつ

くったものを一枚の大きな絵にするという感動を体験してほしく、一人ひとりの製作が、

実はみんなの大きな絵の中のパーツになる。（人と人とがつながっていく過程と似ており、）

わざとその効果をもたせたかった。

そして、思い出がいつまでも手元に残るようにお土産としてクラフトを用意した。この

講座は子どもだけではなく、大人も興味をもてるものにした。

キーワード：自然体験、仲間や自然との交流、想像力、創造力、充実感、満足感

・講座の様子

先述した通り、ネイチャーアートは、普段使用するクレヨンや絵の具のかわりに木の枝

や実といった自然物を使用する。キャンパスは一枚のベッドシーツ（布）を使用した。こ

の際、布を4枚に分割し、一斑一枚仕上げて、完成時に4枚の絵を合体させることにした。

各班は室内にばらばらになるため出来上がるまで他の班の様子は分からない。よって、合

体したときの感動も大きかった。

当初の募集人員を大幅に上回り、最終的には50名前後の大所帯になった。また、計画

時から大人の方まで楽しめる講座を設定したため、当日は年齢層が広いものになった。ス

タッフ 6名で、大人数をまとめるのは困難であったが、できるだけたくさんの人に本講座

の願いを伝えたかったので できるだけ希望者を受け入れた。そのため、スタッフの役割

としては子ども達にアドバイスしたり 一緒に作ったりとリードする面が強くなってしま

い、子どもと同化したいと願ったスタッフには物足りなかったかもしれない。しかし、講

座の準備を念入りにしたため、スタッフ全員が講座内容や意図を熟知してくれ、講座前に

スタッフ自身が講座内容を楽しめた点が、講座のおもしろさを参加者全員に伝えられた要

因になった。

この講座は、画材となる自然物を自然の森の中で採集することから始まる。材料集めと

製作を通して人間関係を重視したく思ったので、講座開始直前に集まった参加者からエン

カウンターやレクリエーションを行い参加者のアイスプレーキングを図った。途中から
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でも気軽にレクに入り込めるような配慮も行ったo 講座開始は簡単な柔軟体操で緊張した

身体をほぐし、先程のレクで近親聞をもてたところでグループ分けを行った。グループは

できるだけ知らない人たちともなるようにレクを使って分けたが、小さなお子さんのいる

親子や仲間同士と参加したグループはそのままにして、一人で参加した子やわかれでもい

いという子にはその勇気を讃えることで寂しさを感じさせず、三つのグループに分けた。

布は四分割したが、そのうちの一枚は見本として予めスタッフがネイチャーアートをした。

実際には子ども逮や大人たちの想像力は目を見張るものがあり、見本よりもずっと素晴ら

しい作品になったのは言うまでもない。グループに分けた後は、自己紹介をゲーム形式で

やって、はやくクリアした班から（準備段階で布を分ける前の大きな布に下絵を描いたの

で）どの部分を描くかを決定した。グループは子ども班二つに大人班一つになった。当初

は三班とも混合にする予定だったが、参加者の意図で変更した。参加者の意見が出るとい

うことはそれだけみんなの心がほぐれていることを意味し、レクの成功を示した。レクの

効果は他にグループ内の人間関係が生じたなど様々あったが、森の中で採集するとき、あ

る程度の団体行動が必要だったためでもある。材料集めは天侯の問題もあるし、行きたく

ない子を無理に連れていきたくなかったため、希望者のみにした。スタッフ半分と、保護

者に援助を依頼した。木々の中にはツタ漆がまきついているものもあり、子どもがその赤

の美しさに採集してしまうことのないように、参加者全員に注意を促した。スタッフにも

予め準備段階で現物を示し注意した。採集から始めることの意味は、自然と人聞が触れ合

うことを主眼にした講座であるので、自然のなかに入っていくことも子どもたちがたいへ

ん喜び、感動すると予想したからである。

キャンパスに下絵をしておいたのは、講座が短時間なためだが、参加者の想像力を疎外

しないように、下絵はベースになるものだけにした。内容としては、木2本、山、湖であ

る。下絵は4枚に分割したとき不公平のないように描いておいた。

レクを取り入れたことはたくさんの効果をもたらしたが、まだレクをしたい子と早く製

作に入りたい子にわかれた。子どもは勿論大人までもがみんな生き生きとして、普段使用

しない画材で最初は戸惑っていたが、各自思い思いに描いていった。子どもも大人も力作

が完成するたびに、スタッフや同じグループの人に見せ合い、グループ内の交流がたくさ

ん見られた。背景は（山、空）はポスターカラーを水で薄めたものを霧吹きに入れ、吹き

かけて色づけできるようにした。

ネイチャーアートを完成させた後は、個人のおみやげとして、クラフトづくりをした。

カラマツを輪切りにしておき、各自サンドペーパーをかけ、ドングリや木の枝で表札を作

ったo

スタッフが準備からレクの練習や内容、誘導方法まで全員が把握してくれたため、スタ

ッフ自身も楽しめ、打ち合わせがしっかりしていたので、スタッフ聞の人間関係の結びつ

きが強かったことが講座がスムーズに進んだ要因である。また、講座スタッフだけでなく、

他講座のスタップの協力や自然の家職員の皆様の協力や温かい言葉のおかげで不安なく初

キャプテンを勤められた。職員の皆様や参加者の大人の方、仲間のスタッフにこの講座を

今回設定したことを強く賛同してもらい、多大なる協力支援をしてくださったこと、 Y0 

Uサタ幹部の方々やアシスタントスタッフに心から感謝します。自然の中だから改めて実

感できることや初めて体験できる感動があります。また自然とのふれあい方によっては自
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然は危険なものにも優しいものにもなります。それを都会から高速にやってきた参加者に

も伝えられたので良かったと思う。

初めてYOUサタに参加したうえに、初キャプテンだったので、不安や分からないこと

ばかりでした。それをY0 Uサタスタッフの全ての方に支えられました。これからYOU  

サタに参加しようと思っているが、不安に思って踏み込めない人がいるとしたら、勇気を

出して参加してほしい。講座で子どもたちとふれあうこと以外にも大きな収穫が得られる

と思います。

J 
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（小諸出張YOU遊サタデー）

.－－＞－『

『馬両，

- 244-



：： ；！よ T：：）： .：.：：~圃広」；：；; ＇ ~｝＿＇.？：Ll' (:i ！！：趨，: f: . ;1;; :;;?i: 

会場・乙女湖公圏内’小諸市文化センター
参加賀無料

上置きを御持参願います
一 一部のイベントを除き当日の参加もできます．

ωろから ' 
うちゅーィ f.>.

スワ1J。っτき包

佐蔵恵子

13:00～15:00 

分科会を行います。専門の先生方のお話も聞けます。

＠郊l分科会家族を演じてみませんか？ ロールプレイングによる家悠の.lillln臨床心JlJl師 g的 .ill列（上総病院）
（小学校高学年～ 中学生を待つ叙向 き） 臨床，L岨師沼地砂J~ （長野少年鑑別所）

em2分科会子育てサークルの交減会 サークルの作り方、巡営の線周 助産婦永井ひろみ（ながいIU乳育児相級盆）

e.m3分科会乳幼児期の子育て 子育ての悩みと父親の役1111 教 授飯山正江 U二回女子短JU）大学）

T¢加申込書 各竿校、腐の先生．または佐久教育事務所（FAX.TELも可｝へお送り願い去す．

・問合せ・申込先・

佐久教育事務所
中384・01 佐久市大字飾部65戸1
Tel 0267・63・3182F脳 0267・63・3187

主催長野県教育号委員会佐久教育事務所

共催小路市教育委員会・小路市町A述合会

小館市保育園保級者会連合会

後!J小anm
この公LHtlでも申し込み併を交りつりてい ます．

「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一
ti 氏名（保思考）

！｜氏名（子）

ti電信書号

｜｜ 図糊・サークル・団体名
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出張Y 0 U 遊サタデー i n 乙 女 の 森 フ ェ ス タ

11月9日 小諸市文化センター

「宇宙生物スラスラスライムJ

「でっかいでっかいシャポン玉を作ろうJ

fフィルムロケットJ

佐々木美恵（家庭専攻 4年）

【小諸で出張YOU遊サタデーを行うまでの経緯】

この出張YOU遊サタデーは、家庭教育を考える目的でイベントを行う佐久教育事務所

の方から声をかけていただいたことがきっかけで・行った。親子で様々な体験をすることを

通して家庭教育について考えて欲しい、というイベントの主旨をくみ、親子で物づくりや

遊びができる講座を開いたのだ。

［主催者側との打ち合わせ ・準備】

主催者側の方とは主に私が連絡を取り、それを各キャプテンへ伝えるかたちをとった。

・実行委員会に出席し、 イベント全体の打ち合わせと各講座の打ち合わせ（2回） （中

村 ・佐々 木）

・会場の下見、各講座の打ち合わせ、備品の買い物（1回） （中村・佐々木）

・電話で各打ち合わせ （佐々 木）

｛講座ごとの打ち合わせ ・準備】

参加者数がはっきり把握できなかったり、全員が会場を下見したりできなかったので、

安全面や大まかな講座の流れ、備品などを確認し合うことが主で、あった。当日の状況に応

じて柔軟に対応していくことが多かったり、キャンパスで行うY0 U遊サタデーのように

参加者の名前や年齢層がわからなかったりしたので、事前は不安が大きかった。

・参加者数などを仮定した遊学プランをもとに、講座の流れの打ち合わせ（当日変更

有）

・講座を行う場所を示すポスター作り

．各備品の準備

｛乙女の森フェスタに参加して｝

やはり、短時間で大人数の参加者と触れ合うということは難しかったと思う。例えばス

ライムの講座では、時間内に全員にスライムをつくってもらおうと考えると、その説明な

どに精一杯で、ゆっくり参加者と話しをしたりする時間が十分にとれないのだ。これは、

他の出張Y0 U遊サタデーにおいても同様であったが、大切なのは、スタッフ一人ひとり

が出張Y0 U遊サタデーに何を求め、そのために参加者とどう関わっていくかを事前に考

えておくことだと思う。例えば今回は、親子の触れ合いを重視するとしづ主催者側の意図

をスタッフがどう組んで参加し、それによって何を得たか、が大切だと思う。従来のキャ

ンパスで行っていたY0 U遊サタデーとはもちろん違う考えのもとで行われるイベントに
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参加するわけだから、その中では、自分たちのY0 U遊サタデーに対する考えとどう兼ね

合わせていくかが問われる。このとき、確かにまどうことも多いが、それはY0 U遊サタ

デーを違った側面から見直したり、違ったことを学んだりするきっかけになると思う。

また、今回は主催者側の方の動きを見させていただき、勉強になったことも多かった。

例えば、様々な講座を開くために、地域の機々な立場の方が集まって協力されていたのを

見て、 Y0 U遊サタデーも更に地域の中に入っていきたいと感じた。

最後に、私たちを快く受け入れてくださった主催者のみなさん、実行委員会のみなさん

に感謝したい。

［キャンバスで行う Y0 U遊サタデーとの兼ね合い］

この出張Y0 U遊サタデーは、キャンハスで、行った 13回のY0 U遊サタデーの翌日と

いうことで、大変なことが多かった。3講座とも、 13回で行った講座た、ったため、準備は

ほとんど同時進行で行うことができたが、スタッフの練習などはやはり 13回分が中心と

なってしまった。また、 2日連続で、前日の疲れが残ったままの出張Y0 U遊サタデーと

いうことで、講座中は楽しくできたが、帰路はぐったりといった感じで・あった。

双方を同時に進めていくために、それぞれを全く別のスタッフが関わっていければ良い

が、それは人数的にも難しい。まず、自分たちがどこまでできるかを判断して出張YO U  

遊サタデーを取り入れ、協力し合いながらうまく両立していく 必要もあると思う。

1ロ ノ＇－ I tノυ.YJ之／ノ J一－r

連絡ボ ード
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ーで d コカh し、ーで、J コカ＝し、三.，，／＇ ....：：γ ヌT号、~三玉壱三ア Jつくそうう

山田 尚美（家庭専攻 3年）

私はキャアテンをするのも、シャボン玉に参加するのも、出張Y0 U遊サタデーに参加

するのも初めてで、不安いっぱいのまま出張当日を迎えることとなった。ただ、前日に行

われた「第 13回Y0 U遊サタデーJで参加した「でっかいでっかいシャボン玉をつくろ

うJ講座での体験が唯一の頼みとなった。

1 .前日の反省から生かしたこと

まず、子どもの安全面である。前日 のY0 Uサタでは、地面に泡がたまっていたためす

べって転ぶ子どもが出てしまった。そこで、前日以上にスタッフで協力して、新聞紙を使

いこまめに泡を拭き取ることにした。さらに、当日シャボン玉講座を開いた場所は坂道に

なっていたため余計に転びやすいことが予想された。そこで、こぼれた泡を取り除くと同

時に、たらいの位置を乾いている場所にずらすことにした。このことが功を奏してか、転

ぶ子どもは一人として出なかったのでほっと一安心した。

また、前日は手を濡らしてしまって水道で洗う子どもが結構いたが、私たちスタッフは、

ハンドタオノレしか持っていなかったため対応が大変であった。そこで当日はフェイスタオ

ノレを用意したc けれども、当日の方はシャボン液に手を入れて遊ぶ子がいなかったため、

タオノレを準備したことはあまり意味がなかった。 しかし、子どもはこちらが予想もしない

ようなことを考えるので準備に準備を重ねることは無駄ではないと思う。ただ、何を準備

したらいいかの判断については、経験を積んでいく中で培ってい くしかないと思った。

2. 当日の反省点

一つは、道具の設定位置である。最初は道具とシャボン液を離して整理して置いておい

たのだが、次第にぐちゃぐちゃになり、使いっ放しの状態になってしまった。そのため後

から来た子どもはどんな種類の道具があるのかわからなく、自の前にある道具しか使えな

い状況となってしまった。子ども たちが全ての道具と出会えるような状態に設定できなか

ったことは残念であった。また、遊んだ道具を後片づけるという活動も大切であると思 う

ので、そのためにも、初めにきちんと整えておくことは重要であったと思う 。子どもの中

から片づけたいという気持ちを引き出すには、やはり初めから整頓された状態にしておい

て、片づける位置や片づけ方がわかるような状態を設定しておくことも必要ではないかと

感じたマ今回は参加する子どもが流動的であったためか、やりにくい面もあったが、検討

してみる必要はあると思う。

二つ目は、道具の設定とも関連するが、 シャボン液の与え方である。今回私たちは人数

が少なかったためか、シャボン液をつくるのがとても忙しかった。また、予想以上に子ど

もが来てくれたこともあるが、はたしてスタッフはただ単にシャボン液を作って提供する

だけでよかったのかと考えると疑問が残る。適切な言葉ではなし、かもしれないが、ややお

膳立てのし過ぎではなかったかとも感じる。こちらとしては、 子どもたちに思う存分遊ん

でもらいたいという気持ちからシャボン液作りに一生懸命になったのだが、足りなくなっ

たら子どもと一緒に液を作ってみるという活動も子どもにとってはよい体験となったので
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はないかと考える。道具（今回はシャボン液も含めて）の与え方は事前にきちんと考えて

おくことが必要で‘あると思った。

三つ目に洗剤が切れてしまったことが準備不足であったと反省しているz 今回はスタッ

フの一人が買いに行ってくれたお陰でなんとか助かったが、今回のように子どもの人数を

予め把握できない出張などではできるだけ状況を予測して準備する必要があるのではない

かと感じた。

3. 当日の様子から感じたこと

前日のY0 Uサタでは、子どもの数に比してスタ ップの数が多かった。また、子どもの

参加人数が最初から定まっていたためか、こちらの考える通りに講座は進み、子どもとの

触れ合いも深く持てたと思う しかし当日の方は、スタッフの数も少なく、子どもの数も

流動的であったためか、スタッフはシャボン液を作るのが糟いつはいで、肝心な子どもと

触れ合う時間が少なかったむこれは出張の特徴とも言えるかも知れないが、やや残念だっ

た気がする。

しかし、今回の催しは親子の共同体験を通して家庭の教育力の充実を図るということが

趣旨となっていたので、子どもたちがお父さんやお母さんと楽しみながら講座に参加でき

たことはよかったのではなし、かと考える。家庭での親子関係が希薄になりつつあると言わ

れる今日、今回のような機会が設けられたことは有意義であると感じる。シャボン玉講座

では、小さい子どもがお父さんのやってみせるシャボン玉を見て喜ぶ姿や、得意げにお母

さんにシャボン玉をやってみせる子ども、夢中になって遊ぶ子どもを頼もしそうに見つめ

るお母さんの眼差しに出会えた私たちスタッフはとても温かい気持ちになれた。

4. 今後のY0 Uサタへの思い

今回出張Y0 U遊サタデーに参加させていただいて、月並みな言い方ではあるが、非常

にいい経験となった。特に、キャフテンとして携わらせていただいたことで、準備の一つ

一つ、当日のスタッフの人との連携の一つ一つが新たな体験で、今までに触れることのな

かった Y0 Uサタの一面に出会えたことは貴重であったと感じる。やや遅ればせながら、

本当の意味でこれからのY0 Uサタが私にとっての新たな出発となるのではないかと感じ

ている。今回参加してみて得たこと、考えたことを生かしながら来年のY0 Uサタに参加

していきたいと思う。
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フィ／しムロケット
～えつ！！フィ／（.，ムケースがとβiの？～

登坂武人（社会専攻 3年）

①出張Y0 U遊サタデ｝における「フィルムロケットJ

キャンバスでの「フィノレムロケットJの講座の在り方については前記した通りだが、こ

こでは閉じ講座でもキャンバスと出張では、何がどう違ってくるのかについて書こうと

思う。

まず違うことといえば子どもとの関わり方であろうのキャンバスの場合は、フィルム

ロケットを介在として、参加した子どもとどれだけ深く関われるかというのが大事だが、

出張の場合はそこが大きく変わってくる。出張の場合では、参加するイベントの方針に

もよるが、往々にして数をさばく事に重きを置かれがちになってしまうため、子どもと

の関わりが疎遠になってしまう。それを理解した上で参加しているのだから、 それにつ

いてこの場でどうこう言うつもりはない、ただその方針に合わせた場合、講座の内容や進

めていく状態が大きく変わってし、く。どう変わっていくのかとし、うと、形態的にやりたい

と講座に来た子どもに対して、 材料を渡し、作り方を教えたら、あとは子ども 自身に 任

せ、つまずいている様子が見られたときや、 「わからないJと子ども自身から聞いてきた

場合のみ、こちらから指導をするというふうになってしまう。飛ばして遊ぶ時も子どもと

一緒には遊べない。

この日の前日、長野キャンハスで第 13回Y0 U遊サタデーが行われたそこでも私は

「フィルムロケットJの講座を聞いたのだが、連続して同 じ講座を開いたとはいっても、 2

つの形態を持つ講座でキャフテンをしたことは、今後のフィノレムロケット講座の方向性を

考えていく上で私にとって良い経験だaったと言えるe

②今後出張YOU遊サタデーで「フィルムロケッ トJの講座を聞くならば

第 13回のY0 U遊サタデーと小諸で‘の出張Y0 Uサタの両方で 「フィルムロケッ

トJの講座を開いてみて、今後出張でこの講座を開くならば「こうした方が良いのでは

ないかJという私なりの提言を、今回の反省も兼ねて書いてみたいと思う。

－まずスタ ッフの人数だが、スへースの広さにもよるが最低3人は必要だ。受付に 1人、

作る場所に1人、飛ばす場所に 1人という内訳になるe 今回は2人だったので、自の

行き届かない場所が出て来てしまった角特に飛ばす場所に誰かしらスタッフがいない

と危険である。

・フィルムロケッ トの燃料となるパブだが、これは初めからスタップが細かく砕いてお

いた方が良いと思う。キャンハスでは子どもが自分で砕いたが、 出張ではそこまで時

間がないので、あらかじめ粉にしておいた方が良いのではないか。子どもが流動的に

参加してくる形態で、フィノレムロケットの講座を開くならば、この準備は必須のこと

である。

・フィルムを屋内で飛ばす場合（小諸では、体育館の中で飛ばした）は、あらかじめロ

ケットを飛ばすスヘースにダンボールを敷き詰めておいた方が良いと思う。さらに飛

nu 



ばす時はロケットの下に新聞紙を敷いてから飛ばした方が良い。そうすれば片づける

時にとても楽である。これは外で飛ばすという形態を取る時でも使えることだと思う。

・最後にこれは参加者の方に言われたことだが、パプ？の粉をすくうものや、水を入れて

おくものに、 l回飛ばすのに必要な量だけの目安のラインを書いておいた方が良いか

もしれない。キャンパスでやるならば、その適切な量を試行錯誤しながら子ども自身

が見つけ出すのもひとつのねらいだが、出張のように数をさばくならば、 1回で失敗

せず飛ばせるようにしておいた方が良いのかもしれない。

以上の点が今回の出張で私が感じたことであるが、何にしろ出張はハフニングが付き物

であるから、これだけだとは考えにくい。次回、どこかの出張でこの講座を開いた時に、

思いがけないことが起こったとしてもキャプテンやスタッフで冷静に対応して欲しい。

それも出張の楽しみのひとつだ、ろう。また、出張がキャンパスのように行かないからと

いって、いいかげんにやらないで欲しし、。キャンハスでのY0 Uサタに来る子どもも、

出張でのY0 Uサタに来る子どもも、フィノレムロケットを飛ばしたいという願いに何ら

変わりはないのだから。



宇宙生物スラスラスライム

佐々木美恵（家庭専攻 4年）

【講座の流れ】

受付で整理券（グループ、そのグループ内での番号を明示したもの）を配布し、参加者

を3グループに分ける。 1グループの参加者最大 13人にスタッフ 2人がつき、そのスタ

ッフが作り方を説明しながら、 1人ひとつスライムをつくっていく。参加者のほとんどが

親子であり、このイベントは親子の触れ合いを重視するため、スタッフはその手助けにま

わる。 1回の講座時間は 15分間で、それを 4回行う。 （講座と講座の聞に 10分間の準備

時間をとる）

【講座を行って】

先のページに書いたように、短時間に大人数の参加者と触れ合うことは難しかった。

しかし、多くの親子が一緒にスライムを作り楽しんでいる姿は、キャンパスで行う YOU

遊サタデーではあまり見ることのできないものであり、キャンパスでももっと親子での参

加を呼びかけたいと感じた。また、スライムができたときは年齢を問わず親子が fわーJ

っと目を輝かせたことにうれしさを感じるとともに、スライムの魅力に改めて驚かされた。

また、私は受付をしていたのでスライムを作っているときの子どもの姿はあまり見る

ことができなかったが、 『スライムをやりたいですj と一人で受付へ来たり、講座の始ま

る時間を必死に覚えたりしている子どもの姿を見て、子ども自身にこういったことをやら

せてみることも必要だと感じた。

今回は時間の関係上から、一人ひとつのスライムを作るだけと制限を設けてしまった

が、 「00色のスライムができたから今度はxx色のスライムをつくりたしリなどと、何

回も受付へ来る子どもを見て、色ひとつとっても子どもには大事なことで、私たちは、子

どもが色のみにとどまらず様々な発想のスライムを作れるような場を用意しておいてあげ

るべきだと感じた。そして余裕があれば、時には少しぐちょぐちょだったり、硬すぎたり

するスライムができても、何回か作ることによってコツをつかみ上手にスライムができる

ようになったり、どうしてこうすれば良いのかを考えるきっかけになったりすればと思っ

た。
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平 成 9年度「信大Y 0 U 遊サタデーJ学年別参加者数

1. 『信大YOU遊サタデーj のねらい

．①学生生活の充実

②大学開放

③学校週五日制への対応

④実践的指導力

2. 『信大YOU遊サタデー』の実施日時

第 11回平 成9年 5月24日（第4土曜日） 12:30～16:00 （松本キャンパス）

第 12回平成9年 9月27日（第4土曜日） 8:30～16:30 （長野キャンパス）

第 13回平成9年 11月 8日（第2土曜日） 8:30～16:30 （長野キャンパス）

出張 平成9年 9月13日（第2土曜日） 10:00～16:00 （長野県立歴史館）

出張 平成9年 10月 11日（第2土曜日） 9:00～17:00 （国立信州高遠少年自然の家）

出張 平成9年 11月 9日（第2日曜日） 9:00～14:00 （小諸市民会館）

3.学年別参加者数と指導にあたった学生数

ー～～～～』』 第 l～10回 第 11回 第 12回 第 13回 合計

幼稚園 182 38 20 47 287 

小学生1年 253 21 17 27 318 

2年 298 26 24 44 392 

3年 277 25 21 48 371 

4年 260 17 36 43 :,356 

5年 319 12 19 18 368 

6年 115 7 11 9 142 

中学生 41 1 13 8 63 

高校生 95 1 。 3 99 

一般成人 254 49 26 .16 345 

合計 2115 197 187 263 2762 

学生 863 96 96 89 1144 

（キャプテン） (189) (14) (21) (19) (243) 

（スタッフ）． (674) (82) (75) (70). (901) 

学部教官 13 4 4 2 23 

地域社会人 19 3 1 。 22 
開設講座数、 161 11 20 18 210 

出張YOU遊サタデー参加者数と学生数

ー～～～h 』 歴史館 高速 小諸

参加者し 約1~4.QQ 約 300 約 250

学生 13 33 12 

学部教官 1 1 1 
開設講座 －~ 5 3 
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あとがき

今、第 18団長野冬季オリンピック競技大会の開会式が始まった。その模様をラジオで

開きながらこのあとがきを書いている。 YOU遊サタデーを担った学生たちも、オリンピ

ックボランティアとして、今それぞれの任務に参加している。オリンピックが始まる前に

この実践記録を完成しようと、学生たちは原稿の執筆に日夜頑張った．

信大 YOU遊サタデーは、児童生徒の新しい“荒れ”が始まったといわれる今日の教育

界に、敢えて自分の道を求めようとしている学生たちによって推進されている。 21世紀

の我が国の教育を担っていくのは、間違いなくこの学生たちである。この青年たちの活躍

に期待する以外にない。 2年前にキャプテンをつとめた卒業生から、 3度目の挑戦で教員

採用試験に合格できたという報告を受けた時は、本当にうれしかった。どんなに状況が厳

しかろうとあきらめないで、勝つまで努力を続ける、その心こそが未来を拓く鍵であると

恩う。

学生たちが、子どもたちと触れ合い、ともに喜べる場を共有したいと考え、そのため

の具体的な講座を準備して実践し、その結果、何が得られたのかを考察し、記録に残して

いくことは、教育実践研究に生きる教師を目指す者にとって不可欠の労作業である。学生

の実践には未熟さがついてまわるが、それを凌駕して尊いのは、他者との関わりを求めて

人間の中に飛び込み、自他ともの喜びを求めて実践活動に身を挺している、その事実であ

る。

第 4集となるこの報告書を世に出すことができたのは、学生たちのこのような実践を

終始温かく見守ってくださっている全教職員の皆様のご指導 ・ご鞭縫の賜物であり、信州

大学本部のご支慢のおかげである。衷心より感謝を捧げたいと思う。

まもなく第 5i切実行委員会が発足する。信大 YOU遊サタデー5周年記念大会は、オリ

ンピック施設ビッグハッ トを会場に、平成 10年 8月 15日（土） ・16日（臼）に「背少

年のための科学の祭典J長野大会と同時開催される予定である。今後とも、さらに一層の

ご指導・ご鞭縫をお願い申し上げるものである。 平成 10年 2月 7日 土井進
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（テレビ放送）

f信大 YOU遊サタデ一一先生になりたい－J 1997年 10月18日放映 15分

提供長野市編集：赤井智志（長野市広報課）江村裕子（長野朝日放送）
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一一議扇室長千差是言己一一

オリンヒツ ク 4日自の 2月 10日、第 4期Y0 U遊サタデ一実践記録の編集作業が終わ

った。今年はオリンヒックがあるため例年よりも早めに作業を進めなくてはならず大変あ

わただしい編集作業だった。 しかしこの実践記録を見てみると、過去の実践記録と比べて

も遜色の無いものに仕上がったと言えるだろう。 これで第 4期YOし1遊サタデー全ての活

動が無事締めくく られたことになる。だからといってそれが第 5期YOじ遊サタデー始動

の合図になるというわけではないと思う。帯 4期Ii:第 4期、第 5期｛士第 5期全くの別物だ

と思うからだー名前は同じ Y0 U遊サタデーかもしれないが、色は全く違うものになるだ

ろう。また、遣う色にしなくてはならないと思う f模倣から伝統は生まれなし、J、 「保

守が継続の最善の道とは思えなしリ 。この 2つの言葉を胸にとどめておきたい。

（登坂武入社会専攻 3年）

一第4期Y0 U遊サタデ一実践記録編集委員会一

。登坂武人（社 3)0真島紀章（数 3)0清水麻紀子（家 3)

・浅沼康理（数 4) ・井口佳美（家 3) ・小木曽雄亮（数 3)

・佐々木美恵（家4) ・中村典史（社 4) ・森下房枝（家 3)

・平林徹（数 3) ・土井進（教官）

平成 9年度

第四期「信大 YOU遊サタデー」の実践

一体験的学習の指導による実践的力量の形成ー

平成 10年 3月 17日発行

編集 ・発行信州大学教育学部

附属教育実践研究指導センター

干380ー0871 長野市西長野 6ーロ
TEL/FAX 026-237-6127 
TEL/FAX 026-237-9296 

HomePage : http://cert.shinshu-u.ac.jp/ 

E-Mail : doisusm@gipnc.shinshu・u.ac.jp
higashi@gipnc.shinshu・u.ac.jp



信州太学教育学部生が、平成 6年度に全国に先駆けてスタート させた

新しい空聞をご紹介致します。
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